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本書『唐i度宮』は、農業構造改善事業および農道怒備事業の施工に伴い、昭和49年から

52年にわたって調査した、坂上， ruJl京， )書:波宮，居平遺跡、など八ヶ岳南麓にひろがる縄文

中期後半の遺跡群の発掘調査報告書である。

この八ヶ岳南蔵地方は、井戸尻遺跡群をはじめとし、中部高地の縄文中期文化の代表的

遺跡1洋地帝として、早くから世に知られ斯界の注目するところである。

この地に立てば、南東遥か富士の霊峰を望み、南には甲斐駒、鳳風など南アルプスの峰

山華がすぐ践の前に開け、ことに紫紺の岩肌に深〈五IJまれる甲斐駒ヶ岳の純白の雪渓は眺め

る者の限を射、心に神秘の感動をよぶ。さらに撞をめくらせば、八ヶ岳南端の編笠山が西

岳と三頭を従えはてしなく広大な裾野をひき、その悠久なる大自然の営みは郷愁の念をよ

び覚ます。

数千年前、古代の人々もまたこの地にひかれ、この地を愛し、この地に住みついて、さ

まざまな生活文化を創造しつづけたのである。悠遠の時を経た今回、縄文の人々の生活と

文化、祈りに心を寄せることは、現代に生き未来を生きょっとする者にとって緊要なつと

めであろっ。

当町では、昭和33年以来、町内各地に残る縄文時代の遺跡、について発掘調査を実施し、

幾多の成果を収めてきている。昭和40年には『井戸尻』を、 53年には『曽手I].!をそれぞれ

報告書として刊行してきた。しかし、 40年代末からは度々の緊急発掘に追われ、調査資料

の整理と報告書の作製の作業は心ならずも遅滞・を重ねて今Bに至っている。 g

このたびの報告書も、発掘から十余年の月日を経てようやく刊行にこぎつけたものであ

る。けれども、報告書:として万全の意を用い、最新の研究成果に立って纏めることが出来

たものと{言じている。

この報告書が広く各界で利用されることを念願すると同時に、発掘調査ならびに本警の

編纂に携わられた関係各位の熱意あるご尽力に対し、深甚なる感謝と敬意を申し上げる次

第である。

昭和63年 6月

富士見町教育委員会

教育長名取剛一
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1 本警は、農業構造改善事業および農道整備事業に伴い、昭和49年から52年にかけて富士見

町教育委員会が行った、坂上・向原・唐波宮・居平遺跡の発掘調査報告書である。

2 執筆分担は次の通りである。

第一章;小林公明

第二章一節;小林公明 二節一;五味一郎 ニ節二;三上徹也 ニ節三;武藤雄六

三節;小林公明

第三章一節、二部j一、二節二(石器);小林公明 二節ニ(土器);岩崎孝治 二節三

;樋口誠司 三節一、二(石器);小林公明 三節二(土器);三上徹也 四節、

五節;小林公明

第四章一節、二節一、二(石器);小林公明 二節二(土器);岩崎孝治 三節、 四節

一;小林公明 由節二-1 五味一郎・小林公明 四節二-2 三上徹也・樋口

誠司・武藤雄六 四節二-3 樋口誠司 四節二-4 武藤雄六 五節、六節、

七節、八節;小林公明・樋口誠司 九節;小林公明

第五章一錦、ニ節一;小林公明 二節二;樋口誠司 三節;小林公明

第六主主;各節の文末に記す

3 実i&IJ図の作製担当は次の通りである。

遺構製図;樋口誠司

石 器，五味一郎・小林公明

土 器;島田哲男・樋口誠司・三上徹也・折弁 敦・小林公明

土 偶;樋口誠司

土器片拓影;樋口誠司

4 口絵原色図版は、 田技幹宏氏の撮影による。

5 測量図のうち第 3・4，35・36，78-81， 160・161図の10業は、別に付した。

6 写真図版については、紙数その他の都合上、遺構を主体に編集し、遺物は最ノト限にとどめ

た。

7 本報告にかかわる出土品は、井戸尻考古舘に収蔵・展示されている。
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第一章遺跡の環境と調査の経過

環境

八ヶ岳の南麓、旧国鉄中央東線の信濃境駅付近は、縄文時代中期の遺跡地帯としてつとに有
あみがさ

名である。この辺りは、八ヶ岳火山列の南端に位置する編笠山の裾野の末端にあたり、扇の骨

のように南流して釜無川に注く幾条かの中小河川によって仕切られた帯状の台地もしくは尾根

筋に、遺跡が立地している。
いイまいり とうどのみやむニうっぱりさかうえ むじ会ざわ

そのうち居平・唐j度宮・向原・坂上といった遺跡群は、 4各沢川の両岸台地から小母沢川の左
し ぴらおか

岸に及んで営まれた中期後半の集落士止である。{言j農境駅の西方に所在する烏帽子区から平開区

にかけての地籍であり、田畑が開けている。ここらより眺める八ヶ岳は、最も柔和であり、カミ

つ単純にして整っている。編笠山をちょうど真正面にみて、その左右に詰芸と三、3ibfそれぞ、
れ同じ高きで従うようにしている様は、恰も両翼を広げて飛び立とうとする大いなる鷲の姿に

壁えられよう。そして、編笠の膝下に小鼻もしくは乳房のような、これまた柔和な双つの溜が

並んでいることも、印象的である。鼻戸屋と称される高まりで、編笠山の形成よりも古い時代t

に噴出した溶岩のなせる業である。因みにその鼻戸屋・池袋溶岩の噴出土、務沢)11から話器Ji'1
いけのふくろ

を経て東は甲六川に至るまでの聞に、十ヶ所ほどの餅状の円丘ないし小山を残している。いず

れも「、、森」と呼ぴ習わされており、この付近の景観に一つの特徴を添えている。

きて、郷土史研究熱の高まりに支えられて昭和30年代、八ヶ岳南麓ではいくつかり著名遺跡

の発掘がなされ、その成果は藤森栄一編『井戸尻』としてまとめられ、たが、そうしたなかでこ

れらの遺跡はさほど目立つものではなかった。ただ岩平遺跡のみが、井戸尻遺跡保存会の後援

を受けた清陵高校地歴部によって発掘された。昭和38年の春、中期後半の住居士il:3軒が調査さ

れたので、ある(lJそれから暫く時を経た昭和43年の春、唐J度宮遺跡の東南縁を通る農道の拡幅工

事が行われた際に、大形な屋外援護が発見された。その器表の底ちかく、黒い顔料で描かれた

お産の情景と思わしき絵が見出されるや、この土器は世の脚光を浴び?と)しかし遺跡自体は別

段どうということはなく、従前通りの風景が明け暮れしていた。

田畑の改変

昭和49年(1974年)の春先、この辺一帯の田畑は大規模に改変されることとなった。農業構

1 
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第 1図 遺跡F付近地形園 ( 1 : 5000 昭和44年12月 協同測量社調製)

1. 坂上 2. 向原 3. 唐波宮 4. 梨木尾根 5. 小母沢



w 第 2図 遺跡、却す近地形図 (1 : 5000 昭和50年7月測国)

2. 向原 3. 唐波宮 6. 居王子



造改善事業の波が押し寄せてきたのである。猪沢川からノj、母沢川の聞の最大l隔400m余、鉄道

線路より下だけでも長さ1l00mに及ぶ範囲が対象地であった。この一帯は、明治初年め地租改

正のときに小字名を統合して梨木原と総称されている。地形改変によってft民りを覚まされるの

は凝沢川右岸の向原 ・唐波宮、小母沢JII左岸の坂上，小母沢・梨の木尾根の各遺跡である。こ

のうち坂上と梨の木尾根は全部、向原はその一部が煙滅を余儀無くされた。また、唐波宮は農

道拡幅によって遺跡東南縁を欠かれたほか、表土の移動による間接的影響を絞った。ノj、母沢て、

も表土の移動がなされた。

発掘調査は、基盤整備工事に追い立てられながら短期間に行わざるを得なかった。 3月4日

-18臼に坂上、 9日-21Bに向原、 14日-26日に唐波宮をそれぞれ並行して発掘した。

表土の剥ぎ取りは、請負業者の協力を得てブルドーザーによって行った。早春に特有の気紛

れな天候と、散開した現場の広さに作業は難渋した。そのつえこの期間は、井戸尻考古館の新

館への引っ越しが重なっていた。それでも、町内から公募した一般50余名、高校生30余名の人

海戦術による作業と、米沢考古クラフブ品およひび、;清青陵高校I地也歴部はカか益のメンパ一による iJ以抑制Jl山則!ド川|リ量によつ

て、辛うじて調査を遂行することが出来た。

しかし一方、梨の木尾根の方までは全〈手が回らぬままに過ぎ、尾根は一日にして削り飛ば

されてしまった。梨の木尾根は、小母沢上流の左岸に派生した独立丘陵である。長さ150m弱、

最大幅50m弱の尾根の上には、中部電力の欽搭が建っており、その下手に二抱え近くもある山

梨の独立樹があった。 樹齢120年余の老樹だが、晩春には白い花をいっぱいにつけた。梨の木

の下には平岡田んぼの水神様が把られていた。尾根の南西斜面は適当な日溜まりとなっており、

若干の採集遺物から推して、前期の諸磯期頃の小集落祉と目された。この尾根と小母沢遺跡と

の間は、やや低〈害IJと平坦で、あり、小母沢遺跡の範囲に入る。つまり小字名の違いだけで、遺

跡としてはー続きである。しかし、この時点では目につく遺物も僅かで、両遺跡の性格は詳し

く分かっていなかったというのが実情である。

小母沢遺跡、の方は表土を均らす程度で、基盤をそっくり改変するような工事はなされなかっ

た。施工後には多少の遺物が採集された。土器片は前期の諸磯a式から中期初頭にまでわたり、

間をおいて中期末葉のものがある。それに平安時代の土師器の破片があっfJ?ともあれ梨の木
尾根は、何の調査もきれぬまま鉄塔の敷地だけを残して、梨の老樹もろども消え失せてしまっ

た。

道路の拡幅

構造改善事業に伴う発掘から二年半ほどして、今度は幹線道路の整備事業が行われることに

なった。農林漁業用揮発油税財源見替農道整備事業という長たらしい呼称であり、略して農免

4 



道路という。これに伴って調査しなけれは、ならないのは、再び唐波宮遺跡、の東南縁と、務沢川

を隔てた居平遺跡の上手である。なお居平では、これに先立つ昭和48年に尾根筋を通る区内道

路の改良工事が行われ、 4車干の住居社の所在が知れている。

発掘調査は県より委託を受けて、二回に分けて行った。昭和51年(1976年)11月25日-12月

8日に唐波宮の上半分と居平を、翌52王手9月l臼-20日に唐波宮の下半分を発掘したのである。

回 発掘調査団と参加者

昭和49年 坂上・向原・唐渡宮遺跡

団長 小林繁治(教育長)

高Ij閏長 小林勲(井戸尻遺跡保存会長)

担当者 武藤雄六 小林公明

調査員 小松良幸 田村和幸 樋口喜美 野沢正美 (米沢考古クラブ) 折弁敦

雨宮永生 小林国彦 (町内大学生・高校生) 高見俊樹 {手話率経吉

小池敏郎 五味一郎 山田晃弘 山口肇 武f中宣明 五味義雄

上原増也 南保勝美 五味弘 コ上徹也 坂本勉 北原初芝、

(清陵高校地歴部) 平出一治

協力員 浜茂敏(教育委員長) 小平辰夫 小林保久 五味敬造 平出今朝美{イ采

存会役員)

作業員 一般;植松六重 池田富美子 大石武子 加々見行子 功カそめ

樽林千春 小池さと子 小池敬暗 小池ふじえ 小池よしの

小池六左エ門 小平和子 ノj、寺本あぐ 小林梅枝 小林-= 小林久美

小林しめ子 小林セツ 小林千百合 小林時子 小林とし子 小林令長

小林精気 小林文江 小林まさ子 小林三代子 小林芳住 五味さくよ

五i床{呆 五味みさを 佐藤昌雄 進藤郁雄 鈴木明 内藤はる

中山幸恵 名取笑子 名取すみ子 名取義友 j兵かづ江 王子出かね代

平出けさ 平出さく 平出きょ 平出とし子 平出文子 平出幸雄

普代照子 細川lイ言明 前田忠雄 三井久美子 三井ふじゑ 武藤一博

武藤さっき 矢沢るみ子 (町内)

高校生;飯島雅安 小池小次郎 小林一穂 小林武子 小林子恵子

小林久幸 小林喜長 五味晃宏 五味聖 五味義雄 斉藤さゆみ

寺沢茂 名取孝 名取光男 野池雄ニ 僑爪豊 浜清和
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浜せい

平出千文

浜正一

平出れい子

浜 i湯紅 樋口誠司

藤原秋彦 藤森幸子

山下貢 米沢荘一 (町内および諏訪地方)

昭和51年唐渡宮・居平遺跡

平出予言努 平出千津美

堀田まき子 三輪雅彦

団長 小林繁治(教育長)

副団長 小林勲(井戸尻遺跡保存会長)

担当者 武藤雄六 小林公明

調査員 折井敦 野沢正美 樋口喜美

協力員 浜茂敏(教育委員) 小平辰夫(保存会役員)

作業員 久保久恵

小林やす子

浜由利子

小林君子

小林ゆり

藤森友子

小林ノリ子

斉藤じっゑ

武藤くに子

昭和52年唐渡宮遺跡

団長 小林繁治(教育長)

副団長 小林勲(井戸尻遺跡保存会長)

武藤雄六 小林公明

折弁敦 五味一部 高見俊樹

小林まさ子 小林益美

斉藤みとし 浜かづ江

武藤弘子 (烏帽子ー区)

宮坂光昭 市沢英利

小林泰 五味敬造 細川l光貞 (保存会役員)

小林道子

浜きみよ

担当者

調査員

協力員

作業員 小林秋雄 小林恭 小林武 小林藤郷 五味芳友 小林まさ子

6 

小林益美 斉藤じっゑ 武藤さっき 米沢荘一 (高森・平岡・烏帽子区)

庄

(1) 藤森栄一編『井戸尻』 昭和40 中央公論美術出版

( 2 ) 武藤雄六「原始絵画のある縄文土器」 考古学ジャーナル 28 1969 

( 3 ) 昭和57年 5月、農免道路の工事に先立って拡幅部分を調査したところ、諸磯a式期

の集石遺構が発見された。また、小母沢を渡った対岸の中尾地籍で平安時代の住居士It

2幸子を発掘した。



第二章 坂 上遺跡

第一節遺跡と遺構

遺跡

坂上遺跡、は、長さ250m・qJ面的mほどの痩せ尾根上に立地する。ここはもともと松の風除林
こ;まあきわ

だヮたが、戦後に開墾されて焔となった。尾根の西北側は小母沢の谷に面し、東南側は幅150
むこうつぱ句

mの:産地をへて向原遺跡の尾根筋と対峠している。この辺りはもう八ヶ昔南麓台地の最末端で

あって、樹間に釜無)11の河原を見下すことができる。 遺跡の南200mに当たる窪地の末端から

は湧き水が出ており、冬でも枯れない。(第 3図)

遺物の散布状態からみて、尾根内上半分1&U130 m・最大幅40m弱の範囲に遺構の埋没が予想

されたので、これを調査区域とした。発掘に当たって、表土の剥取りはブルドーザーによって

行った。黒褐色の表土麗は平均20cm前後で軟質ローム震に移る。なお、調査区上半分の東南側

に接する、 Y字路ではさまれた低い畑にも土器片が散見されたので試掘してみたが、遺構は認

められなかったo

また、調査区外の尾根の下半部については、後日、ブルドーザーによる表土剥ぎに立合った

が、遺物も遺構も発見きれなかった。

発掘の結果、本遺跡は曽手IJII式期の単純な集落土tl:.であることが判明した。検出きれた遺構は、

住居社 8基・小竪穴もしくは土媛・簡単な配石土i上等でルある o 住居は尾根の東南縁に沿勺て営ま

れ、上手に 3軒が組をなし、 40m隔たった下手に 5軒が並んでいる。そしてこの間の、尾根の

中央部にノト竪穴ないし土壌・配石ほかが設けられている o (第4図)

住居社

第 1号住居土II:

上手の 3軒のうちのひとつで、他の住居とは異なり尾根の中央に位置している。長径5.8m

短径5.2mの円形を呈し、 5つの柱穴が規則的に配されている。奥壁側の掘込みはローム面下40

cmであるが、入口側は地山が傾いているため零に近い。床面はきしてかたくなく、周溝は一部

が検出されただけである。炉は住居の奥に寄っている o 焚口に平らな安山岩を据え、右に硬砂

7 
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第 5図坂上 l号住居:!:Jl: (1: 60) 

岩、他の二辺に安山岩を立て、四隅にはノト石を詰めて方形に築いである。炉床は赤〈焼けてい

る。注意される点は、奥の右角に両端が折れた石柱 (23) を刺していることであった。また、

焚口左隅の詰め石は粗製の凹石(19)である。住居の南西入口の床面下には、埋襲(6 )が設

けられていた。

遺存した土器は、イ極体数が比較的多いものの、おしなべて欠損品である。石器は打製石器・

白石・礎石器が出土した。

第 2号住居祉

l号住居の東南に隣している。径5mの円形で、規則的な柱穴が三つ検出された。しかし東

南側の柱穴は、池山の額斜によって床が軟弱なため見つけることができなかった。こちら側は

周溝も検出できない。住居の奥寄りにある石間炉は、やはり焚口に平らな安山岩を据え、ほか

は石を立てかけている。安山岩に一つだけ肩平な砂岩を混ぜている。住居に入ってすぐ左手の

8 
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第 6国坂上 2号住居枇 ( 1 : 60) 

床上には、性格不明な配石があった。そのうちの 2個は輝緑岩ないし輝緑玲岩の平たい河原石

で、片方は立たっていた。ほかの安山岩のうち 2個は、立石にすれば似合いそうな格好の転石

である。

出土遺物はあまり多くない。ほほ完形に復元された加曽利E式深鉢(19)は炉社の厨辺に散

ばっていた。

第 3号住居土11:

いちばん上手に位置する住居で、大きさは 2号土止とほほ肉じである。奥壁側はローム面下50

cm強と深いが、入口側へまわるに従って浅くなる。床面は堅くなく、周溝は半居たらずしか検

出できなかった。柱穴は北半分側に偏って 5-6箇所みだされ、西側取っイすきのひとまわり大

きな穴には、片面側を欠失した深鉢の下半部 (21)が立っていた。この穴の手前には、やや厚

めな安山岩の平石が置かれていた。炉は同様に平らな安山岩を焚口に据え、硬砂岩と輝緑岩を

各一個まぜている。焚口の右執の床は焼けている。炉内には、半面を欠く深鉢の下半部 (22)

9 



坂上遺跡

-戸ー-

-ー-

Q 

+200 

3m 

第 7国坂上3号住居:1:11: (1: 60) 

が転がっていた。遺物は多くないが、西側の壁ちかくから石斧が出土した。

第 4号住居堆

これよりは尾根の下手で、組をなす住居である。 4号主u:は長径5.7m短径5.0mの少々いびつな

形状にして、掘り込みは浅い。柱穴は 6っとも画一的であるが、西南側の間隔が他より遠い。

周溝は一部検出された。炉の石はすっかり外されて見当たらず、炉土i上に接して浅い出みが 2箇

所ある。いちばん奥の柱穴の際に伏嚢 (23)が据えられていた。土器の口縁は床に密着し、こ

れをあげると 3cmほどにローム面の盛上りがみられた。伏寵の中につまっている土は、炭粒ま

じりの褐色土だった。

いっぽう、住居の入口側で対をなす柱穴の間には、恰も埋襲の石蓋のような石が置かれ、床

を少し自Ijるとその下から深い穴が検出された。周囲の位置関係から推して、援護に相当する施

設と考えられたが、中には礎石器が一個人っていただけである。いずれにしても、ここが出入

口に当たるとみて差支えないだろっ。そしてこの先の床面は、いくらか盛上って踏み囲められ

たような状態を呈していた。なお、石蓋のある穴の右側の柱穴内からは見事な黒曜石製の刃器

(58)が出土している。

10 
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第8関 坂上4号住居右上 ( 1 : 60) 

遺構

南側の床上には方板状の安山岩が置かれ、外に数個の石が散らばっていた。この方板石は作

業用の台石として申し分ないものであるが、特に使用の痕跡などは見当たらない。壁際に寄っ

ては鏡餅形をした花街岩の白石(72)があり、これと対応する東側の周溝際にやはり鏡餅形の

凹石(71)があった。他にも石器の出土は比較的多かったが、土器は少ない。

第5号住居祉

4号主l上と近接している。在6.6mあり、本遺跡でいちばん大きな住居である。柱穴はおおむ

ね二重になって 5~6 留所に検出された。その配置からして、殊に住居の西半分から南側が拡

張して建て直されたようにみえる。周溝iま奥壁i~U以外は検出する余裕がなかった。炉石は一部

を残し外されている。炉土ilこの西南側には床面より浮いて数個の石が散在した。住居東南の柱穴

の傍らに、分厚い石蓋を被せた埋寵 (25)が設置されていた。中には細かい粒子状の褐色土が

11 
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第9図坂上 5号住居:tl上(1 : 60) 

v
l
f
 

つまっており、蓋石の隙間から次第に流れ込んで溜まったことがうかがわれた。

それにしても埋衰の位置は、炉土l上の位置方向や柱穴の配置に照らして通有的でなし、。これに

加え、住居東側の柱間が目立って遠いのも気がかりな点であり、住居の入口を判断することが

難しい。出土遺物は比較的多いが、埋饗を除く土器は破損品ばかりである。

第6号住居祉

径3.6mの小型な住居である。表土を撞くとはっきり金円形に遺構の埋没が認められ、黒褐

色の堆土にはかなり炭がとんでいた。住居の掘込みはローム面下20cmそこそこと浅く、 4ヱド柱

で周溝はない。炉は長めで平らな石を焚口に置き、左辺には半害IJした石う守 (9討を用いてい

12 
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第101;m 坂上6号住居士11: (1: 60) 

るO 炉内には土器の口頭部 (33)が残されていたが、細長めな炉の形状と合わせ考えると、前

時代の曽手IJ1式期にしばしば見られる炉内埋設土器の名残と思われる。:焼土はほとんど認めら

れない。

炉祉の手前には、およそこの住居に不釣 1)合いな転石が 3個残されていた。長めで、大きい方

の二つは硬砂岩、手前の中型の石は安山岩である。前二者は床よりいくらか浮いて黒色之が介

在したので、後世に動かされているようであり、少なくともこの住岩に伴うものとは考えられ

ない。

南の壁捺には淡褐色の粘土塊(図中網自で表現)が残され、石斧の破片 (100) を伴つでい

た。粘土は乾くと黄白味を帯び、粉末にして両手で六杯分くらいの量である。似た粘土は近く
むじなぎわ

の洛沢)11の河床などに見られる。ほかに遺物の出土は多くない。

第 7号住居祉

6号土i上と近接している。側壁の立ち上がりは北側半分がとらえられただけであり、 6号土l上よ

り更に浅い。大きさは 1号祉とほぼ等しく、長経5.7m短径5.2mである。浅いので床は軟弱な

うえ、耕作や桑根などで乱されており、柱穴は検出できなかった。炉は焚口にま準緑T分岩の平ら

な河原石を据え、その右手に柱状の安山岩、あとは板状の安山岩で囲っている。回石(102)

が詰め石に使われていた。炉床はあまり焼けていない。南東の床面下より埋裏付0)が発見さ

れたが、 i美鉢を用いている点が特異で、ある。そして埋聾と炉との位置関係、あるいは炉自体の

位置方向が通常的でないことは特に注意される。

13 
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第11函坂上7号住居社 ( 1 : 60) 

遺物は少ないが、炉祉の近くから小さな士官 (41)が出土した。

第8号住居祉

¥ 
J 

いちばん下手に位置している、長径4.9m短窪4.3mのさほど大きくない住居である。柱穴は

4ないし 5つあるが配置は不規則で、入口1RU右手の柱は建替えが行われたらしく、間寸法の穴

が栢接していた。また東北側には貯蔵穴と思しき大きな穴があり、中から小型の石うす(112) 

と土器片が出土した。堆土が軟質ロームと紛らわしい褐色土だったこともあって、周溝は検出

きれなかった。炉の石はすっかり抜き取られ、詰石が転がっていた。うち 2個は白石(109・

110)である。また、炉祉の右方に残置された害IJれ石は炉石の一部らしい。炉床は10cm厚に焼

けていた。

入口側の床上には数個の石が散在していた。これも外された炉石の一部かもしれない。右手

の柱穴の扶には、太くて長めな安山岩の転石が横になっていた。遺物の量は少ない。

14 
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第12図坂上8号住居祉 ( 1 : 60) 

屋外の遺構

1号祉南西の屋外遺構群

遺構

、、

1号住居祉の南西側に続く尾根の中央部には、数種の屋外遺構がまとまっていたもすなわち、

三分割して安置された土偶，立石，小竪穴 8，衛単な配石4箇所，樹立土器，焼主疾2富所で

ある。このうち遺構群のほぽ中心的な場所に、土偶と立石が位置している。

表土を除去すると、まず、 l号土ll:から南西に 8m隔たった地点で、土偶と横倒しになった立

石とが2.5m離れて出土した。土偶は、首から上と胴体と緩から下との三つに分かれ、胴体と

媛以下が正面を上にして南向き左右に並んでいた。頭部も関じ箇所にあったが、いち早く出土

し、それと気付かずに取りあげられてしまったために正確な位置関係は分からない。三つの部

分を合わせると身長23cmに達する大きな土偶である。ただし右足を欠損している。層位的には

軟質ロームのちょうど上面に当たり、同面には 6-7個の石片もしくは小石が、土偶に伴うよ

うにして置かれていた。そのうちの l偶は粘板岩製の打製石庖丁 (120)‘であり、他の 1個も

同じく粘板岩の薄い石片だ、った。それに土器の小破片も 1点ふくまれている。これらの周囲は

勾玉形に暗褐色をしており、土壌の埋没が明らかだった。

15 
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第14図 坂上 l号社南西の屋外遺構 ( 1 : 60) 

ところで、はじめそれと気付かずに土偶の首が出土したとき、同じ箇所から打製石器3点と

粘板岩の石片と礎石器 1点、それに両手分ほどの土器片が伴出していた。出土層位は軟質ロー

ムの上記よりわずかに高い程度であるから、それらの遺物も土偶に伴って配されていたのだろ

7。

土偶と小石をあげて掘り下げると、日音褐色土の溜まった範囲はおよそ 8-10cmの浅い勾玉形

の由みであった。しかしそれが独立した施設かどうかは不確かなまま、ひきつづき褐色の堆土

に移り、その下は径1.2m. i架さ40cmほどの穴(1号小笠穴)となった。土器片が一片あった

のみで特に遺物は発見きれない。

そしてこの穴の南西側には、7JIJな二つの穴が連続していた。ひとつは深さ28cmのたらい状の

穴(2号)で、褐色の堆土が溜まっていたが出土遺物はない。これと土偶の穴との中間に重複

して、深さ63cmの穴(7号)が埋没していた。堆土の上部は軟質ロームと紛らわしい褐色土で

あり、埋め立てられている模様であった。下部から若干の土器片が出土した。また、これの東

17 



坂上遺跡

i~U に近接して検出された穴( 8号)も、その上面は同様に紛らわしかった。

ここで補足整理しておくと、石器と土器片およびイ、石を伴った土偶が直接かかわるのは、時

褐色土が溜まった勾玉形の浅い凹みである。しかし、この出みは大部分がその下に埋没してい

るl号小笠穴の輪郭に一致し、残る部分は 7号小竪穴の上に該当しており、これらの関係は偶

然でありえない。すなわち、少なくとも 1号小笠穴の上部に意図的に土偶ほかが置かれたもの

と理解するのが自然である。

これらの穴の北側と西には、径80cm内外，深さ30-40cmの小竪穴 (3-6号)が4つ散在し

ている。いずれも褐色の堆土がつまっているだけで、遺物は見られなかった。

いっぽう立石は、その断冨がおおむね三角形をした長さ56cmの輝繰岩の河原石て¥土{馬と同

じく尖端を南にして軟質ローム面上に横たわっていた。泰端はほぼ直角に打ち折られ、背面の

基端側半分も大きく自Ijられている。

土偶と立石の地点の南から西の方には、安山岩の簡単な配石または集石が4箇所(1-4号)

あった。炉石に似合うような石もあり、どれにも割れ石の断片がみられた。また、若干の石器

とゴ二器片を伴った。外には、 1号と 3号住居の間にごろんとした安山岩の転石が残されていた。

なお、畑の境界には開墾時に出た石がところどころ並べられていたから、本来の状態はこれほ

ど単純ではなかったろう。

さて他方、土偶の南東 5mのところには、大形深鉢の鯛下半部 (46)が軟質ロームをilll状に

くほめて据えられており、傍から焼土が検出された。わずかながら胴上半部や口縁部の破片を

伴うので、もともと完形の状態で屋外に設置されていたものとみられる。また同じような焼土

痕は、それの荷9.5mの位置にも認められた。

なお、 1，3号ノj、竪穴の中間より 3号小竪穴寄りの位置には、後章の向原、・唐渡宮両遺跡、で

みられたのと伺類の、浮島状にロームを抱く深さ70cmほどの竪穴が埋没している模様だった。

しかし落込みの状態が不明療なこともあって、検出する余袴をもたなかった。

4号祉北側の配石祉

4号住居士i上北側の屋外には、列状の配石を主体として簡単な配石または集石 2-3箇所と小

竪穴 3つがまとまっている。それ(5号配石)は、ちょうど 4号住居の主軸線の延長上に安山

岩礎を並べている。この列上にある 9個のうち真中の石は花罰岩の玉石で、石の下には焼土が

介在した。火熱を受けたらしく、一部ぼろぼろと崩れた。またこれとやや間をおいた南隣りの

石は、 4号主l上で出土しているような鏡餅形の四石(146)である。注目されるのは、花商岩の

玉石から北に二つおいた石と石の関に、深鉢 (44)が立っていたことである。上半部は壊れて

いたが、下半部が形をとどめていた。なおこの辺の三つの石は厚板状であり、ことによると 4

号住居の炉石だったかもしれない。

列状配石の束手には、浅い田みのなかに石が溜められ、ちょっ主した焼ゴ二痕が認められた。

18 
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第15図 坂上 4号社北側の配石:1:11: (1: 60) 

瓢箪形に速なった穴の大きな方(9号小竪穴)からは土器片がいくらか出土した。夢IJ石をはさ

んでこれの反対側にある穴 (11号)は柱穴大の寸法であり、屋外に建てられた木柱土止と思われ

る。列状の配石を中心として石器と土器の出土も割と多く、特に石器は一軒分に相当するくら

いあった。

19 



坂上 i立長方、

8号土l上西方の遺物散布

4号土r1:北側の配石祉より下手では、 6号:fJ上の北方に安山岩の平石(6号配石)が残置されて

いただけで、尾恨の中央部に遺構はもうみられなし、。ところが8号住居祉の西方に当たる遺跡

の最も下手で、は、径5mほどの範囲に打製石器6点(147-152)が散在し、土器の口縁部 (43)

が伏さった状態で出土した。ほかに 4笛所、小蝶の散在がみられた。 I改は火熱を受けたらしく、

鉄分の沈着した喋表が赤変していた。

第二節 遺 物

石器

i号住居祉 1 -23 

1 -8は石鍬である。 1と2は平面形だけでなく、身の反り具合いもそっくりである。 2は

反対側の背面に喋表皮をとどめ、着柄音1¥の両側縁は細かく蔽打されている。 4は着柄部からJ)fJ

形に広がる身を持ち、刃が緩いV字形をなす。通有な援形鍬の範囲寄からはみ出した形態である。
:1 ら

5は肉厚だが刃は切れそうだ。 6は左辺が折り取られた端縁のままで、裏面は喋表皮。 7は、

片側に扶り込みがあって身の向きも偏っているので、靴形石器に近い形態だと思われる。 8も

これに似ている。

9と11は石庖丁。 9は背の一部に喋皮を残し、内湾する刃ii創立鋭い。 11は、この植の石器に

は珍しく輝石安山岩を用いている。片側は自然面で、刃部のみ腹密から細かいizlj離を施してい

る。反対面の背の半ばには、薦平円五業打割技法に特有な、撃で削ったような衝撃点の破砕が観

察される。 10は石庖丁といつより石鎌であろっ。裏側には喋表皮をとり、全体に薄身である。

この石器の特徴は、下辺の右端から 4cmのところでいくらか屈折していることである。ここか

ら左は鋭い刃部、右は着柄部で刃演しを加えている。 12は輝石安山岩製で裏面は自然面。一見、

有茎扇状石器にみえる形状をしているが、これでは着柄できない。下辺を刃部とする刃器の類

だろう。 13は掻器。上辺にも裏面への微細な剥離が認められる。

14-19は白石・磨り石の類いである。 14は片側が磨り面をなす。裏面にも同様な位置に 2つ

の穴がある。 15の裏面には雨滴状の浅い出みがある。 16の打痕状の出みは裏面にもみられる。

17は本面の一部に転石表皮面を残し、うす茶色の鉄分の染みがみられる。 18はきめ細かな膚を

している。凹み穴はない。粗製の19は炉の詰め石となっていたもの。凹凸の著しい赤褐色被撲

の地山喋に不規則な出み穴を敵いている。

20-22は礎石器である。 20・21ともとりたてで使用痕はない。 22はこの種の石器としては大

20 
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第161玄i坂上 1号住居士11:出土の石器 (活)

1・5・8・9;ホルンブェルス化{沙岩質粘板お 2・3・6・7;石iJl!!沙お 4'粘板岩

10;ホルンフェルス化粘板岩 11・12;続石安11J'!: 13; ~H，J1ìil石

Jf3の部類に属す。上の尖った7'jが肥厚し、幅広な下側で厚さを減じた河原石を用いている。側

面部は転石の滑らかな表皮面を保つが、上下両国は膚が荒れて、特に四つの稜には打痕あるい

は浅い欠け傷が多数認められる。上端部はなにかを掃いたように摩滅膚荒れしており、下端部

も何かに打ち当てたようで、裏面側へ欠けた傷や敵打痕がみられる。

23は炉の角に刺さっていた石柱である。柱状節理の角関石安山岩を用い、敵打痕など加工の

あとはみられない。下端はボキッと打ち折られている。頭部はあたかも臼歯のように浅く凹む。

そして不鮮明ながら、頭端の縁から最小 3cm-最大 7cm離れたところに 1.5cm-2 cm幅ほどの、

すす色の染みつきあるいは黒漆の塗布ともみられる'帯が弧状にぐるりとめぐっている。

2号住居祉 24-37 

24-26は石鍬。指形の24は刃部が薄く、使用によると思われる欠けが生じている。 25は逆に

器部が薄い。 26は左に折断面、右に自然面を利用しており、横断面は長方形を呈する。領IJ縁の

調整はまったくない。

27-30は打製石}琶丁あるいは刃器の類である。いずれの刃線も二次調警告はほとんどなされて

21 



坂上遺跡
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第17国 坂上 1号住居社出土の石器 ()，-$ 23; Ys) 

14・19;単斜輝石斜方輝石角関石安山岩 15-18;輝石安山岩

20;輝総岩 21・22;硬砂岩 23;角閃石安山岩

Cコ

21仁コ

いない。 27は裏側の背半分に礎皮をとどめる。本面側の右肩が浅く出むところが、扇王子円礎の

打ち割にともなって生じた衝撃点の破砕筒所である。 29は、上端の調整を除いて本面に喋表皮

をとる。 30は石鎌と考えられないこともないが、それだと左利き用となる。さしたる手を加え

られていないので、積極的に推すにはたらない。 31は小形な石鎌と目される。刃線の右端から

2.5cmが着柄部と思われ、それより左は細かな鋸歯状に摩耗した刃線をなしている。背の側に

礎皮をとどめる。 32は、すらりとした優美な身部と鋭い切っ先を持つ見事な鎌である。着柄部

22 
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第18図 坂上2号住居i止出土の石器 (~) 

24・37;硬砂岩 25・32;ホルンフェルス化砂岩質粘板岩 26・30;粘板岩

27-29;粘板岩ホルンフェルス 31;スレート 33;祭l懐石

34;単斜・斜方輝石角閃石安山岩 35・36;花i詩質砂岩

の上下にさりげない扶りが切り込まれている。刃の調整は両側になされているが、中程はやや

鈍い。 33は石錐と捉えたが、尖端を欠損しているため断定は出来ない。掻器と捉えたほうがい

いかもしれない。

34はお供え形をした磨り石の類。石基が軟らかめで斑品がざらざらと露出している。 35-37

23 
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42;ホルンフェルスイヒ粘板行

45;花j;>iij質砂ど 46;j砂!(f

坂 l二3号住居社，'.1'，土の石器

38;ホルンフェルスイヒi!少r-;1[粘板17
40;磁砂抗 41;粘t-tz-i';-質1じbti
43;ホルンフェルス 44; !-.lAllji1石

第191~

どちらも細かい蔽打の結果としは礎石器である。 35・36は一つの面に凹みがつけられている。

て出来た浅いものである。 35の欠損はあたかも打ち折られたかのように見受けられる。 36は全

I!:!]みはごく浅体にやや膚荒れ気味で、左側面は鼓打されている。右側面にも打痕がみられる。

しかし、右い。大形の37は、上下の両面とも溝や陥没の著しい転石膚を保つ硬砂岩礁である。

それは稜線にも及んでいる。商の!替はおとなしくてなにか消耗したような膚荒れ感触があり、

左面は剥落したように欠民している。

38~46 3号住居社

2号祉の32の38は石鋤だと思われる。石材は砂岩質粘板岩のホルンフェルス化したもので、

そして基端が少し反っているのが鎌と酷似する。狭まって円く尖る刃と基部左右の浅い扶り、

特徴的である。 39は石鍬。身幅が広〈、斜刃である。 40~42は石庖丁。 40はノj、形な作品で左辺

刃線には表裏に細かい鋸歯状の剥離が加えられている。 41は右端の打面から剥に喋皮を残す。

24 
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遺 物

ぎー取った石片を利用している。裏側は喋表面。 42は背の部分に喋表皮を採る。本面の]頃には，

扇平円離打割技法の衝撃点にみられる典型的な破砕痕が残きれている。刃線は極めてうすく、

鋸歯状に摩耗している。 43は、右上端を打面として剥がされた主要剥離面を裏側に持つ石器で

ある。本国の上半は喋表面。刃部と思われる下辺の中央は、裏面へ一撃のもとに挟られている。

しかしまた、上辺にも細かな刃こぼれ痕が連続している。

44は黒日程石のいわゆる掻器だが、周囲を磨つである。すれた面はほとんど曇りガラス状とな

り、 j炎褐色に曇っている。 45は花関質砂岩裂の良<J寒かれた磨り石。磨り石の石材としては稀

である。全体に滑らかな膚を呈すが、大きく三つに割れて一部を欠失する。

46は珍Lくも砂岩製の石斧である。基部の片側は大きく破損する。そして腰より上の両側面

から一基部にかけては、細かい敵打によって演し減らされている。また片面の!J主には 2箇所、ネ

ズミがかじったような浅い打痕凹み穴がしるされている。分厚く鈍い刃も蔽打演しされており、

もはや使用できる状態ではない。これらのことは、石斧というものの末期のあり方の一面をよ

く示しているといえよう。

4号住居土II: 47-72 

47・48は石鍬。 49は有肩石鍬。いわゆる大形粗製石匙などと分類されてきたものであり、除

草具に当てられる。茎の背に喋表皮を残し、片理状の割れ面をそのまま刃語とする。刃部は薄

く、良く切れそうだ。刃線は心持ち斜めにつけられており、その傾き呉合いは左手Ijき用となっ

ている。 50は扶りから上の着柄部を欠失するが、湾出刃の鍬もしくは靴形石器である。刃部調

整は外湾する下辺から裏側へなされている。背面には喋表を残す。

51-55は石j琶了あるいは刃器の類。どれも背の部分が厚く、刃部は薄くて鋭い。 52・53は背

に喋面を採り、 51・55は片面が喋表皮である。 51は刃線が背より短い典型的な倒梯形で、あって、

東南アジアの爪鎌(稲の収穫具)の一形態をほうふつとさせる。背の厚みを減ずるための横長

の2回の恭Ij離も見事である。 55は岩石の弱線に沿う割れ面を刃面に利している。刃線には細か

な刃こは、れが連続し、背の稜線にも刃こぼれ痕が認められる。 56は淡い灰緑色の凝灰岩を打欠

いて周縁に刃をつけた円盤状の石器である。この辺では見かけない石質だ。 57は輝緑凝灰岩の

剥片を利用した刃器。刃線には細かい剥離が鋸の自立てのように加えられ、それが摩滅してい

る。 58は黒曜石製の刃器。剥片を素材としているようにみうけられるが、実際はいわゆる碍で

周辺調整以外は全て自然面である。特記すべきは刃部の調整で、細かい貝殻状の剥離を重複さ

せながら、それぞれ幅 1crn弱の内湾する刃を作りだし、全体として鋸歯を得ていることである。

石包丁としてイネ科植物の収穫に使えは¥抜群の切れ味を発揮したことだろっ。

59は刃部磨製の石撃である。左図の左側縁には礎表皮が残っており、横断面は左に厚く右が

薄い三角形を呈する。 60はいわゆる定角式の石斧だが、片減りして斜刃となっている。刃部の

i幅が狭まっている点は乳棒状石斧に似る。

25 
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第20図坂上4号住居:l:ll:出土の石器 (Y:i ) 

47・48;ホルンフェルス 49;スレート

53;ホルンフェルス化硬砂岩 54;粘板岩

57・59・60;輝縁凝灰岩 58・61;黒曜石

50・51・63;1i史砂、岩

55;砂岩質スレート

62;水品

52; 11少表質粘板岩

56;凝灰岩

61 は掻器であるが、表面の光沢(水和層)の状態、および調整からして旧石器時代の所産で

あることも考えられる。 62は半透明な水晶の破片である。下辺に刃こほ、れ状の微細剥離が認め

られる。

63は礎石録。長辺の両端を微妙に敵き減らしている。なお、右辺に大きな打欠き痕がみられ

る。このあと少なくとも 5回の小さな剥離が加えられているため偶然ではない。意図的な所作

であろう。

64-68は礎石器の類である。 64は上端が打欠かれている他、左面と下底面とがなす稜のー笛

所も少し欠かれている。上下の平坦面は転石の滑らかな!習を保つが、四つの稜と左右の側面は

膚荒れしている。 65は、下端部に敵打した潰れが見られる。 66は一見砥石風だが、特に使用痕
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第22図 坂上5号住居土Il:出土の石器 ()1) 

10cm 
ユニニコ

80 

73・76・78;ホルンフェルス 74・75;スレート 77・79;ホルンフェルス化粘板エ;

80;硬砂岩 81;法質支岩 82・83;黒11翠石

の穴がある。

5号住居註 73-93 

76 

73-75は石鍬である。 75は小型であり、手鍬として使用されたものだろう。刃部に摩滅が見

られた。 76-79は石庖丁ないし刃器。 76は石質の相違はあれ4号祉の58と同形態である。背に

帯状の喋表面を採り、裏面には割り取った擦の衝撃点の破砕がみられる。刃は主に裏面倒につ

けられている。不定形な77は裏面が喋表。 78は被膜状の風化が著しい。 79は本面が猫背な喋表

皮。刃部の調整はほとんどなく、刃は鋭い。

80・81は喋器と捉えておく。 80は上辺の縁に点々と敵打の痕がある。下辺の科離は裏側へも

なされ、石鍬の製作途上の失敗品とも考えられないこともない。ずっしりと重い81は、撤密な

珪質頁岩の転石である。下端の角に 4箇所ほど剥離が加えられている。裏面には上端からの剥

離もある。すべての剥離面にはあたかも塗り付けたかのよつな褐色の染みが付着Lている。一

見したところ、血糊のように見受けられる。そして、礎表面もまた手垢のような淡褐色に染ま

っている。剥離は別のハンマーによるものか、それ自体を台石に打当てたものかはっきりしな

い。 82・83は黒曜石のいわゆる搭器。
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第23図坂上5号住居tll::出土の石器 (7:i 89; Ys) 

84・85・87-89;輝石安山岩 86;輝石角関石安山岩 90-93;硬砂岩

84-88は問石・磨り石。 84は本面が磨り面として整っている。裏面には雨滴状の回みがある。

85は石基がぎらつき、割と軽い。側面に乱打痕がある。磨り面としては裏側の方が整っており、

煤を吸着している模様である。なお、膚全体に灰のような感じの土とわずかな焼土が付着する。

29 



坂上遺跡 〆ほか一昔1¥に煤の染み付き
4 

86は片側が磨り面をなす。火を受けたらしく、中央の凹穴とその<<l(7コ散在する由みも人為的な
ノ

が認められる。 87はあばた状の!替で特に凹み穴は認められなし、。がる。

ものか石自身のものかはっきりしない。石うす89は良くすられて¥(Lない。 91は本i11から側面

90~93はいずれも硬砂岩の礎石器である。 90は特に使用痕がみ I ;}二ζくみられる。裳苅にも少

にかけて洗っても落ちない土色の渋のようなてらつとした)J雲活物jJr立置する柱穴から出土して
し認められる。なお、これと先にみた81の頁岩礁とは埋設の西憐ly

U 、o 92は上下の両面ともか

おり、どちらも似た染み付きを有することは偶然の一致ではあるダ¥Jこはちょっとしたノトね-"Rカず
なり膚荒れするが、両側面は転石の!替を維持している。 93の右側i11

認められる。

他に、 10点弱のよ佐積岩主主の石)守が出土している。

6号住居土II: 94~101 
nる。外湾する刃部には裏側

95は湾出刃の石鍬もしくは靴形石苦手である。豪雨には燦表皮をjit"

/"、 刃は片 i喜li~IJ につけている。
への調整がまったくなされていない。 96は刃器の類。背i主lはi潔表〆L

ニぽえられる。布半身に礁j支を
97は石鍬の半製品のような石器だが、右辺の稜は鋭〈、刃器とも元号

のこす。

98・99は礎石器。 98の広い両面はするっとした転石面を保ち、同f貝IJ函がやや}脅荒れ気味であ

る。本国の中程にはノj、打痕で荒れた筒所があり、また-ll!1Jf泊に打辰巳]みがつけられている。 99

には表裏とも一箇所の打痕凹みがある。全体に火にあたったのか、 Jやや煤けているように見え

る。

100は粘土塊と共に出土した乳棒状石斧である。制下半を破損し、 その縁が細かく蔽打演し

されている。その状態は、石槌として転用された結果とも見なし得る。また表裏とも引っかき

痕状の打痕が多少つけられている。 101は角張ったおむすび形をした巴石もしくは踏石。裏面

にもこ箆所雨j商状の出みがある。両国とも平担であるが、どちらかといえば裏仮初f主な磨り函

らしい。一部に煤の吸着と居、しき黒変が認められる。両側面も広
L、ヵヘよく観察するとこれは

本来の側縁を敵打点ーしして面取りしたものと見なされる。

94は半割して炉石に用いられていた石うすである。目立て痕が挙ミ
マしい。縁には、おおむね左

右対応するような位霞に凹み穴がつけられている。裏面にも問i篠弘
て巴み穴が配されている。な

お、半刻した際の衝撃痕や破砕箇所は見あたらない。

7号住居土止 102・103

102は凹石。反対面は雨潟状の凹みが若干見られる。 103は下辺込

¥，'-本商側へ調整しているが、
器種として認定できない。

8号住居社 104~ 117 

104・105は石鍬。何れも破損している。大型な105は裏表ともね:

30 市反岩の片理面を利照してい
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第24図 坂上6，7号住居ち1:出土の石器 013 94;)Is) 

94-101; 6号社 102・103;7号祉

94・101;輝石安山岩 95;スレートホルンフェルス 96-98;硬砂岩 99;輝総岩

100;輝緑凝灰岩 102;輝石角閃石安山岩 103;ホルンフェルスイヒ砂岩質粘板岩 31 



坂!こ遺跡、

A
川
川
川

W

ハー
-
1
1
1
v

イ?1

105 

川心
婦
間
以

τ
114 三
05cm  

111 

第25図 坂上8号住居祉出土の石器 (;，;} 112;)i) 

104;変輝岩 105;スレート 106・108;粘板岩

107;スレートホルンフェルス 109-112 ;輝石安山岩 113 ;輝緑岩

114 ;硬砂岩 115・116;輝緑i凝灰岩 117 ;黒曜石

る。 106は湾出刃石鍬もしくは靴形石器。 6号祉の95が機能的に更に一歩進んだ形態であって、
1:t.{ミち

土をすくい寄せるのによく適す。上辺には折り取った端縁をおく。半月弧をなす刃は鋭い。107・

108は石庖丁である。 107は紡錘形に近い形態で、うすい刃線の 2箇所に段がついていることが

注意される。 108も薄い石片でやや不格好な形態だが、きれいに整った刃を有す。刃線には細

かな使用部j離痕がみられる。

109・110は共に炉祉の中から出土した磨石・出石。 110は、裏面にも対称な位置に二笛所似

たような由みがある。 111はきれいな膚をした丸石である。図示した面は部分的に謄研面を呈

する。 112は削り痕が凸出と残る粗雑な石7すである。この大きさでは実用之はならないだろ

32 



遺物

う。 113・114は喋石器。 113の中央には使用によるらしい細かなあばた状の満荒れがみられ、

上端部は鼓打減りしている。その鼓打減りの様は、鼓製用の槌として用いた結果のように見受

けられる。また全体に粘土がこびりついていて、洗っても、落ちない。粘土を演すのに使われた

ものかもしれない。それに火熱を受けたものか、 i炎褐色の膚色に染まっている。 114は上下と

も石英脈の貫入面で折損している。

115は乳棒状石斧の主主部。折損したのち、基端を石槌として使っている模様である。その様

態は 6号土Il:.の100と似ている。 116は、薄身な石斧のはじけた刃部を二次加工したもの。左前の、

刃先から上1.7cm位まで刃線に平行的な褐色のアク状のものの付着が数条認められる。

117は旧石器時代のナイフ形石器と思われるが、断定できない。斜片を素材としてその末端

に刃演し調整を施している。余IJ片の打面は自然面である。全体に火熱を受けているため、ひび

割れと霊まりが認められる。

1号祉南西の屋外遺構 118-129 

118-123は、 1号小笠穴(墓嬢)の上面に土偶と一緒に供えられていた石器である。 118・

119は石鍬。 120は石庖丁、 121・122は一辺に刃をもっ石斧である。礎石器123は片面の一端側

が大きく欠損する。使用痕跡は特にない。

124は2号配石、 125と126は1号小竪穴のそれぞれ南西方と北東方、 127-129は4号配石か

ら出土した。 124は棒状の牒石器で、左右の側面ないし側稜がかさかさと膚荒れしている。ま

た、一端に打ち欠けた傷がある。同じく 125も礎石器。側面はつるっとした転石面だが、表裏

の二面は!首荒れし、本函に二つ、裏面に一つの呂転痕状由穴を有す。そして両端とも打欠かれ

ている。 126は伺となく形態がしっくりしないが、湾出刃の石鍬とみるべきだろう。先に見た

106や95の類いである。偏刃の石鍬127は、本面側の刃に土擦れがみられる。 128は上下辺とも

刃をなす刃器の類。下半の斜面は喋表らしい。 129は大型な磨り石。円くはないが御供え形で

ある。片方が平らな磨 t)面として整う。

4号祉北側jの配石 130-146 

130-132は石鍬である。 130はやや分厚いが、刃縁に土擦れがみられる。 131と132は似た形

態らしい。 133は薄身な靴形石器で、草取鎌に当てられる。 134-139は石庖了あるいは刃器の

類いである。このうち134・136・137・139は、いずれも片面に喋表皮を採っている。 134は内

湾刃に刃こぼれがみられる。 136・137は二枚異の殻に似た石片で、刃線に使用の痕跡がうかが

われる。 138・139にも使用痕跡がある。 135は不定形だが鋭い刃をもっ石片。 140はスレートの

喋を一端から打欠いて鈍い刃を作ったもの。

141・142は喋石器。 141は使用痕らしきものが見当たらない。 142は両面が少し膚荒れする。

143は礎石錘。 144は鰻頭形をした磨り石の類、 145は団子形のノj、丸石である。 146は御供え形を

した大形な田石。本面には 3-41留の田みがつけられ、反対側には中央あたりに一つのi阻みが
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第26囲 坂上 l号祉南西の屋外遺構出土の石器 ( !I:i) 

118~123; 1号小竪穴上部 124; 2号配石

125; 1号小竪穴の南西方 126; 1号小授穴の北東方 127~129; 4号配石

118 ;砂岩ホルンブエルス 119・128;ホルンフェルス 120~122; 粘板岩

123~125; 石更砂宕 126;ホルンフェルスイヒ砂岩25粘板岩
127;スレート 129;輝石安山岩

ある。上になっていたのは裏面の方である。

8号祉西方の遺物散布 147-152 

Cコ
124 

147・148は石鍬。 148は大形な接鍬である。 149も鍬だと思われるが断定できない。150-152 

は石庖丁である。 150と151は開ーのスレート材から取り出されたもの。 150は背に礁皮を残し、

151の刃線には鋸歯状の自が刻まれている。

屋外出土 153-160 

153・154・159は石鍬である。 159は右側縁に喋表をおく。 155は刃器の類。 156は一辺が鋭い

34 



(:7!〉l〔 138
C 
C 

lJ-

140 

万白、州、/一一子:γヘl

九
一
火

f
u
…一一

145 

口問

遺物

136 

150 

151 

148 

ζコ
汽一
v
c
m
日

「づ
010cm  

10cm 
Eニニζニニヨ

第27図 坂上 4号i:Jl:北側の配石ならぴに8号:l:j上西方出土の石器，()I;i 146; YB) 

130-146; 4号:tJl:北側の配石 147-152; 8号祉関方の造物散布

130・134・137・141;硬砂岩 131;ホルンフェルス化粘板岩質砂岩

132・147・148;ホルンフェルス 133・135;砂岩質粘板岩

136;スレートホルンフェルス 138;砂岩質粘板岩ホルンフェルス

139・140・143・150・151;スレート 142;砂岩質スレート 144・145;輝石安山岩

146;角関石安山岩 149;スレート質硬砂岩 152;粘板岩
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第28図坂上屋外出土の石器(~)

5cm -

153; 3号社付近の 1Eグ 1)ッド 154-156; 1・2号jJl:付近の 2Eグリ yド

157・158;5号配石の北東方 159・160;6号配石

153・159;スレート 154・155・157;ホルンフェルス 156;粘板岩

158;単斜・斜方輝石魚肉石安山岩 160;輝石安山岩

刃をなす縦長の石片。 157は鍬とも石庖丁とも判断がつかない。 158は由子形の小丸石。 160は

磨 1)石・凹石の類いである。

土器

1号住居祉 1 ~14 

j栄鉢形土器には 4つのタイプがある。 1・2はいずれも腕部を欠損するが、ロ縁部に重弧文

をもつものである。 1は古式な把手を伴つ。 3も向様の口縁をもっ深鉢である。 4・5はロ縁

部が素文で、腕部は竹管文の地文に蛇行懸垂文の貼付けされることを特徴とする。両方とも器

壁の内外が消耗している。 6は埋護となっていた土器である。欠失するが口縁はやはり素文で、

銅には弧状の隆帯文が4単位施されている。外壁は全体にくたびれ、お焦げのついた内壁下半

は消耗して素地が露わとなっている。 7・8は変化の少ない器形で、全面に縄文が施されてい

るだけの装飾性の乏しい深鉢である。 7は内外とも器膚が荒れる。 8は中服部に顕著な焦げ付

きがあり、内壁全体がくたびれている。底は内外ともほ、ろほろである。

9・10は頚部が竹の節のようにふくらむ胴長な器形であり、諏訪湖盆~伊那谷・松本平方面

に特徴的な器種である。 9は器壁がうすくて、軽い。給土も細かくてきれいな出来栄えである。
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10の外壁lまぎらりと地膚を露呈している。

以上の深鉢の他には、両耳饗というべきものが11である。器膚は全体としてくたびれている

が 口縁内面の一部に黒漆の痕跡がみられる。また他の一部には、薄いお焦げのように爪でか

くと粉末化する黒い付着物がある。外面にも煤らしいものの付着が認めれるから、火にもかけ

られたようだ。 12は浅鉢。力を込めて磨き上げられている。 13は台付鉢である。二孔一対の孔

のうち片方の二孔は貫通していない。台脚の周縁は摩;成が著しい。内壁にお焦げの残着がみら

れる。 14は両耳把手をもっ有孔鍔付壷である。内・外壁ともよく磨きあげられており、細かな

縄文は 9の深鉢と同じ原体を用いている。

このように本祉の資料は、比較的良好な土器組成を示したものと考えることができょう。

2号住居土iI: 15-20 

15-17はいずれも地文に縄文をもっ深鉢である。 15は器壁の厚みが甚だ不均等で、綾部には

べったりとお焦げが付く。底l土木の葉の上に不明瞭な網代痕が重なっている。 16は密な蛇行懸

垂文が、 17は細い粘土紐がそれぞれ貼付けられる。 18は大形深鉢で、四つのX字状把手をもっ。

19はほぼ完形である。器面は全体に 6単位に分割される。文様構成や胎土からみて、関東方

面の力自営手IjE式土器の搬入品と思われる。外面は全体として黄土色調、内外とも地!替が露z呈し

て白い長石粒が自立ち、底面は摩滅している。 20は両耳喪である。

3号住居社 21・22

21は住岩西側の穴の中に立っていた大形な深鉢であり、片側半周を欠く。鯛上半は真黒に煤

け、綾部は灰にまみれているらしい。さらに底部近くは灰と黒い炭のようなものがこびりつい

ており、底面にも灰がこびりついている。内壁もまた全体として灰にまみれたような淡褐色を

呈す。 22も半面を欠く。縄文地に三本一組の沈線が垂下する加曽手IJE式系の深鉢である。患に

は網代痕がみえる。

4号住居士iI: 23・24

23は伏裂として利用されていた。ロ縁部横帯文は 6芭画で、 j角巻文の下に結節縄文が配され

るが、それがーヶ所だけ抜ける所がある。外壁の上半部には煤、内壁の下半部にはお焦げが付

着する。 24は作りの粗い釣手土器である。内壁には局部的に厚い煤が付着し、その下に蜜柑色

ないし焦茶色のうすい被膜物が認められる。

5号住居地 25-31 

25は埋喪にされていた土器で、底を欠く。内屈する口縁は重弧文、胴部は縄文地に細い粘土

紐によるモチーフを 5単位もつ。外壁上半には煤が、内壁下半には厚いお焦げが相反するよう

に一線を画して付く。外壁は底ちかくを除いて消耗がすすみ、特に腰部は輪積帯のー毘分が細

片化している。内壁は下銅部と口縁が疲れている。

26・27は図上復元したものだが、ともに諏訪湖盆~伊那谷・松本平に中心をもっ土器である。
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坂上遺跡

26の胎土中には金雲母が光 1)、大きめな石英・長石粒を含む。 27には、少し賞味を帯びた石英

の結品と雲母が多量にふくまれる。いずれも池付きの作ではない。 26の外壁は真黒に煤け、 27

の内壁下半には 1mmJ享の焦げが付いている。

28は両耳裂の口縁部。 29は6号土11:出土の36と同様な粗製浅鉢である。底が少し摩滅している。

30は小鉢ないし端である。仕上げは粗く、ロ唇が摩滅している。 31は、器腹が玉葱形をした精
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第31図坂上4，5号住居:1:.11:出土の土器 (76) 

23・24;4号:t11: 25-31; 5号fJJ:
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遺物

製査である。有孔鍔付壷の流れを汲むものだが、破片のため全容を知 1)得ないのが惜しまれる o

X字状の把手が一対もしくは二対つくらしし、。内壁は黒っぽく、外壁も濃褐色~黒色に焼かれ、

内外とも赤色顔料ーを塗っている。そして、内壁のふくらみ部に伺かi十液の残津痕のような感じ

の浅黒い付着物が認められる。

6号住居祉 32-37 

32-34は深鉢であるが、器形や文様構成は三者三様である。素文口縁の32は在地の曽利式土

器。頭部がふくらむ33は諏訪湖盆~天竜川流域方面の土器である。石英・長石・金雲母をふく

〈

、一/ー

¥ 
32 

三~
37 

33 

36 

35 

LdJ 
/ 40 

41 

日cm 15cm 

第32国坂上 6，7号住居:1:11:出土の土器 (!i3 41;;';;) 

32-37; 6号1:11: 38-41; 7号社
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坂上遺跡、

み、積~賞褐色を呈する。始土・色調とも明らかに地のものではない。ロ縁部にl隔の狭い文様

帯をもっ34は、関東地方に中心をもっ加普手IJE式系の土器である。なお、 33は炉内に置かれて

し、fこ。

35は両耳裂の仲間であるが、両耳のX把手を{半わぬらしい。 34に似た加曽手IJE式系の作風で

ある。 36は浅鉢。外壁には箆による横方向の整形痕が粗く残る。底は摩滅している。 37は二窓

式釣手土器の破片である。成形時の指頭圧痕が著しく残る等、作りは組い。内壁に煤の付着が

みられる。

7号住居士d: 38-41 

38・39は深鉢の底部である。 40は埋護とされた浅鉢で、底と口唇部を欠き取られている。残

った底の縁には摩滅がみられる。!替はきれいに仕上げられ、内面は青黒く、外面にも青黒いと

ころがある。これらの色調は、どうも蒸漆が脱落したあとらしい。 41は一対の小孔をもっ小さ

な坊である。手づくね式に作られ、底に木葉痕を留める。内外に赤色塗彩のあった痕跡が認め

られる。

8号住居祉 42 

42は素文口縁の深鉢である。胴部の施文は l号祉の4と似る。内外とも器膚は疲れている。

42 

42 43 

45 

出三 46

44 
O 
E 

第33図 坂上8号住居祉ならび、に屋外遺構出土の土器 (Ys) 

42; 8号ち1: 43; 8号:1:1上西方 44; 4号ち1:北保IJの自己石

45; 9号小竪穴 46;単独設置
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遺物

屋外遺構 43-46 

43は、 8号土!l:.西方の遺物散布笛戸川に伏さっていた、重弧文の施文された口縁部である。 44は、

4号t!l:.北側の配石祉に立っていた縄文地の深鉢。口縁部にちょ、っとした楕円状の貼付文の一部

がみられるが、口縁部の大半を欠くためよく分からない。外壁上半は煤け、内壁腰部には焦げ

付きがある。 45は、 9号小笠穴から出土した台付鉢の脚部である。 46は単独設置されていた土

器である。上半部は失われて腰から下のみであるが、器種は素文口縁のX把手付大形深鉢であ

る。器国は内外とも消耗しており、内壁には所によって 1-2 mm]享のお焦げ、が、帯状にくるり

と付着している。

土偶

第34図は、 l号小竪穴の上面から出土した土偶である。三つに割れた状態で発見され、右足

がなかった。復元すると高さ23cm程の大きさで、土偶としては大形の部類に属し可成 1)重い。

胎土には、花商岩を主体に多量の岩石粉末が混入されており、接着による成形には可成り苦

労したと思われる。焼成はまあまあで、色調は灰黒色を呈する。

次に全体形であるが、頭部はハート形で彫りが浅く、ロいがいの屑・目・鼻が極端に額近く

まで上り、特に鼻は上向きで格好が悪い。頭の後は、頭巾を被っているらしく三本の紐て、縛っ

ている。頭巾には穴が貫通しているが土偶の本体を釣ったのかも知れない。

胴体は相当に長〈、いわゆる胴長であり、手は短くやや上げ気味で、深呼吸の状態である。

正面では、胸の左右に形の良い乳房が霊かれ、出惜の上下に正中線が引かれている。

大きく横張りに張った轡部には、沈線と沈日:};て、パンツ様の施文がなされている o その上には、

沈線を縦横に駆使して、脇下から脇腹にかけて人体文を左右二体分施文している。そのうちミ

手だけは、両の乳房を捧げるかのよつな格好で上げている。向かつて左が女性で右が男性にな

っている。

人体文の聞には、神前に供物を捧げるのに使われる八足様のものが正中線を境に二個置かれ

ている。この様な文様構成から考えて、この土偶に施されている文様は、神前に於て何事かを

祈っている図であろう事がうかがい知れるだろう。

足は、土偶全体からして極めて短〈、現代の造形感覚からは、とってい理解できない短足さ

である。それに、右足は欠損していたものを想定復元してある。

後頭部は、頭巾を被っているので、奇妙な感じがしないでもない。しかし、土偶に限らず顔

面把手においても往往にして頭の後が奇妙な形になっていることが多い。ことによると、後が

神様になった時の顔で、前が正常な時の顔なのかも知れない。

たいがいの場合がそうであるように、この土偶の背中も、管部がハート形の無文帯で、それ
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集落のあり方

が両手から首すじにかけて広が 1)、この種の土偶のー椴的な構成になっている。

最近は各地で発掘が盛んに行われ、土偶の出土例も少なくなし、。しかし、片足を欠くだけで、

造形・文様ともに、これだけ整った例はあまりきかない。特に文様については、当時の生活文

化を解く鍵が潜んでいると思われるので、別稿で考察を加えたいと思う。

第三節集落のあり方

坂上遺跡は、痩せ尾根の東南縁に沿って営まれた曽手IjII期の小集落であった。発掘において

反省すべき点は多々のこるが、最後に遺跡、の地形図(3国)と遺構の配置国(4図)をみなが

ら、集落のあり方を振り返ってみたい。

住居

住居の戸数は 8軒で、上手の 3軒と下手の 5軒とに分かれていた。そこではいくつかの間題

点が整理される。

(1) 下組の 4・5号枇と 6・7号土止はそれぞれ屋根の裾が触れ合つほどの至近位置で、前後

に似たようにずれて踏接する。これでは後の 4、6号住居:b上は日当たりが悪く、出入りにも不

{更を来すだろう。かといって、前後に時期を違えて営まれたとみるべき積極的な材料もない。

解釈の仕方は二通りだが、いずれを採るべきか難しいところである。ともかく抽象的で、はある

が、 4・5号土l上と 6・7号祉の聞には家系を向じくする連接関係があったと考えざるをえない。

この点で注意されるのは上組3軒のっち、 l号と 2号が入口の向きを閉じくして並んでいる

ことである。そうすると、これら三対の住居には、いずれも向かつて左寄りの方が大きくて埋

喪を有す、という共通点が見出される。

(2) するとまた、上組の 3号土i上と下組の 8号祉は対偶とする相手がなく、それぞれ集落めい

ちは、ん上と下に位置することが対応する。

(3) 上組3軒はいずれも炉石がそのまま残されているのに、下組の過半数は炉石が抜き取ら

れている。それも連接する 4・5号は抜かれ、 6・7号は残る。

(4) ところで、 6 ・7号泣は他に比べて炉床の焼け具合が著しく弱かった。つまり、長期間

にわたって火が焚かれ続けた痕跡が乏しい。これは両住居とも掘込みが浅くて 7号土止では柱穴

もはっきりしないこと、 6号土止はいかにも小型な住居であることとも関係がありそうだ。他と

比較して、石器の遺存量が甚だ少ないのも気にかかる点である。そこで、次のような見方がで

きないこともない。

(5) それは、隣りの 4 ・5号土止の対偶関係がそのまま 6 ・7一号祉に移されたものとみること

である。そう解釈することによって、炉の問題は一応すっきりする。 6号の炉に半割された石
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坂上遺跡

うすが用いられていることも説明がつく。また、 4， 5号ともに石器の出土量が少なくないか

ら、 6， 7号祉の石器の少なさは相殺される。加えて、 4号と 6号に釣手土器が遺存した点も、

それなりに説明されよう。埋喪についても間様である。ただしこの場合、 6号:!J上の炉が古形態

であることをすんなり説明できない。

ともあれ、前後に似たようにずれて隣接する在り方からして、 4・5号土止と 6・7号制:との

間に何らかの対応関係があることは疑いない。そつすると、全体として坂上は、上組と下組の

号Ij、それぞれ二戸一対に加える別な一戸といっ基本構成をもった小集落だと、理解される。

墓

l号祉につづく尾根の中央部には、数種の屋外遺構がまとまっていた。この区域の性格を最

も特徴づけているのは、ほほ、完形の土偶が供えられた土壌、立石、地上に据えられた大形深鉢、

である。ここは墓域であり、祖先祭舵の場であろっ。発掘の時点ではよく認識できていなかっ

たが、最近の調査例から判断して間違いない。わけても、後章でふれるように昭和61年(1986年)

居平遺跡において、曽手IJN-V期を主体とした典型的な環状集落の核心部に出会い、整然たる

墓媛群を発掘した。そこではやはり、同様な大形深鉢のいくつかが墓壌の傍にJ居えられていた。

そうすると、小竪穴と呼んでおいた 1-6号， 8号など似た大きさと深さをもっ穴は、墓穴

と考えて差し支えないものである。そこで二、三の点を要約してみょっ。

(1) まず、土偶と石鍬・石庖丁など 6点の石器が供えられた l号墓であるが、被葬者は集落

の中でも特別な身分の人物であったろうと思われる。

(2) 1号と 2号墓は前後に近接し、さらに 8号墓も近い位置にある。他に比べてみて、三者

の親近さが窺われるようだ。

(3) 1号と 2号墓の聞に重複する 7号ノト竪穴は、これだけが特別深い。居平遺跡の場合から

推すと、この穴には墓標柱が建たっていたと考えられる。

(4) 墓撲の並び方は、北側の 3・4 ・5号と南側の 1・2・8 ・6号との二群に分かれてい

る。二群、 7基である。これが住居のあり方に符合していることは、単なる偶然と思えない。

つぎに立石と大形深鉢であるが、どちらも祖霊祭把に深く関わっている。墓標柱と同様に、

この立石は、祖先の霊魂が降臨する際の依代であると考えられる。なお、これの基端が打ち折

られていたのは石捧の場合とよく似ている。墓の傍に据え置かれた土器とは、言うまでもなく

死者もしくは祖霊に食物を捧げ、神人共食するものであろっ。後の考察篇のところで言及する

ように、この種のX把手付大深鉢といつのは新穀を炊く礼器だと思われるから、その意味する

ところは大きい。

きて、後田しになったのは土偶である。第一に、それ自身が大形な佳作品であるのに驚かさ

れる。そして、ほぼ完形のままで墓に供えられていることが尋常でない。普通の場合とは出土

の仕方が甚だ異なるのである。いったい土偶とは、殺される月の女神であり、五体をは、らぱら
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集落のあり方

に壊され、撒かれたり埋められることによって使命を全うする。その五体から作物が生え出づ

ると信じられていた。

だがまた、死と再生を身に負った土偶が墓に供えられでもおかしくはない。ほほ完形とはい

え右足は行方不明で、首と嗣と腰以下とは分離されていた。これに石鍬と収穫具が高Ijえられて

いたのも瑳によくかなう。要は、 1号墓に葬られた人物の身分ないし'性格と大いに関わってい

るに違いない。

ところで、墓域に関連して考慮されるのは、 l号住居の性格である。この家だけが尾根の中

央部に位置して墓域に近く、その向きも墓壌の並び方と一致している。 8車干の中では柱の配置

も伝統的で規則正しく、埋裂の位置も真中にある。また炉の角には石柱の折れたのを科してい

た。遺物も害IJと多く、殊に前時代からの伝統を号|く有孔鍔付壷を唯一もつことが注意される。

すると、この家が坂上の小集落の宗家とみられるのではないだろうか。土偶を供えられ、その

傍に立石が立つ l号墓の被葬者は、この家の主ではなかったかと推察したいところである。

配石

墓群の西南側には簡単な配石が 3箇所、南北に並んでいる。いつぽつ下組の 5 ・4号祉の延

長上には列状の 5号配石があって、全体として双方は南北に平行している。そしてこの間には

何の遺構もみられない。この辺りは尾根の縁がいくらか弛んでおり、ちょうどそれに合致する

ようでもある。してみると、 4・1・3号配石は恰も墓域を画し、ひいては上組と下組とを画

する境界のように思えてくる。

改めて全体を眺めれば、こうした南北方向の並びというのは、 7 ・6号土II:とその延長上にひ

とつだけ置かれた石(6号配石)との関にも認め得る。そうしてこれら三本の並びは間隔を等

しくし、その聞は空白となっている。これは一体どういうことだろうか。

4号祉の北側では、 9号小竪穴が先にみた墓媛群と罰じ寸法の穴であり、墓壌と見倣せる。

列石の聞には深鉢が立ち、標柱が，建っていたと思しき柱穴が見出された。これらが 5・4号泣、

とりわけ 4号の家と深〈関わるものであろうことは言を倹たない。 4号主l上において対をなして

いた御供え形の田石と同類のものが、列石中にもあった。それに、礎石錘が一点づっ出土した

ことも共通する。なお、他にも石器の出土量が多かったことが注目される。

さて、ここでまた新たに気付くのは、 5号誌の埋喜美と 4号祉の伏裂と列石中の深鉢とが、ほ

ぽ一直線上に並んでいるということである。相互の距離も大差がない。これは単なる偶然だろ

うか。 5号祉における埋言葉の位置を理解するうえでも、何か暗示的に思えてならない。さらに、

同様な自で7・6号祉の方を眺めると、ぽつんと一つ何かのB印のょっに置かれた 6号社後方

の石と 6号祉の炉を結んだ線上に、やはり 7号祉の埋寵が等距離で位置する。これもただの暗

合に過ぎぬのだろうか。その埋嚢と炉の位置関係、あるいは炉の位置方向も尋常ではなかった。

どっやら、 6・7号主l上と 4・5号祉は、その位置方向じたいにもただならぬ意識が働いている
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坂上遺跡

ょうだ。

煩

いちばん下手の 8号祉の後方から尾恨の下半部には、これといった遺構も遺物も発見されな

かった。おそらく、この区域から西南縁斜面が集務の常畑となっていたのではなかろうか。 8

号土止の西方に石鍬と石庖丁が散在していたのは、いかにもそれらしい風景を訪術させる。

道

尾根の東南縁に並ぶ、 8・7・5号住冒と 2・3号住賠はその間に住居-Qiiが入るくらいの

程好い距離を保っている。それぞれの戸口を結んで一本の道が通っていたはずである。それは、

まさしく現在の道路とひ。ったり重なる道筋に違いない。そうしてはやり現道と似たところを通

って、上手は向原の集落に至ったろう。下手l土、南の窪地の端のノj、さな泉に通い、その先は向

原の尾根に出る。そこで尾根筋の遵と合わさって、尾根伝いに釜無の河原に下ったに違いない。

それらもみな現在の農道や山道と重なっている。

まとめ

こうして見てくると、坂上遺跡はそれなりに完結した小集落であったことが理解されよう。

そして、住居・墓・配石などのあり方には、いくつかの興味深い対応関係が見出された。しか

し、各々の関係がみな整合的に一致するわけではなく、ことの解釈は簡単にはゆかない。とも

あれ、こうした集落構成にあらわされている人間の関係、すなわち社会組織といったことこそ

が次に考察されねばならない課題である。

止良



第三章 向 原遺跡

第一節 遺 跡

む前商量跡!ま 1ErRHl町右岸に沿う台地の末縄問に点地し、その提さ4日mにわたっている.
遺跡向上半分u比絞的ゆった 'JLた横幅をもっているが F半分は復せ尾椙状になって坂上遺

"ど...
跡と並行Lている.最も上手町辺りは 台地町浅いたるみを唆にLて唐様宮遺跡に連なる 方、

西側を部地で固され‘南側かりも入江状町撞地が入りこんでいる.工事内爪が泣A 町に併い尭

111調査の対裁となったのは ここを科的にぬける道路から北町三角的匡娘である.(第35図)

表主的制取りはブルドーザーによって行った.鱒補色町霊長土置は20<'前後でローム層に移る.

発摘された遺構は伎府批81きと髄かむ車外施睦であるが、っち 51fが曽利1I式刷、 3軒は予想

も L~. い斜浜式並行制円も丹であった. (第36図)

そ町俊 道路改良工事に際して法面と路肩にかか勺て 3箇所、いずれも県浜並行期とみられ

る佐鰐社内 部 110-12号祉)が肥められた.これと前後する明、地主的都合により、遺跡町

東南に入りこむ曲い窪地内部分が国鉄砲線化工車両残土で埋め立てられた.それに先立って耕

土を制いだところ 二面所に住居祉の埋設が認められた.ひとつ 113号祉)は黒浜並行期であ

り、片方(14号祉}は智和l口式期頃町ょうだった.いっぽフ東北倒的台地町たるみを隔てた道

路虫歯でも一軒 製浜並行期的住居枇が艶掘された.遺俗名を呼び分けて麿波宮)7号住居と Lて

あるが ニ的区減と一体町ものとしてとらえるべきである.そうしてみると、ここは中期以上

に前期町有力な畢務遣時であることのほヲが重要となってこよう.

ところで、 これより 100mはど下った辺つは向原遺跡的半ばに当たるが、相前後Lてそ町一

画で中期末楽町配石遺構を尭綴Lた.しかし地点と遺構内性絡を拠にするので、遺跡的状祝は

それ町ところで別に脱明Lたいと思う.

第二節前期の集落

遺構

黒浜式並行期的住居枇は 1. 7 . 8号泣であり、台地町西級寄りに位置している.発掘区を

限る道路から南側で所在が確かめられた住居祉の分布をみても、住居聞の距離は20m以上はな
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向原遺跡
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第37図向原 1号並居社 ( 1 : 6Q) 

れていて 中期に比べるといかにも蹄らな感じがする.台地町中炎部は広〈空いており、小竪

穴が2箇所みえるだけである.

第 1号住居亀t

南側の半分以上は道路町下にかかり、そこは敷砂利を除いて池全症が上げられたので、尭調を

見合わせた.後目、砂利刺ぎに立合ったところ輪郭がみえて 畏世 7m町楠問状佳居であるこ

とが窺えた。北側は鉱彊されたように出張っている。床は藍〈、 2箇所に地床炉がある。柱穴

は一対が検出された.遺物は少ない。

ところで、住居祉の中ほどでは 床から20cm町商さに貼り床と考えられる前があって 地床

炉のような焼土を伴った.断面でみると、黒褐色町堆土向上屠は的lOcm厚にロームが混入し、

埋め立てられたような層をなLている.しかL気付〈のが遅れるままに作業が進んでしまった

町で、その範囲は定かでない。また道路下にうかがえた住居の絵郭からLても、別な住居祉が

量哩しているようにはみえないから、現執では詳細不明といヲほかない.

第7号住居ilt

重機で表土を押すと、巣々と堆土が露呈した.南北5.5m東西4.9m、円みを帯びた五角形ほ

どの住居である。ローム内壁円高さは30-2Oc問、床は平坦で畢い。柱穴は二対4本が内側へ寄

って配されている.奥の一対は揃いの寸法で、それぞれ置く小さな柱穴を伴う.入口側は左手

町桂穴がいかにも貫関であるが、南町壁近くに樺持柱と思われる綾穴が見t起きれる.炉は奥町
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車38図向原7号世居祉 (1: 60) 

前期の遺精

一

桟と位向聞に世けられ、方形に浅く凹んでいる.周溝は跡切れ跡切れに検出された.住居の南

西内角には、貯蔵穴と思しき穴が沼状に突き出ている.同樺な岡は唐波富遺跡でもみられた.

遺物は、土器片が比較的多かった.しかし定形に裡元できるようなも町はない.

第8号住居雄

遺跡の北隅に岨立的に世置するが、この地点は中期にも 2号住居が営まれてお号、集落で一

番奥まった場所といえる.7号泣とは正反対に、表土を一通り撞いた段階では気付かれず、だ

いぶ後になって確臨きた.またここは台地内峰に当たる町で 冬期町北西風によって土が舞ヲ

なとして表土が噂<.それだけ住居町側壁も低くなっている.

胴円張勺た並行四辺形を呈L、南北が5.6m東西は5.0mある.大きさは 7号祉と同等で、 7

号も 1号も本来的にこうした平菌形から尭しているようである.住穴はやはり二時4本が内管
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第四図向原8寺桂居祉 (1: 60) 

3・
』

りに配され 寸法も揃っている.深い割に太くはない.そして 7号社同栂 入口聞には醐持柱

内跡と曹、Lき埠い凹みが検出された.別に西辺に拍つては三角形をLた 対向穴があけられて

いるが.その一つは呉?常に深〈、性絡が世しまれる.松町担かもしれない.床は監〈、北東隅

が小高〈て固に帽がり 南北方向では中央部が弛んでいる.屈諸島はない.炉は奥町佐穴の間近

くにあって、長円形にわずか凹んでいる.なJ当、東側町床にたらい状町穴(5号小竪穴)がみ

えるが、これには風味円強い縄色土が溜まって曽判II式土器器片が出土Lた.明らかに中期のも

町てeある.

住居の前辺つまり入ロ倒的両脇には、半分に馴れた石ヲす (20)が吋なすごと〈櫨かれてい

た.表獲を別々にして割れロも反対向きにしているなど、いかにも意図的である.外に遺物は
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あまつ多くない.

屋外田遺構

主県浜並行期町屋外遺構として、 7号住居町東側

上手に二つの小畳穴がある.ひとつは僅2m円浅

い盟状の穴(3号小竪穴)で、石斧と土総片がわ

ずか入っていた。もつひとつは租庇形につながっ

た深さ30crr前後円穴(" 2号小笠穴)である。

両手に山盛り分〈句いの酷JUI土器片と少量の曽<'J

11式土総片とが出土Lている.遺物に照らLても、

相隔たった時刊の穴が連按しているものとみるべ

きであるカ、尭掘時の記持がとれなかったため、

どちらとも帰属を定めることができない。 LかL、

穴円形状を中身!のも町と比較すれば北剛(1号)

の方が中期で南側(2号)が前期と判断して時ど

誤りなかろヲ。

なお、知浜並行制の土器片は遺精外でも散見さ

れたが 9号を除く中期的4軒町住居社から出土

した分量円方が多〈、それぞれ両手一杯分〈句い

ずつある 2号社町場合は別として、 5'3 . 6号

枇か均等L<出土Lているのはどうしてだろうか。

遺物

石器

1号住居祉 1 -3 

前期の;j¥椛

ト
¥ 

、、、

=且

l旬

第40図向]京 3号小竪穴(1 : 60) 

思

。

割

第41図 1， 2号小竪穴 (1: 60) 

1は磨')石。片面がするりとした石歯形に躍られている。他方向面も睦られていて浅い凹み

がつけられているが、そこだけは周閤より膚の色が斬Lいので 明句かに後で付加されたこと

が知れる。両面とも躍り面に及ぶ打ち欠き傷があり、火熱によるら Lい細いひびが走っている。

2は餅汗の薄いあばた賀円安山岩理。 3は頁岩製の有韮石器.韮都とE吋町制端に素材を探っ

た時的打面を残す。右側内面では、茎の耕りを結んで淡褐色をLた光択質円手垢植しみつきが

Eめられ、それは腹面にも見出される.
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第42図 向原1.7号佳居祉および3号小竪穴出土町石器 (前期 ).SJ 

1 -3 ; 1号枇 4 -15; 7~号社 16: 3号小受穴

1 :磁石安山岩 2・5 単斜娩石斜方鱒石角間石安山岩 3 -， 法質頁岩

6 硬砂岩 7-ホルンフェルス化粘板岩 8 -14;探聞石 15・16御荷鉾蹄色岩

7号住居枇 4 -15 

4はやはり頁岩製の有茎石器 5は本面が陪り面をなす民主')石であるが 本面倒が火熱を畳

けた均 L< .やや黒蛮Lている. 6は石庖丁であり 本面を鉱側に符っと Lっくりする.刃部

斜面と背斜面に円礎的表庄を残す. 7は不定形であるが鋭い刃縁を有すo 8 . 9は微細な刃こ

ぼれ痕のある制片石器。 10. 11は棋の末型品らしい.石盤12-14は出来がよ〈ない.15は破鍋

した乳棒状石斧て¥本商には繁村町浅い凹みがある。

本祉からは他に、両手山盛')分的黒QU石の小型片や月号が出土した.品質が多機であるが 何

町役にも立ちそうもないものばかりである.また、花間質砂岩と思Lき桂4-5cl1'町小石5--

6咽とスレ ト町小石一個があ。て、フち3個に煤の付着がみられる.何か料理に慣われたの

fごろヲカ‘.
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20・21:).i) 地(前期向原8号並居社出土町石器第'3図
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ただし21・24は2号住居祉出土
17' 19-21絹石安山岩 18単制割方錫石角間石安山省け)

22 :ホルンフ呉ルス化砂質枯板岩 23 ;県岨石 24頁岩



向 Ji;f 遺跡

3号小竪穴 16 

16は乳体状石斧。基部閉端は !主欠けて f拝堂~1f5されたようだ.刃部科聞はよく Mがれている.

本田町上手には後で)JI1え句れた打痕があり 下手には紫村内もの句 Lい洗い凹みがある.反対

的阪両にも融打叫が残されているが 製作時か後町ものか判然、としない。 15と同じく御荷鈎時

色岩を用い、中期のものに比べ身が平たい.ともに前期的礼惨状石斧町特酷である.石村は入

草山系に由来するものだろヲー

8号住居:bl: 17-24 

躍り石17. 18は いかにも且都な尽きり而を形づくっている.17町片而はf色町'1'綿形に謄句れ、

地加にはほんやり Lた方形の凹みがつけ句れている.また 両柵耐はきれいに舷打消しされて

いる。 18は耐耐とも右厳形町磨')而1を呈L、 1附悦するとどち均も同じよヲに~!~れて減っている。

図矛 Lた向きて:-)量って間後に隣ると 陣指向付制的辺りに最も力が加わるからに相述ない.両

側面はきながら切り取ったように鼓打検しさ机ている。それは明均かに謄り面的織を食ってい

るカら、臨り石と Lての性自を終えた後にカ〈摘されたも町と判断される.そう思ってみれば

前者向側面も向障である。 19の凹石は匠吋聞にも浅い凹穴がニつある.

20は、住居入口町両脇に半割Lて置かれていた石ヲすである.大きさの割に身は梢〈、山み

町揖に吊って目立て痕が妓る.同じく 21も石っす.これは隣殺する 2号位居柑カら !llゴLた破

片であるが、形盟は明りかに前期的も町である.やはり身が薄〈目立てのあ1:た仮が設だし」、.

なお、臨')石17. 18を2cの石うすに宛てがってみると 、18町方向山率がよく合致する.

22は石鍬とも石包7ともつかない.23は制離加工円ある制片。 24は頁岩製町時.これ(， 2号

制t出土であるが、右世な均ぴに風化的度合からみて前期的作に相違ない.

他に、 7号祉と同様な鋭哨石町小型片と暦が両手 杯分ある Q ~おまた 指リiU大同粉末状ヘ

ンガラが出土Lている。

土器

当遺跡から出土Lた前期の土器は、器形を設えるものは少なく 大半は破片である.その殆

どは、制文円みが地主された無描縦土器で、内而に成形時的指頭圧疲をそのまま残L 胎土中

に長石等町砂松および金雲母を多〈古んでいる.これらは、阿久遺跡において、 111制 I併に分

間された飯肪地方を中，し、に分布する在地的土法と考えられ、編年的には前期中1括的思t長期的後

半に位世づけられる。

その地に、機維を含んだ聞東的な土器と時手で竪甑な関西 東海系的土継が若干出土してい

る.こ問機なと白土土緋町内寄は、摘滋状工具によるヲIJ点状刺突文をメルクマールとする有尾式

土器がみりれない占も加えて、阿久遺跡的それと非常に矧世Lていることが指摘できる.ただ、
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1111削の遺物

ひとつ注意されるのは 阿久1II期 I群土器と同じ範唱に入ると考え句れる土慌で、文繍僚をも

っ確実な資料がー有ある (45図-1 )とL寸事実である.骸期土器が執聞なまでに 縄文のみ

の施文にこだわ勺ているなかにあって、こ円土器町出現は今後大きな意味をもってこよう。

以 F、各住居枇ごとに土椋を鋭務Lていくことにするが、すでに述べた惜に、主体は縄文円

みが施文された土穏であり、内簡に指田庄痕を残す 胎土中に砂雲母を多〈含む 暗褐色ー

暗赤縄色を呈し堅姐である といっ洪過Lた特置をも勺ている。 Lたがって、閉じ曾議内組返

Lをできるだけ避けるため、これ句の特世以外に注意される点を中心に記述することとしたい。

1号佳居紘

45図lは関東的な匂い円する 文槽管をもっ土音寺である。腕部は丸みを僻び、頚部にいく句

か揺れをもち 波状となる口縁部がやや開き加減に立ち上がる深鉢である. (びれ部には境目

を意識Lたコンパス文が巡り それより上に文様帯をもち 胴部は.ij!.飾的規則的な斜縄文 LR

が飽きれる.コンパス文は口融直下にもみられ、結に沿って 周するものと思われる。文様帯

においては、まず披T長部から 2刊の平行線を離に引き、それを中し、と Lて、償民的費形をやは

り2夢Ijの平行沈線で錨(.次にその聾形を形づ〈る 4条町沈線上を 細い体状王具で押L引き

ぎみに連続制突している.この文相は 見、有尾式的メルクマールである備前状工具による列

点状刺突文と見まちがつ。コ/パス文が施される円がひっかかるが、いずれにしても、有尾式

土棋と共通した喪紫をもつことは確かで、相E円かかわりあいが註目される。色閣は暗~黒褐

色で、胎土には嵐維が少量含まれる。内面は摩滅しているが、ていねいな闇盤何時が鞭みとれ

る.なお、補修孔と思 Lき孔がふたつ毘められる。

2 . 3は!司一個体である.棋節的縄文が施文されているが、器表が乾きさみだったせいか不

鮮明である. 4は単師縄文o 5 -6は同一個体である。無師向縄文をころがLた後置状工具

で主と Lて離方向に機でている 7は単節縄文. 8は単節町羽状制士である。 9と10は同 個

体であり、やや太め向原体による無筋肉縄文が施文されている。 IIは単節縄文である.破断面

には鮎土僻検み上げ痕が認められる。これら町っち 2-3，4，7，8町内蘭は箆状工具で横

慢でされている a 指頭圧痕も多少町こる.また、 4，5 -6， 8の外商には煤が付着し、口町

内面には1:~げ付きがみとめられる.

7号住居祉

44国 I1志、旭町蝿主だけが紘士された土総と相通じる賭特置をもちながら、文栂帯をもっと

いう 、現時空では極めて貴重な資料である。少Ljしみを帯びた府部が頭部でくびれ やや外圧

Lてゆるやかな波状口縁につながる器形をもっ深鉢である.文樺帯は、ロ縁部から胴部上半ま

て吻直広く確保されている.初的、無筋肉蝿文Rを施文した後に、斑状工具で右回りに権でて起き

り消Lている.そ町操作は維で所どころ縄文が残っているし 成死時向指頭圧痕もみられる.

文様は 本内幅広な半鍛竹菅による平行比線で描かれたンンプルなものでふる。まず ロ縁を
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向胤遺跡

一周する.次に口緑端$か均屑にかけて、費E状曲線を連ねる.さ均に曜の直線を、温核曲線が

施文された範囲とそれから下部縄文帯までとの2段階に分けて ヲl'、ている.これら沈線的引

き方lまわりあい無造作である.口容に剖み目が施されている.これは文樟僻施文が間んだあと

行われたことが、沈綿町切り合い問{系からわかる.それは、口特に半裁竹管内胆町へこんだ部

分をあてがい寝かせきみにヲlいて口皆同約を艶えた後、ぞれより細い半裁竹官を 2-3本一坊

にまとめて持ち、口容に直宣する樺に 1-1.2cm問問で刺炎Lたものである.岨郷下半は無

飾的縄文しが施文されている.内面調鮭では、口綾部はわゆと丁本に仕上げられているが.胴

剖11毘状工具により維な術構でがされている.指'"圧伎が残っており、粘土僻町幅bl先みとれ

3.5cmをE十る.外而は附縄色、内面は暗赤縄色を呈し それぞれー部に度化物が付講する.

21彦、阿久遺跡で111WI I酔AとLて分矧された典型的な土探そのも町と曾ってよい.無町l町

縄文LとRが蛇然と施文され 羽状あるいは変形をかたち作っている。口唇剖はつまみwされ
た樺に外反する.暗赤偽色を呈し、口縁直下町 部と胴同 部に燥が付着する園内面は旋れて

おり黒褐色をしている.指副圧痕が顕著で与、胎土中に事母 砕を多量に含み、総摩は 5-6醐

。
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11'1馴の遺物

とややiW'I'戸である.嗣最下部にはお'"げが多量に付嫡している.Ji(郎は仁げ底状を呈するにも

かかわらず 木裁痕が中'L、部にもはっき')ついている.といヲことは、はじめ庇は平句だった

が、器円上部を製作しても吋過位で こ同様形町もつ特由。えに自黙と上げ底 t~に主ったこと

が考え句れる.

45図25-2711底部から町立ち上がつ師分である，25は』位置l町制文 LR.26.2711鰭町lの純文

Lが砲されている.底面は25が木袋痕 2611無節縄文 27は犠文と三者三様である.いずれも

暗赤褐色を呈Lている.28-29は木議4底的ある底部である.

45図12-19は 無節制文が施文された口総部である， 14町口雄泊jifr，は 倣かなが均融取りさ

れと感ヒに繍慢できれ、かすかに無節制文町粂1)rl2.め句れる.20は世りの直ヲ里町縄文が重ね

ころがしきれ、一部羽状となっている.21-24は単師制文が施された口時都である.内而をみ

ると J 2 -14は比fx的ていねいに積燃できれ、 13は維で砂位子がさらさ均する。 21は毘からは

み出た枯土が小さ〈とり残され、 22も指醐圧痕が妓されている.な必12，15-20的外商には燥

が付約する.

46図30-41は無師向制文が地文されている.制的転がL方は不胤刷なものが多い.3)町内聞

{夢見状工具で椴{穫でされているが 街~lt圧痕がかすかに残る .40からは、成形時的枯土帯町幅

カ的3.5cmであったニとが臨みとれる. 31 の外菌、 33町内面に煤とお1.j.~げが付着している.

42-4411鼎り町泌ヲ無町内縄文が亜ね較がLされ、乱れた羽状縄文が表出されている.43町

内田にはお焦げが付暗している. 4511撚りの違ヲ ~1師向縄文が重ねて転がされているが不鮮

明である.内面にお焦げが付着する.461主、単面と無節町縄文が金〈規削位向ない状聾で施文

されている.内面は距状工具で慣棋でされているが、指踊圧痕も残る.

47-52は ~l町純文t'泊されている .47は縄が転がされた後、毘状工具で慢で句れた痕跡が植

える.48町破断面には粘土帯的機み上げ痕がみえる.目的内面は直状工具により椴悔でされて

いるがかなり維で、指頭圧艇が残っている.また 成形時的帖土併の帽が的3.5cmであるζ と

が続みとれる.47 日町外而、 48-50，52町内而に燃とお焦げが付消している.53はそめカー

ブか均推Lて 小形土憾の嗣冊片であろう.無節の縄文が純文された後なでられている.

54-5611 薄手できめ細かい胎土町出掛な土緯である.関西 東海系円強入土椛でもあろヲ.

いずれも地はにぷい賀世色で、内面に指姐圧痕を残し、内耐あるいは外而に白熊げや燃が付常

Lている.54は良鍛臨縁による刺炎文をもっ.暗断面に帖土帯積み上げ痕が見句れる.55は横

位向平行沈線文が数粂施文されている.日は、細い半敏竹菅の背と阻を使い分けての押L引き

文が世粂め〈らされている.

8号住居批

判図3は‘丸みを僚ぴた岡部が上半で少し〈びれ そニから朝酎JBに聞き口障となる深鉢で

ある.占体飾的制文 LRが施文されているが、縄を ζ ろがす前向器商問盟は維である.胴のふ
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前期の遺物

第46図向原 7号世唐祉出土の土器片 (前期見)
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I!'J矧の遺物

47図57-60は、胎土中に構維を含んだ厚手町土器である.聞東地方に分布町中じをもっ斜浜

式に比定されよう.57は波状となる口縁部で、単由町制文が笠間と縄文されている.内面{志摩

滅しているも町内、丁事な機でが織された跡が曜える.断面は県側色、内 外而は晴貰偽色を

Lている.58は57と向 醐体であろう.59も単節的縄文が施文されているがl祭減Lており、不

鮮明である.内面はていねいに慢でられている.断面半分から外は明貰縄色、内は血色をして

おり、熱的加わり方向遭いによるものと思われる.60は崎町町制Xが車ねてころがされ、羽状

となっている.内而は毘状工具で械撫でされている.外耐lまにぷい貰暗色、内而と断面は男性褐

色を呈す.

61-65は無筋肉縄文が施文されたロ縁部であり 66-69!!単町内制文が地文された口縁部で

ある.70は単節的蝿文が盟ね転がしきれ、羽状となっている.71と72は波状となるロ鎌田であ

る.71は単師、 72は無筋肉縄文が施文されている.以上向ヲち、 65-67，69， 70， 72町内面は

斑状工具で検権でされている.位じて維である.また、 62，65， 67， 69， 70町外側に煤が付消

している.

73-75は無師向蝿文が縄文されている.73の外商には悠が付培する"76-78は単節町縄文が

施文されている.76町内面は置状工具で横tきでされているが、街頭圧痕も残る.77町内面にお

鍋げが付着Lている"79' 80は単町内羽状純文である.80はごく狭い帽で際、体を宜1[1こ藍えて

おり、ジクザグ文風になっている"8l/!冊り町遭う無筋肉縄文が不規制に亜ね転がLされて、

部分的に羽状となっている"82， 83は底部である.83町内面には炭化物がこびりついている.

また、 82には木梨彼が残っている.

48図制-87は薄手で、きめ細かい胎土町監蹴な土棺である.来梅地方を中心に分布する土器

最ゐJ54争/“
獲量3識 u 主皇=

車48図 向原8号桂昌祉および4号小盟大出土の土器片 {前期見)

84-87: 8号祉 88: 4号小笠穴
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向版遺跡

でみろっ.84は液状ロ棋を成す鉢形土器で、口緑端部下約5"を縁管部と L そこに刺炎文を

もっ。それは 細い半裁竹菅を曜に 3本連続した工具で、竹官の背の方にやや轟かせぎみにし、

検位に連続刺笑Lたもので、 3夢'1めくる.いわゆる r3 ，の字状文町変形である.口容にも和l

突が見られ、同じ崎文具と方法で刻目をつくり出Lている。外面は明赤縞色で嫌が付着Lてい

る。内面はによい位色で比較的ていねいな調態が抽されているが、街頭圧痕は残っている"85 

86は問一個体であろう。

87は口縁部で、内外而および口唇に文揮をもっ.外商は、先カリたつに削れている 6111m ~J町

多敏竹菅により償世に押し引き施文がされている 2段目は亜控Lて押し引きされている.内

面は、摩滅Lて維菅束がよりはっきりした状態になった8田幅円多敵竹菅により、左制的下方

に押し引き文が施されている.また、ロ答は多戦竹官の背により押し引きさみに:1'1まれている.

内外衡とも鈍い褐色を呈す.

屋外出土

88は 8号枇町北東 3mに{立置する 4号小笠穴の底ちかくから出土Lた。中期的喜被と目さ

れるが紛れ込んだものだろヲか.図上祖元Lてみたが器形は不明な占が多い.薄手で、きめ

組1かい胎土の監蹴な土~Iである.東海地方からの傑入品であろっ.頭部に平行坑線が一条めく

り 肩円部分には平行沈線による液状文が2状施される.その上を続前状工具による蝿位向沈

線が胴下半まで施文される.文棉構成は 木島W弐とされる土器と矧担するが、池文方法に片

や帖土紐 片や平行沈線という遭いがある.いずれに Lても前期前半に位置づけられる土器で

あろう.外面は明赤褐色、内面は明賞縄色で、それぞれ 部に炭化物が付着している.
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'll則の造機

前期末の土器片

i~遣する中期的土訴t留まりに混じっていたものと、その近〈円峰石に伴勺て出土したものて

ある.量は少な〈、同 個体内破片である.

lと3は縫似 I式町相似た詩集鉢で、内湾する山形町ロ時を特聞とする. は胴がしまって底

部が外反する.2は頭部町破片だが、どちら町制休町ものかは不明.双方とも素地に縄文を施

したのち、細いソウメン状的粘土紐を貼付けて文仰を描いている.胎土には長石粒を多〈浪入

L 色調はにぶい喧色. 3町腹部内盟は醐れてザラザラLている.ロ縁部町ソウメン状粘土紐

にl主権擦が付着している.

第三節 中 期の集落

遺構

曽利n式捌町住居祉は、南から入ってくる入り江状的蓮池に爾するように Lて5. 3 . 6号

枇がならび、やや前手に9号設が位置Lている.そLて台地内北隅町奥まったところに 2号

祉が一軒だけ飛び般れている。屋外的i船舶志、 2号祉の近辺に 3-4箇所みられるほか、多少

の石が散見された.また省地町西南緑には 浮き島状にロ ムを抱く竪穴直線があった.

第2号住居社

南側へ大幅な鉱張が行われた結果、南北 7m東西 6m的だるま形となっている，当初の住居

は、 3投球なりに並んだ銭穴的外縁を結ぶ珪5m也同大きさである.住居内床は全体と Lて西南

側に傾ぐが、ニ町線から外側へも帽き下がっており 内聞は床も堅いのに三日月形町鉱張師は

Lまりがない.また西側でl玄関語障が確毘できなかった.

住穴は、当初五つ程度だったと思われる.そ札が改築によ勺て増加L、恒雄になっている.

まず 番奥向経穴は改築に際Lて掴 'J直されたらしく、口怪と深きが一回り大きくなってい

る.つぎに炉より前手町柱穴は 8錨冊中5箇までがロ ムを埋めて1O-2()CIII.Iiまを嵩上げLて

いる.やはり改築に伴う胴畿と考えられ、経穴町込み具合から Lても一度ならず二、三度にわ

たる韓て替えがあったようだ.東南側町住穴の傍には主い石と思Lき石が" 4倒見出される.

そのヲち炉町東に当たる柱穴の緑町石は 床面直下に埋め込まれていた.これの南隣りの柱穴

では 底に石があった.また、炉問西帽に位置する柱穴の傍には貯蔵穴ら Lい卵形町大があっ

て、中に土器(2 )がひとつ転がっていた.

いっぽヲ蛇強部に従うものは、東から南個に 4箇所みられる.そのうち東冊町方売の穴と、
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一つおいた袋状気味的穴は貯蔵用町ものだろっ.前者の北側円融にはロ ム円盛りがやや小高

く残されていた.

炉祉は畏佳1.5mあり これも住居の大きさ並みに鉱視されているら L~\o 炉石は彼き取ら

れ、詩的右だけが残っていた.そLて北緯には数舗の石が残置されている.あるいは炉石町一

部だろうか.炉内底はlOCmJl撃に焼けていた.

酉南倒的柱穴内手前には、埋察(1 )が陸けられている.肩車っぺらな石重量が2枚、少しずれ
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第51図向田 5.~ナ住居枇 ( 1 : 60) 

て織さり、別な簿級状の石がこれを誼うようにして床にささっていた。

'1'則の遺構

G 

出土遺骨では、北東町床上に台付土保(3 )が転がっていた.土録は以上町 3.¥?だけで、あ

とは破片がいくらか出土Lたにすぎない.石総は比較的多い.な釘炉祉の手前から 明らかに

n~則のものとみられる石うす町破片が出土 L ている.

第5号住居士止

世4.2-4.4mのこぢんまり Lた住居である.眠り込みはローム而下2('"と浅く 床も比較的

やわ句かい.周溝は北半分に桂〈臨められた.柱穴は5つあり、寸法も繍っているが、南町柱

穴は西町それから予想外に艦れて石町下から検出された.北に寄って方形町石囲炉がある.睡

状円安山岩を組み、焚口町石だけ平らに据えている.

世居に入って左手に当たるところには、床面から少L浮いて 3簡の石が並んでいた.いずれ

も安山岩で真ん中のは分厚〈て長めな転石である.その下にあった桂穴との関係は何とも判

断しかねるが、桂に後して立っていたのかもLれない.そ町{立語症など坂上2号祉町例とi以てい

るし、柱穴脇町叫たような転石と Lては同8号祉の場合と通ずる.

また、これらの右主炉主的問では、打ち折られた柱状的石町尖端が床から浮いて見出された.
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軍52図向原3号住居社 (1: 60) 

地方 西町柱穴町手前にはごろんとした安山岩内九石が坐っていた。遺物町出土置はさして多

〈ない。

第3号住居llt

珪5.3-5.6mの大きさで、西側に張っている。桂穴は全体と Lて5箇所に二重になっいる。

そのうえ入口醐を除(3箇所内内側円柱穴は各二つが退後Lたり後近している. Lたがって当

初町住居は5号社と間じ位向大きさであって、建て替えが一度おこなわれ、さらにそのご拡沼

されたものと推察できる。東剛の柱内閣には貯蔵穴と思しき穴が詰けられてお旬、底に右が2

つ入っていた.周溝は西側で幅が広〈 、東から南1111では輸出きれなかった。床はあまり皇くな

い.炉は 5号や6号泣に比べて石材が見劣りするが、炉床は12cm厚に及んで焼けている。

遺物は、生居の東壁近くから完形町石う寸 (41)が伏せられた状態で出土し、すぐ傍に深鉢

68 



中剛 <n;a情

@ 

合自 O 

匂

ぶ止被¥。f: 

主豆L

己

>・

車53図向原6号世居祉 (1: 60) 

の口顕郁(9 )が削れて散らばっていた.しかし多忙に紛れてその出土位置が記揖できなかっ

たとは、会〈悔むLかない.他に土器石器町出土量はきはど多くない.

第6号住居flt

8号急上と同樺に台地的倫にiu:置するので、ローム肉鋸り込みはやや蝿じているよヲである.

住居町大きさは5号祉と等し(， 5本柱炉規則的に配されている.入口倒的柱は 2本とも建て

替えられた槙槽で、古い柱穴を漫め立てた後に新Lい柱穴を掘っている.東側町柱穴の聞には

貯蔵穴らLき穴が駐けられ、底ちか〈に石が3つ入っていた.その位置、形状と寸i法放祝の

三拍子とも 5号枇町それと殆ど閉じである.また、 2号枇で土器町入っていた穴円形状もこれ

らとよく似ている.周溝は跡切れ跡切れに検出された.南北1.2m同大型な炉は、 fをきロに硬

砂岩円分厚い河原石を瞳え、三方を安山岩で囲っている.炉床は厚く焼けている.
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向似遺跡

住居町南 入って左手町床耐下には迎撲(16)が世けりれていた.これ向上li床土ですっか

り概われており、ポーリノグステ，~てオ昂然に尭且L た。'"お録り返ってみると、 2 号祉の理

費同世置も本聞と閉じであることが了解される.

遺物は比較的おおく、炉祉の南側か句図的柱穴にかけての純聞に散乱Lていた.

第9号住居士止

道路町下に雄投しており、 E機で路而を下げるに当たって毘見された.こ同時~，îでは住居町

出に相当する南情的部分は尭搬区滅外にあり、そこは1往年おいた直路改良工不に伴って尭!IIiL 

fニ圃

南北6.4m東西5.9m町大きな住居である.ただ、日前岡田入口町辺は壁町立らあが')が判開と

しなかった。周溝はしょく明暗に倹出された.構内には商問的側にところどころ濃い杭穴があ

る棋憾だったが 保る余裕が主かった.床町状態は、田講に沿った住居町外区が硬筒ロームで

内側li5 -IOcmLJほどにロームと渇色土が斑になった堅い貼η床状を皇Lていた.

位以 7本である.そ向うち炉拘束に桂置する位六円辺りは特保な柿聾をな Lていた.すなわ

ちそこか均は最初、 i来鉢出土総 (20)が立った状躍で出土した.上半部は>.11れて111なっていた

が、下半部は立ったままで、割れ石を一つ伴っていた.周りは少し凹んだローム円以り床と&

っていて 刷下半がt.!IU..れている.土緋をあげて綴り下げると 貼り床町厚さは10<'で そ町

下に a相穴とこれより臨か大きく畢置に畑')込まれた穴とが;mrlしていた.双方とも枇土にロ
ーム塊が出じっていた.前者は形状 寸法からして位穴であること間違いないが 後者 L他円

柱火との位置関係からするとやはり柱穴とみなし押よヲ.ともか〈盛期には、 7本中ニニだけ

柱が拙っていなかったわけである.

そ町字wiに位置する柱穴に後しては、貯蔵穴が同樺に埋め立てられておリ、底に日黙理5-

6醐と浅鉢 (25)の磁片があった.この穴もやはり、他的住居伺貯蔵穴と全〈純金ーにしてい

る.なお付近内床上には 深鉢 (21)が押L識されていた.

北に偏ってEけられた炉は 炉石がすっかり外されている.炉床はlQcm)fに焼けているが、

手前向床面にも妓土位が臨められ 炉円詰め石らしい堕も散らば勺ていた.ここで関連Lて触

れなければならない肉li、そ町外された炉石と思われる大きな平版石が近〈町屋外に並置され

ていたζとである.それらはEいに 2m離れたローム面上に 2側ずつあり、片方は一校石が真

中で割れたものである 9 号泣IH号祉か~南に 5m般れているが、近い方 li本祉の北西 4 m 

に、遣い方は 6号祉の南西1.5mに也置する.前者町石町聞か勺li才f製石器(102)が出土Lた.

どれも平板な安山岩で、弛の住居町炉石に比べて大きい. LかL寸法的上では 9号祉の炉に当

てほまる町で、このことは棉にみるおも Lろい事例といえよう.

きて、遺骨のあり方でも他に二、三の注目すべき点がみられた.まず、炉内西に也置する粧

穴の織りロからは、県出石町小型が5つ (79 聞はか) きちんと並べ誕かれた枚聾で出土L

70 



中期の遺柵

「
1
1
0

，
、ノ

一
「
、

J

--0 
O 

‘、"
が

~ 

、

s 。
λ
U
D
O 

、

マ

60) ( 1 

初

出ruii9号住臣if.It第54図
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弘

た.位向陣元に埋納されていたのであろう.その手前向舷穴の樟には凹石が2個 (83.84)、吋

をなすよヲにLて置かれ、つづ〈南入口倒的左手町位大円融にも同時に 凹石が2個(回出)

あった.

つぎに、住居町入口と足、われる南怖の桂穴円l切では 周構に沿ってそれぞれ左右に吋応する

かのようにして一対向土絡が掛されていた.左手は床上に伏さった探鉢向上半部 (23)、右手

で、床か句少L浮いている.ほかに床上8-15cm町也置か均すり石は別な採鉢の底部 (24) 

と凹石 (89)が出土Lた.そLて 左右の位向中間に捜〈て小さめな大が検出された.

こ内穴は入口町施世に関わるも

71 

(90) 

ここでは風満も前後にふ〈らんで鴻内に杭穴がみられるから、



向原 i金悌

円だろヲ.いずれに Lても、左右一対向土器町あり方からは意味あ η気な樟ヲーが植われる.時

期は圭〈奥なるが、 8号祉における石ヲすの場合とよ〈似ている町である.さ均に右倒的住穴

町脇には 床か均少し浮いて厚紙状町安山岩が置かれ、そこか句周溝円上にかけて理石総 (71

-73) すり石 (88) 石鍾 (75.76) 才T製右端 (69)および石片などカ集中していた.た

だLこ町石は蘭聞とも凹凸があって 作業台となるよヲなも町でな〈、その形跡もみ句れない.

総じて石器知1;、住居町南半分慨にあり、それも柱と伎を結A 線から住居円壁にかけて的狭

い油所に眼られている.ニヒ21U他に橿元できる様鉢が-.sあり 残りの舷片は置かな量である.

屋外田 i量権

土器が据え勺れたi量構 2号住居祉町東6mでは

ロ緑と底を欠いた小型主深鉢 (32)が立勺た状聾で出

土L、まわりにlOcm厚ほど町やわりかな焼土がやや盛

り上がって堆摘していた.集土を除〈と、少し北へ寄

って別({深鉢 (33)町破片と両手に山盛り分〈らい的

土紛片があらわれ、これら町下には長珪1.2mの卵形

をLた穴(4号小竪穴)が埋没Lていた.堆土はかな

り木炭粒の?昆じった褐色色土で 土器片が箸干あった.

ただし、底ちかくから出土した土器量片は前期的も町だ

った.採さは~6cn:であるが一端は柱穴状に深くなっ

ている.

ともか〈、全体としてこ町穴町形状は 2号枇ほかに

みてきた貯蔵穴と似通っている.と ζろで 遺物を墜

理Lてみると、焼土町なかに立っていた深齢的底部が

下町穴から出土Lた土器片町中に見出された.したが

って、こ町穴は人為的に足型的句れたこと、上前向焼土

1;ニこで火が焚かれたわけではな〈て穴を封ずるよう

に盛られたものであるらしいこと.その需に雇去を依か

A削工|
昨日図 4号小竪穴 ( 1 叩}

ト

ー⑨
~二
し一-J・

第56図厘外世置土器(1 : 60) 

れた土器が纏えられた、といった一連町経過が推察されよヮ.また 穴向上面に土器片が散ら

されている夜は、仮上遺跡的土備が出土した小里穴町場合とよ〈似ている.

きて一方、 2号松町南西12mに当たる箇所からは、大型探鉢の下士幹部 (31)がやは η突っ立

ったまま出土Lた.軟質ロ ム聞をわずカ田めて据えており、坂上遺跡的問と金〈同じである固

土器溜まり 大型深鉢が立っていた地点から更に南西へlOm前後下ったあたりは、当初、

住居一衡に相当する位向範囲から酬と土器片が出土Lだので 4号住居祉と Lておいた.Lか

L. そこは台地内西緑町綬斜面にかかっていて、住居批ら L~遺構は冊も臨められなかった.
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第57図向日1 土器溜まりと1Il石 ( ;曲}

細長い興状をなLて21)"高ほどに盛り上が勺た駄世ロ ムと 同ヒ〈軟質ロ ム内地山から20

"浮いて音山錯礁がみられただけである.軟質ローム流町傍には完形に近い探鉢(27)が繍転

していた.石鮮は少ないが、土絡は旭町住居祉と比べ劣らない程度でている.土穂町捨織と考

えてよいだるヲ.遺物を務理してみると、 3号祉か均出土Lた大型探鉢町峨片(12)と同一個

体の破片が世片ふくまれていた.また、前期末の土総片が若干見出された.

配石 配/oといっても極〈簡ー恥なもの、または単独に石が置かれているもので、7!富所

にみられた.まず、先町土器姶場円近〈に3箇所ある.そのヲち大型深鉢と町中間に当たる位

置町配石ないL集石は、軟質ローム面の直上に安山岩礁がごちゃごらやと潟ま勺ており 前期

末的土器片を少L伴った.一応これに限つては同時期

的集石とみるべきだろっ.なお、同期内土器片は土縫

A 

。
ぐ〉
@ 

② 
ω 

F 

革58図 9号社北西方の平根石
( 1 : 60) 

溜まりからも 2. 3片出土Lており、担方向土器片は

同 個体的ものだった.あとの2箇所は単独に置かれ

た石で、土総捨場町南方にあるのは繭玉形をLた花開

岩町河原石である.

同樺に単独町石は、 5号社町南東1;にも 2箇所みら

れた.上手倒的は硬砂岩内河原石である. 3号社町北

西方には平凡な安山岩躍が3つ散らばり 打製石畿を

l事(J03)伴った. 6号包上か句 9号泣町西方に，.炉

石と思Lき大きな平紋石が残されていた.これについ

ては既に述べた通りである.

小里穴 3箇所である.一つは冒頭でふれた卵形

町穴(4号) ニつは前期的 8号住居社町床を破って

いた穴(5号)である.もヲ つは 5号祉の南東方で

前期の小竪穴と連接Lている穴(1号)て¥既に配し

73 



!日!開遣怖

たようにその区別は穴円形枚によっている.実際、この穴と 2号社東方向穴とは形状 大きさ

が酷慨するつえ その向きまで放している.そして先にふれた 5号祉南東方町二つ町石は

各々これから 4mの等距厳に置かれているので、全体として三者は意味ある関保を保っている

ように思われた.

浮島状にロームを抱<R穴 台地町西南抽では、表土を刺ぐと そこだけ小高〈ロームが

盛り上がった箇析がEめ句れた.畏世4m恒径2.5mほど町楠円彫をなし、中央で的30四強町

商さに盛りあがって、あたかもローム町禽筆のようにみえる.そ Lて北側町裾に沿っては周溝

状に偽色土町務ち込みがみられ 大きな平板石がひとつ伏さっていた.こ町部分を掘ると綿色

町土は土盛η肉下へ向か勺てとりとめもな〈滑り込んでおり、いっぼヲ平面では立、消えてい

ても土盛りの徳を煽り除〈とその続きを追うことができた.

そニで西側半分的土盛り部分を切り崩すと‘この下は深さ7Q-8Oc町内大きな穴になっている

ことが判明Lた.それは一般的聖穴町ようにー捕ではなくて、起伏に富んでいる.鍋色町推土

は穴町底では監セ〆チたらずしかなく 穴町内壁とそのなかに浮島のごとく地摘しているロー

ムとの聞に介護しているわけで、所によっては判別L縫い.ローム円状曹は全体的に祖植状で

¥V L 
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3固

第59図 向田 浮偽枚にロームを抱〈竪穴 (1 : 60) 
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中制の遺物

さくさくとしていた.これは、「ロ ムマウンドJなどと呼ばれているも町である.遺物がと白

土Lなかったので時期の決め手を欠くが、大きな平似石を伴っている究か句後Lて、中IIIJのも

のとみて蓋しまえないだろう.

遺物

石器

2号住居祉 1 -17 

1-3!;.石鍬である. 町刃揖には土煉れがみられ、 3は摺形といヲより扇形に近い. 4は

刃め形が不格好どが石J~T. 部身で、本田町一脅\1二哩の袋皮を残す. 5 -7は縁辺に使用円跡

が毘め句れる刃慌である. 5!1管から片面倒が表皮りL.<、 6も片側同一部に鹿肢が残る. 8 

は小さな阿平円層的周縁が打欠き酎打されたもの.

9 . IO'j~ り石. 9町左而はー師つるつと Lた醐')而をなL その右半分1J..~側面へかけて

煤が染み付いている.IIは唖砂岩内哩石棺だが、I¥ll荒れや打痕など特にな、、.12!阜、大型な方

柱ぷ安山岩町河原石である.本画が平らで、府東れ気味にE智雄Lている.13は肩車身な定角式石

斧.木工則的時(ちょヲな)であろう.両面下半身に成形略的打欠き痕が 上半身には研磨重

が妓り 刃先には摩粍光択がみられる.14は、つるつるに磨かれた花働岩質砂岩町小石で、 ま

さに卵石と制すべきものである.明灰色町光況があり、あるいは渇石かも Lれないo 15' 16は

用途不明な河原町小石.17は両極'I1J般的加えられた斜咽石片.

地に ホルンフェルスや帖板岩の石片 JO占ばかりと、片手一杯分の黒曜石片が出土Lている.

5号住居tI: 18-29 

181ま折れた石鍬. 19はlW身な有屑圃状石器で 除草具に当てられる.20は蛙形町石器だが、

身が郁くて刃部が散打捕れ状に引込んでいる4左 右抗とするにため句ヴ.21-23は石庖丁およ

び刃器の瓢.石庖丁目は珍Lくも安山岩製である.坂上遺跡1号泣にも安山岩製石庖T (Iけ

があった.目的背は1荷入面て手折れているが、外崎刃向石庖丁とみなせる.

24 . 25は礎石器.I事切れ状の24は 両先端に少L打欠きがあるほかは特に膚予定れや打痕はみ

句れない.あばた状打痕がつけられた25は、反対面および右側而にも同様な打衡がある.26-

揺は組製凹石円安東である.261志賀土色町儀膜を有する地山哩に凹穴をつけたもの.27も問機な

礁に天然的ものともつかない浅い凹痕がある.28は大幅餅形で軽〈 不確かな回復がみえる.

29は石盤の未製品均しい.

3号住居祉 30-41 

30-33は石鍬である.32は片面が曙表皮.その形睦からして30.31は緋起用の打ら韓、割刃
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第60図 向原 2号住居右上ill土町石器 (~ 12括)

1 . 4 .ホJレンフ"レス

5 砂岩ホルンフェルス

10・12;輝石安山岩

Z . 6 • 8;スレ ト 3 スレート質砂岩

14 ;花陣I岩健砂岩

7砂質粘板岩 9:単斜斜方鱒石角間石安山岩
11 . IS硬砂岩 13，輝縁4庭灰岩

16;枯絞省 】7:線開石

> ， 

J ・-
i ia，主

b 

""' 

口
" 

の32は敏立用的引き雑、 回り小型な33は中緋除草用問手鍬に当てられよう.34-36は石庖丁

とは呼び費量ぃ刃器円割.34は背から左辺にかけて哩円表皮が残る.

37は鼻咽石製の靴昨石器である.茎都町小高い箇所および!/IJ維の稜には 両面とも摩滅がみ
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車61図向原5号世居岨出土町石器 (l>) 

18' 24磁砂岩 19砂貿粘板省 20スレート 21 . 28蝋石安山岩

22 :ホル〆フェルス 23枯仮泊 25;鱒緑燈

26，ljl斜斜方制石角!均石安山柑 27 ;角問石安山岩 29鼎間石

られる.また、左上斜辺町本商醐tlJ雛と下辺町署長面倒制雌とは、他よりも後に加えられた再生

加工と思われるものである.38は石錐で、最先舗に面した桂は摩揖している.県磁石町細畏い

撲を加工Lており、適正部にそ町碑袈を留める o 39'ま石盤.40は廓り石町顕だが、特に隣った跡

はない.

411主、住居束壁近〈に伏せられていた石ヲすである.底が1尊〈なるほどによく使いこまれて

いる.深い凹み的最底鞍部は、うす町口から奥寄り%肉辺りにあり、即ち、掻き出Lロを手前

にLて製粉Lたことが示されている.周塊部は全体に煤色町〈すんだ色を呈す.いっぽう裏醐

は平均に成形され とりとめもない堕町棉な凹みが環状に付けられている。因みに裏側の棉躍

が金〈よく眠た石うすは、'It ~J遺跡的71号住居祉にみられた.やはり深〈 使いこまれたうすで、

住居入口町右手町柱穴障に伏さっていた.時期は本倒に先んずる'11利 I捌である.形制、出土

状態とも酷似する在 特に注目される。
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車62図向原 3号桂居社出土町石器 ()6 41;%) 

30;ホルンフェルス化砂岩 31 . 32スレ ト 33・34:ホルンフzルス化砂質粘岨治

35スレート貿ホルンフェルス 36:硬砂岩 37-39;P.i't隅石 40， 41 ;鱒石安山活

6号住居f.II: 42-63 

42-45は石鍬.42的刃部には土;疲れをEめる.目的本面下半は標的表皮で、左半身が肥厚L

ている.基部は賀入線で欠鍋Lている.46 . 47は下辺に使用痕跡のある石片.47町右肩にはさ

り気ない扶りがあり 左辺倒は街れている町かも Lれない.48は理表を背にとる片潟形石庖丁.
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第63図向原6号住居祉出土町石器 (X) 

42-44・59'60硬砂岩 45・46ホル〆フェルス 47帖緩岩貿硬砂岩 崎枯緩省

49 : ホルンフェルス化粘緩岩 田，スレート 日 53.55:鏡石安山総

52角間石安山岩 54 • 57単斜斜方樽石角間石安山岩 田録石角間石安山岩

58，花開岩貿砂岩 61.11証j且片麻岩(?) 62'63:.J!民間石
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74 :磁砂老若

72; QI'i: 

>0，・

第制固 向原9号住居祉品土の石器 {見}

64-66' 75. 76，スレ ト 61;ホルンフェルス 曲、

69粘阪符 10粘板結ホルノフェルス 71四 l質砂ぷ

77;砂岩ホルνフョιルス 78千牧岩 羽田県'磁石マ
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O'65図向原9号住居祉出土の石皆 t凶

87-90:1'布石安山岩
81 . 83-85麟斜 斜方鱒石角閃幅安山活 88錫石角閃石安山岩
82-86-89 
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向胤;a路

本前}を傘側にもっとしつ(')馴染む.49は石鎌左目される.1長田町扶りは反対側に打欠いてい

る.刃線が少L外反りむのが気にかかる.50は、ストレート町薄い艇の一辺を打欠いて刃をつ

けたもの.

51-57は凹石 由り石 丸石町矧である。 51は反対而にも三つ町出穴を有すが、ぞ同位置は

本面的とは道湖に幅勺ている.54は一方が磨')函をな L、他方は転石田のままで銭形されてい

主い. 割に火然を畳け淡 U!.¥奮している. 53の醐荷は破tft~，を再加工Lたよヲにみえ 55も

形が悪い.52は、自〈きれいな石器に制麻をまぶしたように掴かな斑品がとぶ.56は鰻顕形.

57は醐王形をLて ともに表面が模い貧土色を里す.

次に58は 先にみた 2号枇出土町14と金〈同じ卵形町小石である.同石賀に Lて明灰色.つ

るつるに騰かれており 14と一片をなす.ただ、両而町中央部と醐面的下半には使刷痕風な肌

理筑れがみられる.また、上端に打ちつけたよヲな破れがある.59-60は唖砂岩の曙石燃.59 

の下端は両蘭とも闘部へ向かつて打欠かれ、醐視すると哩斧状を呈すが、理右総司破片とみる

町が担当だろう.60は一掃を除き膚荒れがなく、両前には阿か淡褐色町染み付が見られる.本

田上半部に蔽打痕がある.611:乳1.技石斧町頭部.62は石盤で.63は盤的来製品か.

9号住居祉 制-90

64 . 65は石鍬。大型な割と岨い出来 日は上作である.65は片而に術背生喫表疫を採り 64 

も片側刃部に哩伎をもっ. 66は除1~具たる有甚広刃形有機的上作品で、やはり宵而全体に表皮

を必(.刃線は少し摩滅している.67は石庖丁としての修盟を具えるが、肉厚すぎる.68.69

"不定形な刃器.三っとも本面倒は礎愛である.分厚い10は器組不明.な芯、これら以外に石

器とu定Lえない石片が7個はどある.
71-74は理石器町簡である.74は配時踊れするが、他は R脅からまとまって出土した.71は

平怨な本面が使用されたらしく、かなり膚荒Lている.7“まとりたてて使用伎がみえないが、

反対国務りの稜緑が二箇所ほど打欠けている.72'73も特に使用痕はないが 72町片面には歯

牙で引描いたょっな悔復があり 73も両面的はぽ対応する位置に椴甚な酎打町粂症もし(1主的

牙状復がつけられている.つづいて75. 76も前者と同じ箇所から出土Lた明白石鍾.全〈閉じ

スレ ト町小石である.77-78はやはり河原から拾ってきた小石だが、阿に使ったのだろヲか.

79. 801立、がの西に位置する柱穴的織り口から一括出土L1..:5点の黒唱石小型のっちのこつ

である.どちらも一間辺に使用痕と思Lき刃こぼれが臨められる固他的三つもこれらとほぼ凪

た風な大きさ 形状町哩てーあって、星ヶ答産司いわ0るnである.
次に、 81-89は凹石 Ii!iり石町鮫である.こ町うち83と84.85と86はそれぞれ対をなして柱

穴の縁に並んでいた.81は右側面が岨〈打欠かれ、左側。聞は敵打均Lされている.庄町面1;平

らな躍り薗をなすようで、やはり連続するこつ町凹みが剖まれている.82のE対蘭も二つの凹

みが速なり.一側面にも二つある.83は特に成形的跡がみられない転石.84円直対側も転石面

82 
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第66図向原屋外遺構および塵外出土町石器 (X) 

91-96土器滑り 97大型探鉢が縫えられた箇所

98-99; 2号祉の南西 3mでオ持出 I曲!発掘区北端部 101; 5号小竪穴上面

102; 9号祉北西方の平板石 103. 3号祉北西方の配石 104; 1号小笠穴

91，砂岩質スレ ト 92;給額省 93.97.1凹 I鱒石安山岩 94 ;スレート{竹

田..，県曜石 田結晶片岩(?) 岨鱒石角問石安山岩

四スレ ト 102 . 103硬砂岩 104スレ ト寅ホルrフエルス

のままである.85は全体に膚が疲れ、火を畳けたり L<県偽色に〈すんでいる.片面が躍りこ

まれて半時面状をなし、こちら町田みは庖η薗と しての槍能を停止した後につけられた槙棉で

ある.側面にもいくつかの打痕凹みがある.これとよく慌た形状と大きさ町躍り石が闘で、片

面がつるつるに磨られている.剰え、そ向的君事まで致する.前者向跡継ぎとみられよう .89 

の匠対側は盛り面状を呈L、凹みは無い.上端面は融打されている.な必本面的2つの凹穴に

83 
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車67図向原屋外出土町石器(河}

105-107.113.114: 7号祉南東の50グリッ F

108: 5母祉南西方 109-112: ~è録不明

105:スレート 106.107:枯級岩 108 . 109硬砂給

110砂質粘訓岩 11l-li4単科料方錫石角間石安山47

'" 

O 
O 
'" 

は黒っぽい醐状のものが付着Lている.86町反対測は地山石町ままの面で 褐色町被膜を残す.

87はサルナン形町小石だが割と亜い.90は踊奮な腐をした方位状青山岩で、形瞳的には碑石器

内矧に入る.とりたてて使用的跡はみえないが、全体に崎ーで滑らかな面を有す.

島外i量得および屋外出土 91-114 

91-96は土器溜まりから出土Lた.小型な石鍬9!は 刃向縁に詰って土練れがみられるが刃

師そのも町は属医滅していないので、刃が付け直されたも町らLい.92は鴨衰を背とする刃総.

93は凹石.94は本商と左棚田に歯牙状痕のある理.95は先立舗を欠くが組内秀作品.96は飾玉の

84 
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ようなむのらLい.

97は大型深鉢町下半分が立てられた辺から出土Lた凹石で、置土色町被闘がある"98.991玄、

2号住居祉の南西 3m内地占か均並んで出土Lた.曜')石98円片面はてかてかに起き均れ石齢形

を呈すが 火除を畳けて淡〈県蛮L、かつ~)話している.そしてJll ')両町織は融打によ 勺て断

ち切られ、 「婦の側面が形成されている.同時な例は前期8号住居祉の18やげにみられた.反対

の左面も晦った跡が認め句れ、中央町田みに縫いてき句に一対的凹みが追加されている.こち

ら欄も先箱師が県置して制高痕を残す.991主靴形石端である.刃線が土機れし、それは反対欄

に顕著となっている.

単独出土町1凹は安山岩的理石器て' 後商にローム色町出み付がみられる.石鍛101l:t5号小

竪穴上而から出土olO2-104は石拙"102は、9号住居枇円北西 4mにあった平板石町間から

出土したもので 片岡に哩表皮を残す"1031;' 3号住居枇北西町配石町辺カら出土Lたもの.

刃円角が著しく綴ね出た偏刃町鍬であり.99と比べるにlIt形石偲へ擁近した形聾をとっている.

1041;' 1号小聖火出土。

105 . 110/;'石鍬.106は不恰好だが鋭〈安定した刃を有す"107は本部を:Iit側にすればよい石

庖T.1叩は片而理衰の貝惜形石片 "108は、硬砂岩の肩平円樫町側樟を打欠いただけ町もので、

鈍い刃をもっ"111-113は出石"111には背灰色町風化被臨がある.1l31:ti災縄色町徽膜を町こ

す地山石で、緩い.1141:t，r，褐色町j両をLた因子修町小石である.

土器

2 ，号住居ilI: 1-5 

lは漫漢に使用された深鉢で輪楠境で腰から下を切り取り そ町雛れ目を躍ってある.よ

〈使い込まれ、税局町は〈たびれている.外壁上半は真黒に煤け、内壁下半には l田原に遣する

厚い布他げがびっLりと付<.文織的構成は 4区画である. 2は炉問西岡町穴町中に転がって

いた.制的に引いた竹菅文向上に直宜Lて細い帖土紐を貼付けた いわゆる臨目文町口絡をも

っ深鉢である.胴部的地文には浅い粂線のような竹官文炉施され、その上に鈍行懸垂文 渦巻

文が4単位となるよヲ貼付される.内盟はLっかり Lているが、外壁{まぼろぼろするほどに荒

れている.口容付近には後こぼれ博が炭化Lて付き 火熱のため腹部以下は細かく破片化Lて

いる.なお、内siの2箇所に変粒かと官、われる庄副がみられる.

3は台付鉢でロ雄部を欠<.台脚の織は摩滅L、保壁の内外とも梢粍Lている.内面全体に

炭化残海がみられ、やはりー箇所に麦粒状的圧症がある.開部付近は真鼎に煤けている. 4は

棒鉢町底部で、木議痕がある. 5は両耳醍の仲間である.坂上6号祉の35に似ている.
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5号住居祉 6 -8 

6 . 7は縄文池内旅鉢である 6はあまり 1¥1.:¥、込まれていない.口綾部文部併は渦巻文によ

り5区に画される.胴部には結節制文が比較的留に入るが、昔話岡町1>桂町範聞は全くそれ町な

い部分があり興味深い 8は無町内縄文を地文にもつ。欠失するが 口時は紫文のはずである.

3号住居急上 9 -15 

9は、判定竹官文向上に融制な帖土祉をかけた縫自文町内四日韓を特世とする.腕部町竹官

文地には、渦巻文を中也、と Lた構成をとる同 モチ フが5単位配される.!li文が鮮明で出来

町よい涼鉢であるが 内壁はあ，<た状に膚策れLている.外壁は煤を岨稽L、ロ昏の屈曲部に

魚津が付<010は縄文地内旅鉢である.11 ，;1:諏訪制盆ー伊那谷 松本平方面に分布問中 4しをお

2 

。 "，同

一

5 

務稼震覆

3 

7
U
/
 7 

/ 

6 

革68図 向原 2，5号住居社出土の土器 (Ys) 
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く いわゆる唐益事文系土慌である.胴部町腕骨文は3!位置.内外とも稽H聞は消民し、刷町品、く

らみ都で一線を画Lて上半Ijm，<煤け、下半に"1四車内おH'¥げがべったりと付C 12は罪文

口総のX状把手付大俗深鉢の刷部破片である.時形 モチーフ共に次にみる 6号社町19と問機

の作であろヲ.なお、腰部町厳れ目町内慨は角が底られている.

131j柑製浅鉢である.内外商ともによ〈胞かtLておリ、外而にはf1.H率的被膜が残る.14は小

形な台イサ鉢町破片である.15は二窓式的的手土世で、的手部と鉢郁{討委合Lないが的手都内上

摘には人面か何か突起肉付いていたらLい制落痕がある.全体的に作リは租〈 俊成もよ〈含

い.胎土に長石 石英 金書母などを含み、担~貰褐色を呈すので1削すきの作ではない句Lい.

坂上6'号祉の33と似た胎土 色醐である.内股に煤が付渚Lている.
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第69図 向田3号並居社出土の土器 (~ 14 ' 15 ，~) 
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向即泡悌

6号住居紘 16-19 

16!;.雄褒と Lて使用されたも町で、底部を欠<.口雄部は竹智文と細い粘土紐による蝿自文.

胴締，.細い半鍛竹菅文を地文と L そ町上に酬い帖土紐による渦巻きモチ フが5単位配され、

間に蛇行文が入る.全体と L て地文は融制で、きれいな出来栄之町作品と~ っている.外留上

半は燃が沈着L 内而は}鋼業れする.17は縄文地町深鉢である.内 外壁とも消粍L 上半郁

は煤けている.18はロ揖部文槽管をもち、""巻文によ η5区に画され、胴冊もニ状的平行沈線

で画される。加.>>剰IJE式的な作風といえよう.枠目却は Lつかっ Lていて、あまり使っていない

。

革70図向原6号住居lJt出土の土器 {泌}

8' 
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脱線である.

19は監を欠くが ほぼ完形町大形深鉢である.x字状把手は四つ配され、そ町聞に同 モチ
ーフが拙かれる。内壁はあI~た状に膚荒れし、外壁上半は煤を吸務し暗色化している。

9号住居祉 20-26 

20は炉の東に立っていた、量盟文町内屈ロ縁採鉢である。頭部にはX字状円突起が五つ配さ

れ、これに従って胴部も曜に 5分割される。 21. 22は共に縄文を地文にもつ深鉢で、大きさと

作りも似る.ただL、22に口雄部文樺字転があるのに吋L21にはなく、蛇行懸垂文が6本さがる.

20.21.22は三者とも叫た使用状態を示す。すなわち 総壁は内外とも消粍し、特に22が甚だ

L (て風fじがすすんでいる。そしていずれも、胴の半ばで一線を画して上半は煤け、 下半には

23 

" 

でア三フブ
20 
。 30，凧

第71図 向原 9号住居社出土の土器 (同)
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厚いお蝕げが付いている.21と22は 1-2 mm厚町お焦げがびっしりと付(.また、火熱的ため

に20円腹部と21町下胴部は、他的部分に比べて破片化的度合が著L~'.このよヲに 21 と 22は署長

形がやや異なるものの、すべて町長で吋をなして用いられた什器だといえよっ.

23は住居入口内左手床上に伏さっていた。特典なモチーフを持つ深鉢である.全体に細い竹

菅文と粘土紐により文樟が描かれ、結節文を伴ヲ。比較的古い様相を示Lていると云えるかも

しれない.内 外壁とも非常にくたびれており、外商には殺こぼれと燥が厚くこvりついてい
る。 24は 住居入固め右手に23と対をなすかのよヲに殺されていた深鉢底部である.底面白摩

械が著しい.

量五(
28 

、ノ

トトf
27 

30 

29 

。 "，悶

第72図向田屋外遺構出土の土器 (%) 

27-30;土器溜り 針。単独絞訟 32'33; 4号小長穴上面

90 



~石遺構

25.26はそれぞれきれいに仕上げられた読鉢である.25は貯蔵穴円にあ勺たも町で、半周を

欠<0 26内外而には赤色塗彩が臨められる.

且外i量機 27-33 

27-30は土器溜まりから町出土である.27は唐草文系町深鉢であり、宮寺盟がヲすくて胎土に

黒 金婁母と石英町掴粒をふ〈むなど地イすきのものでない.!胸部には大小町髄骨文が八つ配さ

れる.この酎骨文と地文町綾杉文{立不可分的問係にある.胴半ばで一線を画して上半は煤け、

下半には 1酬摩町お焦げがべったり付<.その部分l主将盟も細片化している.28もよく使われ

た深鉢で、外壁にも煮こぼれ棒がこびりついている.29は口縁部と底備に分かれその中聞を欠

〈が、 X把手付町大形深鉢である.ロ縁部は煤け、腹部円面には帯状町焦げ付きが一周する.

30!i台付土緑町破片である.給土に賞色っぽい石英結品や婁母をふくむ町で 麿2事文系に属す

ものである.内面には持者捧が炭化Lて残る.

31は単独睦置された土器である.捌下士幹部内みであるが、やはり紫文白緑町X状把手付大形

深鉢である.文醐は 7単位"32.33は纂郷と考えられる 4号小竪穴向上面よりの出土であη、

32ft立っていた.いずれも地文に縄文町抽された深鉢で、 33にはロ縁部町文樟僚が巨画される.

32の胴部施文は5単位配され、底には木聾痕がある.なお 隆は抜かれて療中より31Jに出土L

た.外壁は消耗して紫池を露呈L、内壁には煮樺が付着する.33は内盟町方がくたびれて素地

を露わにL やはり煮穫がみられる.

第四節 別な地点における中期の配石遺構

県浜式並行期と11利11式期的集商社より 1曲 mほど下った辺りは、向原遺跡的半ばに当たる.

こ何 者fから下手はもともと一抱え以上もある松町風除林であったが、戦後に開盤きれて畑と

なった.二条町馬入れが縦に通り、尾椙簡を横切る別な馬入れにぶつかっているが ちょうど

これら内局入れて・画された 4枚町制。畑からは、開盤時以降おびただしい量円河原石が鍬先に

かかって堀')幽された.特に下から二紋目的割りが多〈、それ句円石は畑町時に山と積まれた

り 姻獲にー到に並べられた.全〈同樺な状況は、これよりさらに200m下った本遺跡町最末

織部においてもみられた. 4紋町削り畑町うらいちばん上手町畑では さほど石が抜かれるこ

とな〈今日まで至ったが、やはり緋転向妨げになるとのことで、地主町名取詑氏町要望によっ

て愈謹呈鎗することになったのである.(第35函)

この辺りは、やはり絡択に面して掩牧町窪地が剖まれ.それを嫌するかのように南側へ尾拙

が張η出Lている.中期末薬の土器片が散布し、耕作中に住居祉の所在も確かめられている.

また、艇に過る北倒のI馬入れをはさんで石町出る 4牧町畑町反対側に当たる畑からは 中制中
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業の弁戸尻I式の土総片が採集されている.

すでに12-13倒的石が掘り起こされており、大体の集中範箇は知れていたので、畑境に沿う

12m X 6 m町長方形町巨織を尭擁することと Lた.配石遺構全体からすれば北ないL北東円増

に相当する個所である.その結果、尭催区内ほぽ全体に散開する配石鮮が露わになっ、それを

囲むように分布する住穴状あるいは堕状など町穴が検出された.また、北倒的巨界にかかって

竪穴住居織釘特殊な遺構がみられた.

配石田あり方

表土を除くや直ちに配石野町面があらわれた.表土層内厚さは平均300'で、世センチから所

によって100'弱肉縄色土層をおいてロ ム層に移るが、配石群はロ ム町直上から褐色土層上

面に纏えられている.

石は揖じて大きく 長さ5，6Ocm-7， 80cm級町もの50副ばかりを主体としている.それらは、

通常的大人がやっと持ち運びできる目方のものから 2，3人がかりでないと持ち上がらないも

のまでである.石材i立、主な石50個についてみると 8割閉が安山岩で、暁り 2楓強は唖砂岩5

砂岩ホルンフェルス 1，.蹄時岩3 石英斑岩 1 花筒岩2となっている.前者は厚板紙町大

きなものカe目立つ.これは首長昼、活51容岩と称される単斜鎌石料方輝石角間石安山岩であ
9、どこか付近町露頭から総出Lてきたも町主恩われる.後者はお必むね長めで桂状をした河

原石である.向原町尾眠伝いに下った量無川町河原から運び上げたのに相違ない.

もうひとつ石じたいに閥Lて注意される占は 主なも町50価のヲら半数までが.緑町まわり

や一部に削れた面がEめられたり 、その場で真っ二つに割れたり Lていることである.その場

で半分に割れている あるいはー部分が割れている石は9個あり、ヲち2醐はそれぞれ別な断

片が2.5mと5m離れた也置にあった.しかL、これら以外的石は彼令できる破片が見当たら

ない.一方また総数100個ほどの小さな石も、その半世1;1削れロのみられる断片であった.こ

ちらも離れたも町同士が〈っつ〈町は 2聞だけだった.この場合 板状町露頭岩については縁

取時的削れということも考慮する必要があろう.それでも全体としてこれら配石が割られてい

ることは争えない.

さてその配置であるが、はほ発掘区内東南側半分と西北側半分とのこ群に分かれてまとまり

がみられた.まず東南聞であるが、ここは既に12-13圃町石が掘り起こされ唱環状に並んでい

た。池主のことばによると、ただその犠所をlI!lり起こ Lただけで石町向きも商も動かしていな

いと町ことであったから.作業にあたってはそのまま原佳置に車かせるよヲにLた.それらに

斬し〈琵織された石が10個ほと加わった.その結果方帳状町石を中心に放射状町並びが二重

に箆められた.それも詳Lくみると、円輔の石刊は東南側が聞き、それと対応するかのよヲに

西北側では外倒的石刊が切れている.外半撞'i~t2. 5 m 、南 3m、東西2 . 7m といったところで

ある.この同内にある23-24"1"薗ほどの石は、大きさも大体そろっている.権Lて形状は厚紙枚
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のむのと柱状のもの、石質は安山岩と非音山岩と向車I(があるが、とりたてて使い分けはみられ

ないよヲ fご.

これらの石はローム面的直上に揖えられているが、注意されるのは なぜかこの範囲に限っ

て安定的なローム聞が露出Lており、尭!lilJl町他円個所では薄い褐色土層を綾て軟質ロームに

移ってゆ〈ニとである.曾い換えると、配石群町ある地盤，.他よりもいくぶん小高〈保たれて

いる.ただし東南聞は、外側から浸蝕されたようにロ ム而が低〈なっている.現状てeは立っ

ている石はひとつもないが ローム面上にも石を立たせてあったよヲな凹みは特にみられなか

った.ただL、ローム面に食い込んでいる右が2個ある.なお、こ町配石群に付随するような

人工遺物は特に無〈 東衛1則的縁に凹石が 1，2.#，あった町みである.

配石と竪穴

次に西北側的配石群をみよヲ.こちらは、厚板状町大きな石をとり囲むように10個ばかりの

石が集中しておη、来高岡町先が彊状に延びている.これら町配石l手、ローム商より 10<皿J腐の

褐色土層上而からローム直上にかけて置かれ、凹石と打製石総それぞれ量点と瞥利V式土器片

を少し伴った.そヮして、彊状内部分に沿っては住居祉のような落ち込みが臨められ.西町揖

に寝袋 (34)が見い出された.

その監穴であるが、半分以上が尭掴区外にあることも加わって現訟では冊とも判断しかねる

遺騰である.ともか〈、側壁町立ち上がりは不明瞭でゆるやかだが、1O-2OCr倒的高低蓋が認め

られる.畳穴円床は軟弱で中央に向かつてだらだらと姐斜L‘酉北側に面って径1.3m採さ50

，.ほど町小竪穴があけられている.掘り陪の断面でみると、こ町小竪穴町下半分には指園大の

ロ ム粒と炭粒まじりの暗褐色土がつまっている.この土は上層的地土に比べてやわらか〈、

き〈きくと煽ることができた.上半分は、西北閣の一部に穴の織から橿き蕗と Lたよヲなやや

や硬い褐色土が溜まっている.しかしほかの大部分から浅い竪穴全体にわたっては、ロ ム粒

と炭粧まじり肉縄色土が継機Lている.こヲ Lた点からも、捜いE穴と深いd、竪穴とは一体的

なものと見倣すべきだろう.なお、土眉町断面にかかって焼土も臨められた.

理漢 (34)';1曽flJV j史的深鉢で胴下半がロ ムに浬められている.ロ縁部内破片は表土を

剥いだ時にあがってLまったが、橿元すると、これに後Lている配石町下面と埋裂のロ緑とは

水準が一致する.浅い竪穴からは曽和IJJV-V式的土器片小量 (35ほか)と、帖仮岩やホルンフ

エルスおよび黒曜石町小石片が出土Lた.また、深い小里穴からは智和IJIV式土器量片が少量出土

Lた.

こ町ょっな相E同位置関係に即して、西北冊の配石群とE穴遺柵とはー岨町も町と Lてとら

れるのが無理なかろう. LかL、そ向性織はとなると、現状では納得のゆく判断ができない.

柱穴ど小E穴

きて、二つの配石群町まとまりを外れるや途端に石は疎らになって、そこには大小町穴が散
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在していた.その中で多いのは、径3O-4Qcm円柱穴状町穴である.採さはまちまらであるが、

木伎が建てられた穴としか考えられないも町である. 8 -6グリ yドに 6. 7箇所あり、 4

2 . 1グリ y ドにそれぞれ l置所みられる。もう少し広い範囲を娼ってみないと断定はできな

いが、池物祉を構成するょっな気配はなく、屋外に建てられた木伎町跡と解すべきだろう.こ

伺うち 8グリッド町隅ちか〈に検出された柱穴の底に入っていた唖砂岩内断片l季、西北町配

石群中町石の片割れて'あった.別に 1グリ y ドの端にjjt置する大き〈て深めな穴はUまからH

までロ ム掩也じ9の土がつまっており‘埋められた風であった.住居町主主が建て替えられた

劫合などニ町程度の口径の桂大が見られるから、これも同樟な柱穴と Lて見倣してよいだろ九

次いで盟状町八が2筒所ある.どちらもそ町縁に小礁を伴い、大きさも等Lい.遺物"、そ

れぞれ曽和IJlV式くらいの土緋町小破片が出土Lたにすぎないが 縁に撲を伴う占からすれば必

賓と考えうる穴である.

発信区内西北隅では‘袋状町貯蔵穴が検出された.ニれも特に遺物はなく、曽:fIJIV式〈らい

町土器のイ破片が出ただけである.そ町障りには浅い小竪穴がみられたが、百は発t庫区外にか

か勺ている.

出土遺物とi量構の時期

すでに述べたように 配石野を性格づけるような遺物はこれといって見当ためなかった.せ

いぜい10.#.余り何回石が自についた程度て、1O，S;:に揃たぬ打製石棺1;破片ばかりであった.土

器量的出土量も少なく 湿設内ほか係るに且るものは無かった.各グリ rドに散見された土鶴片

は瞥利IV-V式に属し、管制IIJ式くらい町も町が'. 2点みられる.別に、晩期最末の土器片

が少量みとめられたので、近〈に同期的生活祉があるか也しれない.いずれにLても.咽々の

遺構から僅カながら出土Lた土器片も曽和IJIV-V式であるから、本尭裾区町遺縞全体がそ町時

期に構築されたも町であることは間違いないだろヲ.

石鵠 115-139 

115-128は磨り石 凹石円相である.これらの中で明らかな路り面をもつのは、】15と】19で

ある.115は片面が亀町四'111形をなす.反対面にも問栂に速なった凹みがあって、それは本面

倒的とは週四位置に偏っている.全〈よく蹴た例が51にみられた.また、両欄にも敵打凹みが

ある.119は片面が亀の甲騒形、他面が石曲形を呈する.やはり両側面が蔽打され田みもつけ

られているが、それは本来的麿')面あるいは周縁を食い検Lてなされたものである.先にみた

98と閉じである.

116-118' 120-122は栂々な凹石。 123は 不絡好な池山石町各国4個所に凹穴をつけてい

る.この石町表面は、'"厚ほどの赤縄色をLた鉄分的被慨に捕われており 凹みをつける際

にそれが制ぎ落とされている的が興を引く.124-128にはとりたてて凹みもない.鰻覇形ある

いは画面玉彫の124. 125は部分的に磨った衝が臨められる.125円表面は黄土色を呈す.128は左
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第75図向車配石遺構出土の石器(~)

115-120・122-124'12日1). 127蝋石安山岩
121;角間石安山岩 125. 128;鏡石角間石安山岩
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車76図向原配石遺構出土町石器(同}

129守口O'133;硬砂岩 131 . 135 . 136帖板岩 132スレート

134ホルンフェルス 137砂岩 138;チャ ト 139鼎陪石

面が平均に磨られているよヲだ.

次に、 129-134はどれも暗倒した石鍬である.このっち 129は、本前町一部と E吋In~ に喫表

をお〈岨維な作.13S{1石庖丁と見倣Lヲる o 136. 137は礎石器o 136町側面は際司天銚而を保

つが、上下町二面は膚荒れLている o 137は全体が自〈風化Lている.石盤138はチャート製町

佳作品o 139は刃こぼれ痕のある制片石器.

35 

。 15t.ll 

第77図向原配石遺構出土町土器 (出
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土器 34-36 

34は埋裂となっていた深

鉢で、口組を欠(.外壁上

半は煤け、内壁下半にはお

焦げが付いている.文織は

6区、曽和I)V式である.35 

は小形な深鉢で、作。も繍

文も維である.胎土中に赤

い砂粒をふ〈む.曽キ1)JV式

末に属す.36は様鉢円底部

である.



集務のあり 1;

第五節集落のあ り方

向原遺跡では、附期的県浜並行制と中期的嘗刊II期的集議が同一地担に営まれていた.その

全体を尭鋸Lたわけではないが、集落の棉子はある躍度内後擦がつく.(第135. 136図)

黒浜並行期

所誌を確毘Lただけ町]Q-13号と麿波富17号祉を加えると、今町ところ知られるのは 8軒で

ある.住居間的距厳は平岡30mも綴れており、いかにも散間的である.唐援富遺跡的南東斜面

でも 3軒が並んでいた.向原から唐滋宮へと 、たまたま直路に沿ったところを調査Lたとはい

え、骸則的住居祉が現在町道路に沿うか町ように分布している町はおも Lろい.当時的遣も今

aの道簡とあまり蛮わらないことになるからである.

曽平IJ II 期

坂上と同時期の集落である o 5 . 3 . 6号祉が弧状に並び そ町円周上に所従だけを穆思し

た14号祉が世置する. Lてみると、商から入って〈る入江状町議地に呼応するような、篤蹄形

の鼻高であろうことが串せられる.在70m世で、戸散も坂上と同組度だと推定される.

住居町あり方では、いくつか興味深い占があげられる.

(11 5・3 • 6号住居の間隔は、坂上町場合と担ているばかりか、相互町也置聞係1;1坂上8

7 . 5号住居町それと殆ど同等である.

(2) 9号と 6号は南北前後に陣後L、そのl司隔は坂上1. 2号町それに近い.J!(上町場合と

同様に 両者は対偶関係にあるとみなければならない.一方に埋裂があることも坂上と共通す

る.また、両住居担上町西に9号円炉石と恩Lき平板な石が残置されていたことも興を添える.

(3) 従ってこの4軒に限れば、それぞ・れ別個な二戸に加わる一対二戸という図式が成り立と

九こ町長、坂上町絹舎とは逆転しているようだ.

(4) 9号住居は規模も大きく、 7本町柱を有す. 7本位は中期前半において正統的な配置で

あって 省利期には 5本柱にかわるから、この家的柱配置はすこぶる由緒正Lぃ.fP町東町桂

が最期に紘かれ、そこに土器が据えられたこと、相対する西町住円相本』こは黒'K石町叫が納め

られていたことなども無関係であるまい.きらに この家的出入口は、殆ど真南を向いている.

他町住居もみな南を向〈が、描石町南であって真北に対する3延期ではない.

こヲ Lてみると、 9号町家こそがこ町集落の宗家といつべき俗式を備えていることが知られ

よう.

(5) 9号をのぞ〈他町4府は、いずれも伝統的な5本柱である.そLてど町家もみな一揖に
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前面して建つ.前期的住居も全〈問機町向きを係勺ていた.

(6) その中でも 6号と 2号の古い方は、左右対称円規制正Lい柱配置を係る.怨寝町也置も

金〈閉じだ.それに両佳唐は、はんらい対をなLていたと思われる即石を分有Lている.

どヲやら、 6号住居と 2号住居は浅からぬ因時で桔ばれているらしいa

(7) 5府中で 9. 6 . 3号住居はいずれも、入ロ右手円柱と次的桂内閣に貯蔵穴があり、形

状 寸法とも酷似する.かつ どの穴の底にも石が入っている状況まで蹴る.こ肉貯蔵穴町位

置もまた、中期前半か均町伝統を路聾している.

(8) 2号住居は、既蹄形町並びから飛び雛れた北町外れに岨立Lている.だがそこは、ちょ

うど商から入ってくる入江状曜池町中心、線上に相当する.そ町一番奥まった場所である.多分

ニゥしたことと 2号住居向性絡とは大いに関係あるにちがいない. Lかも時代を逼かに閉てた

前期においても、同一町場所に 8号住居が官まれたのだから この位置に与えられた意味はた

いそフ大きい.

以上向ように向原町集落は、個々の家がみなよ〈織ってまとまりがとれている.これに比べ

ると坂上司集落は、住居内睦配置が個々ぱらぱらで整わないL、入口町向きも不備である.

次に、住居群内外縁は広〈空いていて 目立った施監はない.だが北播町2号住居周辺には、

い〈らかみられる.上前に幾土を盛って 底を依いた深鉢を纏えた卵形町穴は 甚腐と考えて

差し主えないだろう.前..でふれたが、昭和61年に尭掘Lた居平遺跡的甚療にも、焼土で針t

たものが邑冊あった.またこ町穴町 繍は柱穴状に採〈なっている.これも近年尭掘した雄内

遺跡的例から錐して、車線桂を建てた柱穴fごと恩われる.ただ本倒的場合、幾土や土器と町関

係がしっくり Lないのだが.

一方では、地上に鋸ぇ軍かれた大形深鉢が遣されていた.近〈に事療は見当たらないが‘坂

上町場合と金〈同様であり、祖霊を配るに与かるも町と恩われる.そして、これ円近くには土

器鎗場がある.物送りをするところであろう.

住居群町内相も空いているよヲだ炉、入江状嘩地町中心線上に、基毎度と思しき穴がー遺産ある.

l号小E穴と呼んでおいたが、前期の2号小竪穴と連接Lている.先にみた北端町甚指貨と形状

寸法 方向が致する. Lかも両者円形状が住居内町貯蔵穴左近叫する点、桂意を引(.これ

の前左右には、恰も入ロを限る門のごと〈、石が配置されていた.

曽利 N ・V期

監則的集落は別な地慢に営まれている.配石遺構内一部を尭掘Lただけであるが、遺物的散

布からみて、やはり東南側から入ってくる湾状的畠地に呼応するよヲに住居祉が分布するらし

い.配石遺構向性格も 現状では十分な考察が出来ない.
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第四章 唐渡宮遺跡

第一節遺 跡

'‘........[柱】 <t~{/.陶
画面富遺跡は、街沢川町右岸に沿ヲ台地円割と平温な部分に立絶する.lioさ240m幅90m< 

"'令ー.11"
らいがそ的範聞であり 下手は台地町浅いたるみをへて向原遺跡に続いている.遺跡伺キIf辺

りは、 4待問川と町比高差が10m足らずで択の両給料而が互いに張。1出Lて必り、修好な波河喧

となっている.左岸台地に慮れIf.そニtd草遺跡てーある.そらら町制りl、高<.択との比高
"聡， " 

差は15mほどある.遺跡的すぐ上手に続〈水聞の 術は阿原町上と呼ばれているが、鈴沢から

入って〈る入り江状的窪地があって、鉄道的問削以前には水が湧出Lていたといヲ.また 今

1;水図となっている遺跡的下手町鎗町締罰に臨んだ割面にも湯水があり 開圏内障に住居同形

飾がみられた.(第78鴎)

この付近町地層であるが、遺跡的下手側、すなわち台地内東南雄を抜ける遭と絡択を様る遭

と円分瞳広町辺ηょη下手では、地山内ローム層にかなり町躍が含まれている.喫町大きさは

畿大から4廷でむ動じないほど町も町まで樟々である.これは.古制ロ ムとパミスが掩されて

しまい、泥流Ji!1質物円上を斬Lいロームが積率〈櫨っていることによる.遺略的上手側では比較

的。 ム届も厚いら L<、池山曹はあま勺見られない.表土問厚さは所によって異なり.15-

4険制ほどて'ある.

きて‘三次にわたって尭掘調査したのは、遺跡的東南縁を通っている直路両柵町抵畳160m

の細長い区蟻である.それに遺跡的上手町一画でも、栂造改善事実による霊長土町移動で遺構町

上面が露呈Lたので地主町Il!力を得て尭樋を実地した.そ町結集、住居桂信前副の4軒 中

制初頭町 l軒 中期後半円25肝 平安時代後則的1軒が明らかとな')、ほかに後期初頭と晩期

畳来町生括痕跡が思められた圃また屋外的遺構では、中期末葉町池上佐的金石敷と小竪穴と土

壇とか句特異な祭最E跡が尭且されるなどLた.(!Il79図-81図)

第二節前期の集落

遺構

無浜弐並行期的17.23.24.25号住居祉である.そ向うち17号祉は遺跡町下手町維に並置し.
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車問図 l苦泌富17号住居触 れ 60)

立地や伎居l聞の距離からして向即遺跡における問削住居群のなかまに相違ない.一方23. 24 

25号祉は、遺跡中ほど町南東斜面的よ織に 5m円間隔を保って並んでいる.その鼎はいかにも

三軒組で同時存在Lていたようであり、住居円形躍も頗る阻ている.

現 )7号住居並

ここは制的遣問町有需がわからなかったが、工務後‘路潤かり法商に住属社内 部が見えた

ので急遁その部分を調査した.それから世年桂た第三次尭掘町折に後町師分を尭鋸Lた町であ

るが、住居祉にかかって電伎が立たっているためその一角は後Lた.また、本雄円上面には嘗

利V式則的簡単な配石と土績が営まれており 堆土町最上部に厚き1O-18cm町褐色土町層が級

っている.

西側同盟辺が膨らんだ隅丸長方形をなし 東西5m'南北4m町大きさである.しかし、北
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都田図麿i度菖25号世居"上 ( 1 : 60) 

前 NIの遺物

品£

鯛の堕は周溝とは別な方向へ延びていて.向11¥1号住由雄同ように北辺がlIt張されている棋睡

である.住居の織り込みは採〈 ローム面下500mにli..:.盟の縁には地山曹が面を町ぞかせ、

賞褐色ロ ム向床面にも小型が見え隠れLている.西から北聞に圃構が検出された.住居町中

央より少し北西に寄って浅〈凹んだ池床炉がある.柱穴1;1.炉問北冊にー吋あり唱そ札を底面と

Lた二等辺三角形町田点をなすような盤置にーつある.いずれも深いが、径は5寸そこそこで

ある.

こ同住居は火出に遭った均L(、床面から床上100m位町黒縄色縫土にかけて炭化材丹後欠が

いくつか且られ.東町壁陪には 50m厚に焼土が棺まっていた.またこの上層的雌土中には多量

町壊が埠入Lていた.遺物は少ない.

第25号怯居急上

三軒並びの下町家である.珪2.9-3.2mの小さな隅丸方形で、そ町酬に大きめな住穴が三間

にある.衛隅には堕から食み出Lて貯蔵周と思しき盟状町穴が駈けられており.木炭粧の目立

つ県褐色土が滞まっていた.住居町採さは山測がローム面下4()om.谷側が10酬で、床は谷酬に

緩いて'いる.中央やや東寄り町床上に1;1. 径7恥酒町円1ft.に世多町'1、百が溜められていた.そ的

世置からして炉祉と目されるものであるが.焼土は認められなか勺た. ~Âたよヲな小石町まと

まりは北倒的床上に也見出された.出土遺物は極的て少ない.
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( 1 : 60) 唐波宮24号世庖ljl部84図

堆土問状曹は、山憐町壁下に明褐色町三角地土がみられた外1; 小布まじり何時褐色土であ

った.そして、本祉をすっぽりと抱くよヲにLて中IUIの地上位的な配布が官まれている.

lI!24号佳居ね上

真中町家である.田辺が践勺た方形をLて 東西町怪3.9m 南北桂が3.5mある.山倒的得

り込みはローム面下60佃強と採〈、谷側は150m輔と捜<.床ははほ水平を掛っている.中央よ

り少L東南へ誹った所に径2白川まど町地床炉があり 他にも 2箇所に後土痕がみられた.位穴

しかL他所てそ向附町盟にかかっても柱穴状的浅い穴が問、的ら札た.は西北畑にー聞所あり、

は検出されず.周溝も見当たらなかった.南西内角には、側壁を破って大きな量状穴があけら

れている.明らかに貯蔵1Ctごと思われる.後世出'1町時偶色土がつまり、底に6畑余。}町曜が

な白、酉堕向上か句この穴のよ面にかけては中捌町配石枇が載ってい維然とちらばっていた.

る.

本社は山側に三角堆土が尭遣L あとは3Qcmjf-也町通有な堆土がほぼ平らに抱まっていたが.

ニ同地さらに、そ向上面には+量生個円安山岩曜がSうって‘小量的敏期土器片と石器をi半。た.

土向上には山側から流れた褐色町土が彼さっていた.中期的土録片的世入もみられないから.

それを除〈とこれら町石と遺物は 応この住居に由来する ものと考えて蓋L支えないだろう.

i置物はご〈少ない.
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前期の途物

第四号住居雄 (第107図}

ょの家であるが、南側は<t胡町27号祉によって大き〈恨なわれている.住居円鉱躍が行われ

た機械で東畑町床にはl白m塙町段韮が生じている.当初は25号住居と同じ位向大きさ、改築

後は24号とほぼ閉じである.山醐町催込みはローム面下40cmで床は谷伺lへ憎いている.縫穴

1;山側に一対と東辺に一つ検出され、山聞の堕にも柱穴状的織込みがみられた.住居間前隅に

はやはり貯蔵穴があり 27号住居町貼床町下から見つかった.底に平石が置かれていた.

本祉同地主1;<中瑚町27号祉と区別町つかない暗褐色土で、そ向上に 5-lOcml撃の褐色土が織

さ勺ていた.監期町遺物は置かであった.

遺 物

石器

4軒町住居内ヲち11. 24号祉から出土Lたも町が主であるが、点数が少ない町で一緒にみて

おこヲ.

1 -5 は磨ワ石 田石である. 1町片面はよく使いこまれて石鹸形町磨り面をなす."町は少

々ぎらつき、火熱を畳けたらし〈全体が煤色にくすんでいる. 2 は 2筆陣岩製だが曜~ ;百円時態

を有す.両面ともきれいに由。]あげられ、周縁に成形時的世打痕が少し揖る. 3 1まE対面もだ

らだらと続〈凹みがある.表裏とむ棚韓が斜面状につ〈られているが、本来的商を蹴打検しL

たも町田ょうである o 4 I il:lJrlf~町きれいな凹石. 5は会体にあばた膚で、反対面的凹みも〈ね

って連句なる.

61:石雄だが あまり世勺たようでない. 7 1:不定昨な刃器. 81:鍬町刃状の加工がみられ

るが性絡不明で、本国に礎的撃を庄が掛る.11を除<9 -141:1、細かな使用制離痕町"る制片石

器.11は蝿状のも町内未製品ら Lぃ.15. 16は石盤.17は情円錐形を呈する石桔であり、打蘭

のみならず下繍にも三角形的自黙茄が残っている.方珪石町世子をふくむ北八ヶ岳町不良な胤

I~石である . な必、この石棺から制いだはずの制片はー占もみえない.

土器

前期町土器は出土量が少ないも町内、そ町内寄は向原遺跡とほぼ閉じと曾ってよい.すなわ

ら.そ町殆どが阿久111期 I群に分輔された土器と同閣とみなすことができる.なお、関西 東

海系町土器はみ句れなかった.
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借 i度宮遺跡

at 
7 

す~~
金9」!塁
電夢 ? 舎
" 

>s 

9 10c咽

5 

帝国図 唐波宮17，24. 25号住居吐出土の石器 (前制見)

1 -3 . 8 -12， 16. 17; 17号祉 4 -7 .14;24号泣 13 . 15，国号'"

1 . 3 . 4 鱒石安山岩 2編緑岩 s:単科輝石料方僻石角間石安山岩

6 . 8 :硬砂省 7 粘板岩 9 -11県臨石

17号住居祉

86国 1は、口唇部がつまみと白された感じでやや外直し 腕部は少し丸みを衛ぴ下胴部ですぽ

まる深鉢である.単節グ〉縄 RLと LRが重ねてころがされ、不規則な羽状となっている.外

面は貫赤褐色で胴のふ〈らみ部には多量円煤が付着する.内面は責務、褐ー明赤偽色で指頭圧痕

をはっきり残L、部分的に徽撫でがみられる.

21立、下胴部からほぼ直線的に回線に向かつて聞く深障である.単節の縄文 RLとLlそが

わりと雑然と施文され、羽状を表出Lている。外面は暗赤褐色で全体に煤が付着するが特に日

韓端部に多い。内面は鼎蛮Lて荒れており、砂粒がザラザラLている.指頭圧痕がはっきり残

門 下半部にお焦げが付着している.

3 Iま深鉢町腰~底部である.単町内縄文 RLが施文き札桓色を Lている.内而は桔褐色で
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中期の造物

比紋的ていねいに輯墜されているが底は維である.底的外預Iはていねいに慢でられて平滑で

ある.

4はご〈小さな鉢である.無節縄文Lが施文されている.外聞はH昔赤褐色を呈す.なお、底

著者にも同じ縄文が全体にころがされている.内扇は明iJJ1縄色で指掴圧益支が少U~っている.

81図1. 3 11-単節羽状縄文o 2 . 4 . 5は無節町縄文が不脱刷にころがされている. 4町内

街1;直枚工具で積極でされているも町向 指頭圧疲を残Lている.

25号住居合止

87図6-81ま単節縄文 RLが縄文されている. 6は口惜備で、口唇直下は無文僚となる.

内面1;償僚で箆形されている. 7と8内破控訴箇には、枯土宇野町術み上げ痕が観努される. 91孟

無飾的原体LとRの置ねころがしによる不控な羽状円縄文が表出されている.10は底部からの

• 

5 

2 

置1，
t 15cIII 

第86図居波宮17，24号住居ttm土町土器 (~ 4:~) 

1 -<1 ; 17号~fJI: 5 ・6， 24号祉
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第四章 唐渡宮遺跡

第一節遺 跡

届麗吉富島iLVRJllの右俸に沿ヲ台地町割と平湿な部分に立地する.長さ2伽幅叩m( 
"令吋も

らいがその鈍聞であり 下三f主は台地内揖いたるみをへて向原遺跡に続いている.遺跡町三和ば辺

りは、約問川と町比高差が10m 足らずで択の両燦軒両が互いに張り出 L ており、格好なa質問~

となっている.左岸台地に駆れば、そこは選草遭酷である.そちらの方刷、高(.択と町比高
.... ~ ~L 

差[i15mほどある.遺跡的すぐ上手に続〈水凶町 衛は阿原町上と呼ばれているが、 帰沢から

入って〈る入り江状的僅地があって、鉄道的問削以前には水が湧出Lていたといヲ.また 今

は水図となっている遺跡的下手町繍円治聞に掴んだ斜面にも揚水があり 闇圏内障に住居の形

跡がみられた.(第78鴎)

この付近の地層であるが、遺跡的下手側、すなわち台地町東南縁を彼ける遣と俗択を漉る直

と町分畦怠町辺りより下手では、地山内ローム層にかなり町躍が含まれている.理町大きさは

拳大から縫でも動じない』まどのも町まで微々である.これは.古制ロ ムとパミスが流されて

Lまい、泥流JIU貨物町上を新Lいロームが肩車〈阻っていることによる.遺跡円上手間では比較

的。 ム眉も厚いら L( 池山曜はあまり見られない.表土的厚き，.所によって異な? 15-

40cmUどである.

きて、三次iニわたって尭蝿餌査したのは、遺跡的東南措を過っている遭路両柵円抵畏160m

の細長い区域である.それに遺跡的上手町一画でも、構造改普事業による表土町移動で遺構向

上面が露呈Lたので地主の協力を得て尭Iliiを実砲した.その結果、住居祉は前期の4軒 中

制初頭町 l軒 中期後半円25軒 平安時代後期町 l軒が明らかとなり、ほかに後期初閣と暁則

最末町生括痕跡が思められた.また屋外向遺構では、中期末葉町地上位的な石離と小竪穴と土

壇とから特異な祭最E跡が尭見きれるなどLた.(第79図-81図)

第二節前期の集落

遺 構

舞浜弐並行期的17.23.24.25号住居祉である.そ町うち17号祉は遺跡的下手町端に世量し、
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立ち上がり部分であるが、 9と同樟な羽状縄文カe施されている.内面にはお悠げカこびりつい

ている.また、依断面には粘土待問積み上げ復が臨められる。

23号住居祉

87図IIは他と比べて異質な感じがする土器である.表面的多くは剥脱Lており わずかに文

樺が続みとれるといった控存状態である。竹菅向背をいくらか立てぎみにして、少L聞をおい

て町劇1)3たは縦方向に数本町刊をなす線である.色は明貰容易色で、胎土中に多くみられる砂位l'

" 
fv-
轍

劃
7 

" " 
迫皇

" 

第87図唐i成宮17，25，23，24号住居祉出之の土器片 {前期見)

10' 

1 -5 : 17号祉 6-10:25号祉 11-13;23号祉 14-21: 24号祉



中期 ;11販

指で簡単につぶれそつな粉っぽいものである.地内縄文のみが施文される土器とは帖土そ町も

のが違うのではないかと思われる.内面調整はていねいである.この棉な事l祭文土器は県内向

車浜並行捌町遣時(現屋敷.111聞など)からぽつぽつ出土しており、有尾弐土器と町関係から

もその世絡が注意される..12. 131i単師蝿文である.12町破断面には粘土僚の摘み上げ痕がみ

られる.12町内田にお焦げ 目的外而に煤が付着Lている.

24号住居祉

師図5は.副都にわずか丸みを感じるも町町.ほほ直楓的な立ち上がりをみせる深鉢である.

平ロ縁となる口唇には、等間隔に竹菅向背が押Lつけられている.その方向は縁辺に対Lて斜

めで規則性はみられない.外面は単町町縄文 LRが不鮮明だが割と艶黙と縄文されている.

明赤縄色を呈L、ロ緑端部町一剖に煤が付渚Lている.内面は明賀偽灰色で抱政圧伎が残る.

6はほぼ直線的に立ち上がる様鉢であるが、口融師を欠(.無町内蝿文Lが蜂鉄と施文され

ている.外面上半部と内福下部に多量的媒とお焦げが付着している.内面は街頭圧復が顕著で

ある.全体に明赤褐色を呈す.

87図14. 15は LRが比較的鍛黙と地文されている.15町内面は箆状工具で横無でされてい

るが.指頭圧篠がわずか暁る.J6は RLとLR. L町原体が重ねてこJうがされ、結操的に羽状

を呈Lている.17は RL< Lによる羽枚縄文.!直文が不鮮明ではあるが.結束された原体を

使っている可能性もある.破断面に粘土管町積み上げ復が肥的られる.

J8ー20は向 咽休である.LR町縄文が方向を少しずつ聖えて幾度もころがされている.明

悩色を呈L.駄らかい感じの砂粒を含み、内面が比絞的ていねいに室長形されてHるという在で

23号社町JJと胡慨しており、他町縄文施文町土器とは一線を画す.なお、内面にはお焦げが付

着している.また.J8的確断面に枯土帯の楠み上げ僚が認め句れる.21は 竹管の背を立てさ

みに檀った刺車文が施されている.内面1:ていねいに簿でられ、明貰褐色を呈するなど23号祉

めJJと似るが、こちら町方が厚みがある.

第三節 中期初頭の住居祉

4号住居祉と Lたが、湿聾炉問みである.これi孟中期末円5号住居主上町西障の床上に検出さ

れた{第1叩図).11.兵福尾棋I式内務長鉢町上半部が埋められ、中に 5-6佃厚向後土が溜ま勺て

いた.口融は5号住居町構築時に欠かれたら L( 一部しか残っていない.それから推す左、

移祉の床面は 5号祉町西壁内面より若手低い程度である. LかL、s号社町西町屋外には こ

れといって徒居枇らLぃ形跡が臨め句れぬまま柑査円余裕を持てなか勺た.縫Z型炉の外には小

量の土器片が得られただけである.
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第88凶 1昔波宮 4号住居社製唖F町土器 (出

88図はそ円盤襲炉.葉地に金111奪を含んでおり、岩盤1貨が光る.胎土町砂粒は細か〈、内外盟

とも茶褐色を呈L、焼成も良い.口縁は 部が残っているのみである.

第四節 中期後半の集落

遺構

曽利 I式捌から V式期までである.ただL連中町111式.ItI1t;f不明である則的住居は、遺櫛

上半町東南織に並置する18号急上である.次円II期町住居は20.21号祉で、遺跡上手町北側にあ

って陣織Lている.

II期に引き続〈べき IJI期町住居祉は見当たらない.そ向かわり次的lVWIになると.遺跡下半

から中ほど町東南縁に十監軒町憧居が並び、中ほど町斜面には、地上践的な石敷と，1、E穴と土

壇とから成る祭最el晶が営まれている.liい町間隔が非常に按近した住居枇や、 部では置掴す

る岡もあるが、曽剰'1lV式聞の時間幅町なかで理解する町が揖当である. lV捌から V期への移行

には珂ら町不連続性もEめられない.LかLV期的住居世は著L<揖 1). 5軒そこそことな勺

ている.

曽利 I 期

!l!18号住居並

東南棚はプルド ザ に削り飛ばされてしまい 同時に炉石内部も失われている.小さめ

な安山岩樫で囲勺た炉内中には.土器(1 )が埋股されている.炉祉の西南醐二箇所にも焼土

llO 
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第89悶唐様宮18号住居祉 ( 1 回}
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中州の遺構

ノ一一

3・

復が臨められた.高を入口とLて5本町柱が配されていたと努せられるが‘残っていた柱穴"

2匝所だけである.出土遺物は比較的多〈、炉祉西側町床上にはほぼ完形町様鉢(5 )が横転

Lていた.

因みに、昭和43年内道路工事のとき本社内南方】Om町道路際に、炉急上と居、Lき厚い焼土が露

出Lた.監湖町住居祉 (22号泣)である可能性が高い.

通物，冒まり (車107図)

18号住居老上より 25m下手円台地時斜面的上端、刑期的23号および哲利W期的27号住居祉の山

側にあたる場所では、骸期的土器片を主体とする遺物摺まりがみられた.ニこは霊長土をはねる

と.縄色土圏内上面に住居;t-，帯分〈らいの遺物が小石を世じえて集中Lていた.土器片は曽

利I式が主で、同W式が後分まじり そ町うえ若干町晩期末土総片と土師僻片も見られた.そ

の直下には6岨ばかりの石が固まって必り、置かに焼土が肥められた.またややlI!に能れて、

耳石と且Lき畏き60cm町唖砂岩町転石が横たわワ、傍から伎穴状町穴が検出された.

これらの遺輔がある時に捨てられたものであることは間違いないが 嘩かながら晩期末の土

器片と平安時代町土師器片が含まれていることが.本遺織の解釈を戸惑わせている. ~.H、立

石状町石と焼土が伴う~でl季、 後述する 曽;flJV期的土器溜まりと似ている.
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車90図庇波宮20号世居hl (1 印}

曽手IJ II 期

第四号住居liI:

平行四辺形を同〈膨らませたよ?な形的住居で. 4本位向配置と石薗炉内向きもそれと合致

するように睦れている.大きさは、東西4.3m南北4.6mである.床は堅〈、南側を除いて柱穴

を結ぶよヲに周j習がまわっている.また.左手前町住穴町内側にもフ つ住穴があり 入口鶴

町右手にも捜い伎穴がみられる.炉石は焚口に埠輯時岩を用い‘他(;1.板状円安山岩を組んでい

る .炉床 l;t~ <焼けていた.炉社ょっ南側の床上には厚相状ほか町石が散在Lており、遺物も

こ町脅から酬と多〈出土した.

地土は黒褐色土であったが.炉右上よりJI[欄には三角雄土が臨められた.なお、東南欄はロー

ム盟が跡切れていて 別な遺構が噛んでいるらしい.

第21号住居雄

六角円形をLているが、大ざっぱな形と住居町向きは20号祉と間樟にして、大きさも等Lぃ.

床は廃園で 5 ，ド円柱が規則的に配され、壁の直下を周講が掴っている.中央やや奥寄りに方

形町石箇炉がある.板状円安山岩を立て働け 焚目的石は平らに縫えている.炎口町左棋の床
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車引図 l普波富21号住居祉 ( 1曲点線内，埠物集積}

も，，，厚に円〈焼けており唱坂上3号住居社内場合と金〈左右対象である.南北町中馳輔上、

周溝にかかって埋聾(10)が酷置されている.そLて、これと炉町中閣の床上につ雪桓状町石が

あり、恰も埋型的蓋石であるかのように思われた.また、周鳩町中に点々と 4個町凹石 (80-

田)が入っていたことも注意される.

さて本社は 上層的暗褐色堆土をあげると一面に散乱する遺物幹があらわれた.それは住居

祉の中央、すなわち炉社内上から南側円入口部にかけての範障に集中Lていた.床上15cmi立町

金体にやや堅い面てーある.遺骨群は土録と石器と曹とが 緒〈たで、集輔された風な状聾だっ

た.また、炉祉の上に相当する箇所には大量町焼土が地摘し、東南2円辺にも臨められた.土

絡は、ある程度まとまっていて倒体を暗肥Lうるものが 6-7.~あったが、そ町一角に必いて

嘗利111式的完形深鉢 (98)が繍になり、その上にも同時期頃内土器片が織っていた町は予想外

てあった.この集中部を外れると遺物ははとんど無〈、炉亀上京倒的箆近くに3箇所(15ほか)、

および炉祉北倒的壁際に 1箇所 まとまった土器片が遣存Lた〈らいである.

遺物を盤理した結果、時点ばかりの曽利H式土器が橿元された.しかL完形といえる個体は
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2.3.9.L.かない.それに 土器片のなかには障η町田号壮出土町破片と接舎できるものが何

点か見出された.また上世間釦〈、曽利111弐土器も混じっている.

そヲすると、これらの遺物群は、住居が廃絶された後円いずれか町時煮に寄せられたものと

現解すべきだろ 7.完形品を含む曽利111式土器が紛れ込んでいる町は、そ町下限が間刈1にまで

下ワヲることを示している.かつ、これらが佳居内入口から炉問上に至る挺聞にほどよ〈収ま

っている状態は、廃屋となっていても上屋自体はどの程度カ健在であったことを物語っている.

そ同点で、障η 合う回号泣町遺物向者~ 1)方も世ていたことが改めて注意される.因みに 本

社とよ〈似た遺物袋械的在，)方をLた同時期的住居祉と Lて 曽剰l遺跡町50号祉があげられ

る.

浮島状にロームを抱<R穴

20 . 21号祉の聞に酬')込むようにLてこ町遺摘がある.初めは過脊z的な小量六と思われたが

様子が必かLいので周囲町ローム面をきれいに出すと、壷彊5m垣笹2.5mほど町給状に褐色

土町繕込みがみられた.しかLそれの一部はご〈不明瞭だったり.跡切れたり Lていた.そこ

で畏垣間軸面で土層的状聾を観療すべ〈土を峰。上げた.結操1;'次町通ηである.

まず中央に浮島町ごとく機倒しているロームは西北緯りは極めて固<lまった賀褐色ローム

であるが東南側は省幹大から指頭大同地山喫を含む赤昧がか勺た色関町ロ ムで、砂粒状を呈

Lきくさくと掘れた.そして西北側では、前者町下に聞層をはさんで後者が3桂樹Lている.か

-'-

11. 
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ばトーム削色 i

蘭.貨制色。 ム

綴議制じり州色ローム

童謡刷れ州削主

築苦言醐臥

自信盟国麿波宮浮島放にロ ムを抱〈竪穴 (1回}



中制の遺憎

つ R7ミの底にも簿〈溜まっている.前者向賞褐色ロームは竪穴町内壁や底と金〈閉じロ ム、

つまりニニ同地山町ロ ムである.これにaL!義者向曙混じりロームは.別な場所か均もた句

されたものである.次に浮鳥状ロームと竪穴町間に泊まっている間層は、黒い庸蝕土とローム

の車合土であって木炭且が少L飛んでいる.東南端的底近〈では俊之町埠入もみ句れた.そL

てこの間躍中には.10布、余町打製石鋸と少なからぬ曽4向iJll式土器片が入っていた.

竪穴は不鋭刷な形状を呈L、深さ 1mの舟底状になっている.西北町壁には段がつき 穂状

に扶れた箇所がある.世穴同様睦は判人工的にみえるが、そ町観ま')方はかむり人為的だとい

える.

性格未昨のi量権

20 . 21号社内南方およそ45m的地庄では、やはり柵造改善事業によって表土がl¥!(なり、緋

廷中に遺栂町石が需出Lた.地主町小林静雄氏から連持を受けて曾述、3m四方に限って調査

したのがこの遺構である.

0-ム面上に 4倒的安山岩が配置されている.南西酬に横たわ勺ている町はやや珊平に Lて

長自な石であり そ町下は少L凹んで 比較的大型な曽利11式深鉢町胴部 (38)が押L諸島れて

いた.キ失には珪500'向車たい;L;百がごろりと座').その傍らに繭玉形を Lた石 (】14)が置

かれている.東側町石は別に特置のない角哩である.また北隅町辺にも小哩がまとまっていた.

ローム面の西側では15倒的段差をも 勺て側壁状町立上がりがみられ、北角的織り際でも30cm高

のロ ム堕が窺えた.LカL‘位大町Z買いは一つも検出きれなかった.出土遺物は少なくない.

こ町よヲに、本遺構は側壁tf!lめられる点では竪穴住居かとも思われるが、それ以外的施駐

イ| グヲF一喝
。D 戸戸

下) I r， Q) 
あ 6)， 0> 

t 1・
昨93回目音波宮 性格米鮮の遺構 ( 1 : 60) 

が見当たらず、葺掘面積も

眠られているため現状では

何とも判断L酷い.桐れか

の機会内閣査に侠ちたいと

且う.

なおまた後日 この付近

より大型石うす(115)が

出土した.小林静雄氏が紛

転中に調。出した町である

が、日時を桂て出土地点的

配憶が詳らかでないのが愉

Lまれる.それと、ここよ

り西北方IOmiu:町地主から

{主、立石と思しき畏き56cm

115 



E普i政官遺憾

珪200m町角柱状花倒岩が娘。)出されている.

小 E 究

20号住居祉の南東10m町地点では.ロ佳800m深さ390m町小E穴(6号)が検出された.時期

不詳であるが一応ニこにあげておニう.

曽利 lV.y期

こ町時期の住居祉は22僻を量えて込んでいるうえ時期差の判断も微妙な町で、新旧にこだわ

ることなく尭復区内下手から岨次みて"'(ことにl.次いで屋外向置摘に移ることとLょう.

第 1号住居111:

W則柏町住居であり !!径5m弱町卵形をLて南西向きに営まれている.南湖町制壁は道路

司法面に接していてはっきり Lなかった.柱11，本で、平行四辺形放に配されている.石田炉

11方形にLて深い.角柱状町焚口町石を残して他は外され、そ町一枚がひび創れたまま焚口の

手前に誼3監されていた.入口側右手円柱穴の{売に浮いていた板状町石にもひび眠れが盟められ

る向で ニれも同捕に炉石だったかもしれない.入口には纏親 H叫がEけられている.その

上級から住居町壁にもたれ掛かるように Lて、三角往状町安山岩が見出された.床はさほど思

くなく 北側町壁陪には作業台に適Lたような謂平な石があった.また、西!宜的時には似状の

曹が敏勺ていたが、それとE対倒的也置でも壁土からずり落ちたようにして板状町曹が見均れ

Fこ.

ところで、本泣肉尭般に当たって驚かされたのは、大量な哩同地械であった.それは、住居

内総郁よりひとまわり内側、すなわら絞よりも内側に相当する範囲に集中L、床面上15cm前後

町並鑑に溜まっていた.すべて安山岩同地山石で、大きさは人副大から拳大〈らいまでである.

もともと池山に露出Lていたものや、畳穴住居を縫〈障に繍り出されたものと i也われる.とも

あれ、こ町よフな状曹は21号祉に必いて見られた遺物的集積とIU過っており、同樟なことが推

察されるのである.

出土遺物的フt，土器l玄、浬型以外みな破片であ勺た.埋裂は日!ま史的範暗に入れヲる古い様相

を僻ぴ、地の土器片はW式でも古い方に属す.石磁のa散は少な〈ない.

第16号住居111:

尭掲区町下手で1号祉を除(16.33-2号町3軒tL N期末からV期に属すと判断される住

居であり、 5-6m町桂よい間隔を保っている，本祉は 1号祉町南商に按Lて鋭かれており、

道路般を境に一次k三次町二度に分けて発鏑した.

この住居は炉より南東慨がひとまわり大きく改集された轄果、桂5.2mのお多福町ような平

葡形をしている.炉枇 往穴 漫聾ともに新旧ニ囲内営みを示l.住居の方向も当初は南向き
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車94図唐瞳富 l号住居2止 ( 1 曲)

であった町が改築後は南東向きに蛮わったことが寵える.まず位穴は、 18い伎居町は平祈四辺

形に配された4本伎であったらLいが、改築後は 6本位になったとみられ、それぞれ対応し合

ヲ柱閉め寸法がほぼ告致している.南西畑町二つ肉桂穴内には、池山躍が凸出と面を哩かせて

いた.

炉はさ Lて大きからず、前後円辺が左右より畏めである.コ内字町三辺に板状円安山岩を級

み、左辺には嵐揖岩を当てている.そして奥剣町炉石町議には、旧い住居的炉石がひとつ残さ

れていた.石曹は唖砂岩である.

ここで気になる点は、左辺町陽蹄岩の面が他町3辺より 500ほど低〈揚えられ、形状も繁白

の石と Lて似つかわしいことである.すなわち、炉石町組み方からみる娘。]費ロは入口闘でも

〈左側であったと判断せざるを碍ない.また、え戸町左乎前向床面は地床炉町ように赤〈焼けて

いた.

埋漢は 住居中軸線上司入口に新Lいそれが住居内響。に旧いそれが且也される.旧い宵

め上縁は新しい同より 600ほど低い.先行する埋醍 (40)は口縁を欠いた深鉢で、'00厚にロ

ーム町董が減られていた.埋現内町下主幹部にはローム粒埠じりの縄色土カ吋冨鉢状に流れ込み、
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部95図 唐波宮16号並居祉 (1 : 60 点線内，遺物処倒}

そ町上に黒褐色土が溜まっていた.後何埋裳 (39)はUまを依いている.内部町状聾"先町と伺

樺であった.住居町床は平坦でさほど竪〈はない.深さは奥監測でローム而下40cm強、入口問

でIOcmちょっとである.をお、入口右手町屋外には一端が破損Lた桂状的側輔岩が残されてお

り、脇にま山岩躍を伴った.

道路融から外れている炉社より奥町測でみると、本社内地土は上層が20cm原ほど町縄色土で‘

その下層に織縄色土がj量検Lている.そして.炉祉から東倒的柱穴に至る一面的床上15-25c由

同県褐色土眉上面には、土器 (43.44はか)や石燃が多量向型と 紺〈たに集中していた.そ

の東に少し離れて繭平家主教の多凹石(163)も見出された.暗褐色堆之町下にはローム曜じり

ll8 
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の褐色土が6師ほど町薄い層をなLていて.これを刺ぐとローム町床に達する.その上面が実

際上の生活面だったといえよう.入口倒的床面上には石器や艶片町平石が酬と目立ったが、 新

Lい方向煙車問右手に臨餅形町凹石(161)と通有な凹石(156)治ザずで並んでいるのが桂昌さ

れる.また入口問右手円柱穴町傍には、小型な滞陣 (41)が伏せられていた.住居の.j!てオま、

酉jt隅の桂穴町手前に大型な打世石器(153)が残され‘さらにそ町手前にある置い凹みの上

面から鍋哨石町小曹が5個まとまって出土Lた.その樟曹と個数は向原遺跡9<号住居社町制と

純をーにするばかりか、出土虹置も共通Lている.

きて、上亜のような遺物円集捕のあり方はやはり 21号社町場合とよ〈慨ており、同樟なこと

が考えられる.二つの漫瑳と床面上に伏せられた土器は、細かく曾うなら瞥利W式的末期的~

栂絡を示Lている.これに対し集摘されていた土器1;、明らかな曽判V式であって、そこにい

くらか町時間蓋を臨めることができる.

第四号住居ilt

床に小石が敷きつめられた桂3.6mばかりの小さな伎居であるが.南側J>は開図的障に繍な

われてLまっている.柱穴は3箇所に験出された.炉内位置を考慮すると南冊にあと 2箇所あ

った棋機で、住居円入口は酋側となるらしい。特典な向きであり、地形ともそぐわない.炉は

住居円割に大き〈て探〈、底はよ〈焼けている.炉石はみな外されてLまったようで見当たら
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石敷1;'位より内側になさ丸、それも炉町南から東町障と酉倒的床に限定されている.炉問ぬ

は手町ひら大町平石を主体と Lて、大きめな平根石もi1<じえている.西側町床蘭はより小さな

石を離さつめている.担問形町モザイクのようであり、そ町一角に方位状をLた硬砂岩が寝て

いた.ニれら同数石はすべてこの辺町地山に由来するものである.そLて炉問東側町石般的外

れ.つまり北醐円柱穴円近〈には、厚据状町石が立っていた.そ町傍らにキ分に削れた録時岩

向台石(196)があり 残')半分が炉問にずり落ちていた.住居の北鋼は床面に池山町小石が

散見され、壁面にも池山石がいっぱい踊を出Lている.

遺物は、住居北倒的石敷上から壁際に打製石器矧などIO，#.余')が"在Lていた.あるものは

世石町聞に紛れ、そ同 部をなLているかのようだ勺た.本放も16号祉と同栂.堆土町上層10

mばかりが縄色土、下層が黒褐色土となっていた.土務片は地土中から出土Lたが量は少ない.

型式は曽利V式で W式も少Li且じ勺ている.

第2号住居まま

桂4.3mの同形住居であり、奥盟には地山石が露出Lている.柱穴は堕階に 6箇所みられる.

配置はあまり規制的でな〈 全体に班、、.奥に郵勺て方形町石閲炉がある.繁ロと右辺町石は

処っているが他町二辺は外きれていた.焚目的石は薦平"'縦蹄岩である.
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中 NI町遺情

.. 

i号栓ほどではないが本社町渇合も 北壁から住居中央にかけて町雄土中に、大小多数の躍

が雑然と混入Lていた.出土遺物はさ Lて多〈ない.土橋片は¥11利V式であワ、 W式も醒じ勺

ている.

第四号住居祉

これより上町住居鮮は 下手4軒町住居から20m余 '1般れている.本社は謹3.2mのこぢん

まつとした住居で、南向きに処て句れている 5本柱が浪絡的に配され 相形町石間炉も畿っ

ている.ま戸石l孟右と奥に硬砂岩、前と左に安山岩を組んでおり.中にはj奇形土鍛 (48)が転が

うていた.小まめに灰を11きtfjした結果であろうか 炉底は石町下箱よりだ、u-下がっている.

床"前聞が低〈軟弱で.池山町小石も散見され.入口町桂穴町内野ηに焼土痕が認められた.

出土遺物はご〈少な治った.土株片は曽mv式に属す.
きて 本社町西から北にかけて同盟外には、噌がび勺し ηと時出した.ことに西測がiII昔で、

手の平コたないL拳大前後あるいはそれ以下町小石が立錐円余地ιないほど県中している.石町
IUIに飴ま勺ている土は地山内駄賀ロ ムとE別がつかないようなローム質褐色土で、実際そ町

J<は半11地山に埋もれたり食い込んだりという状聾であ勺た.それで 人工町石殺と判断す

るには追ったのであるが.こ町ような池山町状態は29号枇円下手でも上手でも見られないもの
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である。ただL これより下手側町方自良探査でも地山に多数町喋が露出しているのがみ句れた

かり もともと下地はあったといえよ， . 

しかし、住居町北から北西倒的石敷はその先で道路に後触Lて原状を保っておらず 住居東

側については既にそこに工事周飯坊が雄てられていて調査する余地がなかった.ただ蝋り際で

みると ちょワど炉的対角線上向辺まで続いている出時だった@ど円みち周り司尭痢状況から

推して、この石数は世大でも住居間束制 2m 北西側1.5m町範囲を出る ことはない.その場

合さらに矧被される町は、東側町状態は本祉を中にして西側とほほ対応しているのでは古いか

といつことて'ある.

では、こ町石敷は29号位陪に付随するものだろっか.その山でも悔やまれる町は、石盟の

存在がよ〈確認されないままに本祉の尭掘が先行してLまったことであり、住居町北西側で"

1佐土町上部に多量的確が遺存Lた円である.後になってみると 、それが敷石内 部であったこ

とが疑いなu、そうすると 本祉の埋没後に石敷が宮まれたわけだろうか。しカしまた 同園

町右倣は住居に付随して築かれており、臨絶後さらに住居円上面に付加された、とも考えられ

る。周囲町敷石の聞に詰まっていたょっなロ ム質問褐色土は 本社内機土上面では詑められ

なかったからである.問者iだと Lてその時期は官判V期といヮことになっても、住居円廃絶後

そっ間をおいた時的ことではない。それに、推定される石般の範聞は本祉とあまりに合致して

いる。いずれにしても、ニれが29号肱居と浅かりぬ因時をもっているとは雌かであろヲ。

第3号住居左上

W期的住居であっ 佳4.5m町釘むすび形を Lている。床には池山内小石が目立ち、位i'-(f!

北側だけしか検出できなカった.炉はかなう島容')に粧鑑 Lている.炉石は半I~外されている

が、焚口町石は石英斑岩であって三つに訓れていた.炉の左手かり奥向慨は幾分くほんでいる.

南北町住居中軸線上町入口に埋襲 (50)が見い出された.口融と底部を切り取った傑鉢を埋め

ている.

方 式戸と北西隅円柱と町中間には伏襲 (51)が遣存Lた.床面ょっ少L高〈位置L、やや

聞いだ状態で出土した.そして、この伏礎的足元か句伊祉の中には小躍が縮ま')、さらに炉祉

の省手から手前にかけても、床面上すこ L浮いて大小町艇が溜まっていた.遺物はさして多〈

ない.破片町中には1II式も見出される.

第15号住磨ねt

3号祉の南入口に按Lている.炉社から北西側内部分だけで あとは道路敷に取られている

が、東西6mに近い大きな住居である.三次調査において、本祉の一部に相当すべき道路の南

東側を尭繊Lた.しかし池山上に小躍が散布しているばかりで それらしい遺構は認められ志

カ‘った。

住居の北壁fWJは掘込みが諜〈、ローム面下40cm強ある。炉石は奥に三角位状円安山岩、左tこ
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'1、さめな唖砂岩を用いている.唖砂岩町上端は床面よゆやや祉〈、 16号祉同樺こららが焚口と

洞断せざるを得ない.炉問左手町床面に奮着して、両耳畳 個体分 (56)が仰L検れていた.
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部100図 r1t波宮 4.5号住居枇 ( 1 : 60) 

それ以外、遺物は少なル」堆土はロ ム色に近い褐色土であった.

). 

本祉出土町土器は 曽利III式から W式にかかる頃町線相を帯び、外援する 3号祉の土器より

も一歩古い段階的も町とみられる.従って、 H期のあと III胡町空白をおいて最初に営まれた住

居町 軒と考えていいだろゥ.かつ、炉町位置が3号祉の中靴線と一致Lていることはただの

偶黙だろうか.15号から 3号へと 住生活町推移を肴て取りたいところである.

第5号住居祉

3号社内東に 2m離れて革び 形と税棋も 3号とよく凱ている.床は雨情に胡きJJU減で南

東叫同部分は道路によってmなわれている.本社は、部分的なが句壁に沿った床上に石が巡ら

されていた.奥盟側が著し〈、 2.5m内聞に列石がみられた.さほどきちんと並べたものでは

なく ざっと Lている，

西側では 壁にかかったやや高いところに置かれた石もあり幅が広〈なっている.なぜかそ

的場でひび割れているも町がある.また 一雨が鼠勺れた 6-8師角で長さ50cmの制憾の転

石も混じっており、 二つに折れていた.別に内閣町一角では、 8-lOcm角円錬蹄岩が立った状
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控で見出された.これも打ち折られた一方向端で、残長は16cl11である.なお既述町通り、ここ

の床面に先行した中期初頭4号社町埋政炉が検出された.

南側は 内寄りに厚紋状町石が一個だけであるが、外酬の床而に小石町並びがみ句れた.南

東測では やはつ内寄りに 7個はどの右が並んでいた.ただL、そのっち円4似は床に食い込

んでいて 地山石らしかった.

このよ?で、 4箇所ともそれぞれ棟躍は異なっているが 注茸されるのは、これ均的配石が

互いに等間隔を保っていることである.そして配石内切れ的辺りに柱が立っていたはずである。

しかL、相穴は つも検出きれなかった。

炉祉は、 3号iJI;と似た状況を呈L、炉石は満足に曲ってい宇い.中に大型深鉢町破片 (57)

が入っており、炉内右手には、石うす大町腐平な多凹石 (244)が置かれていた.1;'の奥側{ま

3号右上同時に少し凹んでいる.

遺物はきしてjるくない.出土した土器1;曽手IJN-V式で、 111式的破片が髄か混じっている.
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第13号住居祉

5号祉の東北東に 3m雛れて並ぷW朗町住居である.後3.9mはどの隅丸-)1形を主し、 4本

伎が鍛黙と配されている.Lかし、そ内半分近(1;道路によって失われている.炉も絞ってお

り 三副に級状および厚手な安山岩を組み、左辺には石英斑岩を結えてある.ニニでも紘目さ

れる町は、左辺町石町而が他より位〈床而すれすれであって 石賀と形状からしてもこち勺が

炎ロと考え句れることである.16号祉の炉と金〈閉じ作りとなっている.そLて3号枇でも鍵

臼には石英従石を周いていた.炉町並置か句みて当然にも住居円入口は繭倒的はずだから.こ

うした在り方1;通常でな〈 冊か事情が隠されているようだ.

炉町北側同床面には深鉢が2j闘 (74. 75)、はほ原形を{採ったまま転んてーいた.それ以外め

j置物1;少なかった.

本祉と 5号 3号町31rはほどよい間隔で東西町一線上に並んでおり、多少同時間韮はあれ、

いかにも 3軒が並存Lていたらしいことを思わせる.

議28• 30号住居雄

5 号祉町南東 3m町緩斜面にあって重躍 L ている.どち ~L僅2.5m 町小型住居で. 30号の

到聞を炉祉障で切って坦号を構築している.

まず28号は、北側内揃込みがローム面下40cmと深〈、 30'ず祉に20cm近く町段差をつけている

が、南側は10cm足らずと洩い。それを補うかのよっに稿欄l季、日町時にくるりと石を岨Lてあ

る.また北側同盟には地山石が様子に露出L、東西町盟にも床面にも点々と衡を:1.¥Lていた.

伎は 5本、その配置はすこがる鋭俗的である. Lかるに.西町住穴はすっぽりと半布で査をさ

れ その縁に完形町小型深鉢 (64)が伏せ置かれていた.住居内最醐に当たってこ町桂がIH

取られ、かような処Eがなされたわけであり、益だ興味がもたれる.それに16号祉でも入口右

手町住穴の傍に小型深鉢が伏せられていたことが思い返される.

炉は住居円割に大き〈、五角形をなす.しかし手前側は般的配置と合致せず、南西怖が焚口

らしい.岩戸底の娩土は僅かLか世!められない.

住居社町堆土は暗縄色土であったが、炉祉の西北か句30号急上町北壁にかけては15cm厚也のロ

ーム賀縄色土が上に被さっていた.遺物は割と多〈、特に炉祉町西南と南町床からl加n也浮い

て 各2個体 (63. 62. 60.59)の土器が人頭大輔の石を世耐ともなって出土Lた.16号祉に

おける造物集績に近阻した状睡である.

つぎに30号は、南町入口醐が地山すれすれで、やはり土E面的問ごと〈右が配されている.そ

的ヲち動〈石は敬岨だけで.地町大部分は地山に食い込んでいて本来町地山石とE別できない.

それに本祉の西側には河原町ように曹が分布Lており、ぞれが西盟的措まで及んでいる.どう

もその東舗を媛Lて住居を築いたものらLぃ.また 南倒的床面には池山石が多量あらわれた.

柱 1i4本で、台形に配されている.
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康被官遺隙

炉はやはり佳陪に比Lて大き〈 平板石を組んだ箱形をなす.右と奥はそ町まま伐されてい

たが 左は抜き去り、手前向おをもって炉を塞いであった.他に聞をみない特異な所業である.

かつ、その隅に深鉢町破片 (66)が伏さっていた.さらに、炉石町角に外修した床摘には深1<

向上半部 (65)が伏せ勺れていた. 28号社町9.t向上指~ ，) ~")町{立櫨である . あるいは伏銭に

近い性絡町も向かもしれ昔、、.伐されていた炉石は3伐とも線状で、手前町石'"焚石町それと

Lては似つかわしくない.すると 抜き取られた左手が佼口町石ではなかったるヲか.だとす

れば、こ町家町炉も左手すなわち酋側が焚ロである問に入る.

地に遺物'"ζ〈少なかった.会お、南酋肉床上には少なか句白樫が溜まっていた.
さて、両社か均出土Lた土器!心、ずれも管制W式である.28守祉に，"V式の破片も少L含ま

れている.28'予と30号と町新!日間係は遺楠町うえではほ勺きり Lているが i緑では制式並が

認められない.そうすると 両住居は時聞のうえでも 蹴き町関係にあるわけで その形坦

坦棋町刻。1性と相侠って、 30号か句28号へといヲ往生前向推移が宥て取れよヲ.

第31・32号住居祉

】3号社内南東に按L、革担Lている.双方とも小明な浅い監八にLて炉と伎八が不明瞭また

は不在なので iiIi'，¥の住居とはいえないものでみる.

31号祉は 民佳2.5m短径2.2mと小さく、北聞でローム而下15佃にt寝込まれている.奥寄。

に小さな石を二つ伴う浅い阻みがあり、建土が儲かに臨められた.そ的手前に制的な性火大の

穴が検出された.LかL通有的な怯穴はない.}雄主は木炭位向目立つ烈褐色土で、 ;ll鞠が少".

くな〈、 中央町床上から少し浮いた龍置にほを欠火した深鉢 (69)が押し椴れ、それと-'nに
別な諜鉢 (68)が破片化Lて散らばった松控で出土Lた.そ Lてこれに統〈南側町床上IScmi2

には大小町曜が7個ほど溜まっていた.こつしたをり方fi28号急上町場合と似通うている.な必

前者は曽利111式末ないLW式古とみられ.後者はW式末頃とみられるも円である.

32号祉は北側同採さlOcmとい勺そう浅〈、Jlj間半分以上がローム面上に出ている.在3mほ

どの総出である.炉は志〈、東南側に柱穴状町;えが検出されただけである.西町床上に大きめ

な曹が坐り、そ町内容ηに床面から浮いて数個向型がたまっていた.地土f.t31号と区別がつか

ず、遺骨は少なかった.

両者向新l日閣時は判黙と Lなかった.ただ出土土器を比鮫すると.31号lilt利N式に V式を

混じえω32号ではV式に "式が少L出じっている. Lたがって一応、 31号が古<32号炉新Lい

とみ均れるが 32号町量が少ない町で確と判断できない.ともあれ.ニ町よヲな草盟関係は盟

30号!Jtと瓢臥するばかりか、その煤棋と位置も接近している町で、何か柑互に呼応Lたような

住生活町線移剖哩われる.

ところで、 31号祉の東側町縁には柱穴状の穴が2箇所と小監穴が検出さ礼た..1、竪穴(14号)

11珪 1mばかりの浅い穴に琵'OOm町乱雑な落ち込みがあって 中に樹拙状町小穴と石が1個み

】28



q・mの遺構
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部103図 Ji同宣富31.32号桂居祉および14-~.;小竪穴 ( 1 : 60) 

句ilt:..これりは31. 32~予祉と阿らかの聞係をもっ遺構のよヲにも考えられるが、性絡不鮮と

いヲ Lかない.そLてこ町北東側には 別な遺摘がゐる.そニ町ローム爾は且〈平坦で、住居

の床のように限られ、住穴と i也しき入を伴っていた. Lかしその織さは道路によってそっくり

失われている.若L住居祉だとすれば、西と北がそれぞ札13号と 14号祉に接する位置に阻まる

のであるが、これだけでは確定できない.なおこれ町南織は鴻〈凶んでおり、一帯に黒川目石町

細片が目立った.この辺りか均3】号社町東緑にかけて，.置かな遺骨が散見されたにすぎない.

土器片は曽利V式に属す.

第6'号住居iIt

13号祉から北東に 3m雌れて世置するW聞の住居である.調査Lた町は衛棚町一部だけで

大部分は尭倒匡外に埋没Lている.

南側に必ける深さはローム田下10"余りで、堕障とそ町内寄りとに二つ町埋襲 (70.71)が

見出された.壁際的は方板状的石置が稽さった迫位向埋現である.艇から下を切り取った深鉢

を伏せ、なぜかそ円前後町織に別な土器片を入子状に主勺てある.内部にはロームil!oヒ')町粒

状土が措鉢形に流れ込み、そのつえに県哨石片と炭植を含む褐色町位状土が溜ま勺ていた.そ

れに、土器をあげた際に車両ロームが蓋のように密着Lてあがったか均.これも伏せるに当た
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'1' KIIのJl摘

。て口縁にローム置が売寄せ句れていたようである.向寄ゅのはロームで益をされた正位向雄裂

である.口織と腹部以下を欠いた深鉢を捌いている.前者向有益が床面上に苦脅していた町に

対~.後者は床蘭直下に阻されていた. 陸って新旧聞係は、内側町が先で外側同が後である .

思車内荏り鼎からLてこ町住府は姐lて瞥が行われたも町と県せられるが.怯穴にも，Uf.1)直し

の勝がみえる.なお、部分的ながら調講h'験出された.

楓り際で本bl:町断面をみると‘内側町埋Z震と大きい方向性穴円韓まで宿鉢枚に三角地土が延

びその上に胤偽色殿土が憎まっている.面楠町わリに遺物も多かった.

第14号住居雄

6号祉町東南1.5mに陣磯する‘佳3m余，)町小:子宮住居である.炉より南東側は直路で失

われている.炉石は左辺だけに残され、そ町長手で厚紙状的石は平に置かれているから、 13号

lt同様こちらが焚口だと思われる.経穴同所在1:1:勺きり L右かった.J佐土中には全体に木

艇が目立ち 特に炉内南西に多かった.遺物は皆無に近〈、曽和IlV. V式土探片が散点出土

Lたにすぎ令いo ~:H炉町布ワ方からみて‘この住居は 1 号i止と閉じく南西向きに営まれてい

る.

第7号佐屠bl:

14号社町北京に1妥Lている.ニ〈埠い住居で北東側に壁町立ち上がりが見られただけであ

る.北西1闘は発繍区外、南東側は道路で欠かれているが、世5mほど町縦横らLい.炉は北寄

りにあって 眠状円安山岩を組んでいる.柱穴同所症ははっきり Lない.出土遺物も嘩かだっ

た. 土緑片は曽 ~l lV式に V と III 式が若干世じる.

第8. 12号住居急上

7号祉の北岡に被Lては‘ 8，12， 9. 10. 11号内各住居が圭近距維で連なっている.Lか

Lここは、第一次調査の若手寸前にブルドーザーで5m幅町農道が聞けられてしまい、延長30

m余の聞が被測された.それでこれらの住居者字は、残存部を尭摘または断面的観療をし持たに

E主i 一旬
一 " 単一ー一一ー-ーーー

後 '1: ~ 
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車105図唐波宮8.12号住居祉 ( 1 : 60) 
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中制の遺柵

す~ない.

8号訟は東側から北側が削り取られ、炉祉が需わになった.前布11一掃を叫して外されてい

る縦械である.その南楠町棋の床に僅30<聞の後土がみられた.地上!i!H褐色土で 炉お上司上か

ら北西側では上層に褐色土が被さ勺ている.機定直後5m位向JJ!悦であるo i!~た i制御は似かで

あるが、土器J¥-fi管制W式に属す.

"号法は 8号お上町北西側にあって、一部車間Lている.舷幼きれに円はー聞で、大部分は畑

の下にあると思われ 推定直控3，5m-4m位向胤叫だろう.本枇町地1は8号制町|一層へ組

〈褐色土であり、 8号枇より後で官まれたニとがわかる.遺物11制，'，石器 1日正のみだった.

第 g号住居士止

炉祉を斜めに切って佳酎町西南棚大部分が破概された.銭存部か均株すと世3.8m位町間丸

方形風な住居で、形盟 拠出とも l3今祉に近い.."t聞の盟は切りぷ勺ている.そ町角に佳代
が見出されたが‘穴向上捕は4胡町曙で塞いであ勺た.舷趨を免れたが石l三二っとも平仮岩で

ある.:j1土Lた遺物は他かであるが、土僻片は曽判W式と V式削円も町、そ九と H式が見勺れ

る.

第10・11寺住居枇

9'すlII;と閉じ〈、残存する町は東北間町一部にすぎない.しかし11号祉は、削られたロ ム

聞に周珊と桂穴町痕跡が桟され 西南隅町一部は畑町下に続いていた.ただ、伊rj: i買い町か焼

土Iii(，全〈桟っていなかった.それによると.匪僅6.4m恒在5.8mという大きな住居である.

擬込みも採〈て束北側でロ ム面下，(10mに連L、深さ，(10同町周溝がまわる.蛙穴は 4箇所であ

るが、北と西町住穴は抽に添え桂と且~~小さ な位穴を伴い それがまた周溝で結ぼれている.

また、住居町南西韓にかかって盟状町穴がみえるが審らかでない.

11号lII;町東闘を利して営まれている町がJO号祉である.そ町床は日号より 2位相前後高〈 ロ

ーム位協じ ηの褐色止を貼っている.炉問位置か句機Lて、径3mちょっと位向小型住居と思

われる.炉は板状町石を組んであるが 南西岡は峨された.壁面と 11号祉の床而に~.rf:する小

穴は、こ町住居内地19:1.ごろヲ.出土遺物は少ない.土総11曽和1)1v式求-v式が主体で 111式が

現じる.111式は11号祉に由来するも円だろヲ.

なお北側内線には、深い嗣形町小盟穴(3号)fll.ut¥られていた.

第27号住居祉

本社l志、遺跡中はど町南東斜面に位置Lている.1v古脳l同住居であり、鋭棋は{圭2.8me.小

さい.山側11前期的'3'す枇を明って15crn町段差をつけている。そ町民同緑より1O-2Ocm高内位

置に散倒的礁が土舘めのよヲに並んでいた.住居町北間から東倒的床上にかけても占々と視〈

小健がみられ、南町織に廻っている.東帽の哩も本来11>主的縁にあったも町だろヲ. ~か L

柱穴はー闇所も検出きれなかった.
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部107図綾子i度'g23，27号住居祉およびその同辺 ( 1 : 60) 

(網目也山石 内線内 i量物i~i:リ}

いつはヲ谷~!は 県土問うえに古紛iロ ムを 4-IQcm庫に貼って5釈をつ〈り、組曲 (81)を

股置Lている.，lM土町層は簿<.そ町下は古制ローム的地山であるが、ちょうど住居商館町線

134 



‘l'捌の温!IO!I
でー段と部ちている.貼床と地山町聞の黒土層中か句(草、 I~利 I 式土総1'，が苦 1 出土した.主

ぉ 23号祉の北東隅あたりから斜面同地山1;'帖主質的古j制ロームに紗リ 住居東側1;'ー簡に慢

が露出している.

住居の割に炉は大き〈 南町焚口に畳乎で分厚い石をw:え 三方に平石を組んで~J鋭拙状に

樹祭Lてある.その焚口から右手にかけての伊織には 人崎大崎町石がト数似たまっていた.

そして予想外にも炉問中に ほぼ原形金保った深鉢 (79)が術倒Lにな っていた.炉底には炭

組埠じりの略縄色土が維機Lており、後土は認め均れなか勺た.が町田聞の床上には、嗣形を

した花間岩円玉石がー吋置かれている.またそれより千前向島1<に判ri:tむよっにして 角柱状

の安山岩が寝ていた.途中ですっぽりと祈れている.

炉中町土械と雄裂を除けば、 i書物はさ Lて多〈な、、.ただ注目されるのは 北西同盟問掛か

句手の平一再分町県岨石町制片が括出土Lたニとである (問中×印).多分 小袋にでも収

められていたのだろっ.20片を盈え、うち7点に使用制緩伎がみ均れる.

'宝石地よ鎗田祭配遺構

この遺桝は.地上轄のようなお放と石で因われた小竪穴と古刷ロームで固め均れた土壇とか

ら成る、特典な祭最e.. 晶である.遺櫛中ほどの甫点制茄町一画を占的、東西6m南北9mに展開
している.

敷石地上総 まず.敷石地上位と名付けた石般は、蛇行する帯町ような形状に小石が般き

つめられたもので..， ')‘それが地上に描かれた図文のごと〈見える町で.かく呼ぶことに Lた.

蛇行する帯状的石般は東西両側にあって、谷聞の一点で接触Lている.そLて奇L<も、そ円

間にすっぼりと拙かれるよヲにして前制的25号住居右上が埋没していた.提掘当初j町印象では石

を破いた小笹のように思われたが、実際それは、斜面町ローム荷上に小児の拳から大人的産偉大

ほど町小石を玉体とする哩がびっ L')般さつ的られ 恰もつづ均祈りの小佳といった起を呈L

ている.これらの石はすべて地山に由来する安山岩礁で 酷化鉄町被膜を有すも的が相当量み

均れた.

いま少L鉾Lくみると、東倒的石般は、谷測がしっかりと Lて最大幅80<0'に及び末端近〈

の酬がη角に厚紙技師大きな石を配している.しかL、25号社内縁に沿って山間へ移るほど般

右め苦症は郁〈なり、形状が定かでない.ただし、その辺町表土を制いだ時市では石敷町存在

を知る由がなかったために、多少内小石はあげ句れてLまっている.西側町石般は 広いとこ

ろてマQcm，1来いところで30cmの幅をもって〈ね勺ており、谷畑のs字状に周IMIする部分1;1.:;J、
石を奮に詰めているが それより山側ではも勺と大きめ会曹を並べている.そLて山側と谷鋼

それぞれ町酬がり角は、そ町臨所内敷石より大きな石でもってn'さえているのが目につ<.山
僧寄り内石般的措に当たっては大きな地山石が舶を出し、これの山側に続〈幽がり角的二つの

石は立ててある.また、こ町池山右から少L谷側へ番寄った敷石中にも、 16cmほどの高さに突出

J35 
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小川の遺精
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第109図 j告漉;宝石困小竪穴 (1 : 60) 

する石がみられた 3箇所で石敷町断面を見たところ、

石敷内務庄がやや薄い箇所でも上町町有町下にはまだ

小石が開れており、石般の厚さはIOcn:前後であった。

ただ、山側同末端部に王ると密度が薄くなることは否

めず 谷側とは吋附的である。

こ町石教に直按かかわる人工遺物はみられない。強

いて挙げれば、敷石町上岡に紛れるよヲにして 凹石

1点とホルJ ウェルス且V唖砂岩の右片数点と曽刷W

V式土器片若干が見出されただけである.

西側町石般に按Lては、近世嗣と i官、Lき蹟冶炭を焼
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いた跡が訓まれていたが 幸いにも右搬は鍋段を免れている.これにひきかえ博やまれるのは、

土置の関係ほかの事情で谷側の石敷末端部と来闘の石般の角が発侃できなかったことである.

先に述べたょっに、東西町石般の聞には前期的25号住居士止がすっぽりと思投している.その

jj~ニ乞上而には三角柱状町右がーつあるだけで、 25号祉の山側向指に当たる位世にはー刊の配石

がみられるが、笑{卓、その中間辺りに、小さな円形に小石を敷き詰めたものが二つ昔桜Lてい

た。しかL 闇田町石搬の悌子がはっきりしないヲちに住居札的発織が先行してLまい その

亜聖位に気付くこともなく記持を協と LてLまった.後となっては痛恨の極みというほかない.

石園小E穴 つづいて石闘小笠穴に紗ろヲ。山刊に位鑑するこの穴は、北と南側同緑を石

で臨われ、その中にぽっかりと口を聞けている.南側の結石は少々東へ延び そ同市制に平行

Lて短い刊石がある。八円京北側には土器片を伴った4肩ヰ石があり、西南側にも小石が散りば

っている。そ Lて山慨に外被して、古則ロ ムを固めたヰ迎が築カれていた円である.

穴円口世は東酋1lOcm南北70cmで、商問的措石はローム面上に正べ句れている。北側同大小

二畑町平たい石は 穴に『互い紘きるよヲな斜め上がりの状態で縁に食い込んでいて びくとも

Lない.ことによると元は 山側に按する土壇町出元に立っていた円かも Lれない.これη以

外にも、緑町直下に見え隠れする石がいくつかあり、八円中にずっ部らたも町もみ均れた.六

町深さは70-80cm 中には少なかり白土器片と石様および石片 それに石質を鎚にするこ三

円小型などが雑然と入っていた.地土は木炭粒混じりの略渇色土であった.

ところがそれは予想外に盟雑で柑査の結果、穴町西から北側にかけて円半分間はもっと大

幅に紘がっていたことが判明Lた。そちら自町内壁には地山町含哩ロームが出てお句ず、 i臼いハ

が埋め立てられていたのである。特に西棚は倍近〈まてe拡がったが そこの北西半分と南東半

分とでは少L状態が異なっていた.すなわち、北西半分は15cm厚前後円煉瓦色を帯びた褐色土

が上面に貼られ そ町下町堆土は粒状化Lた縄色土だった.これに吋し南東半分町上聞はやや

聞い色醐町縄色土で、地土も県味がかった褐色土だった.それでも全体と Lては椴土中に木炭

粒が目立ち、土総片や石片および盟E磁石内細かな屑なとが混入Lていた.ほかに数倒的樫が入

っていたが いずれもその位置は新Lい方向穴円縁に従っている。なお土器片の中には 先に

軒Lい穴から出土した破片と向一個体のものもあった。

いっぽヲ北剛の壁，.、民粒出じりの硬い明褐色土であって これを掘っ崩すと 土壇町根元

に迫って旧い穴の壁があらわれた.すると、そこに立てかけたよヲにして大きな平石があり

その足元に長子で分厚い石が績たわっていた園穴内線石だけでなく その下町状控もはかとは

異な勺ているのである.さらに気付くのは これら 4個円石円形状と大きさは らょうど方形

石闘炉内石村円組み合わせに叫ていることである.そ町点、向かい合い町総にある平石を加え

れば申L分ない。ともかく土壇と接する北刊にあって、これらの石は伺か特別な性酬を帯びて

いたらしい.
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ニヲ Lて企体を織りあげると、それは匠桂1.8m，間世 1m町大八とな勺たが、六円鎗抑む

磁の形状も二つ円同形態の;べが辿彼Lていることを示Lていた.回聞は明がやや不明日続で.引

の雇まが袋j~に滑り込み、そこは深 ~9"'"を鐙える.点岡町火円低も同栂に西へ寄っているよヲ

t!. 

そニで以上同所見か均間後聞係を格躍すると 先ず西側町i'¥.が役をむし 後に東棚へずれて

新しい穴が柑句れ、西側町民は出的iLて句れる.新しい八町線は点々と有をつめて国的、さら

にその上に石を並べる.それと前後Lて北倒的抵を後過させて これむ大きな石で固める.ニ

ヲいった桂過であったみヲ.そ Lて北畑町綾町在1)1iは、これに擬する-1:園町構築と聞わ，)を

もっよヲにみえる.

土壇 j!j JUIロームで圃的られたj:ti誌という町は 文字通リ、粘土世町古刷ロームをワち

包めた叫ぃJjjである.そこにおいては通常的地山内冊子が画欽と拠~: ，) 修制鍛が金〈利かな

いといヲ拠官なが盟に出〈わLた.しかし発掘匡に揖呈Lた町は 部分で、大部分が道路町下

にかかっている.そこは当分町あいだ現状変更されることもむい町で.それ以上町追跡を且合

わせ これを切断してみることも惜えた.

推定するによl峨は、東西1.5m南北1.2m(勺いの附円形をL、地山か均 5-lOc叫iど盛り

上がっている.さ(.-がら餅を岬ぱLたよヲ会感じのも町であ') かんかんに固められている.

いかに帖土質問。ームとはいえ そ向堅固な遺存状控は箆終的であ勺て.そ向まま屋外に晒さ

れていたとは到底与え句れない圃むLろ 土器町よヲに焼き固めりれていなければ このよう

も状態を保らえないだろう.そ町古川lロームは煉正色を呈し、小型を含んでいる.ことに南西

閣の縁に小哩が目立ち ゃや大きめな聴が輯を固めるよ?に立て均れ、穴町時石と接触してい

た.そ町辺り町状盟は 土壇と石岡小竪穴と肉 体的な関係をうかがうに十分であった.

時期と世俗 きて、本遺構が宮まれた時期であるが、石園小里八から出土Lた土器ほ嘗;j))

W式と V式であり、!日式も見出される.また、こ町小監穴町東西両畑町配石や南棚田列石など

の周辺からも少なから白土器片と石器および石片が出土しており、土;器片的~式は曽手1)lV式と

V式に属す.したがって すでに一過')みてきた住居続的宮みと歩調を合わせて終始Lたとみ

て韮L支えないだろっ.

問題は、ニ町時峨向性絡であ').性絡以前にニヲした機態を示すニとである.その点に聞L

てここで二、三Jれておくと、一つに、東西二条町布放と:r;圃小監冗と土壇とは主体に町術よ

〈配置されていることである.それは 右般的被触点と小竪穴生句IFIニ土壇町真中を通る鍬を

引いてみれば、一層はっきりする.峨北線より 25J.宜ばかり西へ4 れた線であるが、そヲした中

愉線を惣定Lていいだろう.

二つには こ町よフな地上睦的配訟をどの方角か句眺的るべきか といヲよとである.南東

liiJき斜面に官まれており、住居肉入ロもまたそちら聞であることを思えIr.景観的には谷側に
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( I : 60) 租!聾を伴ヲ配石t止IlIiJIi富草110図

立って見るべきだろフ.しかLまた 土壇と小監穴が関与する祭事E町執行といヲ光景を思えI!.

山側に立つべきであろヲ.祭配町内容に直後かかわるどけに健Lいところである.

三つには、東西町石敷町聞に前期の住居祉が埋没Lていることである.それは全〈すっぽ。

と石敷に抱かれたような世置聞係であり、偶然とはi也われない.石吸を柵築する陪に、池袋の

そこに先住者向住居跡が状控がちがっていることは意織されていたはずである.だとすれば、

隠されているということも、祭場町構成要繁としてみておかなくてはならないだろフ.

最後に注目さ札る肉は 本遺楠町下手と上手にはそ札ぞれ 2m幅はどの謹白地をおいて、既

こ肉祭場を襲を伴った配石と曙ならびに遺物内散布がみられることである.それをも含めて、

理解すべきだと思われる.次にはそこへ移ろう.

貴重蔓を伴う配石急上

磁石地上位向西方では、東西3.5mほどの健図的敏賀ローム面上に石が散在し、間前上か句

住居hll軒分に相当する〈らい円遺物が出土した.配石は西寄りにやや集中L、一部桐')取ら

ぞれら町聞に底部を抜かれた傑鉢 (92)が原形れた鱒時晴石町転石をひとつ現じえているが

を保って横転Lていた.そLて 恰も住居の入口に当たるような位置円軟質ローム面下に隠れ

そ同時らには漫曹の壷にぴったりな大きさの平石がるように Lて浬曹 (90)が見い出された.

置かれている.

埋聾と正法き町深鉢は曾利111式的も何で、土器片は曽利111式にW式宋頃町も町を埋じえてい

る.なお、 111式的破片と同一岨体に属する小破片が、先にみた石田小竪穴から出土Lている.
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車111阿 倍波宮 躍と造物の散布.1および13号一小雪量穴 (1 : 60) 

礎と遺物の散布主t

敷石地上桂町北東方 前期的24号住居祉の酋縁に接する個所では 隠と遺物とがローム面上

にばら撒かれたょっな状態で出土した.特に、 24号訟の酉堕に沿うことく斜面的山側から谷叫

ヘ20-30c叫目的帯状をなすのが注意された.遺物町量は住居枇一軒分相当に近〈、土器片は曽

利III式を主体と Lて W式と V式が少L混じっている.

31号祉東方自土器;留まり

31号住居祉の東上手につづく台地縁には遺

憐が認め句れなかったが、 10m離れた地有で

弧立的な土椛摘まりがみられた。地表下20cm

余 '1内軟質ローム田直上に、ー括廃棄された

とみ勺れる土器片がかたまっ 少L離れて立

石と曹、Lき長手な青山岩の転石が被たわって

ベ
o 、，'"，. 

えLガ

いた.転石は長さ90師、彼元が28cmX 18cmと

いう立派なも円であるー土掠片は曽利V式で、

住居社一軒分相当ほど町量があり、石絡を少
巳コ

々ともなっていた.

また、土器才留まりに接しては荏3Oc- 厚さ

2 -3 Cm町焼土が包められたが、意外にもそ

の下前に炭化した萱粒が250粒ほど遺存して

。 fm 

第112図 1晋披宮 31号枇東方町土器溜まり
( 1 : 60) 
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いた.娩土伺晴也Il、 #A色町表土眉町最下部 軟質ロームifiiの直 tであって、土¥{)if留まりの耐

と同等である.したがってこの愛阻む同時期のも向と判断せざるをえない.

30号hl西方の礁群 (第102図]

30'苦住居忽上司西下手につづく台地鰍町ローム而uニには 移しい惚鮮が河原町よゥにあ均われ

た.すべて地山に由来する安山岩哩であり、おるも町は地山石と区別し偉い.特に意図的音機

子もうかがわれない町で.住居を情郷する障に出た池山石をこ町一聞に甜的たも町だろう.時

石継が-.è~ まじっていただけで遺物はみりれない.小鹿~.(状円孫ち込みがー制所みと的 均れた.

33号祉東北方町磯溜まり ( tn79図〉

遺跡町下三fーの住居鮮は33.2号放と四 15. 3号祉と内聞が二十世メートルにわたって跡切

れているが、 33号祉と29号社内問は絡削に面して心待ち読まっている.j也山内ロ ムmiには礁

が露出し、 29号祉の下手側10m余つまでが目立って"い出掛であ勺た.そのつら33号U居枇の

上手 10m同地慢では、山倒的ローム面上から谷間町民色土層最下部にかけて暗溜ま ηヵみ均れ

石穏と土保片が髄か出土Lた.土器片は曽利W式米か句V式のものである.

17号祉上面白土壇

遣時下手町16号住居祉の西方8mに位置する.前則的17号住居担上向上前に相当し.同祉の地

土上面11、1O-2Qcm車内偽色土で盟われていた.その輔色土上而直下に10個はど町哩と石総

(358， 367. 370.371など)およひ'土骨量片が散在し‘ 土問の頭部 (J 49図 I)も見出された.

続いて検出面をー格り下げると、抑L検れた深鉢向上半部 (96)があらわれ、腕石 (368)と

石片と土器片および哩を伴った.そLて県い

卵形に市ち込み(16号'1、竪穴)が臨められた.

穴円庇は17号社向上層地土に移行Lているた

めはっき ')Lないが大きな板状的哩が出て

きたのでそ町辺が底と思われた.ζゃからは凹

石が2j臨 (372. 373)出土Lた.

遺物や棋の配置異合からみて.ここは纂葬

!liであろう.基礎的大きさは長径lOOCm盟珪

80cmあり、採さは40cmf立と推される.遺物的

量は住居雄一軒分に相当するくらいであった.

土器は曽利V式で。 W式も提じっている.な

お、事揖上より 出土した破片と同一個体的破

片が16号祉にある.

小里穴もし〈は土咽

小監穴は出土遺物が王L<、時期的決的手
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事114図唐波宮 27号祉上手の小畳穴群 ( J 曲)

に欠けるが 周囲町状祝からLて曽利，，-v期のものと判断される.

3号祉西方向小竪穴 (2号 3号住居社町西方 4mに位置する.ロ置1.2m採さ60<.、

桶形町穴である. (~79図)

I(号祉北方の小里穴 (4号 11号住居祉の北北西 5mにあるが、半分は削り取られてL

まった.在Llm深さ50師、桶形をなす.なお、同社町北壁内揖にui:置する穴(3号)につい

ては住居誌のとニろで触れた.(第79図)

JJ号赴酉北方的小E穴 (5号) II号住居祉の北西12nl町地占で倹出された.桂1.3mほ

どの浅い田みで、桧穴と思 Lき穴が二つある.凹石が2個 (353.354)並べ置かれ、 曽利V式

土橋片が若干出土した.一部未調筆.(廓79図}

24号土<;t輯由小里穴 (13号) 先にみた躍と遺物町散布紘より上手 4m町とニろ、前期的

剖号住居社町北虫町縁に並置する.中ほど少L上に石があ~ ，次にみる27号祉上手町10号や8

号小竪穴と世た形曹である.(第111図)

27号祉上手自小E穴欝 (8-12号) 27号住居祉の上手につづく台地縁斜面では世基町小竪

穴が検出された.ここは全面的な尭掘が出来なかったが、山測は平らで安定的な中期ローム伺
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l膏被出遺跡

パミス(味噌土)町田が蛾')出L、それが転ヒて谷へ向かつて蝿刺し飴める総で~ ~ ~ス層は切

れ、帖土質的古期ロームヘ移行している.小笠以はそ町よヲな地形町産換在を選んで世けられ、

調え注目されるのは、いずれの穴もなぜか畑堕にパミスの泌を貼っつけていることである.そ

の厚きは一定Lないが3-5cm厚艦IJ:に桟存し、底は帖質的古刻lロームのまま釘かれている.

J1l土も'円スの腐蝕化Lた炭岨曜じっ町褐色主で.さら勺と Lていた.

8 号小監穴の上前には小さな平石と~相1 1V式土緋片が配されており 中か句打製石彬が1白

出土Lた.その悌子から推Lて事療だと思われる.)0号(， 8号と同形挫の八でhη.ぬにい〈

っか石が置かれている.)2号小竪λu地と比べ略褐色に鎗肺がはっきりしていた.時1端形町形

控からして貯蔵穴にちがいない.この辺"パミス町平坦而ょにも:(:iが散見され、遺物も世か出

土Lた.

屋外埋聾

最後に、昭和43年同道路鉱幅工事的折に尭且された畠外埋裂について、付配L なければ~: iつ

ない.その出土地山J立、曽手1)]期目)8'予住居祉からはmぐらい上手円台地町鍬である.同年の

春、ここを依ける農道的鉱幅工務中に ブルドーザーの緋土仮に土絡が'jlぅ併合、勺たのである.

前後Lて現場に赴いた町性場内名取明日目 拙松克畏両技師によると、 3倒的土器が王近距肉離

て叫里まって布。) プルド ザ で削 1) 取句れた 1 個は舷)~が残るだけだったが あと円2倒11

完形であった.ひとつは非常に大き〈、他方li高さ20cm町小型土絡だったといい、両}Jともロ

ーム薗とほほ水平に埋まっていた楳掛である.そして大型土器は両氏両手で償保されたが舞

傷のまま取り出された小型な方は突艶的状況に紛れて行方知れずとなってしまった.三者四位

置閲婦は、大型土器内道路測に娘なわれた土様炉、大型土秘的上手に行方不明となった1器が

それぞれ50師内外〈勺い町距維で超越まっていたといヲ.

連絡を畳けて盟臼.急行してみると 大型土器が埋まったいた六円証跡が観されていた.そ

れは.口径1.Im庇珪85<'位向穴で.深さはローム蘭下9肘叫Zどあっ、li!には小壊が 3. 4個

般かれていた.

大型土総(102)は曽判111式的臣奨な深鉢で、寸法はロ桂5恥m高さ63cIIIである.ロ織がロ

ム而と水平だったとすれば、穴の底より 30cmほど声高い位置に涯をめられていたことになる.それ

に穴の口径か句継すと あと 2傾向土器もひとつ穴に埋められていた疑いがある.ニ町ょっ主

状祝か句療するに.おそら〈ここは媛帖町甚祉であろう.当時の時点でもヲ少L鮮Lぃ状控を

知れなか勺たことが巨省される.ともあれ、燃色劇科で桂町描かれた大型海鉢が両氏によって

惇積されたのはまことに幸いであった.

'" 
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遺物

l 石器

曽 flJ 1 期

18号住居赴 1 -19 
， 

1-6は石鍬である e l!;t.刃向片側が殺げて、夫われている.2と31ま予J部が片側へ幅って

広がる点、よ〈叫ており、それぞれ片揃町一聞に礎的表伎を倒す. 5は小さな石れを鍬先状に

加工したもの， 6は分厚く不出米t.!. 7は 苅身で法拙が庇っている o jf，(上遺跡3号右上町38に

よ〈似た形聾でみり、石耐とみなすべきだろう 8は石庖丁である.身は博〈、 jfから本両醐

に喋妥を保っている.刃織的学Ifあたりが少L引込んでいる点が注意されよう. 9も同面に礎

1Iiをのこす片拠形町刃1.1/..

次いで.10-16は曜9石 田石町割である.1011両面とも陪られ、網が砂組放にさFらついて

いる.J1e:12は大きさ 形がよく担る.ともに庄町爾には目立つ凹みがなL、韓状のR簡をした

13も凹みは片側だけである.14はE対面にも 3，4つ町凹みがある d 151孟褐色町線臓をもっ地
， .. 

山礁で、関軸を削って成形Lたような凹凸痕がある.16は因子状町小丸石.やはり縄色町被原

告有す， 17は唖砂岩町哩石慌である.本同lに小さな打痕がみられ、上端糊町左側面にタール状

ないし傑核問!A'ぃ、付着物が暁る.18は微細な刃ニほれ痕をもっ刺片石総.19は盤町来製品ら しい.

i量物溜まり 20-31 

叩-24は石川証丁および刃先1町聞である.20は片面に哩表をとる半月形石庖丁で、刃線に摩耗

がヲかがえる.2lfj.やや不細工だが、刃線は鋭<，石庖丁的形聾をそなえている.22も片面に

喫1!を必〈石庖丁.背{手術取っている.23は破li!LているかもLれない.24は両棚鑓に経い快

ゆがみ句れる.25は石鍬円破片らしい.

26-29は凹石町額.26は両面にほんやりと Lた凹みがある.27は 焚土色ないし般化鉄色を

Lた地山内礎!圏中町哩である.Ili吋而にも浅い凹みがつけ句れている.28'29はいくらか手が

加えられた躍Ifで ほとんど転石田ままである.30は帖板岩内小石、 31は使用語気をとどめる織

防石の制片.

曽利 Il 期

20号住居地 32-45 

32 . 33は石鍬.33は段平な蝿と捉えたが調盤{左右辺にLかなく、断定はできない.34は刃

器である.1属材は水晶町分厚い"1片であ勺て 遺明度は高い.右婚は自然面.上部は破断面.
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居波宮18号住居lJl出土町石器

1 • 6 給額岩 2 . 3 . 5 . 9 スレ ト 4 .粘板岩賓砂怨

8 スレ トJ(砂尉 JO • 15・16:.1ft軒輝石制方輝石畑問石安山岩

11-14磁石安山掛 17磁砂岩 18 . 19 鼎阻石

" 

(同)

?。ホルンフェルス
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"明中

20 
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前116図 j岩波宮遺柑溜まり出土町石器 {見)

20・ZI結仮岩 22 . 23:硬砂岩 24.砂結ホルンフ孟ルス
出スレートホルンフェルス 26 . 28蝋石安山岩

中制の遺物

2鴎

" 

ζ二こミ
'" 。
" n 

27 . 29， .!/!.制 ・割方鋪石角閃石宮山岩 30.ホル Jフ孟ルス化枯板省 針。指暗石

人為的金調繁面と敏断面との遭いがはっき 9しない部分も多い.下辺には比絞的まとまった調

獲が袈議両方へi単純Lて摘されている.

35 . 36U石槌である.それぞれ上下両端に主要な打慾面をもっ.35は肩平な硬砂岩転石て

本商町下靖は大き〈亨Tち刺げている.上績はE対面倒が酷打検れしている.周囲にも打ち欠さ

痕が銭。打製石器製作周に4変われたらLいことがうかがわれる. LかL、大きさ 形盟は石槌

tLて必ずLも相応Lいと云えない.JlJ揖岩内肩平礎を周いた361;1、きめ細かい摘れが著Lいa

石材棉腫ともに酷製剤の石槌と Lて相応Lい特置をそなえている.37.38は機器と Lておく 1

37は襖形をLた喫町一番薄い先端的甚表に打ら欠き痕を銭す.38も哩町一辺にやはり打ら欠き

痕と融打痕をとどめる o 2 ，<，![とも背町部分が山形になっていて揖り晶い.39は伺町宮哲もない

スレート町平たい転石.園町左上と左下町一部に篠痕が若干留められるだけである.
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車117図 111波宮20号住居祉出土の石器 (~) 

32'35'37 叫 .1 硬砂岩 33;ホルンフェルス 34: *品 四鎌緑治

38;片琳岩(1) 39:スレート 42 制 -"醐石安，"宕 43 単斜斜ブJ縦石角間布安lむ告

40 . 41は棒状向型石器である.'1 は幅広な両面が膚荒れL 蘭には授い打痕凹みがつけら

れ他簡の織は字Tち欠かれている.そLて下端は敵打による打ち欠き痕と打痕をとどめる.ま

た.膚全体が茶褐色に汚染されていて、 u に両側面的色が樺い~ 42-441;1磨り石 田石町績

である.42は図町右側が使用面と思われ 平坦日曜られている.43は横断而がおむすび形町ご

ろんと Lたもの.平湿な測はaきられて必り、雨垂れ状町田みが散在する.制も磨り石町翻かと
恩われるが、届きられた面を特定することはできない.45は繭玉形をLた小曙.
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中身jの遺物

.. 
" " 

" 
50 

52 " " 

" " ~ 

" 
58 

“ ω"  

くこここ〉 " ，，<=三三三三三う" 。
巳 盟主ー

車118図 j苫波宮21号世居祉lli土町石器 <)1) 

46-48' 51・52.58'62'70.72;スレ ト "粘板岩ホルンフェルス

50 . 57 . 60 . 61 . 63 . 68 . 59磁砂岩 53 . 6~: ホルンフェルス化砂岩

54'56-66;ホルンフェルス 55 • 65・71 粘板岩
59 ;ホルノフエルス化粘板岩質砂岩 67 :珪質頁ィ'5
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77 鎌帥i雄氏 ï-~

制。侮石刻同行安山岩

)!ji度宮2)号住由祉mょの石器
7J.IlU日 74-76磁砂A日

78 . 79 . 81 . 82 鎌石安山む

都119図
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83・刷鰍石安111樹 脂 86，I詳斜制J;'f，石角間石宮山治

87 佐川iお 88-91 掛町イf

1M波宮21!;;.住居祉出土町石器昨日0図

46-91 21"号住居経

本土止か句は』長摘されたような状睡で多量的遺物が出土Lたが、石器内個体散も多い.

まず、 46-60!本石融である.46は着柄部調測に快りも l<は括れをもっ.図左辺町下部はつ

るつるした研曜が加えられ、砥石町裂而を思わせる e 46.47.48.51.52. 58はいずれもスレ

ート製で、それぞれ背面倒的全部または半分に哩町表度を採勺ている.日と59は温刃または制

刃の鍬.57と58はよく眠た織形である.58的背面樫皮にはネズミがかじったような傷がみられ

る.料刃町591立法部内幅が後〈、 57に似た作風である.60は小形な石鍬.

61と62は石摘だろうか.形態に遭いはあるが、下織の刃舗ですぽまる特置は石鍬と拠なる.

鍬だと Lても特異な形式である.61町刃部は鋭いとはいえない.あるいは本来的尖端が折れて

いる円かも Lれない.62は全体に細身で軒刃、甚面円上半部"制げ欠けているようだ.刃部は、

151 

土織れと型、われるつるつるLた光間的1111毛が両面とも顕著である.



fH合室町通悌

63-65は保田町!司定が舵Lぃ.63は鍬町Il¥であろうか.ずんぐりしているが刃は鋭い.64は

科刃向鍬かと思われる. LかLまた償位置でみて、刃協同級とも与えられる.左右町各辺およ

u'一辺を会す刃部はいずれも鋭い.基飾的右斜辺は折倒Lているよ?でもある.65もやは9、

刃器とも捕とも考.i.均れるものである.

66f1、形態的に蛇雌を思わせる.下辺町右端から Mほどのところに段差が包められるが、

これを着駒田と考えれば錠状町道具が復元される.がっ Lηした作りで‘重量睡もある.本而

は曜夜らしい.67-72は石庖丁の聞である.67と69は喫表皮を科辿にとり 70は本画1に礎衰を

おく .71はー制端に快りを有す.72はスレ ト世間特拠な石庖丁である.こ町有機町特直1'.

中央が張り出して逆三角にとがる刃線と左右両端的繰り込みである.刃線町開銀は.中央から

右1>甚側へ刃がつけられ 左は表側へ制険カず加えられている.左右の侠')も 刃付けに倣って

それぞれ片面倒に加工さHている.術をかけるとい勺たも町ではな〈、紐を紛けたと解釈する

の剖-111，ヨ黙であろ， .左右町刃付けが避であるのは、すなわら夜遅Lていずれの欄をも作軍

主聞と Lて使用することを示Lている.ただL左岡町刃はあまり鋭〈なι、.ともか〈制目すべ

き収植品といえよっ.

っさに、 73-76r孟哩石総的知である.73が廊蹄岩町ほかは値砂告である.73r1J'，而i町中央や

や上に制か右あばた状的従れがみ句れる.74町上織部には灰討状町会与色い色素肉付着をみる.

75は幅広な片面に制かいあ{また状打師が目的句札、右辺2箇所に打ち弘;き前がある.二町l酎"

全体にH首班れ坑味である.小形町76には特に使用町痕跡がな、、.77は札神状石斧町副都}1.銭

形は良〈ない.

78-87r主題きり石 凹石町聞である.これらのヲち80-83r1周n略的中カ均出土Lた.78は両側

とも峰。聞をなす.上下町田織は融打繍Lされ、左右両1聞も磁打されている.全体に!H褐色を

した土町よヲな鞠がこvりっき、左聞は火鎮を畳けたらL<煤けている.79も両側1>6きり耐を
なすが 右而が主と Lて使われたようであ η、やは')燥の吸着がみ句れる.左面はH障が組〈、

棚面も買っぽ〈敵打されている.78間樺 全体に主的ような物がニひっついている.80は左面

がなめらかに磨り掛っている.右蘭はい〈ぶん起伏するが、部分的につるつるに躍られている.

81は左面が滑らかな留り商をなす.右面的凹穴には黒い瑚放のも町が付着Lている.82は右蘭

が使用面.831;1:全体的に躍句れたり敵打されている.そ Lて上下両端は平滑に敵打検れLてお

り 終的よヲな使用を植わせる.制は前倒とも盛り而をなす.回は池山町白熱聴で表面は赤

褐色に臨まっている.凹みは人工か天黙か判g'lLかねる.86も表面に惜化鉄町彼腕が村清Lた

天快礁であり、手{草加えられていない.81は団子形を Lた花開岩町小石である.

国9tは両範打法による剥離鉱をもっ.89は使用飯町ある制片.90は揮器.

他に、堆楠岩やホルンフェルス内石片が20点"どと、象一杯分の黒曜石片が出土している.
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中則!の遺物
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101 102 

前¥21凶 J.!fv支官 浮向状にロームを抱〈竪穴11け一円石器 (同}

92 . 93 . 99 . 102.スレート 94. t.Ji板岩 95 . 97 . 1叫硯砂ね "砂43質鮎彼む

98砧色片足 ¥0¥ 砂公費帖仮治ホルンフ zルス JO;S則暗石

浮島状にロ ムを抱〈毘穴 92-103 

92-9511石鍬.大型な92は甚だ肥厚Lており、ヨ使用品とは思われない。 93¥ますらりと畏身で

あるが、刃はやや広〈制的につけられている.刃向角が、そこだけ揖ねたよヲに出勺張ってい

るのが印象的ど.96は折れた融を再加工Lたも町りLいQ 97Jj組町lfrれ先とも柵辺を刃とする

刃器とも判別がつかない.98は韮部円形状に何か適和感があるが、靴形石器である.侠り部か

句鈴にかけては細か〈滋打検しされてJ;り.本面倒¥;1哩表かと思われる o 99-101!:t刃器町朝.

開は噂身で片面曙表.‘j!I形町1凹はやや分厚〈、背{ま折取っている.101も分厚〈てさEぃ出来.

1021忠商平なスレート町小石て¥周緑町二‘三箇所に約I欠き棋がみ均れる.103は石盤.

性格未障の遺構 104-115 

104 . 105は石鍬.105は小型で刃部が両面とも土捕れLている.106は本面的下半に哩皮を

銭す刃織であり、右辺も鋭い刃をなす..107は、関表皮を背にとった片潟圧の石IfiT.刃線に

は細かな使用'"1艦痕がみえる..108-110は理石器町商である"108は、すんなりと Lた転石町

刷全体が淡い赤茶色に詰まっている.. 109は巾広な両面が少し膚荒れ L て、-~舗に欠け信号があ

る"110は膚荒れした小さな梼状哩"111は‘三角形町商平理的底辺を打欠いて鈍い刃を作った
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115， ~) 

104 ;粘4反省 105 . 106枯飯活質砂岩 107. 109-111 硬措岩

108.113. 114;雌石角間石安山岩 112.lt5;獅石安山場

114; !i (~ 性絡未詳の遺構出土町石器!器量産宮昨日2図
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中期の遺物

もの.全く同じ石絡が瞥flJ遺跡から出土している.112(ま腐り石. )~而がきれいに降りこまれ、

他面には凹穴があるほか打ち欠き痕がみられる.1】31J.鰻頭形的'J、丸石.

っきeに114f立、繭形のずんぐりした石である.天黙のまま円形ではなく、撃を形加工がなされ

ている.本面が下になって出土したが、そ町位置で平面上に安定Lて坐る。ぐるっと 閣する

鎖放の凹膚は石義的輔線のようでもあ今て、人工町ものかどヲか分か句ない.蘭側商には10倒

前後の凹穴がつけられている o 115は緋転中に付近から掘'J出された石うす。並外れててd 勺か
U噌

〈、量ぃ.大きさ肉酬に目的凹みは幅告発で.削った痕が組〈生々しい.どうも 作りたて円未

間用品均しい.

曽平IJIV . V 1制

1号住居祉 116-128 

116は片面碑表向織形風な鍬である o 117は形暗分化円すすんだ靴形石器で、中緋除草具に当

てられる.うすい刃線は九〈峨揖して必。)、韮円上倒的lk'J舗には躍に直立する釦l目風向車滅

相震がみられ 下旬町そこも摩滅つぶれLている o 118-124は石庖丁と刃器円閣である.118は

背に手を加えたほかはぐるりと3農村町表庄が縁取る石庖丁で 刃線には慣用内痕跡がみえる.

119は形躍が笠っているもの町刃は鈍い.120は片面が礎表庄.下辺だけでな〈上辺倒も刃をな

す.121は不定形だが鋭い刃をもっo 1221孟上下町ニ辺とも噂い刃をなし 両側に扶りがつけら

れている.1231i本聞が躍表、ヲすい刃線に1¥<粍がみられる.124は不定形な刃器.つづいて、

125も不裕鮮な石片だ炉、鋭利な刃に使用的痕が肥められる.126IH(!緑町半周に哩皮を挫し

他の部分が鋭い刃をなす石片.

127 . 128は凹右腐り石.128は本聞が右上から左下へ掠れた磨ワiIiiをな L、ロームがこび

。]ついている.

2号住居赴 129-136 

大型な129は平鍬.申し分町ない佳作品である.130. 1311:1:不定形な刃器o 131は一部を除い

て鴎縁が鋭い.132は石雄何時片だろうか.133は先端部が1¥<減Lており、石錐句 Lい.134-

136は峰。石と凹石.134は、片面がてかてかと石鹸震に盛りこまれている.測固には 3箇所ほ

ど打痕凹みがみられ.両町全体にロームも L< 1:8縄色町粘土均Lいものがこびりついている.

16号佳居祉 137-185 

本放町出土遺骨1:多い.まず、 137-139は石鰍.137 e: 138は向原 3号右上向30・31にそれぞれ

酷似した形聾である.138は本面倒の刃が土僚れしている.1391j、艇が括れて時刃組問ように

基績と刃冊町形が対応し合う点、注意をひ<.140は靴形石器.これの形堕がもう一歩すすむ

と先にみた1号祉の】げとなる.片衝が哩愛で、そちら倒的刃に土煉れがみられるから 左手;1)

き淘町中緋除草具と考えられる.141も形的ヲえでl乏靴影石音量と自される.底辺がヲすい刃を

1日



府秘主:i:.n:隙

爪 ー--~

'" '" 

'" '" 
"・

，，. 

'" 

'" 

仇
削
M
W
G
国

'" 
E よ』

軍123図 唐a貧富1. 2号住居J:!I:，'l'，土町石器 (}S) 

'" 

ロ
116-128; 1 .~}枇 129-136; 2吟社

J16砂省 117. 118. 120. 123 スレート 119 ;ホル〆フェルス化砂場

121 . 124 . 1却 ・13J粘複治 J22 ホルンフェルスイヒ砂岩質粘紙袋

125 . 132碩砂岩 126 • 129:ホルンフaルス J27・134.135鯨右安山省

128: J/l斜斜力側石f'問石安山結 1 33: P..~明石 J36鎌石1'1閃石安山猪



'1'馴町 11物

~し、斜辺キIfに遣い銚りが泌されている.. 142-}491j石庖丁あるいは刃磁の聞である..142 

と1.3は同一石村から取り出されたも的で 142町反対聞は左右にやや内湾する..144は片面喫

表で倒錯にさ 'J然ない快りを有す..146も片面が喫表で.同一石村から出た同等大町石gが別

に出1ニしている.1451i背 1.9は左側緑にそれぞれ樫皮をとどめる.

150は不格好だが、着樹のため町執りを有する鉱形もL.< li石文肉よヲな石器である.法繍

iニ喫皮を残す.とくに使用複はみられな、、.151は 締背な喫表をもっ安山岩の刃斡であり、

使用の痕が揖黙とうかがわれる.152も安山岩製町刃銭円割.ぎらっ k砂粒状に〈ずれるj閣を

して、経い.両側捕にごく語い執り加工がなされ 上辺にもそれが恕め均れる.1&回全体にロ

ーム質的土がこびりついている.153は 喫植刃綜とでもいうべきも円て'J，る.周平直方体状

の艇の両面を削取って 刃を作り出している.崎町広い背から本而町一部は礁表副長.鈍い刃に

は使用的痕が包められる.たぶん背を下に鋸えて.縄史fi~などを~J断 L たも町だろう .

つ害に、田石借り石町朝は154-162である圃 154の本面醐と 157町凸而柵には磨った感触が

ある.155はE対側む同障に凹む.156は両砲とも蝿られているよヲで、同級な凹みがある.そ

Lて、全体に帖土のようなも円がこびりついている。 1581H受而が肌色をした天然際的ままで

特に手カザ畑えられていない。同じ(195も転石のままである.160は本面が微かに凹んで、磨ら

れた感じがする.磨り石町矧というより砥石に近いも円かも Lれないo 161は、 156と吋をなす

よヲにして理費町右手席上に並んでいた.まさL.<石町醐供えと栃:すべき形である.本面は全

体にあIfた割問膚を皇し、石君臨が彼弊してもろくなっているが、反対冊はすんなりと Lている.

これとは対照的に、 162は石団子と紘すべきも町.

163は多国石.枕状司自鉄石に条をなすごとく凹穴をつけており、反対闘も似たようになっ

ている.なお、側揖町一部に煤の付着がみられる o 164は つるつるに磨かれた石英荘岩内丸

石である.量面には手垢のよ?な汚れが付L、てお。]、洗っても高ちない.半分以上を欠〈町が

惜しまれる..165は小型な理石棋で両先端に小打痕がみられる.

1661:t良質な鳳昭石町刃器である.主主 Lて本面倒に制服して刃を付けている.刃向摩滅は

特に肥められない.これと慌た石務がJ}X上越路町4号泣にあったことを思い起ニす..167は
可ザ，

住居菌北隅町住穴町手前から 5側 措出土Lた'県眠E暗喝石町時町ひとつ.倒辺に小刺餓がみられる.

そして16曲8-17市81は玄県目哨祖石円制片石器である.いずれも殺辺に微制な制緩痕あるいは刃こはれが

彼察される..179は両極刺鑑円加えらtlた黒曜石片で両側に巾後な自供商が町こる.1曲 -183

1ま石盤..180は雌町半製品らしく 181は不出来o 182と183は対をなすよヲな上作品である.石

錐l剖もT'"に仕上げられている.185はチャート町制片石器.左辺を両側へ.. ，離して刃を作つ
ている.

以上向ほかに本祉からは、大小30個ほど町地機岩やホルンフェルス町石片1:両手一杯分町黒

磁石片が出土している.
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137・144:帖順位 138.139:粕級宕質砂岩 140:スレート 141;砂岩

142・1刊鈷板治ホルンフzルス 145.146.148.149.硬砂岩

147.153砂括質帖板給 150φ ホルンフェルス化~fl占桜総 151 . 152 鱒石安山む
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10，. 1民 。 lOclI一第125図底抜富市号住居社出土の石器 (~ 163 凶

154.155.158.159.162;輝石安山岩 156; 111斜斜方甜石拘閃石安山総'

157・¥60 緑石角間石安山岩 161' 163: 1極斜 ・軒方鱒石角間石安山指

164 ;石英縫岩 165硬砂岩 1師 -184;~曙石 185 チャート
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車126図 !正雄古33，29号住居祉出土町石器 (!4 19G:!i) 

E ~，・

186-2冊 ，33号祉 201-206. 29号祉

186， 195磁砂沿 187砂ね買スレ ト 188・1回 191 . 193 ホルンフェルス
190 スレート 192鮎被者 194 :片麻魁 196側線治

191-204婦昭石 205鎌石安山岩 206; .石角間石安山岩
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中期の遺物

33号住居雄 186-2田

18創立石鍬.刃がい〈らか土機れする~ 181も鍬と思われ、ヨJ縁に i祭減がみ句れる~ 188-191 

1;石if!iT.192. 193は刃椛町聞である Q 188と189は同一町石材から取り出されたも町で形腔

的には鳥拠形と片異形に属す.地にこれらと同一向石村に掃する石片が二つ畠土Lている.19。
は板状町スレート礁を罪材と L.本田町刃線醐を町ぞいては穂波皮のままである.少L分厚い

が191も島拠形石庖丁と見倣せよう.1921;1片面曹畿で、 1.な刃をイfす.同 石材から取った
11ば問形同大町石片が別に出土Lている.分厚い】931;1本聞に環皮を町こす.

1941ま礎石経.上諸部は細かな融打で検礼 子'111にも融打伎と小さな臨酬がある.また、各

国にも敵打によるあIiた痕および線粂伎がみ句れる o 195は冊町出掛もむい岡平な，1、石.1961L 

字削されていたま撃陣岩向台石である.平らな本田町中央には打痕が集中している.そして表而

1; 右手から下手町側緑-"lf，を除いて淡い繁縞色町汚染を畳げている.あるいは明か吋保物町

村桜町Lみつきかも Lれない.また 緩い凸面をなすE対柵も やは')中失近〈に一周')小さ

めな集中打痕がみ句れる.なお、左上町側縁は打ら欠かれているようである.それに Lても袋

際.録時岩向このような河隙石を半分に割るというニとは至般である.何の由勝も織さ向、そ

の半制円仕方に後念をいだ<. 

197-1991;1使用痕町ある掛川石椛.200も片圃に刃こぼれ痕を有す.そ円形睦は旧石燃町石

田に似ている.

29号伎居祉 201-206 

20】 202は石盤.前者は佳作品である..203.2041;1微細主制雌痕のある制片石器o 205， 206 

1;凹石 lI1i ')石町tJt..205は組雄な出来である.

28号住居雄 207-221 

207はやや小型な石轍.背円棚が土樺れしている.208も摘であろう o 209は靴形石器だが、

刃にはこれといった使用円伎がみられない.210は僕衰を背とする刃綜"211-215は凹石ln.213

1;転石町ままらL<、 215円建nい瞳条町凹みは人工とも天然とも判断がつかない.214は鰻盟形

の紙に属す"216-2201ま石盤.21811.成形が担〈、 219は半製品に近<. 220は来製の蝿とみら

仇る o 221は刃こぼれ復円ある.. 1片.

31 • 32号住居雄ほか 222-229 

222 . 223は31号社、 224-226は32号祉、 227-229は31号祉町東方から出土Lた.

2221:1一見すると、輔のようだが.そうではない。左辺を刃とする片異形町刃録らしい.右

辺町側惜に哩庄を残Lている"223は躍り石である。よ〈掛り込まれて韓餅ない し餓繭形を呈

L 、さらに火熱を畳けて古びた醐供え町ようにυび割れている.224は石掛町折れたも町だろ

ヲか.225は刃線が逆三角形を呈する島現形的石庖丁.本面1;喫袈らしい..226. 2271i使用復

をとどめる制片石器..228.2291立石畳.前者は佳作品で後者は失倣品.

161 
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207-221，28号枇 222，223.31号祉 224-226; 32号祉 227-229: 31号枇東方

207。硬砂g 208 スレート 209.210. 225;帖仮岩 211 . 213 . 2口錬石安山総

212 蝋石角間石安山岩 214 . 215:単斜斜方銀石角間石安山活

216-221' 226-229: ~県開石 222 ホルンフェルス 224 千枚治質スレ ト

3号住居祉

230-232は石庖丁あるいは刃器内閣である o 230と231は片面、 232は背にそれぞれ曙表皮を

採る.231は背に摩滅がみられ、 232町刃線には摩耗町痕がうかがわれる.233は鋭い縁辺を有

す炉、とりたてて使用町痕跡がない.単なる石片かもしれない.石盤234は本面下半に磯I!i.を

162 



中期の遺物

のニし、そこに砂越Lた啓触がある..235は有韮石信であろヲか.欠損却が多すきeて器楓不明.

13号住居地 236-239 

回61孟片異形石包丁である..237は細かな制緩痕をとどめる刺片石器..238は石錐状的小片て¥

下舗は折れているかもしれない.石盤'39は上作品.

5号住居祉 240-244 

24011見方によっては石鎌町よヲな形聾をしているが.靴Jf~石熔とすべきである.緩やかな

弧をなす刃にはI~曜の感触がある.踊状向後より刃線f剛は喫町表皮ら Lいが.風化町ためよ〈

分からない.いっぽう背後は姐〈、反対面倒へ3聞所はど賠償状町制]餓カワmえられている. L 

かし峻縁に摩滅的伎はうかがわれない..241は石鍬.刃師会体に土機れの感触がある圃242は刃器

むし〈は石AiT..243は微細な刃こほれ復円肥的られる胤畷石刺片.その形曹は33号枇出土町2凹

と同じ〈石刃風で.lP.方ともl製茶色をおびた色具合からみて.石伎を同じ〈すると思われる.

'"は石うす大町多凹石.本面が上にな今て炉町右手に置かれていた.庸平"転石に大，1、ぃ

〈つかの凹穴をつけておワ、 E対面にも15箇所はどを量支える.

7'号住居祉 245-249 

245-249は石包丁および刃標的罰いである..245と'47は刃線に摩滅がみとめられる.247は
E対側に僕衰をおき.上辺も刃と Lて使える..249は本面向背1闘に!lI1皮を町こし、i¥Iぃ刃線1;

綱と初町ままである.石庖丁として換作するには身幅が広す~o. 

8. 9. 12. 15号住居枇 250-255 

250-252は8号祉、 153は9号社、 25'は12号泣.255は15号枇から出土した.

石鍬250は末拡がり町雑誌形になるかもLれない.背面基部に哩庄を残す..251は諸刃町石庖丁.

雨情緒に扶りを入れている..252は石輯だが僚み邸内周織に摩滅がみられる..253-255は微

舗を制離亜あるいは刃こぼれをとどめる刺片石器.

6号盆居祉 256-264 

2出 257は単なる石片とみられようが、どちらも使用痕跡町臨められる縁辺を有す..256は

片面、 2571:1片面的半分が哩表皮である.25811小型な片刃石斧.車であろヲ..259は刃こぼれ

のみられる黒噌石制片..260は石盤町一般..261-264は凶石躍り石町姐である.ニれらのう

ち262が比較的はっきりした握。面をもっ.

10'き住居tiI: 265-275 

石鍬'65は屑丹揺れが著Lい.ホルンフェルス製に特有な賀土色町風化膚をLているが、括

れ部には摩滅向感触があり、本面倒はそこを結んで5-6ma巾で賞土色ならさる白勺ほい僚が

みえる.活柄艇であろヲか.266は単なる石鍬とするよりは、桝め績にして見るべき靴形石器

の頬である.曾うなれば潟幽刃向横手品すなわら土を話、、寄せる鍬である.坂上遺跡的126

によ<l且ている..267は、。るい逆三角形町刃績をそなえた鳥異形石車T.先にみた225と慌て
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230-235: 3号祉 236-239; 13号祉 240-244. 5 侍枇 245-249: 7守枇

250-252.8号祉 2日 9号祉 254， 12号枇 255. 15号祉

2却 232・233'242 • 245 • 246 • 251 粧品反狩 231 . 236 . 248 ホルンフ zルス

234 • 240 • 247磁砂位 Z35;東経 237-239' 243・252-255;~聞石

241.粍甜省質砂む 244. "石安山岩 249， 250，スレート
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車129図 1葺波宮 6，10号住底力t，'I¥土の石器 {刷

256-264: 6号社 265-275: lO{}JJI 

256 . 265 . 266;ホルンフェルス 257 :砂経質枯板掛 258舵灰省'

259.260. 268-271 組問石 261' 262' 213:鮒石女山続

263 . 264・272.274'275:.斜斜方雌石角間石安IIJ~~ 267 鮎板省 165 



j庁秘日泊E持

も‘る.省内刃tま本田鯛へ、左1;反対側へそ札ぞれ4箇所ほど小さな制維を加えて刃付けしてい

る。つまり、身をひっ(')逼Lて左右の刃を使い分けるよ ?によil来ているわけである.背グ〉作

')はやや粗雑だが、左側同刃を使うように撞ると Lっくつする.同障な刃をもっ石}包丁を21号

右上町72にみた.

268-271は微細な刃こぼれg支のある県硝石1/11片..272-275は凹石臨 η石町甜.272lili.付句

も二つの凹みがあり、鉄餅色ないし肌色町ロームが所どころにニびりついている o 213は片側

が平均な雌 1)[函をなす.反対的凸iili醐1;斜めに二つ円凹みがあり、国側爾には荒勺ばい打狼凹

みカ付加え句れている.274は両面とむぼんやりと打痕が詑的句れる.175は輔状的石必を Lた天

熱唱であり、側面的 部に酷化鉄同被B裂が残る.わんぐりと借鉢状町凹穴がつ〈句れ.凹穴と

そ円周2法制uすんなりとした繍を呈す.

27号住居祉 276-291 

276は基だ粗雑で非実用的な作りだが、機形町石鍬とみ生 L得る.277は基繍が耳状に少し張

って、刃部が緩い V字形を示す点、 21号社出土町46や61に近畝Lた形態町鍬である..tf而た

る本繭町下半身と刃障はよ〈摩滅Lている.278は分厚い側揖を何度も酷打加工Lておっ、上

下辺は折れ面をなす.石鍬町"、製品らしいo 279-282はJH緑町制.280向背は哩疫反均しい.281

は本商円刃線開に礁衰をお<. 282は片磁理表.283-2891志、住居北西町盟陪か均一括出土し

た県明石f11片町ヲち、使用徳的み句れるものである o 290も同障な制片石総.291は制餓加工が

み句れる掛E極右片.

27号急上よ手由小里穴群付近ほ治、 292-297 

292は8号小亜火(墓靖1.293' 2941ilO号小畳穴(基普賢)円近辺 295 . 296は8号小盟穴の上

手北東倒的グリ y ド 297は27号祉の上面から、それぞれ出土した.

292は 使照的僚がほとんどEめられ企い小型な石鍬o 293は慣刃向石雄"294/ij虫い凹みが

つけら札た千枚岩町礁で、先箱から欄面には酷打痕がみ句れる..295-297は唖砂岩町喫石絡で

ある.295は先端聞が膚荒れする o 296は巾広な 3面に論牙で噛んだよヲな打艇がLるされ、三

つ町綾と前後舗に打震と隆粍疲がみ句れる..297はこれといった痕跡がない.

石囲小E穴とその周辺 298-319 

298-却91;石聞小竪穴に入っていたもの、 310-319はそ円周辺付近か句出土したものである.

298-302は石田丁または刃絡の額o 298は習を除いて周織が鋭い.300と301は聖祭を背に係

る.後者向刃線はやや隊滅Lている.302何本面は哩表らしい"303は靴形石総だが、高い綾が

あって築用にはできまい.平坦面町醐1;哩表である..304-308は細かな刃こぼれ痕を鈍寸刺片

石務.喫石器3曲 1;、先織部に多少肉離打痕と欠け傷がある.

削こ、 310-313は石庖丁あるいは耳器である.310はきれいな紡銭形をなす"311は片面喫表.

両者は石村を同じくする.. 314は~鎌のような形聾を Lている.基郁に浅い扶りをもち、刃鯵
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車130図 f!t瞳宮27号住居祉はか出土町石器 ( ).S) 

276-291: 27号社 292: 8 .¥}小里穴 293 . 294 : J 0);;-小薮穴の近辺

295，296.8号小堅穴北東方町グ・J.~ド 297: 27号担土緬

276 . 279，ホルノフェルス 277 :スレート 278 • 280:帖阪府

281 . 282・292・295-297硬砂岩 283-291 県臨石

293 :スレートホルンフェルス 294 :スレート費千枚岩
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Ol31図庖桜宮石闘小畏穴とその問辺出上町石出 {同}

298-309:石副小稽}'， 310-319石間小夜火の川辺付近

298 . 302 ホルンフェルス化相板治 299粘緩む質砂行

3師団9 スレ ト貨砂岩 301 . 313 . 314 枯紙符 303制j砂符

304 -308側聞む 310-312. 315:ホルノフ ェルス 316:御<;j鉢帥色結

317鮒;r:j.t(山れ 318単斜 。斜)j雌石1'.問石安山約 319繰石1'.間石宮山狩

はヲす〈通り、よく切れそヲ 1!~ 石鍬3 1 51卓、喫袋を背面にとる~ 3161.1石軍である.基描"い

ったん破繍したi全 角がとれてまる〈摩滅 Lている ~3 1 7 ' 318は粗製町田石~ 317町尻対面は

二穴が迎句なる o 3181 .1地山町包含礁で、 l 四厚位向酷化量的被艇が制~銭されている.やは

り、反対面町方がはっきりと Lた二穴が連らなる.凹石3J91ま、敷石地上絵町中に紛れていた

もの.醐面から反対面は滑らかな自拙面を呈すが本面はぎらりとしている.
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一 {見}l音波宮

320-336明S更を伴う踊E石祉

320，ホルνフェルス化砂続賞スレート 321.324' 325.ホルJフェルス

322 . 326 . 327 . 339粍端岩 323，砂縫質枯a反省 328-330 . 342，議曜石
331 • 333-335 . 3崎鱒石安山省 332鎌石角間石安山公 336安山岩

337.340.スレート 3坦，千枚g 341・343，硬砂む

344' 345，"斜斜方鰯石角間石安山岩

337-346機と造物の散布祉

第132図



Cを施古遺跡

埋獲を伴う配石亀t 320-33E 

320 -32Jは石離である.322は除草具たる有韮広刃型石器. 323は鍬先均 L~'. 324-327は石

庖丁および刃器内知.324は曙衰を背にとる.325は一端に出い掛りがつけ句れている.326-327 

も側端カI{たれているが、人工かどうか見定め舵い.328-3301ま蜘lI，石器.

331-336は凹石磨り石町罰いである.半割された333は 片聞が石崎形に培り込まれてい

る.334は転石のままである.335は褐色町染みつきがある池山内包含慢で、反対面がいくらか

出られているようだ.336は ，..厚也町酷化鉄内膜で被われた地山内包含艇であっ 縫い.

本面は一部を臨して被艇が鼓き肱かれ、他的面も虫喰い状に制がされている.

曜とi量物白散布壮 337-346 

337は靴形石器。 338は石耕。不佑姉だが339も片面礁衰の石姐均 Lいo 340はスレートの部い

石片町周雄が加工され 一部は摩滅Lている.刃務内矧いだろっか.34Jは片前喫表向石庖丁

である.342は制片石雲'.棒状的礎石器343は 両端に敵打痕と欠け傷がある.剖4-346は四石

降り石内野!.3441;t酸化鉄町沈着がみられる池山内芭含理で、何らの手も加えられていないよ

うだ.同じく 345も地山厳司自然1lI1.片面に凹みをつけている.346はほとんど転石のままであ

る。本而側はわずかに四国をなし、するっと Lている。

土器溜まり外 347-357 

347-3511日1号右上東方向土様溜まり 352/;130号泣西方向艇群、 353-354は5号小竪穴 355 

-357は33号社東北方町碑溜まりからそれぞれ出土Lた.

347は大きさの割に怪い.一削陪を殻打械Lして狭長な面をつくり出Lている。出石348も削

と畦〈、褐色町被膜を有す。 349は石鍬.匠対側は聾理面である.350-351は刺片石昔話.3521;:: 

安山岩の礎石器だが、とくに使用痕はみられない。

凹石353と354は 吋をなして並べ置かれていたものである.353は珍Lくも唖砂岩の艇で.

E吋畑にも一つの浅い凹みがある.そ Lて、両面とも凹みの周りはかきかさと膚荒れ気味とa
っている.354は全体に控状的石基を呈L 鉄分を含んだ粘土が付着Lており、洗っても孫ら

ない.

355は折れた石鍬らしいo 356は凹石。 357/;t縦輯岩町嘩石器である.匠吋円底面倒は転石の

膚を保ち、浅い打痕凹みが2箇所ある.けれども、他的問は少しI習が荒れて使用された感じが

する.本国には打痕がみられる。

17号枕上面 白8-378

大部分は基に供えられた石器である.まず 358-361は石鍬。 358は折れてはいるが、申L分

ない大型佳作品である.まさしく平時と呼A に相応しい.359はV字形の刃揖が土擦れLてお

り、特に背面聞の刃部斜面が箸Lぃ.36ωま片醐町腰が括れる.あるいは諸刃鍬のょっな売控

かもしれない.Ulた叫と Lて16号祉の139が思いと包される。 361は片醐が来拡がりとなっている E
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車133図唐波宮土器溜まりほか11:'/土町石器 (X) 

347-351.31 '.:}t止JI[方のよ器溜まり 352: 30 '~手枇凶方の殴併

353' 351，5号小習を穴 355-357，33号祉東北方の傑溜ま。

3H . 348単科料J;lf石角間1:I安山岩 349砂掛 350.351: ~'.\冊石

352 . 354 . 356:雌石公山お 353叫砂お 355 ホルノフェルス 357 糊総省

'" 。一四

18号祉の3に叫たような石船句 Lいo 362は形態よ1;有屑石綿と目されるが これといった打

欠In工がみ勺れないo 363-367は石J也丁も Lくは刃鉛町商.356は本蘭町一部に喫皮を鎖す.366

と367eは同 町石村から照られ 双方とも本面に喋衰をお<. 361は典型的な両冊縫快入石庖

Tでゐる.彼自]に指をかけて穏を摘むも的とすれば、本面を掌測に Lて入量指は左の怯').小

指はおの繰り.中指と薬指l孟背、帰指1;刃続的中ほどにそれぞれしっ〈りSづきまる.

っき1こ、 368-373は眉り石 田石である o 368は本面倒がよ〈耳きられ てかてかしている.

獲薗は、真中より下手に 4-5つの凹みが速らなる.また両醐蘭にもそれぞれ 2箇所、績長な

打旋回みがつけられている.369は成形が組〈、凸凹Lた猿状的膚を呈す.370と371は対をな

'" 

。 ..~ 

'" 
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田

3珂ホルンフェルス 359 スレート 360・3引。稜砂岩 362 帖仮谷ホルンフェルえ

363 砂岩貧帖板省 364 ;枯仮器質砂岩 365:スレート質砂省 366. 367:枯緩岩

3崎 I 鎌石角問石安山岩 369 . 370 . 312 単斜軒方銀石角間石安山岩

371-373;雌石安山岩 374-378:県曙石
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して並んでいた. 370は両側面にも凹みがあり，371は両町菌/)'~らんと決ま っている .372と 373

心事演庇から一緒に出土した.372と赤茶色町畿臨をもっ地山様である.374-377は使悶銭円

みられる胤曜石狩.3781左右量.

2 土器

曽利 I 式

18骨住居祉 1 -6 

1 . 2 Iま縄文内地文をもっ襟鉢である. 1 は炉中に埋監されていたも町で.1>堕はぼろぼろ

にな勺ている，炉問状町臨僻モチーフが3単位施される. 3 1立、紫文ロ織が響し〈外明して閉

じ 胴下半には必線げが厚〈っき.器壁も晒片化している.ロ縁部には織色町箪描町よヲなx
械がみられる.~攻こぼれ復などとは考えにくいものである . 4 u:円筒形同様鉢で. 8町ような

鷺文ロ織がつ〈古手町土絡である.

51ま対的大形突起と、その聞にやはり対になるX字状把手をもっ.tI判 I式に"置的な土器

である.器..は赤茶褐色ないLチョコレート色を呈L.外壁上半には県い漆陣内愈布痕跡がみ

られる.似た色聞でiI'向かけられた臨劇的土器は.tI判遺跡町71号祉に割倒があった. 6は図

上檀元だが.蘭育理的祖形かと也思われる形技町洩鉢である.胎土 俊氏色調とも両耳賓の

取るも町と叫た感じがする.底面が著し〈摩書越している.

遺物置まり 7・8

7 . 8共に血た構成を示す深鉢であるが 8町方がより古い織相をもっ.

曽利 日 式

21寺住居地 9 -32 

本祉からは.大量町土絡が集輔されたような誼睡で出土Lた.その殆どが深鉢形ま倍で.不

車線にも他町穏健は見当たらない.20点余円務長梓は.在地内tI剰l式金主体として、飯町湖量~

伊都谷松本平に中心を置く唐草文系の土器が加わる.それに、関東地方に'1'，0、をもっ加曽和l

E式的・6・を畳けた作風のものが若干みられる.

まず、 9-18は全面が縄文地内ー群である.簡られず、器形も単純である.10は組痩となっ

ていた.その中でロ縁部文唖帯をもつも町が14-16であり、胴師が平行昆舗により区画された

15・161ま加tI利E式的・5・を畳けた作といえよう.それに16は.判111式に後近L'ニ樟相を管び

ている.9 . 10. 11はいずれも内壁はLっかりしてるが 外壁が消従Lている.14と15は外壁

とロ織内壁が〈たびれ.12は内外とも膚荒れする.そして 9. 11 . 12. 14-16は上宇都が煤け、

11と目的腹部に1;焦げが、 14町内面全体に黛様がそれぞれ付着Lている.181三比般的小きな鉢.
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1M桜町遺跡

17も小さ〈 きれいな木義隆である.なお、 14も本業盛となっている.

つぎに、 19-24はいわゆる唐草文系土器同総微である.22は胎土に石英粒や金jI;母をふくみ、

総鳩町色合からしても、明らかに地元町土器でなも、.19も胎土に金耳目まがみえ、台付採鉢231ま

橿色を呈Lて遭和感が強い.22と目的施文は凹単位.20は一対的把手を有す.21の胴舶は梅街

状工具による捜〈て細かい粂線文で克喫される.24は岨ぃJ内庁、町地文がつけ句れる.これ"'"
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1 -6: 18号祉 7 . 8 遭物j留まり
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J皆様広;n格

うち21は全体に器H慣が鑑れて破片化Lておゆ 通有的な煤とお焦げの付着がみられる.20も壊

とお熊げがつ(.台付深鉢23は 上半田町内面が軍陣内沈着町た的か黒つぼ〈なっている.24

1;1顕のふくらみ部に煮海が付き、内壁に亘粒円よヲな圧疫がみられる.

25-27は 1i<やび〈内縁を思わすよつな斜定竹官土町内屈日時をもっ深鉢である.向原遺跡

一

¥ 

" 
25 

28 

高お==四

" 

! ~cm 

第137図 1普波宮21号住居祉出土の土器 O~) 
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'1'制の造物

の敵器組に比べ、型式的に一歩新Lいとみられよう.嗣都内文捕は之容敏竹官文地に枯土紐をか

けた鉱行経垂文と、渦巻きそチ フによって構成される.25は縁体上半が煤け、ロ轡に煮こぼ

れが炭化Lている.26もロ唇に炭化樽がつ(R 271左上半が燥を吸売をして暗色化L、腰部に焦げ

{すきがみえる.'1、形な鉢28は、これらと間じ形態である.顕部にはX字状貼付文が凹つ配され

詑織による文輔が描かれる.しかし、そ町モチーフおよび胎土に金書母IPltるところからみて、

鹿{ずきの作ではなさそうだ.

29-32は紫文ロ輯円忠良鉢であり、 31は古手的機形を示すo 29!j32とl司ヒX把手付町大深鉢向

日緑である.却-32はいずれも縄文を地文とする.30同組文は4地位、氏には一風藍わった網

代複を有す"29-31とも保やお焦げが肥められる.32は底部を欠〈が大形町深鉢で、重さも約

30cm 

。
第138鴎 j奮瞳宮21号住居祉出土の土器 0"> 
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j舟波円近伽

27kg と~大級である . x手状把手は 6価付される.ロ縁はL勺かり Lているが.胴醐101内外と

も虜荒れする.上学部は燥を服着Lて暗色itt..ている.

20号住居祉 33-35 

331;1録lIfが後れた縄文池町深鉢である.!Ii文の構成は.21号社町14と15を街衷Lたようにな

っている.34は図上祖元であるが紫文地に半血文が描かれる伺みで、!li例は少ない.35は両耳

礎的仲間lである.底而向勝減が目立つ.

屋外温情 36-38 

36は 浮島状にロ ムを出〈竪穴から出土した深鉢底部である.底的同級にはぐるりとすだ

れ状町圧痕が付いている.艇の部分に l田摩町お終げが廻る.37-38は佐俗未詳の遺構から出

土Lた.37はロ雄部に 対的突起をもっ.胴部内施文は4区.38はロ縁部と底部を欠〈が、大

形町深鉢である. 5ヶ所にX字状把手をもっ.胴部同地文は問垂れ状刺占文で、そ向上に隆帯

33 34 

35 

37 

。 "閣
車139函唐波宮20号世居t止ならびに屋外遺構出土町土器 ()副

33-35: 20号祉 36:浮鳥状にロームを勉〈長大 31 甜 I 性偽朱鮮の遺締
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'1'制の遺物

でモチフを;首(. 

曹利m.lV'v式
16号億唐祉 39-45 

391卓、底を抜いて浬股された埋艇である。文棉は6区.内盟下半にはお!泉げが、外盟上半に

は象こぼれk厚い燃が{すいていて、煮湾総伺典!tl的((付稽状躍である.そLて内外とも器盟は

〈たびれている.

40!j、口車部を欠いて縫設されていた埋褒である.二本一組の浅い枕障で8区画し 縄文を

克場Lている.内壁同腹部には線げつきがみ句れ、外壁は底部に近いほど勝終Lている.Jm曽

和IjE式系町土録である.

41は 入ロ右手町桂穴町傍に伏さ っていた小型深鉢である.文樽町平行沈線U細〈て鋭い.

外壁上半には煤けがみられる.これらの土総{手、 W式でもかなり新しい棉相を示している.

42-45は炉社東聞のー画に集機されていたもので‘ V 式に属す， 42は 6 区に画~.力強い

r ~ ' J 字状文を克概している . 43は 5 区画.内壁下半にはお#.~げが、外壁上半には傑が付脅し

ている， 44町深鉢{立、ロ綾部にP1状町小突起を四つ付Lている.胴部文樟は7区画.丸身をも

った底には嗣代的圧痕があ?. ぐ らぐらして安定t...~.ぃ. 45は小型で分厚仁器面が凸凹Lて

いる粗い作りである.胎主に赤色町褐鉄証町小粒が混入している.

33号住居維 46 

46は外圧する業文町ロ縁に、一対的理理把手を付した両耳複て二文樟は坑線で区画した中に

刊点文を配している.

2号住居並 47 

47は通有な'l利V式揮僻の底部である.

29号住居tI: 48 

481ま炉内中に転がっていた崎鉢.器形 大きさとも、今a町どんぶりにi且ている.内壁はや

や満荒れて風化し 外盟は少し凸凹Lている.

1一号住居祉 49 

49はロ時を不規制に打ち欠いて、理現に使用されていた.内壁下半には厚固なお焦げが残泊

L、外壁上半には燥が付着Lている.これに合致Lて外壁町色調は網上半が褐色 腰部が赤褐

色で、底部付近11淡い赤縄色に退色Lている.底部に木葉町圧痕がある.¥11.，1111式に属す.

3号住居壮 50-54 

50は深陣内中胴部で、上下を輔み上げ部分から平らに切り取って、煙車に使用されていた.

内陸下半には焦げつき.外壁には燥が付着Lていて器府町消粍が目立つ.51は伏畿で、腹部か

ら切り取り切断部分は擦って平らにしている.文僚は 71l画.外壁上半には煤と煮こぽれ梯が
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付着し、円壁下半にはお1."げが残着Lている.

深鉢52は内外とも器盟が，.荒れして 細かい砂粧が露呈する.盛には不鮮明な摘代町圧復が

みえる.53は 一対的円孔g提起をもっ小A りな保鉢.文捕は 5区画.外壁は目前荒れしている.

54は.九〈膨らんだ胴をもっ採鉢底部である.底面が摩滅しているのが注意される.

15号盆居祉 55.56 

55は ロ縁がラ yパ状に開〈深鉢町大破片である.内外国とも虜荒れている.56は輩文町外

傾するロ揖に、 X字状町把手を有す両耳畳である.胴部l主、臨僚と坑線による大柄な渦巻文を

180 
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第141図唐渡宮 1，3.15.5号住居祉出土の土器 (~) 

49， 1号祉 50-54; 3号枇 55-56; IS号社 57'58: 5号枇

中期の追物

30，. 
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車'42図 崎波宮28，30， 31号性居J:iI:出土の土器 (垢)

59-64: 28号祉 田 67:30号祉 曲目;31号l]J:
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中期の遺物

福き、粂線で埋めている.内外とも出足Lているが罷!i.tfi1事〈、外盟町一舗には漆均Lい思

い塗布復がわずかに且られる.胎土に長石が目立つ 給側色で出米町良い土紛である.

5号住居赴 57 . 58 

57!i 所開X把手什町大採鉢である.成形は丁旗で器盟問仕上げは Lっかり Lている.58 

F 議喜一、

。
巳

78 

" 

前143図唐i度官 6，13， 7， 10号住居社出土の土器 Oi) 

70-73， 6号枇 "・75，13号枇 76， 7号枇 77-78，10号祉

r 

30e_ 

18S 



舵 Dft市滋尚

iま採鉢町下半で、腰部をぐるりと欠失する.

28号住居社 59-64 

様鉢59円文織は5区画.内壁1.置認定状にすっかり荒れている.底には網代痕がみえる.邸内

文様1>4蘭区画.外壁Ii一部が消粍して.上半には線が押<.埋裂のように底的中央を欠失L

ている点が気にかかる Q 6W:内外壁とも荒れた楳鉢町旺片.62は木業ほの探鉢.外壁町慾形Ii

岨雄で、ロ綾部には煮こぼれ擦がみられる.

641主、両側円柱穴上に伏せてあうた小型採鉢である.内壁口辺部には へγ タリとお焦げが

残脅し.外壁口辺部には煤が付いている.文陣内崎1tl:1ま5区画.

63は.v駆動湖孟から上伊那 佼本平に中心をもっ唐草文系土器である.外壁下半は掬策れが

目立ち‘ 上半には煤が付き 内壁には釘焦げが付着している.

30号住居祉 65-67 

65は‘炉問角に伏せられていたもの.ロ迫田には煮こほれt与が付着L、外壁は全体に膚荒れ

Lている d 661:1粗雑な作ワ町深鉢.6711広口畳円破片て¥並み同作である.

31号住居社 68.69 

同町内面は償方向円買磨き痕が目立つ.胴都文捕は 注〈いい加蝿な縄文とも箆銭形復とも

つかない沈線がついている.内壁には、小豆大向車料祖子庄僚が二箇所観照される.

69はやや特篠な採鉢である.ロ縁部には、富士山形町突起が対立っており ロ昏田直下に

は董畳けの凸帯がついている.ロ緑は対を成す把手町方が27cm それと直宮方向は24酬と垣〈

繍円形である.一見してζ町土器内口辺都内文樟は置わっている.枯土紐告主っしりと貼付し、

l1Jみをつけている.査かそれとも、とヲもろこしの』撃を表すようである.胴筋肉文摘は、渦巻

文町ついた隆併をs本懸垂して画L、術倫による矢羽状文と、蛇行懸垂文で埋めている.外商

上主幹部は、煮こはれ様や織がこびりつき、内面上半は嫡荒れてザラつくが、下半は滑面を保っ

ている.全体に茶褐色町色調を保つ、出来町よい土慌である.

6号住居祉 70-73 

70は、方板状的石量が稽さっていた逆也の塑聾で、腹部を打ち欠いて使用されていた.文機

単位は5区画.外壁胴上ネには燥が付滞L、褐色町膚は全体にくたびれ.なぜか中胴都町膨ら

んど部分は白っぽく、摩滅Lている.しかし、内段側はきれいでしっかりと Lている.71は70

町内欄にあった正也的理費で、臼辺師と腹部を欠いている.内壁下半にはお焦げが、外壁上半

には燥が付稽L、内外とも枠府は消耗している.

731:1両耳把手付費町舷片で、胎土に畏石駐がやたらに目立つ.72は有孔開付土器から蛮化L

た彩色豊町破片である.口辺部に平行する 2本的問状町隆平智に、婚状町耳がついている.薄手

で焼成も良〈、外壁には県漆とそのよに血られた赤色踊料が、内壁には赤色皇室料円かすかな残

積が臨められる.
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中則的埠物

13号住居壮 74 . 75 

14 . 75は.炉枇北帽円床面に転がっていた採鉢である.74は外情向島花形がIII<、凸凹が目立

つ.外盟上半は斜〈煤け、口辺部には煮こぼれi惑が残務Lている.文隙，. 蛇行懸1Il文町つら

一価所司みが拠な勺ている.底面には ま権脈が鮮明にみえる木議艇がついている.

75 も総監は~l勺ぽい笠形で、外壁口辺部には様がみられる.文僚は 4 区画である .

7号住居祉 76 

76町箆形は内外とも粗<.施文も浅〈雑右つ〈りである.内壁下半は:ri:i事同Lみつきで肌色

化しており 外壁上半は胤〈煤!す 口辺部には指こぼれ捕がついている園

10号住居祉 77・78

77は、ラッパ状に大きく聞く深鉢である.外明上半には煤が付精し、ロ辺聞にはr.(こぼれ持

が残っている.内盟は雌荒れLてザラっき、下半にはお焦げが観祭される.低簡には網代的圧

痕が鮮明についている.

781iロ融に結状円突起金3個有す曽利!日式的出来的よい探鉢.辿s字状文をi藍綬Lた文織が

特世的である.外i:l口辺部には煮ニぽれ棒と傑が付帯Lている.10号土止は.11号社町1It隅を利

Lて楠揮されてお 1)，78の土器はもとは11号に所属Lていたものが伊Iら均的事背で本社に転移

Lたも町主恩われる.

27号住居経 79-84 

79は炉町中に残置されていた諜鉢.胴部文棚は 6区画.内盟問腹部には僻状に焦げつきが商

っており、外壁上半には煤が付き、典型的な総と仰げ向付稲状態である.全体に器坦は消耗L

てお')、と〈に腹部以下は細か〈割れている.80Ii薄手で出来町良い大型深鉢の胴酷である.

81は 胴上半とほ部をクにいた埋裂でもある.)也付さのものではな〈、諏訪湖盆から上伊那 松

本平に中心をもっ麿革主果的土器で.胎土に石英町結品位を曜入L、赤需がかった褐色を呈す.

28号出土町63よりも一時期古い段階のものである.

採鉢82町胎土には砂誼が多〈含まれ、内外とも111荒れLてザラっく.83はお付土器円台部.

制は小形な畳らしい.器盟はうす〈、柑製である.

石園小E穴 85-89 

86は s字枚町口縁部文樺帯を有 L. 大小向熔状突起が二時4 悩つ<~利1I1式町深鉢である.

内盟刷部には厚き 1閥的お鍋げがベッタリと付いている.87の文槽1.少L萱わっていて、 j偽巻

支を器聞に連按L.地文に細〈鋭い直明。制組を引いている.掴代底.881.加曽判E式系的深

鉢の底部で、木裁底.89は様鉢町嗣部で文棉区画は 7単位.85は両耳裂の砧J'iである.

埋重砲を伴う配石雄 90-93 

90!;.中桐部がキユ yとしまって均鮭町とれた深鉢で ロ縁部と幌郁を欠いて理費に転用Lて

いた.植線による遁弧状向機管文で画Lたロ紘都文掛僚がめぐり、以下胴部にかけては置い櫛
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康被官遺跡

柿粂線を充模Lている.だいぶ使用したとみえ 内壁下半にはタ ル状円お焦げが、外壁上半

には煤が付晴Lている.内外円相反した付き方は 務長鉢円最も通常的な似')jj結採である.紫が

かった茶褐色を呈L、内壁下部は痘痕状にポロポロしている町が目立ち 器壁は全体にくたび

れている.

92は配石中に徴転していた深鉢で、底がぬかれている.ロ緒部文棉{手、犬小町塔状突起が二

吋4個あって.ifi!:文と楠同文を繁いでいる。胴部は櫛働状工具による粂線文で埋めた後 位行

沈線を垂らしている園こヮ Lて 90.92はともに曽利111式内範唱に入るべき特慣をそな えてい

る.

93は、口雄がラッバ拡に聞く深鉢円ロ縁部である.91は両耳袋町破片で胎土には租的内砂

磨立をj且入している.

31号住居赴東方自土器溜まり 94.95 

94は一見してスマートだが、底的小さい音定感のない深鉢である.腰部をぐるりと欠失する.

色調は全体に赤茶縄色で、外面的口辺部分は暗色化Lている.ロ笹田には煮怖が付滑L、外面

は全体に膚荒れ、内面は喧痕状に荒れて和l高 Lており、長期間使用に供されていたよフだ。地

イ寸さのものではな〈、加曽和IJE式系の土器である.95は深鉢の底部で、 Uまには網代町庄痕がつ

いている.

o 
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'1'制の遺物
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草145図陪泌総屋外遺構出土町土器 {出

85-89 石阻小堅金八 90-93 機製を伴うde石枇

94，95.31号社東方の1器溜まり 96.97; 17号紙」ニ而
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肝機?守遺跡

96.97 17号佳居雄上面白土唱

961判事郷町上面に供えられたも何で、腰から下を切り取っている.且U字形的沈線で5区画

し、術備状工具で円文を描くなどして埋めている.内面全体に世梯が付稲し 外而口辺部には

口辺部にrA:線的制畏い文機がある外は紫文で 外而煤と煮陣内こびつつきがみられる， 97は、

には燥が付若している.

98ー】0121号住居""

これらの土器は、 21号祉に集繍されていた曽利11式土器野町一角に世じっていたも町であ'1.

111式町範唱に属する.

その師分からは、酎問問節句のよヲな愉骨~tJI 98は山形町同孔突起が、 -~J 2畑ついている.

さがり、器面にはあか白けした怖描流水文が!(jjきれている.底には不鮮明な嗣代圧筑が桟る.

99町鐙形は維で、内外而とも蜂形痕が残っている固文相I三、結I大な仰付け同曲品文がf'Jけられ

下方に粘土の盛上りができるはどしっヵワ施文している， I凹は '1、ぶりな採鉢~ 101は大型な探

鉢町嗣部で、作1)Ij tllぃ.

102 人体盤面白ある車外埋夏

この土絡の出土状聾については、すでに遺楠町1買で鉾拙に述べてゐるので省土録的外盟

略 L、土務自体と控画について観綴を行い、若子町考療をJmえてみたい.

まず土器であるが大きさは 開き63cm 口径48-5白m 底ff:JO.5-1O.7cnとわずかに不筏

/ 

k・o 

長
制
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{泌)

100 

llii度宮21号祉出土町土器
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'1'似の遺物

書を示すが 外!Å~町線は滑らかな曲線をも勺て口容から底部までー占円淀みもな〈薮下 L、底

部の引締り具合は器休が大急いだけに見事である.ニのようなi曲線美を示す優雅で典型的な曽

利JII式土器は散少ない.

飴土は、かなりに精通された粘土を用い、これに縫灰岩を主体に花幽岩粉末を加えている.

粘土は、最下部町粘土化Lたローム土を使用Lている.焼成';!liめて良<.総里町内部は石か

須車総町よヲに唖〈綾しまっている.そ町ためかIil:')度がきつい.

ニ町土移は、組められるまでにかなっ章渇器と Lて使われた均し〈、二次焼成による監fじが

著しい.即ち、内岱は淡縄色~業暗褐色を呈し、滑聞を失って胤荒れが斑らに出ている.外壁

1I 上部が褐色~暗褐色、胴張りの部分に燥がイサ飛LA県徳色となり、下闘部は縄色ー自褐色に

藍色Lているが、底部は鮮明な茶褐色で藍色 Lていない.底部を i型的て回~L た後に火!こf削す

た使用法を暗示している.

施文は 口縁部に曽利111式土器町特置である同心同文から転化Lた遮光総拙文がびっLりと

" ，. 

。

第1<1図脂雄宮塵外埋襲(施}
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I!t謎符遺跡

20倒並ぶ.懸垂文は、三条町沈線文と蛇行坑線文を買互に記l5区画とし その査院を櫛な組

文具による締描粂線で満たLている.底部には鮮明できし勺とした網代伎が残っている.

人体鎗面 絵画は、件同土緑町下自1師から重量部にかけて県色劇科で拙かれている.蝋色厳
，，，.. . 

料は当初 土置背とか炭粉入躍的ょっなものとHAi穿などを組定してみたが、そ町後円検針で、

主たる踊料は炭紛入腿、すなわち畳であるとの結論に進Lている.それを毛筆に」くませて槌

いている.漆i立、権選後のある物体に強布Lた場合.加然や砲射目先内閣射により .. 11畜Lても

復星第が破る.盛も躍がそ町位置を失うと漆町制高に近い波聾を起こすが やはり痕跡は残る.

曲面 左手 右且町大血部などにそ ヲした仮跡が残今ている.いっぽう間且を踏ん張っている

大J¥島町内部町表現は、厳に織った過を係りつけたカ町ょ うであり、全体にぼやけては勺きり L

ない.

それでは、人体枯面的観務に移るとしよヲ.晶画は 明らかに人体を描写Lたものて'ある.

土器町底か句 3-4 c岡上ったところにかなり裡維な地面を捕き.そ円上に両且を在右に大き〈

開液')、胴から頭にかけては当融期的土偶に酷1I1lた形状て寸前いている.

各部町特由を詳細に醐べてみると、まず 両足11、地面に食込むよヲに左足がわずか前に出

る.いずれも二本線で描かれ決して短足ではない.腰部問中心的下服部には長楕円形町生殖器

がやや下に突出Lて描かれている.因みに、中畑町土器文憾に表されている生殖器内務現をみ

ると、射性は矢印で女性は円か饗形である.したがって、こ的場合は円でありながら聾彩にも

通ずるので女性であることに拠醜はあるまい.

こ向性器からは、下方に向かつて形状不明何物体が描かれ、地面にまで産Lている.ニの物

体的問かについては後にまわして上に進もう.生殖緑町上には性毛らしき査と時があり、その

上に両町乳磨が置かれている.

胴から上は‘やや不明瞭なところがあるが‘両手は左右とも水平より下り気味に描き、左手

lま付棋ょっすこL出たところで刺落して赤味の残影が砲されている.

頻は明瞭に描かれているが、聞は覇平のうえ不明瞭で気味悪である. lたがって 見るたび

に、見る人によって拠なる印畿が映るので断定はできないが、寂するに、常聾でな< r実に昇

る鬼神J向姿を表Lている円だろう.

考察 以上が、人体を錨いた土器を観察した結果であるが、これらに更に倹酎を加えて

轄蛤を引出す祖にLたいと思ヲ.

まず第 点は 土器闘体内情豊についてである.こ的土棋が一般的な煮沸具と Lての使命を

採た Lたことは明らかな事実であり.その後山無抗的まま桔面を織され 第二円使命をになっ

て埋置された.通常、住居何人口に漫世される埋漢は、いくらかでも破視Lた深鉢で、せいぜ

い高制加2程度のも町を利用する外、正世町場合、鹿揖L内聞が多い町に比L 本聞のように

圭〈無抗で、 Lかも高さ曲師を鐙す大獲を使う町は.塵外町埋曹に眼られているよヲである.

190 



中 NIの遺物

Lたがって.本岡町湯合む無抗 大型で屋外町雄盟、それも正位で第二円使命についたことを、

第一円特拠点としなIttlliならない.

第二剖主、雷うまでもなく人体位画の存在である.晶画は‘先に述べた加〈、躍!!を使った

傾斜で人体を、通常考えられない樫苗直前に描いている.しかもそ町桔函は女性であり、正面

を向き、両足をl'Il彊')、生殖稽からは得体内知れない物体が地爾に向かつて抜出されている.

ニのニとから想定できるのは分鋭、即句‘お車問状景以外にない.

;;産は 立位でするのが最も楽であるらし〈、土怖例もある.股間的生殖線的描写について

は緒盟があるが 膨脹Lた突出状睦や、地蘭に向かつて高下する物体的描写から機療するに、

;;車両最後町状景であろうと思ヲ. L-たがって.~会下する物体は後撞と解すべきが畏当となろ

う.

2・

第148図屋外湿曹の黒彩絵画 (l>) 
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中則J?) .ili物

電-~診露

2 。
t 

車149関土偶ほか{見)

c二コ
3 

長与

ど前にU，描された土偶の刷体である。 fliJTI師は勝減が蒋しい B 車問は保存状睡もよ〈 脇町下か

ら育中 山尻にかけて沈線町文樺が描かれている.焼成は悪〈、あまり後きニまれていないよ

ヲ1:0
31ま、情事JIV式と思われる深鉢町破片を磨った土緑片岡板である. 8号伎居担上出土.

4 炭化槌子

本遺跡か句は拙縫植物町炭化冊子が出土している.すなわち、 31号社東方向土器泊まり付近

に250粒ほどの聖粒が温存Lていた町である.そこは、 31号住居並拘束方10m的処立であり、

鉄置ロ ム面上に嘗利V式町土僻溜まりがあ勺た.そ町す〈上手に桜して桂却cm、厚さ 2-3

舗の後土があって炭化掴子同大部分はそ町下聞か句検出された.また、土椛t留まりの土器丹下

iliからも 2-3占提見することが出来た圃まずは曽;fIJV期に帰属する遺物と判断するほかない.

発見Lた炭化傾予の剖酬と観擦の結梨は 凡そ表町通りである.(図版72*幽)

畳き (醐} rn (醐) 量k 量 描 要

大粒 7.0-5.0 4.2-3.0 109 一部を除いて小変

中 粒 5.0-4唱。 3.0-2.0 48 一部を除いて小型

小松 4.0-3.0 2.0-2.0 54 外世のある物多し

長中粒 6.0-5.0 2.8-2.0 40 外措町ある物多L

同組 3.5-2.5 1.5-2.2 2 

193 



m-i瓜 M 迎跡

ひとつの映像 きて、畳後に人体佐画的ある理現について.ニれまでに概務Lた')号えた

りLてきたことを一つの像にまとめてみたいと忠ヮ.

その湯合忘れることのできないのは 何といっても出土状聾である.それは 毘外で、L

かもU後1.1m ほ珪85叩深さ9印mという大穴に高き20Cm程度町別町襲ニ畑と 紺に小

石田微かれた上に埋監されていたニとだろう.本例ほど鈍っていな〈ともこれに近い聞はi>Jt

にあっ‘屋外』旦臨め位指附ゆjに-1注目うも同と且lわれる.

次に本体町土憾であるが、日後50Cm 高さ63<聞という巨大さと金〈無班であ勺たといヲ事実

とか旬、 t't!.世内製由といっか原因円一端が曜われると同時に、人体位酒を描いた4開1'1，へと発

展するのである.

とよろで主題町人体位制であるが、お産町最後円段階であることは阻に述べた泊りであるー

しかし写誕のニ血写しではないが 同時にニつ町映像を重ね柿きする世町役衡はむかったらし

い.そこで注目しなければな句むい町が胡町師写である.聞の描与については、先に鬼神の状

睦であると述べておいたが、ここのところが重要で生ける副に11ず「先制J即ち鬼神と宮い

たかったのである.L ，.こが勺て唱ニ町人体路面的:1!'昧11、鰭庄で母子共に死んだものと解釈し

なければならない.

固に‘少し時代は遡るが.)友障り町山梨県須玉町で尭且されたお産町主総に11、子供向生ま

れる削と、観的苦痛と音崎町両方向削が付け句れている.したが勺て、この勘合は紘一f-)1，、に鱒

在であったと理解できる.

以上かなりまだるつニ〈追及してきたが、これで漸〈三つめ影を重ねて一つ町映像が生ま

れるまでに会ってきた.

物路'"に結べIt、曽利111期的ある B ここ崎波宮に住んでいた神と崇め勺れる女性が必産を

Lたが、維庄内すえ母子尖に死んでしまった.そこで、無iE町大規にそ町械干を描き、 !iHI{の

嵯樟に大きな六を織り 剖魂のために小石を並べ そ向上に女神を納めた大殺と、児んだ赤子

と後瞳を納めた子現を並べて埋葬した.つま η 大型11主桔であり、二つ町IH礎は陪棺と紘す

べきも町であったろっと思われる.

3 土偶ほか

149図的 lは 轟績と目される16号小竪穴の上面から出土Lた土偶頭部である.副院は平均

で、制を欠失する.自や口町表現はな〈、 sーだけが表されている.!iIは高くてぬ踊は平ら、 A¥
孔は細畳〈大きい.Jjの下には十字の沈線が引かれ うなヒにはニ粂の也線が回っている.全

体に作りは粗〈‘所々に指紋が残っている.

211、遺跡下手町絡択に面Lた制面に位置する小林増巳氏司抽鑑小屋のところから、四年ほ
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府 a宮沢滋悌

大蛇に分割Lた物内大多量{志、 eと外盟問付着していた痕跡が無〈旺芽がみられて粒が比銭

的丸味を帯びている.

中粒に分額Lた物は大粒と大蓋ないが、九味を僻びているも的が多い.

小粒に分顕した物は、芭と外躍的付晴した物や痕跡的ある物がかなり多し現裂では1tLL
て鹿濃されて Lまう運命のものである.

喪中佐lこ分銀Lた物は、をと外世が付着していたり、その痕跡があっ、一方が尖って腔芽が

肉Hl1で阻別できない物を分顕した.比較的に畏細い感じ円するものである.

円粒に分顕した鞠は、やや不艶形で表面がぎらついた感じがする.実は、ニれとほとんど蛮

わらない炭化瞳子が28号住居祉から l.~.だけ尭見されている.それは、佳2.5 皿厚き3.0 ・

躍である.これらの陣む貸付犬と性質を示す瞳子J1、府内実ではないかと思われる.

きて、円粒を除〈炭化祖子町金剖11、肉阻でみて真中に窪み町線がある町で置であること

に典省をl央む余地はない.しかし品傾向同定には.全粒を確実に決定する段階に亙っていない.

ただ、大敏と中粒同大多量は小麦で、喪中姐と小粒町会与量位i立大聖とみなされることだけは織

かである.いずれ然るべき機会に、専門家町同定を叩~たいと考えている.

第五節 後期初頭の遺構と造物

遺構

曽利V期につづ〈後期制車内遺構は 遺跡内上手に位置する 7号小E穴である.東西 3m‘

南北が大きく出蝿っているが、底11船底状に細長〈、採さ50一回個、西側に段がつけられてい

る.ニ町穴は 中央剖を除いてlO<m余町厚さに軟質ロ ムが被さっていた.中には褐色土カ唯

繍L そ町中曜から酬と多く円土総片が出土し、弛に打製石場l.~と人頭大内哩 2 個ばかりを

伴った.まず墓療とみて間遣いないだろう.

ニの土機内南8mには平安時代町生活社(19号枇)が推定されるが その辺でも後期初頭の

遺物が臨めりれ、世則的遺構かと思Lき躍がローム而上に散荏Lていた(第157国).

遺物

石器

3191;: 1 号小畳穴 (~唆}から. 3田~詔3はそ四繭8m円辺一宇野から 酷期的土器片に伴っ

て出土したものである.
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後期初J繍

A 

，. 

車150図 JmJ!l:宮 7号小艶穴 ( 1 : 60) 

37911育灰色チャ ト製町有韮府枚石器で、韮町田端町 部に慣皮が残る.380. 381は石融.

前者Iま軒刃である o 382は磨り石.本面が眠り而をなL、才T痕がJI!合Lたような凹みを有す.

裏側は凸面状で傑の染みつきがみられる.担3は破抽玉である.

土器

土脅舎は.遺勝上手町 7号小竪穴(事衝)と、平安時代町生活祉(19号祉)町辺から出土した

ものである.

器.~!j探鉢が主である . 文樟1: 1のように低い随線で画し縄文聞と無文部に区分けしたもの

m 

め v 『、気F ノ 担

3白。 "" E ..四

第151図 E音波富 7号小竪穴はか出土の石器 (見 383:引

379: 7号小型E穴 語。-383;7号小笠穴の南方

319 チャート 380;砂岩 381 :ホルンフェルス 382，鱒石安山岩 383 : 指定抽
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附施日~怖

と 太いyλ線をV字形;，るいはU字形に引き、回された中に制文を克明するも町とがある. 2 

3 . 9 . 12町内明li府成れてザラつ〈が、韓じて悠やお1.11げなど町村端物はみられない.胎土

についてみると、近傍町相判遺跡出土町向則的も同は、靖、褐色町鉄分を含んど石粒を多量にil!

入Lているのを特置と Lているが、当遺跡的は匠石位を多〈含んだ胎土を特置とし.相速をみ

せている.色聞は、によい暗色町も町が多〈 続いて褐原色、に_.、u、N絢色町舶である.

塁審D
‘ 

。 10，・ 10 

第152図後期初頭町土器片 {見}

1-3，7-9，12; 7号小竪穴 4-6，10，11;平安時代の生活社
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]53岡町土器は.かれニれ 20-'!ニほど前に、ニれ

らの主総片ts:1ム地点より 15m<句い上ーTーの防入

れの渇か句揖聾されたも円である.内聞する口融

を有す僻目町内低い鉢である.外硬にu::t.i:よばれt撃

がべ。たりと付請し、文障が見え念いほどに合っ

ている.

晩胸i終'"

o 1St. 

部153凶保!Il J 出(%)

第六節 晩期終末の遺構と造物

遺構

遺跡円下手、中刷末的16号住居

止め西2mに位置する 1号小E火 λ& 

と同雄的，.面倒に機する 15号小E

民;が晩期1;;依町遺仰と目される.

1l1liは.市北1.9m車西1.Im町長

円形をした措鉢状的穴で、深さは

筑回近』、. )能土/~北繍J..S 11どが

褐色土.，街醐%は瓜色土だった.

'1'に/:'.111倒と鮎l&¥昔略的石l'i2 

3点が入っており、底近〈から晩

期末の土僻片が 1.~だけ出土 L た.

f象者は、南北2m班園田-90酬

のやはり畏円形をした穴で.だら

だらと描鉢状に掛り込まれ 信長さ

は66<同ある.穴町植に 4つばかり

の右と凹石が1個釘かれていたが

中には褐色土が地繍Lていたどけ

であった.

現方ともよ〈慨た形聾町穴であ

り.そ町樟守聞から機Lて甚指貫Fごと

思われる.時代町決め乎となる遺

A 

t 3・， 
車154図 J著渡直 1. 15号.J、里氏 /1 田}
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li!t古宮川 11跡

物がまニとに乏しいが、 16号雄町北側に接する中岡末的 l号住居枇町推土中からは.8東j仰の土

椴片が制と出土している.

造物

設期的土保{手、遺跡下手町 i号小盟穴から 1内出土したはか、中期的}号白眉祉の地土中か

句割と多〈出土L、遺跡:よ子町世利I式土器を主体とする遺物溜まり町中にも且出された.小

鮫Jlであるため.形を鵡い知ることは曲雑だが、被ねパケ Y形的深鉢であろう.ヲら41i浅鉢

になる閃かも知れない.

文捕は、回線文 (1. 2).枯土甜を貼付し両協をなぞるよヲに回線化Lている L町(3 

， ).粂古文(5 -21)などがある.条伎町付いた土器についてみると、世方向町 5-9 ，斜
位向10- 1 7 ，慣方向の18-21/~ どがあり、 14~' どは、竹管状工具町腹部を世偏にあて ジクザ

グ文を叩いている.条高文町土器は 総監が抗れてザラついている.色捌は、におい間色が世

'" 

劉 抗議dW1日閉
ざ尻書ヌ議iva燭絡協!?

吋 C"欝 U

U皐1警'f1!J重量l
沼 " o 

‘ 

車155図晩期終末町土器片 (見}

1: I号小型量穴 '-5 脅利I則の遺物市まり 6 -21; I号!Jtl健土



物遣~ 保

も多〈 続いてにぶい赤褐色、灰偽色町岨である.

;静

tころで同型式的主器".務択をf来んで対時する居平遺跡かりむ出土Lており、iJC:rt.される.

、

ニの地近{寿町龍畑遺跡 少L離れた大花遺跡かレコも出土Lている.

δ d
転認A
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l
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393; !1i) 

384 . 385 • 390;縁縁凝灰岩 386 油質東省 387 県阻石

坦8 チャート 389 . 392;篤石安山岩 391.鱒務 393 滑石

389 泊()> 揮1島石器唐波宮第156図



I;lr泌 .，".追跡

第七節採築造物

遺跡円上手、桂刷制~Iiや平安時代町i監物が揖呈 L た ill りは 畑lとあまつ1'.¥11，差内生い氷山ど

った.こ町一伎の水悶は掛遣政笹事車町中で畑地化されることと主') 袋三仁町砂動がむされた

わけである.そ町結保 水図的東南側でも多少町遺物が需IBした.土部/.'i!三井戸尻))[式と惇柄l

J切のLのJfLlf後Jl)J初頭までと柑広〈、 片I!け前l倒的問織a式も也的句れた.

そ向ヲt，‘ 384-389は石拙町一簡である.有斧3制11片mi側が檀せている.385は制作の刷部

会再生した石拙と自される.上下町山地ともつるつるするほと町制か生敵打而をなす.386 

387は;:n.石器.明信石製の387は両iMに喫差是をとどめる.388!孟背灰色チャート町石組.拍911
石っす.口元に目立て棋が著しい.

次に 390-393は小林増巳氏的所蔵品である.石斧390. 391と勾玉393は麿筏"/1{iii肺と向槻

遺跡的ちょ 7と嶋田辺町約出川に陶した料簡に位謝する回世かりuは Lた.石悼392!三氏円配
憧では.!I'J原遺掛町配石遺柵の尭感地市あた 'J町俗間側科目1でl!}たも的だというが.ニこでー

絡にあげてお <..390'39Jf芯宇L彬状石斧.3引は大型な伎作品であ') 折れている町がflfLま

れる.舷1>1面は眼な〈滋打均Lされ、片面町臨酷と嗣町刷酬には滋打凹みがLるされている.

なお 部分的に地色町染み付きが臨め均れる..392はいわゆる石伸.小形で;， ')、かきっと折

れている..fU画部には繁村町荻函と思しき小平J!!耐が鈍る..393!:1勾.3::i..滑石型均しい.大小

町切れ込みがい〈つカ加えられている.晩期l終末的も町に相違ない.尭児Lた町は!例制18年明

人'と L、ヲ.

第八節 平安時代の生活祉

漬構

'i'<i<時代町生活祉はニ価所てある.すでに述べた通り構造改響工司王により表土が削句れた遺

跡向上手では.~W~:松町大礎的融片や土師鴇向破片が散句!まっている地 t旦が目についた.この

辺は15crn厚的表土の下に20Cm弱肉縄色土層があり、次いで軟質ロームの鳩山に移るが、褐色土

層的半I~辺まで剛りと均れて L まっていた.それで殖された届位を尭損したところ、西北側{ニ

曹が散在L 東側にちょっとしたロ ムの土盛ワが見られ、ほかに浅い凹みが3情所みとめ句

れた.また東北側町敦賀ローム面は.50<:111岨てa畏さ8，5mにわたる附が踏み L的句れた帽に田

くなってJj1)、小直町跡と判断された.そ町中桂町端にかかうて、腐朽し去った鉄製品と思し
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底捜官温路

きもの何番電倒:が検出された.大きさli45叩 x20cm也、庫さ 3闘世庄である(図中嗣目で表示1.

LかL 平安醐同遺跡は須恵銭円大型的破片政省と鉄棒町小片が持られただけで.むL"後期

初頭ほかの土器片町方が目についた.

このように 住膳祉とするに且るi世柄は詑めえなかった町であるが、遺物のあっ方を考描L

て、一応こ同地点に平音則的生活枇(19号住居枇)を推定しておきたいと思う.ローム市上に

欣花する躍は、後期初醐町も向と且倣Lた方がよいだろヲ.また小迫状町遺構は時代不鮮とい

ヲはかない.

別な生活社l三、遺陣中はど町南東斜面的中腹に且出される.約聞に面Lた斜聞の比般的傾斜

がなる〈て康状を留めている場所を週ぴ、斜面に沿って蹴倒Lたところ、平安j聞の過柵に当た

った円である。ちょうど古IVIローム同地山が一段と務侍る線を山側町史として、ゴー切めに'1、石

を並べ 斜侮色土層向上簡をu，らLて床と Lている.盟側に捜する桂8白川1どの純聞に 3-5 

軍159図平安時代町須恵器 (括)
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築様向 1， ')方

.，.D事的焼土が残され、そ町傍句に大きな石が二つ置かれていた.焼土町直上から盈H町土師総

が出土Lた.他に、民忙したソパ同団子一位が検出された.限句れた間楠しか尭槻できなカっ

たが、住陪t止といヲよ q小屋崎と呼んだ古がし勺<1) Lそうな遺構てeある.ともあれ、 26号伎

居祉としてお(. 

遺 物

まな遺物Il 遺跡上手町生橘祉 ()9号紘)から出土Lた須恵器内大5置のー師である.

1と31l向 醐体と思われる.外i函には叩き目的E惑がはっきリと鈍ってお')，底部にj[いほ

ど111維になっている.開障にも口融に近い方iニ叩目ヵf;fj取される.内面は、桜状工具による柾

目のIit/H痕が残っていて、主体に凸凹している.色調は灰色.2も大型内 部であろう.紙状

工具による成形伎が由っている.色醐11)1{色.ニ町他、 ニiニ師鳩町界閃破片が敏占lli土Lている.

第九節集落のあり方

A皆様邑遺跡は 中j均11去半町曽判 I捌から V聞まで続いた車部社であることが匁1りれた.ただ

L. 111期には中断している句Lい.また 1期、 11M.N-V則ではそれぞれ地点を呉にLてい

る.ほかに 前川l向島浜並行拙同住居も知られた.以下、全体的図面 (78-81図)をみながら、

時刻毎円柑子を眺めてみよヲー

黒浜並行期

南東斜面向上端に等1111隔で並ゅ23-24.25号伎居である.向原遺跡に釘ける倣期的あワちに

比べると.かなっ冊子が途う.住居由形聾にも量鍵がみられ 3軒とも等し〈貯磁穴を有する.

向原遺跡よりは時期が少L新しいと居、われる.注目きれる町l主、心持ち新月陪同盟を陥くよう

な並びnである.ニ的ような並びは、原上 向原でみた町と金〈閉じである.加えて住居町摘1

闘は.坂上向 1. 2号や向原町 9. 6号、あるいは次にみるぽ概宮内20'21号など吋出をなす

住居のそれと金〈等しい.はるかに時代を間たっている町に 双nのあり方がぴたりと一致す

るのは極的て興味深いことと曾わねばならない.

曽平IJ 1 期

提備したのは18'号祉だけであるが.そ町南に22号祉の所在が知，.，れ、骸醐町住居t止である可

能性が強い.若しそヲな句 I~、両者は南北に前植する対偶関係におかれる.その向き.間隔と
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もに向原町9. 6号と金〈同等である.

曽手IJ Il 期

やはり尭lIllたのは 2軒だけであるが その20・21号住居が商蘭Lて並び瞳っている.その

間合いは坂上1. 2号と全〈閉じであり、向かつて左的住居が信統的な 5本柱を有L浬襲があ

ること、右同住居が4本伎であることも符合する.それに逆ではあるが、現方的位億円ずれ具

合も一致Lている.却号泣町東南には別的遺憎が噛んでいる様栂であり.いま少L周辺町状前

が削れないと確定できないが 21号と20号が対偶することは間違いないだろフ.そLて坂上ト

2号町場合と閉じ〈 信続的な家屋構造をもっ21号を主 20号を世とみるべきである.21号祉

に大量円縫物が集輔されたことも.これを傍証する.

なお、 20号町炉は繁ロに旗持時岩を鋸えている夜、および他町石町配置具合なども紙上?号

伎唐町炉とよ〈蹴る.しかL遺物町ところで触れたように、両住居同時期は坂上 向原よ9も

若干新Lいと目される.

曽手Ij III 期

ニ町時期 集落は中断Lているよヲだ.あるいは日号祉が融当するかとも思われるが、価証

がない.

曽手IJIV • V期

W嗣からV期へかけては、同一地!i.に融韓Lて袋詰が営まれた.調査Lた範囲では、住居t止

は台地内東南緯に沿って上下町二鮮に分かれている.こ町続きが西北側にど円ように展開する

町か吾かは判断が難Lい.上司群は北側に円置を描いてまわるよヲに見える.ともかく現状で

は20m余り町距般を必(.そこは絡択測にい〈ぷん窪まったところであ9、これとい勺た遺摘

が見られない.この夜、坂上遺跡的場合によく叫ている圃

それと害品に気付〈内は、時期的J4同にかかわらず、ほとんど町住居が南北方向に平行Lて

並んでいることである.この去もまた坂上と相慨する.

きて、管手lIlV期から V醐へと営まれた住居社務は、大雑把に冨ってW期が10・T余り V醐が
s軒ばかりで、不明なものも費支肺あるが そこになおも惜妙な時期蓋を考慮せざるをえない.
時期壁内判定自体むつかしいところであるが、それを踏まえながら、住居町並ザ方を検酎Lて

みよう.

住居の盤U方

111 まず下町群では、 l号がW初期 16 . 33. 2号がW捌米から V醐に属す.後円3軒i主総

舟い間合いを保ち.向原、9. 6号向ぞれにほぼ一致する.だが住居町揖睦は三者三樺で.出入
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ロの向きもまちまちである.ただ、 16'予と 2号は炉の賛口町石に直筆陣岩を充てている夜、一致

する.

1号と 16号は唖差をおいて按している.板上， . 5号や6. 7 i皆同場合と同じだ.そして、

入口町方向および立方向埋聾より判定される新聞豊から、 1号が先行LI6号が後で営まれたこ

とは間遭いない.おそら〈 両住居は家系上む迎接Lていると考えられる.

16号は、一回り大き 〈改築されて 4本肢から 6本会主になっている.古い伝統町橿活と宵勺て
.， 

よい.そLて蕗北町桂内手前には、向原9号位屈と金〈岡崎に熱唱石の叫が納められていた.

さらにさを意されるのは、炉町焚ロが入口欄にあらずLて左欄とな勺ていることである.そ内向

きは. 1号社町入口および炉の賢ロに暗合する.単なる偶黙ではな〈、両方に住んでいた家内向

きが反映されたものと検察すべきではなかろっか.この章、 33号住居が西南側を入口と Lてい

ることも大いに関係ありそうだ.

ニヲ Lてみると. 1号から16号へ町推移、 W期末からV捌には16号が宗家と呼ぶに相応Lぃ

絡式をもつことが納押されよう.器物町集績がみられたのも、ニ町家向性絡と無縁ではあるま

L、.

(2) 16号社町西方には V嗣の基祉があった.その状盟1;坂上町場合とかなり似ている.葺

撲の向急もふくめた世置関係や16号泣向性格から催して、こ町議は16号町家と繰りがあるよヲ

に思える.

13) っさに上町群では、 15号がW期初、 3'29.30 田 13. 6 . 7 . 8号i>'"刷、 5. 10 

号がW期末ー V聞に属す..III期に中断した後、最初に営まれた3底的一つが15号だと目される.

これの北側にぴたりと外検して築かれた 3号住居は、 15号と三E紬線をーにLている.まずは15

号から 3号へという問一家系の推移を者て取るべきだろう.後円3号が伏盟を有するのは、坂

上5. 4号町場合に相似する.15号祉は半分Lか残っていなか勺た町で昨細が知れないが、炉

の焚口が伺故か左手すなわち西欄となっていることが気にかかる.

(，) "期町3号と29号は緩好い間隔を保って、南北に並び建つ.そ円ずれ具合は下組の2

33号的関係と金〈同じである.換書すれば W期末-v胴町 2. 33号住居は 上手に付時する

3 .29号社内あり方をそっ〈 η下手に匠暁Lた也のと見倣し得る.それぞれ住居円規模なども

付応するよっだ.そヲするとやはり、 15号を介して 3号と29号は対偶関係で轄ばれていると考

えざるを得無い.ひいては 2. 33号も同僚である.

15) 13号と 6号も、同様に南北にずれて陣按する. 6号祉は大部分が未提揖だが、一回り大

き〈改築がなされた家と目され.漫裂を二つ有す.おそら(16号住居と似た性絡の家fごろヲ.

これまでと同棚 6号と 13号も家系を閉じくする連接関係にあると推される.この場合、土器

をみると、 6号の方が少し古手で13号町方が新Lい.従って 6号から13号へという勘きを想定

することヵeで?きる.
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161 ところで、なぜか13号もまた炉問左側 つまり西側を焚口として そこに石英攻』昌を充

てていたが 3号住居も焚目的石1<石英斑岩だった.ニ町場合、 3号同前身と考え句れる15号

円炉内賛ロが西剛であったことが思い返される.どつも 15号町家を介Lて3号と 13号も浅か

らぬ聞係に結ぼれているよヲに見える.

3号と 13号町阪総は 向原町 5. 3号佳居町それと等Lい.その聞に、 IVWI朱からV刈とみ

られる 5号住居が聾かれている.多少同時間置はあれ三者が並存Lうる間隔ではある.そL

て、住居円形状と鋭椴および炉辺町あり方が3号とよく叫る点、注意される.あるいは. 3号

からs号へ町推移が考えられよう.

(7) 14号と 7号もまた南北に外後L、さらに 7号と 8号が主軸線をーにするか向ように世蓋

で被する.そのまた北には 9号が陣後Lている.14号は時期不鮮だが‘ W期末-v朗とみてお

けば大過ない 7号と 8号はW期. 9号もはっきりしないが、 W則求-v則明句Lい.住居の
形睦と規棋は日号枇に近い.多少の時期韮はあれ、恰も市団子みたいに連接Lて伎居が官まれ

たわけである.ともか〈そこには‘南北 前後といヲ強い志向が闘いていると Lか萱け取りょ

うがない.それにこヲも並ばれると 住居相E的関係を云々すること自体が成り立たなくなっ

てLまヲ.さらには10. 11. 12号と込み合ってお η.現状では量産穫できない.

なお 14号住居も炉問焚口は左冊らLいから、 13号と町並存関係が考えられる.間隔も程好

u、.

181 30号と28号1<、東西に亜躍する.30号が先で28号が後で常まれた.きしてEくないー続

き同時間的淀れの中で、全〈素姓を別にする者が先住者向住居を切り取って新しい家屋を築〈

とは 心情的にも考えにくい.30号から28号へ 同一家系的生活が推移したものとみる町が最

も自然であろヲ.

担方とも小型で規模も等Lいが 後者ではs本柱内伝統が祖活している.これは16号伎居に

おける新旧改築町場合にi以ている.Hl:置や状況に蓋はあれ、住町傍に小型深鉢が伏せられてい

た占も 16号祉に U~る.それに、炉内焚口が南西側らしいことも 16号町場合に晴合する.剰え

16号祉に近凪uこ雲母物的集繍状祝もみられた.なJ;、却号の炉内焚ロも左手西側である亜然性
が高い.

(9) 31. 32号は 通常同住居でない特殊な小屋である.その関係!日o. 28号枇のあっ方と全

〈同じで、 31号から32号へ町推移が考えられる.相E町位置も近いので.30.28号住居と31

32号町小屋と町聞には何らかの主従関係があって、そ的権絡をE映Lたも町と思われる.

以上、一通りながめてきた.どのみち西北倒的繍子が明らかでない現荻では.確と鏑めない.

それでも.南北前後に並び対偶あるいは連接的関係を 6例みた.そ向うち、外捜し合う家屋同

士が同時並存するはずはないから、土器型式の掴かな新旧差によって. 方から他方への移転

を想定Lた.一続き町時町流れ町中で、~姓を異にする第三者がそうした場所に也居を新築す

206 



集認のあり方

るとi本思えないからである.

桂好い問隅をi*って南北に前後する家同士li、坂上 向原 唐波宮と既に見てきた曽利11聞

の場合に倣い.家系上町対偶関係にあるものと措定Lた.対向片方が埋Z震をもっといヲ師向も

畳け継がれてい〈ょうだ.LかL、それが具体的にど町ょう合間柄な円かは‘別に考第されね

ばならない.

東西左右町並びについては、すっきりとは提ぇ雌ぃ.ただ住居や炉円形盤的閉山性か句進制

約に推すと. 3 . ( 5 ) . 13 . 14 . 9号が程針い間隔でとり出せようか。 3号と 13号、 14号と 9

号の距離はそれぞれ向原町5号と 3号 3号と 6，苦肉それに一致する.そして明らかに三日月

形の彊を描<.各々向先がき均に延びて環をなす円か否か、甚だ興味を1奪う.

斜面寄りの小型住居

ところで、全体としていまひとつ注目される町は、南東斜面寄り的状挫である.33号 四号

30号 28号など最も南側に位置する住居は、ー揮に小さい.その〈せ、絵は伝統的な5本配置

を昼守Lている.そLて 334号は床に小石を離さつめ、 29号は住属外措に石粧を伴い、 30.28

号は入ロ側内縁に石を遡L、屋外西側は哩の原となっていた.30.28号町臨'Jには、一層小型

で浅い監穴小.lM31.32号が並」、.こ町小屋が30. 28号住居と主従町関係にあるらLいことは先

にみた通りである.

住居円規模や古式な住配置から思い浮かべる町は、なにか隠居屋風な性格である. 方、石

般からは祭配的な雰囲気が睦じられる.33号内町教石や29号に伴う石敷は.曹の掴矧と大きさ

や般き方など、上手町荷東斜面に築かれた敏石地上陸と共通する市をもっている.臨居Lた甚

老と配')第とは結び錐いことではない.しかし、遺物向上でこれら町住居を性絡づけするよう

なも円は特に見当たらない.ともかく、これら南東軒面にかかる 併は通常な住居娘とは異な

っており、甚大な立石を伴った31号泣東方町土器溜まりを桂て、敷石地上陸町祭配渇へと至る.

そこでLまいに、上手町南東斜面に移ってみよう.道路より西北側に伎唐群がどう塵聞Lて

いるのか障子が全〈知れないが、絡択に蝿〈斜面上端の特殊な樟躍が下手からずっと断続して

来ている ζとは、凝ヲ余地もない.1V醐でも古手町27号住居はやはり小型であり、なぜか柱穴

が見当たらなかった.この家町場合は、花陶器内玉石が一対と造中で折れた角住石が床上に処

されていたから、多分に信仰的な要索がある.他に炉内に探鉢が残置されていたこと、掌一再

分の黒曜石制片町一括出土などやや特典であるL、爆褒に唐箪文系土器を充てているニとも間

外に属す.

基と祭喝

27号向車棚上手には、阿か独立Lた概柱が越ち、棋元に石柱を伴ヲ.あるいは曽利 I刷のも

のかも Lれないが.肢醐とも見倣L得る.こ町辺りには.10号 8号 13号など甚療が点在す

る.最近発描Lた居平遺跡的益事境群に照らLて、少なくともこの三つの小笠穴が基であること
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は附1遣いない.一方.ニの綬きをさらに上手にたどってゆくと.それも事祉と目される塵外浬

曹の征軍に遣するのである.

そうして ここには敷石池上桂肉祭肥揚が官まれている.そ円東方には曜と遺物が骨子状に散

布し 酉方にはやはり遺物を伴う配石があって 住居肉入口にあるのと同槽((埋裂も見い出さ

れた.相E町位置聞係からLて、各々{玄関係し合うものと密取される.後二者における土器"

11利川式を主体とL、これらの聞に也置する石岡小畳穴から出土Lた土絡にも 1II式が且幽され

た. Lたがって、先ず後二者が祭減を界するごと〈左右に対時Lて宮まれ ひき続いて石般と

石間小竪穴と土壇とから成る特異な務場が築かれ、 W期V瑚へ継続されたものと鍛終されよう.

この祭配犠町性絡の検酎は.後円考察踊にまわそヲ.いずれにしても こ円斜面がそっした

肥りの湯あるいは葺所や物送。町場として、ひとつの聖媛をなLていたニとは確かである.そ

Lて、 27号住居の主が軒場を守り、務配的執行に聞与Lていたであろヲことは、答品に想像さ

れるところである.それにもう一夜、渡宜される町は こ肉祭場町営みが1II期末醐まで遡ると

いヲことである.これまた特異な絵町描かれた大形深鉢を用いた屋外埋議も.時期を同じく L

ている.そうすると、少なくとも1II則後半に属する住居祉が二三軒はあ勺てもよさそ?な気

がする.今後向調査に侠ちたいと思う.

最後につけ加えると、こ同地白，.台地縁斜面炉開へ張り出Lて、対緑町居平遺跡へ町絡好な

認定河点とな勺ている所である.そして磁石地上絵司祭託場町真向かいは、ちょうど湾状も L< 

li入江状的畠地主なっている.こうした点も祭場町性格と無縁ではなさそうだ.いったい敷石

地上位じたい、対岸町居平町側から見るよヲに出来ているとすら恩われるのである.両遺跡の

関連が+分に考置されるべきであろう.

2Q8 

註

この字名"、江戸末から明治初め村固に rとHどのみやJ と平仮名で配されている.i健

字を当てるならば、「蹴殿富」が正しいかもしれない.頭殿とは 村々にあって諏防大祉

の祭事に務仕する侵のことである.

このへん界隈でU正月七日の酬にー家の主婦が、 rとおどのとりと いなかのとりと

けんかをしたら いなカのとりが と芯どのとゆにまけて ほっぼほっ日J と宵って七

草慨をか急まわした.この風習は槻閉まで行われていたが.戦後すたれてしまった.因み

に、その融かさ仰は後5園内外 憂き2加位のヌリデけナギの木を""¥手元だけ残し

て皮を削')先の方 〈らいを悶つ割りにして、そこに因子を挟んだものである.この一

対の械はとって釘いて、五月、衡問の水口に立てた.



第五章 居 平 遺跡

第一節遺跡と遺構

遺跡

百平遺跡lま3t緑町山町西南側につづくなあ時岸田尾拙上に立地し、吋雌町話量音遺跡と
韮行Lている.そ町長さは300mほどで、絡間醐から入る湾状も L< 1;入江状円寵地が上手と

下手町二薗所にある.昭和38年内発蝿地官1;遺跡町下手町繍に当たり、曽和JII期的 1，4号住

居1Ilと曽，'Jv捌町3'苦住居社および問則的屋外遺械を調査Lたほか 3号泣向上面では晩期末

の生活祉も認められた.

とんで昭和48年、尾根臨を通る道路町改良工事が行われ 遺跡的上手側で4軒町住居祉(5 

-8号)と二つの小E穴町所在が姐れた.そ Lて今回、農免道工事に伴って割牽したのは.遺

跡の上手町織である.ここは尾板町西斜面が絡択へ張。)出す一方、間から湾問ように畠地が入

ってきており、対障問唐様富遺跡と同住釆が寄晶にできる場所である.遺跡丹東南冊は楓割り

になっている.尭掘の結栄、曽利W期的住居祉6軒(9 -14号)と小竪穴4基が明らかとなっ

た.先の道路工事同時にあらわれた住居紘も曽和iJN 'V朗のものであったから、本遺跡円主要

な時期は自ずと知られよう.(第160，161図}

遺構

第6号住居士止

住居東南冊町一部を間査した円みで、大部分は未尭織である.住居祉の円寄りには民混じり

の硬い県縄色土が地検L、その上面から住居雄一騎分に相当する量的土器片がまとまって出土

Lた.瞥手IIIV式を主体と Lて V式をまじえ、 11式もわずか認められる.佳居円埋没後に 揺

鮫棄されたものらしい.これに対L、住居的地土中や床商上か均は採るに足る日どの遺骨が出

なかった円で、本社町時期は不詳である固

第8-号住居""

道路司法面に炉祉を明る断面があらわれた.出土Lた土器片からみて、曽利V期内住居と車、

われる.
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問平遺跡

プ @σ 一切

』巳 比

U 1: 1M 

民誕り問削色111.1 ill拠色h作1

t 3田

革162図居平6号住居.tI1: (1: 60) 

第 7号住居祉

やはりえ戸祉を切る断面が汐敷町床縄両にあらわれた。径 1m余の大きな小竪穴が註けられて

いるが、本祉に属すもめだろっか.出土土器片からみて、曽利lV1111末からV期にかかる唱の住

居と思われる。

また本祉の下手と上手で、それぞれー箇所内小竪穴(1， 2号)の断面がみられた。 'J法は

やや呉なるが、どちらもローム粒と若干の木炭粒をまじえた褐色土が詰まっていた.

~ιーー

てFl通~
hι ι 

ア

O 
L 

3田

第163凶居平8号住居祉 (1: 60) 

~ 

勝仇 j:Ifol 

岡崎色IlLI
、l
、ローム小出と俊粒まじり偽色雌土

民とローム勉まじゅ保持;色'[jニ

" " n 土~
~ 

艇とロー腕刷 J日
第164図 居平7号住居士止および 1，2号小竪穴 (J : 60) 
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ts165凶居平947住居枇および3号小強大 ( 1 : (0) 

第 9号住居危t

5号祉町西へ7m雄れた 湾状斜面向上位向織に営まれている.長径3.4m置径2.8mの畏同

形をなすが 谷倒的床は流失LてLまっている.山倒的掘込みはロ ム面下4Ocn:である.柱穴

は検出きれなかった.炉は住居円形と典なって南北向きに築いてある.板状町石を箱形に組み、

石町面を合わせるために小石を宣っていた.炉底はよ〈焼けている.

炉問手前には表面が凸凹した括状の石と凹石が2個 (1 . 2)、意味あり気に並べ置かれて

いた.また、東南町床に完形町小型深鉢(7)が転がっていた.他に出土遺骨はさほど多〈な

い.土器1;曽和IIV刷末からV期に属す.

ところで本社内東壁に後しては、桂6O-7Ocm町穴(3号小竪穴)が鳴られている.さ Lて深

〈はない.形状からみて貯蔵穴だろうか.黒褐色土が絵ま勺ていた.

第s号住居""
t脅枝問種地斜面丹頂部に世置Lている.炉祉を中 bとLた住居町内側を間査Lただけで、外

1;未尭掘である.本社は途中で建て管えられたら l<、新旧二つ町炉祉が見出された.旧い炉

"'1ま新Lぃ炉内奥寄っにあり 100m厚にロ ムを貼って埋めている.新Lい炉も炉石は外され、

左手町縁に沿ってそれらLき石が放置されている.その聞に、陽植状をLた安山岩向転石が績

たわっていた.炉問右手の棋はi受〈凹んで焼け、床上にはυび飢れたえ戸石が残されていた.住

居の奥壁を破るようにして盟款問犬が世けられているが、これには固い縄色土がつまっていた.
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e 〈ト

日

出 l

央~
t 3・
第166図居平5号住居祉(1 曲}

その一隅に柱穴がある.

遺物は少な〈ない.土鍔は曽利W式でも新しい方に属す.

第11号住居士止

10-14号の 5軒町住居祉は遺跡上手町錨に也置し、互いに按L合っている.いずれも曽利W

期的時間帽のなかで営まれたものである.

本祉の半分は道路によって損なわれているが、 10号祉と同躍庄内大きさ町住居である.床"

監〈、桂は 4本と推される.箱形町炉は深〈、底は厚〈後けている.炉石は抜き去られ、焚口

付近にー部残欠がみられるだけである.lかし、炉向上座の縁には板状的小型が般かれ、炉石

ほど町厚板状町石が置かれていた.炉に伴う祭壇とみられるものである.

炉包上町右手には 床面から少々浮いて遺物が集中しており 土絡の量が割と多かった.

第10号住居地

長径4.5m短桂3.9mの畏円形住居で、南西向きに築かれている.床はローム面下10個足らず

と埠〈、軟弱である.柱は 4本らしい.入口左手町住穴町内側に漫聾(10)が見出むされた.炉

石は外され、うち2枚が炉内上面に伏せられていた.遺骨は僅かしかない.

第12号住居先止

10号右上町後ろに位置する長円形住居である. J~号よりー田り大き〈長径が5.7m 、短佳が4 .6
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遺 m

mある.位'"本で壁際に配されているが、入口左側町位穴だけ寸法が小さい.入目的壁に

様して炉石大内石が置かれ、その内替りの床上に凹石 (50)と乳棉状石斧 (55)が陸陽一吋を

なすごと〈並んでいた.また右手にも、これらと間違するような石が二つ添えられており、片

方は打ち祈られた角柱状内線時岩の先織だった.

炉u三方に角柱状向転石を組んでいるがいずれも火然でひび割れている.左辺のものと思L

き石は外され炉内中と手前向床上とに離されてあ勺た.残る一辺町石は見当たらなL‘・奥畑に

は鱒緑岩を充てている.その右角にはず L')と置い花筒E妊治的玉石が侃え句れ 凹石2悩 (51

52)を伴っていた.こ町石円 前は平坦で、打伎のよヲなあばた状的眠時がIl!-められる.対を

なす凹石といえば、住唐町奥側左手町位

穴の縁にも二個ならんだ凹石 (53-54)

が置かれていた.酋北町壁際には桶形町

穴がEけられ、上部に平石が入っていた.

だがこの住居に高すのか疑わしい.

遺物は凹石町ほかに堆積岩期的石片町

出土が目立った.土器は少なく、曽利W

式末から V式にかかるも町である.

な必本社町埋没場所は、知的現地表面

が淘幽よりも幾分温かった.

第13号住居祉

住居町西北半分は道路により失われて

いるが、世 5mほど円規槙である.遺構

の状睦は些か盟挫で、少なくとも前後二

由の営みがIl!_められた.

まず、本社円増土は固い褐色土で、こ

れを除〈と、東南町側壁と柱穴との聞に

横転Lた的手土器 (24)と二つに折れた

日

@ 

首

車167図居平11号住居枇(1 : 6叫

長大な乳棒荻石斧 (89)、それに大きさの割にずっ LりとEい安山岩町玉石 (91)があらわれた.

二日ほど経て楠盆すると、こ的玉石と盟との聞にもフ一本、札機状石斧 (90)が横たわってい

た.これらの遺骨はロ ム面下31'"前後.ロームと縄色土とが相半ばして斑をなす床面上にあ

り 的手土棒と畳大な石斧町刃部はやや浮いていた.なお、柱穴町下部には良質円黒噛石片が

3鍋入っていた.

住居丹南町壁を慢すようにLて箆状の穴が監けられている.こ町穴は後に埋めたてられた槙

織で.穴向上から石越 (79)が出土Lている.果たLてこ町住居;に属す穴だろヲか.周捕時は、
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居予泡陣

日を絞るにLたがいだんだん明らかになった.

きて一方、南側の床面には埋幾 (20)が時を町ぞかせ 周りには土器片や石器も散見された.

ところが、ニれの内聞に奮後Lた床面下 4，.ほどに別な埋聾 (21lがあらわれ さらにこれら

の左に接した床面下180m同世置にも理複 (22)が世けられていた.前二者はそれぞれ底をIJ<い

た深鉢と両耳援で、三番目的は深鉢町口縁部を伏せてある.三つの埋裂はひとつながりの穴に

坦監されているが、周りに克視された土は各々ことなっていた。すなわち検出願にみると、晴

縄色之、ローム、ロ ム小ぬまじり暗褐色土という具合であった.ロ縁部を伏せた埋演の個所

は、ロ縁から届ままで聞があり、暗褐色土がつま勺ていた.そ Lて、これより西側へ、偽色土で

湿めたてられた幅広町深い帯電が延びていることが判明Lた.形状 採さからみて、こ町溝状の

擬込みと綾褒町穴は、当初ひとつ町ものだったと祭せられる.旧い住居町周溝と見倣すべきだ

ろう.埋聾丹新l自の嗣l立、ロ縁を伏せたもの。両耳現!深鉢と、検出醐円逆にみて珪L支えな

いだろう.前一者が旧い伎居、後二者が新Lい伎居に属すと判断される.な結、三つのヲ色調

3可愛について中に詰まっている土町断面をみると 録盟に後Lた外側にローム質問明褐色土以

内側内芯闘に鼎褐色土が溜ま勺ていた固

最後に ロ ムと褐色土と町斑な床面を削ると IOcn:はどで安定的なローム町床面に連L

た.梅革当初の旧い住居町床である.

炉IIIは道路にかかってわずかに縁が礎Eされたにすさない.側盟は東側だけで、南町入口慨

は立ち上がりがはっきりせず、奥盟側は14号祉が重祖Lている.

遺物は、雄被と的手土器のほか土器は少な〈、石器もさ Lて多くなかった.

第14号住居並

13号社町奥盟を掠めて営まれた.同じ曽利W期的住居で、やはり 3価向型穫を有する.西1:

半分は道路で失われているが、世3.1mほとの大きさである.ローム面下35佃前後と深〈 推

土は鼻補色土だった.床li堅〈、柱穴!ま4個所らLぃ.東南慨に周溝がまわり、 その中に型複

(27)が殴置されていた.中央国務りの床は地床炉問ように焼けている.

南町入口情的床面直下には、ニつの埋聾 (25. 26)が密接Lて見い出された.前後関係l'必

ずLも定かでないが、内冊町方が先行Lたようであり l，m厚はど町ローム董が認められた.

両者は深い穴に狸般されており、内冊のぞれの周。にはロームが、外倒的それ町田りにはロー

ム小塊まじりの燥褐色土が克視されていた.そして、ニつ内定E裂の尻から穴の底まではローム

小塊まじりの織縄色土が地繍していた.どうもこ町穴自体は13号枕に属するもののよヲである.

それを二次的に利用Lたのだろヲが.埋訟のL方も13号社町場合と酷似Lていることが注意を

引く.

遺物は埋襲以外わずかだった.

なお 13 . 14号両祉の前後関係は確とは徳めなかった. LかL、14号祉同組理のあり方やそ
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遺物

の個所における13号祉の劇溝町状盟から維Lて 13号社内方が先 14号祉が後と判断される.

小!! " 
13号住居祉の東南町屋外には、笹800m務長さ3Ocml1と町小E穴が吋をなすよヲにLて韮んでい

る.片方(4号小竪穴)町穴向上部は、 lO<m弱町厚さ町焼土を主体と Lた層が組っていた.炭

g立も多〈 炭化Lた胡侠般が検出された.それ以下はローム粒まじり間縄色土で、底より少L

浮いて曽和JIV式内定形深鉢(I1)が横たわっていた.少L様躍は拠なるが、向原遺跡でも叫た

よヲな同がみられたことが思い出される.探鉢には褐色土がつまっていたが、その芯町拳大く

らいの鰐分に娘二仁塊が集中していた.

もヲー方(5号)の穴は黒褐色土が溜まっていただけで、特に見るべき去はない.

14号住居祉よ 'J上手剛については、最小限度の試彼掃を世けて遺構町傑査を行ったが、14号

祉の北東26m的地4に小竪穴が見いよ臼されただけである.それは径曲，m採さ4O<m円穴(6号小

E穴)で、意外にも斬直式内土器片が一点出土Lた.

第二節遺 物

石器

9 .事住居祉 1 -10 

1 -6は凹石 曜り石町厭であると 2は 吋をなして炉内手前に並べ置かれていた.ど

ららも火熱を畳けているらしく、部分的に煤町付着療がみられる.また、現方とも片岡が庖ら

れて幽爾をなす.3は、片面が石飴形を呈するきれいな躍り石.両側"切り取ったような面を

なすが それは本来的盛り簡と周織を侵して細か〈離打ならしされたものである. 4は炉問桔

め石となっていたも円.片面が亀町昭雄形を呈L、それも全体に紐れて庖りこまれている.や

はり本来町磨り面を食って、側縁が離打きれている.膚には偽色および庇白色をした向か有機

賢状町こびりつきがある. 6は転石町ままで盤形されていない.反対面に浅い打飯田みがある.

7は半分に折れた哩石器.両面ともやや膚荒れLているが 側面は転石のままの膚を保つ.

8 !.if，両荒れ気味町小さな河原石であるが、理石緑町剖割に入ろう. 9 I玄、典型的な直線刃半月

影石庖丁である.背に喫の表皮を残し 蔚平円型打倒技法に特有な衝摩点的確砕を顕著にみる

ことができる.刃緑町半分舗は摩耗Lて心持ち引込み、水平押切法的作業主面に当たる左図同

左側刃縁には滑句かな感触がある.製作技法ならびに収傾具と Lての機能を暗取するに申し分

の主い佳作品である. これの石村は白っぽい唖砂岩で、実習量川すじのものと思われる.10は融

制な使用痕町ある剣j片.
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前170図居平 9， 5号世居祉tl'.土町石器 (同)

}-10; 9号祉 11-17; 5号祉

1 . 2 • 4 . 5:鎌石安山浩 3 . 6 輝石角閃石安山治 7 鱒緑岩

8 . 13:粘板岩質砂岩 9・1l-IS'17;磁砂老若 10 . 16; J県曜石 12 . 14;帖板岩
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第171図居平ll，10， 14号住居祉出土町石器 {泊)

18-34: 11号祉 35-40; 10号祉 41-47.14号祉

18， 41 スレート 19 . 21 ホルンフェルス化結板岩 20.23 砂治

22 . 44;硬砂岩 24.頁治 25 録揖岩 26-34' 38-40， 46' 47:県陪石

35 ;ホルノフェルス 36'37'42'43:粕級岩 崎銅石安山岩
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5号住居枇 11-17 

11 . 12は石鍬である。 11は片面に喫表庄を有すo 13-15は石庖丁と呼λには不出来な刃器で

13は片面、 15は背から片簡が表皮となっている.16は片側lへ細制維痕のある制片。 171立、きれ

いにaきられた唖砂岩町丸石である.
11号住居枇 18-34 

18は片面が唖表皮肉石鍬.19は一端側向上下に浅い扶りをもっ.石鎌と石庖丁町合の子のよ

うな形態である.片面は表皮のままら L'、.20も片而表皮らしい石庖了。 21は小型な刃器.22 

li、開平円礁打劃技法円fJj~接府破砕をとどめる片商表皮肉石片である.同殴とはほ同等め大き

さで、時辺に使用内跡が認めりれる。祖割りの石片23も、組い両辺に使用痕跡を毘める.同じ

く 24 も 一辺に小;~J離がみ均れる。 25は縦桔岩の河原理で、左側緑から田端にかけて細かく敵打

つぶれしている"26-33は いずれも側蹄に微細な制離痕円ある!，I~nM石円相l片石器である. 3' 

は石銭e

10号住居祉 35-40 

35は石鍬ら Lぃ036'37は不定形な刃器だが、 36は本面を紘に当てて持つと存外しっくり L

て収植具町周をなす.38は刃こぽれのある制片.39は錐と思L( . 40は描.

14号位屠祉 41-47 

41は石庖Tと目され、片面の半分に聴皮を残す。 42はやや不修好だが鋭い刃織をもっ.43川

直接打繁による粘板岩町縦長石片。 44は硬砂岩内哩右鰐である.各国に打痕の集中がみられ

上端にはやや粗い打欠きが加えられている。 45は凹石o 46.47は微細な刃こぼれ痕のある制片

石務。

12号住居枇 48-63 

48-54は~I) 石 田石.48の片側はよく陪られて見事な凸面をなし、他面は主体に堕状の石

基腐をしている。切り取ったような両側面は、本来的Jl!'1商ないL周揖を食い侵して敵打均L

されている.前にみた 3と同様であり、その形状 大きさともに向除、遺跡内98に蹴る o 491:t.四

面とも二つの凹穴をもっ。 5叫玄、住居入口町床上に55の石斧と陸陥ー対をなLて正べ置かれて

いたもので、本面が上になっていた。両面ともよく磨られ、両側は本来的緑が鼓亨T産形されて

いる。一部に有峻賀状あるいは灰状のものが暗究者する。 51. 52と53'54は、それぞれ炉の緑と

柱穴町緑に並べてあった.51は こ円近辺町池山に包含されている赤茶色町表面をした礎に

凹穴を三つ付けてある。そ内部分だけ原色町石基が露わとなっている。 53は片側が諮った陰り

商をなし、 54も48に組た躍り面を呈す。 54町 側は明らかに本来町周措が蛮形され、対するー

醐も本来町時を融打演しして巾広〈変えてある E

55は乳棒状石斧.刃部側は両面とも同樺に殺がれ、端部以磁打演しLてある。そして胴腹の

両面および側面には打痕が加えられている。なお 、 刃部寄りの片面~Iに黒っぽい煤状の染みつ
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51.単斜婿石斜方錫石角間石安山岩

57 花肉質砂岩ホルンフェルス

遺物

O 

" 

48-50， 52-54;輝石安山岩

田嫁岩 56 花尚質砂岩

58:ホル〆フェルスイヒ砂岩 59・60;粘板岩 61 硬砂岩 62 . 63，県昭石

22'1 



府 '1" 温裕

きがみられる.56'57は礎石株， 56町下而は少し綱策れするが、両側はすら勺と Lた天然のiii

で上倒的峻は融打検Lされ摩粍Lている.左右の峻にも打欠きないL敵打がいくらか且られ

田端も打欠かれている， 57は全体に風化しているが、左側耐町みがてらっとした表皮を保符L

ている.

58はやや分厚い小型石鍬であり、折損Lた59!i綴彫鍬と推される， 60は大きめな刃椋 6U;t

背から 1'，而側に樫衰をおく紡鱗形:r:iJ包丁である.本社からは他iこ12出ほど町有片が出1したが

打製石総と認定できるものはこれだけである， 62は肌身長な制片に加工Lているが鎌町小途敏

楽品だろうか，63は 片側に自然而を残す黒曜石町小石伎である.

13号住居雄 臼-91

64-72li有lfiTおよび不定形な刃慌の実lio64は直線刃半月形石庖丁向上件品であるが一喝

澗を欠くのが惜しまれる o 65 . 661;l:形状が鐙わないも町内、耐用痕跡的臨められる耳線'"一陣

に鋭〈、収砲兵の鍵唱に入れうる，66の片側は平らな喫表面である.同ヒ〈鋭い刃桔を有す67

Ij、小さな問嘆から割取った片面表皮肉貝酷技石片， 68も片面が哩表.一側舗にやや摩滅Lた

快つがあり、対する鋼も何気な('"戸状に引っ込んでいる，そこで図的反対面を掌町側にLて、

それぞれに小指と人韮指をあてて侠み持ち、背に中指と薬指をおき、 m桁を刃部に当てると、
檀鏑具と LてL勺〈りする.次に69-72は、単なる石片とも畳けとりかねない不定形念ものど

が、いずれも縁辺に使用的形跡が寝われる， 70は片面が哩表ら L(、71も宵から片側が脅威而.

73 . 74は凹石，75は、銀揖岩向転石に浅い打痕ヵ0"えられている.石質問通いさえなければ

凹石と呼ぶにやぶさかでないo 76-78は因子状町丸石である， 77は鉄色町催眠におおわれた地

山製 78も表面が茶色町軽い小石， 79は礎石器内s(と目されるが、平坦酬にはとったてて使期

的跡がEめられない.その跡内部分は酎打鐙形されており、 lUj面には打痕状凹みが散見され

る， 80は小型な哩石器.両町側面から先端は、上下町巾広な天黙薗を攻めるよヲに細か〈膚荒

れないし摩耗している o 81-88は微細な使用制離伎がみられる県柑石刺片.なお 他にも削届

石町小片が片手一杯分ある.

さて89-91は、住居東南に必いて的手土器を加えて一組をなLていた遺物である.まず、長

大な乳機状石斧89は畏さ30.3刷、上質問淡韓色町鰍岩製である.刃先は 部を残Lて冊散命、検

Lてある.刃部近〈町臨面はきれいに仕上げられているが、他は総身に研熔痕が残り、仕上げ

町研さが十分に尽くされていない.由緒には繁村内聴而がそのまま探られているよっだ.この

よっに長大な斧が実用のものとは.~.われない.或る揃戚を象置する神器とみるべきだろヲ ， 11 

下半で折れていることや刃検Lされていることも、そうした性格と無聞係であるまい.

ところでー尺級の乳棒状石斧の類聞は、茅野和悶遺跡町東地区9号住居祉から出土Lている.

畏き30.2cm町完形品である.井戸尻I式期のもので 本例より古い。鮮細は知れないが報文に

よれば、長さ20<0'の別な乳棒状石斧とセ γ トで繭控上からと白土したというから、その状祝も相
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“69'71.72 帖板治 65 . 70 枯板縫ホルノフェルス 66 . 80 硬砂岩

67;スレ ト 68;砂営貿枯板治ホルノフェルス 73.74.76 輝石安山岩 75;輝総宕

77 . 78:単科斜方蝋石角問石安山岩 79 鱒石角問石安山岩 81-甜県曜石

居平13号世居社出土の石器車173図

い通ずるところがあり、興味がもたれる.

っさに90も、良質な議揖色輝岩製の乳締状石斧.前者ともども天竜川すじ町石村と里、われる.

片方の阻面はなぜか円形に蔽打され、一庄むかれている.それでこ町箇所は他より自つぼ〈新

223 



底 f 途悌

山 局

" 

" 

。

" 

15t. 

" 

s 

物 " 
到 後多

第174図居平13号世居祉出土町石器 U~ 91:)..6) 

89 • 90 線省 91; .. 尊信安山岩
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鮮な感じがする。先にみた55もそうであるが、札機状石斧肉眼函に二次的な融打伎を Lるすこ

とは珍L<ない。それでもこのように派手な闘は知らない.祭するにニ町場合、 89町刃摘しに

対応するょっな意味をもつらLぃ.

911ま 盛35cm~~円安山岩内玉石であるが体械的酬にとても盟い.布図的ような状挫で出土

したが左右に図示Lた位置で微妙なJK，しを保って平面上に立つ.注目されるのは 天然の形

に少L手を加えて検篠形町聞を磨り出している有である.玉石全体的縄色味を帯びた表度内色

調に較べ、その面と周岡町時だけは新鮮なJI"色町右越臓が蕗わとなっている.こ町形状、雰囲

気から直ちに連想されるのは、米魁にみる旺をおいてないだろう .寵姫時に姐当者向武藤が

『こりゃあ 種子神機だJ と称Lた所以である.

6号住居祉 92-1曲

92を除いては地土円上面から畠土した石器である o 92-97は凹石 峰。)石。 92は反対側にも

二つの凹みがあり、組褐色町土のようなものが残菊Lて蒔ちない.93は右側内斜面がiきれいに

磨られている.94は左面町半身が亀町甲雄状、右而が平坦な磨り面をなす.そして左右両面的

左上倒縁はそれぞれの邸り面を食って酷打され、ちょっと Lた斜面を形づくっている o 95-97 

は いずれも貧土色ないL茶色町表痴をした地山産向白熱礁に凹みをつけただけのものである.

なお93円安面も土色を呈す.98は奇襲石器.56とよく似ており、最も巾広で平らな底面が珊荒れ

L 、他の左右面はするりと Lた天鼎の状態を保つ.三つ町楼ないし冊も膚予定れしたつ多少の打

ち欠きが加えれている o 991.1:分厚めな刃器o 1001;1小型な鍬ら Lい.

7， 8号盆居会止 101，102-103 

101は石庖To 102.103は凹石..103は庄対面に浅い凹みが二つあり 全体に賀色いロ ムが

付着するほか、黒猿色に煤けた部分もみられる.

採集遺物 104-111 

104-108は、 48年同道路改良町折、 6号住居急上町南につづく表土町直下からー箔出土したも

のである.土器の量も多〈 住居壮一軒分に相当する遺物があった.置滑に伴うも町ではな〈、

いつの頃か揖り出きれて畑町醇にまとめられたも町町よヲだった.

10似ま片面蚤庄内右庖丁である.やや不聾形だが、刃線町表裏には明らかな1#粍が残されて

いる.ことに表皮i剛が箸Lぃ.刃総が段差をなす占も注意される.また向かいの桝辺にも手撮

れ痕と且Lき摩滅が臨められる..105も小型な石庖丁で、分厚い106は刃器の掴.107は本面備

が躍。耐をなす躍り石.1聞は褐色町彼岐を有す天然曹の三面に阻みをつけた岨形凹石である.

つぎに、 109-ll1は10-14号右上あたりで表面採集Lたものである..109は石鍬..110は大型で

分厚い織形鍬..111は曙石器内輯である.天黙の形状のままで、部分的に貰土色町風化膜が残

1 本面に打篠田みがLるされている.
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第175図居平6，7， 8号住居祉出土の石器 (X) 

92-100: 6号枇 101. 7号祉 102・103;8号祉

92.94.103:輝石安山岩 93. 95-97' 102;単軒割方鏡石角間石安山岩

崎硬砂岩 田。砂貨粘板岩 100 ホルンフェルス 101，粘緩怠
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108 ~ "凶

車176図居平探 m石器(!，.!j)
104 鎌韻凝灰緒 105 ;砂宕質スレート 106 ;ホルンフェルス

1肝 ・1曲 111;単斜軒方錫石角間石安山岩

109 砂岩ホル/フェルス 110; .. 母結品質ホルンフェルス

土 器

5号住居士t 1 -4 

lは外壁がやや凸凹する粗雑なつ〈 η町深鉢であ η、器月質的消耗が目立つ.上半Ij:M¥ <煤け、

口縁部には円害物が零れて醐状に付いている。内抵は与れいで、腰から上に煮禅が晴着Lてい

る.な必 底面に網代町圧伎が置かに眠療される.2は小さな突起をロ緑に四つもつ深鉢.や

はり、上半部が椛〈煤けている.

311埼鉢で、内面は口辺冊以外がザラっき、外壁は後形時町田凸を残している。麿波宮29号

ltに矧似品 (481があった. 4は両耳把手付聾町破片である.内壁には郷繁~繁褐色町こびリ
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つきないしは染みつきのよヲむも町が見句れる.

9号住居祉 5-7 

5-7は小ぶりな煮炊周の深鉢である 5と7の底面には、網代的圧伎が祖喫される.使隔

療は小型な7において顕著であり 向蘭全体にお胞げ炉、外面上学部に煤と、回線部には内容

物が煮こぼれて糊状に付いている.

f' 

て二7
'i 

4 

3 

7 

9 

10 12 

t JO開

第177図 居平 5，9， 12， 10， 8号住居祉および4号小竪穴出土町土器 (%) 

1 -4: 5号挫 5 -7; 9号祉 8 . 9: 12号社

10; 10号祉 ll; 4号小竪穴 12; 8号社

228 



a 物
12号住居赴 8 . 9 

81ま深鉢の胴下半で、了直機み上げ部分から損なわれている.内壁にはお1.lAげが付着し、外

壁には煤けが臨められる. 9も深鉢町底部.網代がはっきりと Lるされている.

10号住居祉 10 

JO(;U也拠.胴都町摘み上げ部から欠き取って使用されていた.内峻下部には厚さ i目的お焦

げが残埴L 外盟上半には煤が付省している.

4号小里穴 H 

11 !j.亜量感のある深鉢である.胴部文捕は 5単位.内面1;1全体に煮棒が付いていて 上半部

11煤が付漕L、ロ縁部には煮こぼれが 1"厚で囲ま っている.

8号住居祉 12 

121i隆脅fで圃L、ロ類部は沈線文 嗣部l同庁間心、J~:文で埋めている.あまワ例をみない

施文手法である.

" 。

、

、
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部179図居平13，14号性唐枇出土町土器 {!，O 

20-24; 13号祉 25-27. 14号制
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11'号住居:t.ZI: 13-19 

11鉢13-16!手、慌形と文揮を異にする二通η町器輔が組合わさっていることが投目される.

151;1口辺部を欠失する町が惜しまれる.みな出米町よい作であり、いずれ円土絡にも外壁向上

" 
28 

32 

宵
3i 

34 

36 

37 

3s 
E 

書i180図 居平6号也居祉地土上而出土の土器 (:4) 

30cm 
a 
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f，1; '1'. 直純

半に煤がは勺きりと付いている.

11は両耳把手付裂の破片.18は楠製鉢町破片である.柴がかった縄色を呈L 滑らかな晦碕

月簡をLている.

19f立、縁を 部欠失する小型な重量状町土製品である.作りは岨維で、内前には指紋が残って

いる.先的あまり尖っていない機状工具を使って 口曹に置弧文を配L.'町」字状町巻~文

で埋めている.色調は明褐色で、焼成ft悪〈白書部は'"ロポロLている.

f3号住居枇 20-24 

20-22は理裂となっていたも町である o 201;'，ロ縁部と底部を平らに欠いて湿置されていた.

文様は平行の比拙を施Lているだけである.内壁下半には真集な必焦げがこびりつき、外壁上

半には煤が付着Lている.23も問機な緑形と刷都文相で、これには降併が懸垂Lている.22の

内而は全体にl揖荒れてザラっき 口絵師には煮こはれ袋がEめられる.

聞耳把手付醍21は 口緑町一部を残Lて口辺嗣を打ち欠き、底面も不規刷に打ち抜いて浬裂

に転用していた.薄手で器面的内外は丁寧に膨かれている.焼成も良好.内面には 斜い議後

円強料が残菊Lており、外壁上半にも同開な痕跡が認められる.

24は桂鉢に大きな婦を捜した的手土器で、 T頭部周辺は欠失Lていた.歯肉両面と口智舗にf;、

S字文 渦文 畏同文など町文棉が施されている。底面には浅い網代痕がみ句れ、周織が摩援

している.口唇町内側に置か主が句煤が観策される.型式的には曽利1Il式の作である.

f4号住居祉 25-27 

25-271:、いずれも埋曹となっていたもの.25.26はロ綾部を打ち欠いており、目的底部は

は勺きりしないが円〈穿孔されているよっだ.全体に制片化Lていて 外壁内消粍が益だしい.

口縁部には煮樺が糊状になって付着している.26内外壁上半には傑が付き.内壁には部分的に

お熊げが娘婿Lている.

27 も口辺部を打ら欠かれている.外面上半には燥が、内面下半には釘 I.~~げが付着している .

lJU '"11利E式系的土器である.

6号住居祉会笹土上面 28-37 

6号祉のJil土上面から一括出土した10個体i手、深鉢6 小型採鉢 1. X把手付大型深鉢1

両耳裂 1 浅鉢 lで、骸期的基本的な組成である.これらのヲまう33は型式的にややfBぃ様相を

示す.

深鉢には内面にお焦げが外商に燥が付いており 中でも30.31は内面下半に必焦げ外面

上半に煤といヲ典型的な付着状聾を示Lている.28の口辺部には傑とも飯田状の県置ともつか

ない痕が観照される.

37町鉢は内面に経い段を有している.外面には.鐙形痕とも純文ともつかない引なで痕がみ

え、内面にはi挙ともお焦げともつかない付着物が観察される.
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採集造物 38.39 

先に石器問ところで記Lたが、 6号祉の南

につづく袋土下には住居祉-ff分相当町遺物

がまとまっていた.土緑片は曽利W式が主で

ニれiニV式釘よびI!， m式が世じっていた.
そのうら111式に属する38.39が橿元可能だっ

た.

38は外面が凸凹Lた粗いっくりだが、円面

"滑らかに仕上げられている.39は器盟町仕

上げ、純文ともに粗雑な作である.

1義務のあ 9方

関お
~巴=ニ=p-

軍181図蝿集土器(施}

第三節 集落のあり方

今回の発織では 遺跡的上手に嘗利lV期の住居祉が菅集Lている樟が明らかとなうた.そ的

状態は謄夜宮遺跡における同期的込み合いぶりと畝通っている.務沢川町渡河査がこの辺にあ
..{~ 

って今日司直路はちょヲど両地点を絡んで通ヲが あるいは当時もそヲいった意味でE方的

地点が対応していたとも考えられる.それにこの場所からは、対勝やや斜めに位置する祭配掲

の般石地上絵を 指呼の聞に見おろすニとが出来たはずである.

密集 する 住居

きて、上手で尭織された 6府を土器型式的新旧葦で分けると、 9. 5 . 12号担l:tJ'， N期的末

ないLIV朗末か句 V期にかかるものと判断される.東西に並ぶこれら 3戸町間隔は、先にみで

きた麿扱盲 向原 坂上遺跡など町場合に近似している.地円4軒町時期細分は難しいが、iO

14号がW則でも後半円方 11 . 13号はW期でも前半円方に属するように見える。敢えてこ円よ

ヲな時絡1蓋で分けると、 10-14号祉が速器Lていることにきしたる矛盾はない.ただし、それ

ぞれに拠なるつえ限られた材料をもって曽利lV式を新l日細分するような微妙な判断は、それ自

体に問題なLとは言えない.

次いで住居町並び具合を検酎してみよう.

(11 5号と II号は両方とも半分Lか樺子が知れないが、炉円向き、ひいては入口町向きを間

じく Lている 5号には新旧二つ町炉が見出されたから、 1日い方向時期はII号と並存していた

蓋然性が高い.すると その閣合いと前後町ずれ加滅は 麿波宮町33.2号祉や29.3号祉あ

るいは 11期町麿疲富21. 20号や向原 9. 6号などのそれに近い.明らかに、吋をなす家と Lて

Eめることヵeて'きる.
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府平遺跡

(2) 10号と 12号は入口町方向を同 線上に革ねて串団子のごとく前後に連接する.底捜宮の

16 -1号や15-3号などと同樟なあり方である.これでは、後方向12号が10号と並if撞つのは

銀理だ， 10号から 12号へ、同一家平、の移転を想定する町が最も自黙に思える。付をなす住居の

片方が鑑喪をもつのは、 11割に顕著な閉向であり、 10号町埋演の世置は向原遺跡的例に近い.

また 10号円炉石町級い方は麿波宮30号町場合と相通じると ころがあり 興味をヲI< ， 

13) 13号と 14号は 部重桂Lて前後に連植する。担方とも過半は道路によって失われてい

るため、住居町主軸線が時と定まらないが、左右にややずれた並置関係と見られる， 13号住居

は前後二囲内宮みが包められ 三つの埋聾をもっ.玉石と長大な石斧 それに的手土絡が遣さ

れており、明らかに特殊主家である.いつぽつ 14号住居も問機な位置に二つの雄聾を有し、 13

号の然掠に相当する東南町周構内にも ~]IJ な盛醍を世けている， 13号から14'号へ、或る特殊な家

町推移を見取ることができょう.

14) 連接する10-12号と 13-14号円組同士もまた、前後に隣接し会っている.そヲすると、

両組は対偶関係にあって、 lK方向移転は呼応Lたものではないかと推州されよう.各々の住居

は南西[Ii]きに建てられているが、全体としては概ね南北に前後Lて連なっている固これまた唐

波宮遺跡的場合と同じである.

闘って、 11-10-12号壮は互いに匝韮町問問で臨機L合っている， 10号と 12号向山官、は先に

みた通りだが !o号と 11号とは並ひ珪つであるヲか， 11号は 5号と対閣をなすと目されるから

そっ Lた関係をもたない11号と 10号が屋根端をくっつけ合ってiltif建っていたとは考えられな

い。それ故ここでは、土器型式内微妙な新旧蓋に従って、 11号 !o号 12号といヲ ~iト7 を想定

せざるをえない， f'{削という時間幅町中で佳暗内宮みが三位も空替Lたことになる.唐板宿に

3づける住居祉の込み合い撮りも黙りであった.いったい、このような状態は曽利l!期には全〈

見られなか勺たことでふる.こ円相違が冊を宜味するのか、考車内課題である.

章司自家

ところで後回しになったが、 13-14号住居め性絡に触れなければならなも、祖子神械と目さ

れる玉石 或る権威町象置とみられる長大な石斧、神火を置す的手土器などがそろっている以

上 四季折々の重要な然杷を執り行う者向家であることは間違いない.そこで主にかかるのは

tll.聾の様態である。ひとつ穴に13号は 3個、 14号は 2個の捜漢が入っており、その埋設のL方

も酷s;(する.だが こヲ Lた状態で恒教の世裂が営まれた例は 他には見出し睦く かなり特

典である.

ここで思い出される町は、唐渡富町屋外題艶である.確かなことは知れないが そこでは大

小三つの土恭がひとつ穴に埋駐されていた疑いがある。そして彼我は絡沢川をはさんで真向か

いに吋僻しているのである.今となっては鉾し〈柚証することもかなわないが、ひょっとした

ら両者は特別な関係で結ばれていたかもしれない。改的て思うに、 13号祉に留められた祭舵的
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1農務のあり 1i

風格1;、吋燥に営まれている般石地上位町祭場に関与Lてこそ相応Lいものである.

基

しまいに、 13号右上東南町屋外にある一対的小E穴に曾及Lておこヲ.それら円穴円路状と寸

法1;、坂上越筋肉事療に似ている.様鉢が横たわっていた4号小畳穴向上部は焼主層が植って

いたが、最近 本遺跡において尭IIILた基礎群にもそう Lた岡がい〈っかあった.したがって

これらの穴は高峻と見倣して差し支えないだろっ.そうすると 、!3号l1lめI何抵を捜すような穴、

12号祉の西盟にかかる穴、 5号制:内奥墜を破っているス;もみな同期であろう.さらに 10'予祉

の南東床上にみられる穴、貯誠穴かと忠われた9号急上町東盟に接する穴 (3号小竪穴)も、こ

れわの仲間とみた方がよい。奇しくも住居祉7に吋Lて孫峻 7である.こ同時合は、坂上遺跡

の場合とまたよく臥ているではないか.

数の間掴i手掛〈としても、!3号 12号 5号 9号と、住居内壁を侵すように世けられてい

ることは注意を要する. Lかも、 13号を除<3軒はW期末-v則的家である.当黙にも、これ

らの墓穴に務られた者は、それぞれの家に縁りあるに相速ない.麿渡苗遺跡でUこうした岡は

見られなか勺た. LかL ここのちょっど対岸にあたる軒両には やはり数基町基が宮まれて

いる.こうした占でも 初沢川をはさむ彼我町地点は、純Lい対応関係で枯ばれているものと

思わずにはい句れない.

付記

それか均十年同歳月が流れた昭栴161年(1986年)円脅から夏 居平遺跡は再び発縄開ヨをさ札

た.その地点は遺跡下手町昭和38年に発娠したところである.ここが町町教員住宅同連盟予定

地となったために、制 筆分町1曲。耐を量急尭掘Lたところ、全〈予期もせず、典型的な環枚

』鳥海の依心部に出会ったのである.

真中に桂16mほどのいわゆる中央広場があり、 90;基余町中央高機群が鍛黙と圏挫する.甚群

の韮ぴlま六角形をなし、その角には径30-4()Cm町基線柱を池てたと思 Lき柱穴が配置されてい

る.残る東南町一辺Ii甚援が跡切れて、広場へ円入口になっている.それは冬至町朝、太陽向

先が射L入る方向である.1耳群町外酬を 蝿立位控物祉が囲躍する. 6本位町長方形建物と 4

本伎の方形建物とが合わせて17拙ほど冊毘された.融禽であると同時に机先嗣でもあると考え

られる 高床式同組物祉である.建物祉と同夢'1もLくはやや外側に、住居祉が遡っている.昭

侃138年に発錨Lたものを含めて11府、外に炉をもたない竪穴式の小屋が2軒みられる.住居祉

の時期は曽利11聞から V期にわたる.そLて 建物や住居町区域にも基績が散在Lており 70 

基余を散える.以上町韓直笹は*'o)'60mと目され、主たる時期1;曽和IIV捌からV矧にかけてであ

る.特筆すべき遺物として 中央議機群から明曜の飾り玉が6願出土Lた.また、墓前に揖え
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居平遺跡

られた土器が立ったままでいくつか出土した.

環状集落のすべて向型繁がこの場所に凝集されているニとを知るに及んで 本遺跡に対する

ニれまでの見方が大き〈置わったことは曾つまでもない.務問川ひとつを隔てた同期の麿波宮

遺跡についても黙りでみる.ひいては、八ヶ岳南鑓における中期末裁の袋詰遺跡的あり方を考

えてゆく上で、この地去のもつ意義は計り知れないであろう . 幸いにも閑話機関や地元など~

方面的方々の理解によって、ここは史跡と Lて保存されることとなった.環状集落町橿康保存

と報告書町作成と、居平遺硲に関する次町大きな謀圏が、近い将来に配きれている.
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第六章 考 察

第一節石製生産用具

はじめに

曽和l遺跡内報告書(r曽和:JJ1978)においてわれわれは、中期的主要な石器群を、雑罰農緋

の一連的作業過躍を担う農具と Lて体系的に杷躍するニとができた.以来、石器をつ〈り柄を

着けて道具となL、実際にそれらをr<って年毎の雑盟融会告を行ってきた.この問、すでに+年
の月自が腐れる.今日ふり返勺てみるに、考察不且や具体的な在での骸りはい〈っかあれ、

r曽利』における大綱を変える必要は見当たらない。

そこで、ここに報告した四遺跡あわせて78()点町中期後半円石畿についても、 r曽~iJを跨ま

えて要点をまとめてみたいと思う.

1 打製石器のあり方

地積岩甜を繁村と Lた打製石器群は、石鍬 中緋除草具，収種用の石庖丁必よびこれに罰す

る形睦をも勺た刃器とに三大別され ほかに少量の石鎌と石蛇が識別される.あとに凶器植木

静なむ町が若干のこるどけである.そ町世量は、石鍬が127点で38% 中耕除草具が21占 6%，

石IH丁および刃器内組が177点て手53%，石鎌と石錠が7.e.2%となり、合わせて332点である.

全体的な聞向としては石庖Tと刃器肉類が目立って多〈、石鍬を凌いでいることが注意される.

そ町石賀は ホルンフェルス30%。唖砂岩22%.枯板岩23%。スレート 18%，そ町他6%で

'" ある.こヲ Lた石質構成は曽利遺跡的場合と大差ない.

次に葦材となった慢の表皮肉有無についてみると、石離と除草具では片面の全部または一部

に喫皮を有すものが21% 石庖丁 刃磁の頼および石鎌石錠では片田町全部または一部に襟

度を有すも町38%、背稜部に探るも町14%となっている.全体に閉すと38%の石器に曙皮がみ

られるわけだが、前者町2酬に吋Lて後者は 5劃と、断鉄そ町比率が高い.こ町ことは、石庖

Tや刃器円形車両一部面をよ〈表Lている.

これらの石器の副作出こ閲しては、『曽川で腐平円礎計制技法と呼んて右いえfそ町よう
な3農村町割取り方を横鉦できる資料が6点ほど見出される.坂上向11 訂 42.76，居平の9・

自の石庖丁割であり、いずれも衝恐竜に特有な破砕の痕をとどめている.
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-1'繋

石質構成からみて、打製石雲寺町ほとんどは韮無川町河原で作句れたものと考えられる.続上

5号 i 向原 2. 9号麿渡盲21. 16号，唐平12号など町住居祉より 10占前後から多いもので

は 20-30，~皇内右片が出土していることもこれを裏付ける.加えて、唐波百16号や33号制などで

は、明らかに同ー石村から取り出された石庖丁や刃器と石片が肥められた.

ところが 方、石紙製作悶の石槌は全〈少ない.硲実に石槌と断定しうるものU膚波自のお

だけであり、それも融製岡町槌である.ちなみに献製廟町石槌と Lては、坂上町115. 1回など

乳練技石斧を転用Lたと目されるものがある.麿被宮町録集品385もそうである.製作の場が

河原であったことを思えば 伎居祉に石槌が見当たらないことは納得しに〈いことではないが

なおも疑念は躍る.曽利遺跡においても同様であった.

2 石鍬

形態的機定が雌Lぃ破損品を除いた個体数は 92.e:である.そのうち曲占が普通町布鍬 7 

4が小型なもの 4査が大型なも町. 9.~が織形鍬であり、鈍る 4 点は石鋤ほかと固される.

普通あるいは棟地的な石鍬は‘その刃形と体形によっおよそニ通りの機能形睦に分け句れる.

まず刃形をみると、大抵なるい同盟形をした左右均斉な刃をもつも肉が7割で、{届刃ないし斜

刃円ものが3割である.っきに体形を嗣べると、疫細いとみられるものが6制強 幅広いとみ

られるものが4割弱となっている.長制型と幅広型とを分けるのは 身内世さ 2に射して身の

幅 lすなわち長幅比2が目安となろヲ.既ねこ町比率を筏にLて見た目にそワ感じるのである.

これを世値上でみると、Il嗣型は長さ 9-14cm幅3.s-6c聞の範囲に、幅広型は長さ8.5-}1.5

<m 幅4.5-6c酬の範囲にある.そこで刃売と体形円相関関係はと宮ヲと、均斉刃侵細型が5

酬を占的、均斉刃幅広型が2割、偏刃幅広型が2割弱 蝿刃亜細型がl割強と分け合っている.

" .. '" " 
打ち鍬 打引き鍬 引与鍬

終起 土寄せ一一一一一一司

第182図 石雄の檀能と形盟 O-.i) 

65 時 l 向原 2 . 127:坂上 田!唐波宮
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きて、均斉刃f要綱型的鍬が形聾的にも量的にも明らかに一方的側に位置するなら I~，形聾向

上で対鍾に世置するのは偏刃幅広型的鍬である.'¥f判』において前者には耕起用町打ち離の

緩能を、後者には畝立府内引き鍬の機能を それぞれ認めた.すると、両者向中間lに位置する

吻斉刃幅広型や幅刃畏制型町鍬は 自ずと折衷的な打引き鍬としての機能をもつものと考える

べきだろっ.

均斉刃f受細型町なかで目を引〈のは、坂上司 1.2'119，向原町30. 31など町H略的あたり

の糟納部がいかにもそれら Lく身帽を狭めてつ〈均れている仲間である.腰から刃部にかけて

の最大幅と円比が出から抱くらいに同じている.7t諜型とでも呼ぶべきも町で 4酬はどあ
る.筏')向ものが、曾葉町本来的意味に必いていわゆる置時Jf~と呼ぶに相応しい.問機な作り

は均斉刃幅広型(唐波宮 2. 56など)や曜刃幅広型(坂上127，向原103，麿波宮59~よど)にも

第183図石蝋の着柄法(凶

上。打ち鍬 下 I 手鍬

散見される.そうした意味では、機形町

蝿は典型的な基後であると曾えよう.

ところで、いく樋かの形態的別にかか

わりな〈、着柄酷たる基部から屑の辺町

幅は2.5-4.5倒的問‘なかんず (3.....4

'"に集中している.したがって柄の幅も

自ずと決められよう.石鍬内務柄法につ

いて'曹手IJ，では抽み込み式を想定Lた.

しかしそれは実際的でなく、半劃Lた柄

床町菅面に縛り付け、棋を入れた方が簡

'" 単であり、 Lっかりと固定できる。

刃縁に土被れ痕がみられるのは11倒日

どである.ただLホルンフェルスと枯1&

岩は、袋面が風化している町で分からな

い.それでも 8同までが均斉刃甚輯型

であることは、打ち障としての線能に開

らLて納得がゆ<.ちなみに、八ヶ岳山

麓町火山灰土置では.作業を姑めるや石

鍬円I~に彼膜円ζ と〈畑土がこびりつき、

寄晶には落ちない.だから通常、刃が箸

L<摩滅するとは思えない.

っさに、標識的な鍬に比べて明らかに

小型なものと大型なものとがある.小型
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鍬は、 7-8.5cmくらいの寸法的ものである(坂上75，向原33.91.麿波宮60. 105. 292，居

平58).各械の形曹をそなえており、半数町も町が土機れ痕をととめる.ニれについても 't

利aで、中紛除草や間号lあるいは移植など細かな仕辱に使う手鍬であると考祭Lておいた.実

際に使ってみると、ずいぶん手軽で便利な道具である.また、刃に付着する土を.)、まめにかヒ

り落と Lたも町だろう.土被れ復も餓ける.他方 大型離は17cm前後町も円であり ま字をIkい

ている(両日夜64，麿波宮92. 129， 358)0唐波宮町129と358は佳作品にして、鉄型的平鍬と較

べても伺ら遍色がなし、.このくらいの大ききだと作業能率も好い.な3当、破f良品のなかにも4

-5市町大型品が散見される.

実質型的な石鍬のなかにあって、際立った特担をみせるのは線形町鍬である(坂上4. 24 . 148. 

I"JJ* 3 唐様直57'58.276 居平12.l lO)~個々の売惣は必ず L もー陣でないが、刃部が末

広がりにいちじるL<開き、そ円相は普通町鍬内最大帽をよ回る6.5-8cm前後となっている.

典型的な織形鍬11中期後半円曽判捌に至って尭現する形式で、それ以前には見当たらないよヲ

だ，曽判A でふれたように、芝草や荊植など苦難する拙を断切って広〈説〈耕す 姐の捌

盤離と考えられる.これらのっちで、綾上4は個性的な形聾をしている.底捜吉田のような務

狭幅広型丹鍬と新縁関係がありそうだ.ともか〈これも、こんにち各地で使われている間総鍬

のなかにそっ〈りな形態のものを見出すことができる.また、圃形をLた向原3は刃がうす〈

むLろ除草剤師陣とみた方がよさそうである.

Lまいに、石掛と目されるのは坂上の38と居皆様宮内7である.通常町鍬甜とちがって嗣の半

ばから屑の辺に最大幅をおく尖議形を呈し 割と薄身である.こ町ょっな形態町も町は曽利遺

跡的48号泣ほかて激慌みられた. LかL、鋤と断定するには問題がなくはない.坂上38は別に

埠い挟りが加えられているが これと眠た形睦を有すのが向原町43である.そLて唐滋盲の61

では 顕町狭りが発達Lて基雄両舗が茸町ごと〈みえる.庸波宮崎は刃都を欠織するが、やは

りはっきりと括れて基端が商可状をなす.唐波宮277もこれに近い形盟をしている~ 277や46が

鋤だとは考えられない.では、 61はどうだろうか.

麿波宮61町ような耳付尖灘形円形躍は、あまり期間を且かけない.曽利遺跡では 聞も見え

なかった.ただ、靴影石器町なかにはこれに近似Lたものがある.ところが、時代と地減をと

'" んだ中九州人吉盆地などの弥生文也後期に、このような形式円石器が特色的に見出される.さ
{日

らに、同樟な打製石鍬は台湾においても出土するといヲ.全体として尖誕形をなし、屑に明瞭

な快りまたは括れを有するがために器摘が岡町有のごとく見立てられる、特世ある石鍬同形式

が存在するわけである.こ円形式では刃向形状もさることながら、冊よりもその着柄法が問圃

であろヲ.思ヲに、この終りないし括れは柄に縛りつけるためのも町ではな〈、柄を巻き挟む

ための紛かりではないだろうか.臨甚などLなやかな材置のもので巻き悼む、いわゆるリング

柄式的活柄法てeあるT
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このよっにみてくると、唐波盲目だけでなく、問46や277も問機な精柄法を係るものと考え

られる.形躍はやや異なるが麿讃富265->:Cども同制と目され、括れ部とそこを結ぶ器表に稽柄

iaと思Lき痕跡をとどめる占が改的て注意される.ともかく、若干例といえども一つの特融あ

る形態および精柄法を示す石鍬が見出されるからには、割問やその系統的探索など今後がたの

しみである.

石鍬の揖出土監のうち4割問ものが破繍Lており、 3酬については寸法や形聾の推定が凶錐

である.基都町側を残すものが6割.刃部測を残すも円は4割で、胴剖だけの破片は皆無に近

い.また刃形町別を調べると、同斉刃が7割、偏刃が3割である.以上向よ?な傾向も智和IJi宣

踏の縫合に近相している.

3 靴形鍬と有肩刃広鍬

中耕除草具は、靴形石器と有肩石器内二祖から成る.前者が16占、後者が5点ほど出土して

いるがそ向うち 2-3町も町は実用的でない r曽利aにおいては、着柄部町形睦を量彼L

て有肩と有韮石器内ニつの新型に分け、さらに分化Lつくした形態をもって後者を三種に類別

し 分化途上町中間的なも町を靴形石総と呼んでおいた.しかL 蝿能 形盟問割縁関係に重

きをおいてみると、必ずしも適切な把曜とはいえないので、ここではあまり細別せずにおきた

いと思う.

靴形石器{玄 坂上町50.95.106.126.133，向原町99，唐波宮内98.lJ7 . 140 . 209 . 240 

2回 337などの割いである.それぞれの形聾は個性的だが『曽利aで考察Lたよヲに、幅刃も

しくは料刃向石賦と内聞に明らかな額縁関係が見出される.坂上50.95.106.126，唐波宮266

「-d雪;1Q
第184図 面刃向輔と靴形暗との朝時間伍 Ou 

105 . 98 唐渡富 田 106 坂上 103 . 99 向原
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などは湾曲刃向石鍬と曾いヲるものであり 坂上127 向原103，麿波宮105など町石鍬と対比

すれば.了解されよヲ.それゆえ.機能向上からニれらを靴形鍬と蛇称しても蓋L支えない.

制めから械に身を聞けて、専ら土を鞠い寄せる若し<l;tj~いたり削りょせる、あるいは間引や

除草の作業を果たすのである.制位~欄佐町片手使い町鍬であるから、作業向上かりは横手鍬

とでも称すべきだろヮ.おおむね刃は組C 4問に土練れ痕がみられる.

つ~.に有肩石器は 坂上49，向原19. 66，麿波宮322などである.刃が広〈丈は盟〈、身の

中央に顕町ような甚を有す 4例とも刃幅は搬形鍬正みの6-10cmあり、明らかに浅緋なかん

ず〈除車問的石器である.坂上49はやや丈高で、有朋鍬と呼ぶにや"'さかでないし、向原19は
tη 

同3町商形鍬と対比される.これらもまた石鍬と町聞に実質緑聞係を求め得るわけである.そこ

""異で農具名としては イI澗刃広鍬と呼ぶ町が相応Lいと忠ヲ。

きて r曽和1，ではこれらの石総を現代的鉄製農具と対比Lて、清柄の想定図をtl'liいてみた.

Lかし実際に柄を着けてみると‘あまり透明でない図示であったことがE省される.図そのも

の町良L悪しよりも精柄法じたいに問題があった.一つに石鍬と同棉 rフ」字形同校木に取リ

つける場合、有屑刃広鍬は適当な角度をもった枝でよいとしても 靴形拙町方は直角な校でな

ければ伎の角度がそ町まま鍬町身町左右の角度を拘束してしまヲ.およそ鍬鎖的柄町角度Ii前

後町向きにおいて必要であっても、左右の向きでは身に吋して直交するのが自然円程にかな九

ところが直角な枝といっ円は深Lてもほ

とんど無いから 人工的に曲げるなどL

て正さなければならない.二つに、両者

ともこヲ Lた方式では結びつけるニとが

出来無いものが多い.1全部や韮が坦過ぎ

たり、そこが基曜の叫に狭まって櫛かり

がない.あるいは基都町幅が広〈て、間

~II桝を着けるのはいかにも大袈裟で不自

然に過きる、などである.三つに、基部

や韮の括れもし<11検りを紛かりとして

蔓組を巻いて圃定Lた場合 繍にずれ品

いといヲ欠占が観る.

今回町出土品でも通常な石鍬と同じょ

っに稽柄できそうな冊は、坂よ95. 106 

126，麿滋富266などである.いずれも石

鍬と直後的な額縁関係をもっ、湾曲刃向

鍬と呼びうるも内に娘られる.そ町外は

'" 

第185図巻慎み式内務柄 (同}
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みな いま掌げた欠点的後二つ町どれかを錆びている.屈曲制が不適当だとするとど町よヲ右

方式が合致するだろうか.先にふれた巻き侠み式、すなわちリング柄式しかありえないように

思かれる.掛りや括れを 紐かけではなしに柄自身を巻くた的円掛かりと見る町である。

実際、通当な太き町線を用いてこ同着柄を且Lてみると.ずいぶん調子がよい.柄はかっち

りと石桜町縁を巻き侠んで、いささかもぐらついかない.ことさ句繰りや括れがなくとも大丈

夫である.そLて柄は、鍬町身に対Lて自ずと臨空する。ニれは利点である反而 欠点でもあ

る.靴形鍬も有屑刃広鍬も適度な柄角をつけねばならないからである.それには柄閉を曲げて

調宣告すればよい.障は極めて強制で工作もLやすいが 熱帯アジア産であるからこ町時代に使

われたとは考えられない.騰やンラクチ(サルナン)などが用いられたにちがいない.

麿波宮117は快り師がJI!滅Lている.巻きf央み式内柄ずれ甑と解釈できょう .向原37は黒崎

石製だが韮部的表甚に摩滅がみられる.麿波宮265町石鍬にも問機な着柄痕が臨められた.

ともか〈 巻き悼み式という祖青から稽制法を見直し、実践的に検証することは当面目際掴町

'" -つである.

ひるがえって、中期的靴影石器と問機な形盤的石器は弥生文化後期的南九州に散見される.

そLて、台湾町新石器時代遺跡から蹴たよヲな靴形石器が品土する.かつ、それらに近似した

'" 恒刃の石鍬が見出される.必よそ、石鍬翻円形盟組成も彼我では似通っているのである.いっ

11う これらに寵する靴形石器1;1長江下波域肉食渚文化を特置づけている.同文化ではまた.

中湖町も町と翻似した刃広型的有屑石絡を見い出すことができる.

自を転じ、はるかに視野を広げれば そこにはいっそヲ大きな際題が見え陣れしている.

4 石庖丁と刃器

いわゆる検刃型石銭円割である.椴刃型という呼称はこ町般の石緑を 鍛概念的に表しては

いるが、機能ないし用途を表すにはあまりに漠然と Lている.さりとて収檀具を石庖丁と呼ぶ

ことも曾葉町意味にそぐわない.しかし、東アジア町新石器時代に特有な収植奥田時称、町Lか

たについては、それだけでもたいへんな問闘であるから、さ L当た勺て従来的呼称を世用する

のが無憶だろっ.

石庖丁と刃器の仲間は 髭量176.':1.とすこぶる多い.そ町ヲち石庖丁と判断されるものは104

省、残り73夜1;1収槌具とは思えない刃紛である.石庖TとLたのは、需 躍的にもある程度強い、

手にLてみて操作に不都合がないものである.これ町操作は'.和liJでも述べたように 栂指

と人差指で石絡を宜え持ち中指以下を開閉Lて禾茎を引き帯せると同時に抑し切る、水平押切

0' 
法である.これに対L刃器と Lたのは、作りが岨〈不盤形、肉軍すぎたり大きすぎたり等胆

複具として使ヲには不適当なも円であり、使用的痕跡がうかがわれる石片も含む.蝿などを押

し切ったり引き切ることは出来るが、実際にどのよっな作業に使われたかは、いまのとニろ持
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第186図 打製石庖丁町時形睦 <!-4') 

底平61 紡錘形 !音波宮225 鳥潟形 向原48 片翼形 板上152 台形

見普議官190;長方形 底平9;直線刃半月形 脂波宮367.倒端快入り

定Lかねる.

両者は、見た目には連続する関係にあって、形盟問うえで裁黙と割別することができない.

手にしたときの微妙な感じで区別せざるをえない場合も少なくない.したがって、この世11確

たるも町ではない.ともか〈 岨製町刃穆が箸L(多い.他方また、冊軒か町住居壮からは10

~前後円石片が出土 Lていることが主主意される.そのことと向か関係ありそうに思える .

きて、石庖丁は様々な形態的蓋然に富んでいるが、いくつかの典型的な冊品を基準にしてお

およそ町形胆分割ができよヲ.一通り分けてみると、紡錘形10.烏潟形 9. 片異形8. 直線刃

半月形12.畏方形10 平行四辺形 3. 台 jf~14，貝世形 7. 不定形17. 不明 5 倒錯挟入')9 

といったところである.文字通η同形にすっきりと分けられるというわけではな〈、迷ヲもの

が少なくない.!菱方形という町は正確な形ではなく それに近いものを指す.また、貝暗形と

は『曽手IJ，で慣円形としたもので.片面に同型表皮を有す二枚貝の障の織な形め石片である.

そのうち円或るものは刃器町類とみるべきである.挟入りについては後で述べよう.

刃織は、割取った素材の両面がつ〈る鋭い緑をそ町まま用いる町が基本であるが、輯筒状の

目が加えられたも町が若干ある(紙上40. 57 . 151).刃こぼれは Lばしば見られる.Lかし、

摩耗痕の臨められる倒は多くない(坂上42.57，麿波富20. 123 . 232 . 245 . 247 . 301，居平

9 . I04).また、坂上107同ように刃線内半ばあたりに縫い段がついたり、麿波宮8と居平9
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のよヲに片側が心持ち引込んだものがある.唐平lu4町刃線は明らかな段差を宥す.これは

制崎製石庖丁や東南アジア町爪鎌に見畳けられる刃向制方と軌を にしてい式橡に居平

の9は、直線刃半月形石庖丁内最佳作品にして、刃総司引込みと摩耗町両方をとどめる.同lu4

も同様である.これらが胡ヲ方な〈収筏臭であることを示すと同時に、使い方をも教えて〈れ

る貴重な倒である.

側端扶入。石庖丁とは、両側端ないL片靖に埠い抽りがつけられた仲間である.『曽:fIJJで

は中国における呼称に地じて両側端侠ロ石雲寺と呼んでおいたが、日本間と Lてなじまない円で

改めたい. 9占のうち 6.1i.(唐波宮24.72.122.251' 367，居平田)が両舗に執りをもち

3点(唐波宮71. 144 . 325)は 端円みである.比般的小型で、平行四辺形を呈すものが多い.

興味を~I (のは、唐桟宮251，367，居平68は一方的快ワが指を働けられるほど〈っきり Lてい

るのに、地方向それは浅くさり気ないことである.これは恰も 端だけのものと同義でもある

ことを暗示するように思える.

ここて今寺9もな例品として剖自すべきは‘啓波宮72である.刃織が逆三角形にLて左右それぞ

れにE対側に刃付けされている.同267町鳥潟形石JmTにも同棉な刃付けが盟められ 同じ〈

島翼形町225と紡錘形町310も坦三角町刃を有す.こうした刃が 石庖Tを裏返Lて使ヲがため

であることは書品に篠せられる.ところで、そのよつな形制をそなえた宥孔麟製石庖丁が北九

. .・州と南朝鮮から出土する.と〈に 韓国のも町は典型的な逆三角形をLている.それらに拠れ

It.少なくともこれら72や267が収機具であることを認めないわけにはゆかないであろう.

少し術直にそれたが、鋼端挟入りの石庖丁は曽事j遺跡でも 9克也土Lた.能じて義睡も共通

" している.r曽利』では 左右町執りに指をかけて砲を摘むも町とした.今回も報文中、唐波

宮367や居平68についてそう Lた前後で鋭療を加えた.ところが、唐波宮72については、扶り

に総をかけたとみるのが白熱であった.確かに、指をかけるにはあまりに揖かったり小さい耕

りが多い.他方紐をかけるとすれば単挟ロつまり片快りだけ円も町が理解Lにくい.

いったい、この櫨の石器は質向中 上流織を中心と Lた仰間文化に特徴的であり、古湾にお

いても出土する.そして南九州中部瀬戸内下情那地方向弥生文化に特色的なものである.そ

こでは、両端の挟りに植をまわLて石器を把持したとする解釈が一般的である.しかし、その

紐にどヲ指を過し、どのように使うかという肝心な点は暖暁なまま等間視されている.これに

聞して近時、拙井弘人氏がもっともな使用法を実践的に考案された.それは‘快りに掛けた紐

をいったん結んだうえ給をつくり 、これに人差指を過Lて舟指を除〈指で石穏を支える.そL

て、遊んでいる鰐指を軒め左右に開閉Lて左手に Lた檀首を断つ、といヲものである.一砲の
、.. 

水平抑ザJ法であるが、毎的て融持な用法といえよヲ.見るところ、 こ町使用法が下伊那地方向

後入り石庖丁に即して+分に検証されるなら、中期のそれについても復周Lヲるのではないか

と思う.ことに、麿援盲72町よヲな倒品にはぴったりである. Lたがって、今後そつした方向
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での検討がたのしみである。

ところで、同樺な石得が九州の後醐後半以降の遺跡か句畠土することは だいぶ以西ーか勺注

目されてきた。別に石鎌もかなり出土している。それ均的石総が、後 晩期畑作品集緋論の他た

る拠り所となってきたことは曹つまでもない.幸いにも近年 それらの資料が集成された。高

木正文「九州縄文時代町収掛照右端Jにおいて 両端快込の打製石出丁36例と石鎌45例が紹介

されている.そして 遺跡的立地を踏まえたつえで、後期後半に開始された畑作農j跡的収筏具

制ー
であると結んでいる。実測図を一覧する限り 形控にはい〈っか円差興があって 弥生期のも

円ほど定形イヒLていないL、作りも 棋でなし、快りの謹いものも見句れる.こう Ltこ点は、

中期円例品と近叫する.地域こそ典にすれ、こ町石器内系統を確実にたどること町出米る日は

そヲ遠くないようである。

抽入り式も含めて イコ庖丁といっ石器は東アジア町新石器時代に普遍的な収僧呉である.出

来 有孔陸自のものだけが衆目を某めてきたが、そ円前身形態と Lて打製円も円が存するので

ある。近年、中国でも打製円石刀すなわち石1包丁町出土が数多〈報告されるように念ってきた.

こ町方而においても必携と して課題が広がつつつある。

5 石鎌と石鉱

石鎌と して坂上10-31'32，1旬仰{49を、石鉱として向原20 ぼ波宮66. 314を14めた.石鎌

町ヲちでは、坂上32が形躍的に最も銘っておっ 寸法も申L分ない。これに酎担する11;躍の鎌

は曽和l遺跡41号祉から出土Lている。向原491;: 制に切ったよヲな法端と、そ円上角がI[.j!に
ピ，， ~ u、)~，、

突出Lた曹が特典である。このよっな特徴をもっ石鎌は、世河中流域的舷山 製李同文化に誌

に見品される.麿波宮66は身が分厚くて盟置感もあり錠鎌というべき形盟である。成f波宮314

i手 形態上は詑とみられるが 形が小さく 刃はゥす〈過る.実際円閉途は鎌とみるべきであ

る。前iJI原2山まこれとIIAた形態であるが、刃が摘されている向で、舵と判断がつかない。

有鎌についても 勢町問題は湾雪崩法であろう。最も確実なのは、 尺に且句ない{立の木桝

に納孔を穿って身を通L、換で国定する桂である.手聞はかかるが、〈りついたり !Uけること

はなも、古代欽輔の装稽法と同じである。刃向角度は120度前後円鈍角が金子い。 Lかしこの場

合、右嫌に通有的な浅く小さい扶りの宜輯がフまく説明できない.

笑際に佼つにあたっては、ちょっとしたこつが要る。それは右庖丁円水平fljl-l;1J法円聾鎖と同

じで、瞬琵的に引き切ることである.そつするとカなりよく切れる。切れ味は打製でも崎製で

も変わらない。

『曽.fIJJにおいても、石鎌ないLは鎌Ifi石器として10官、石錠も Lくは錠形石器と Lて8点

ほどの期間をあげた。いま再検討してみると、石鎌内方は断定を切保すべきものは 2-3例だ

けである.だが石錠については、間遭いな〈そつだと同定できるものは無カったことが自省さ
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中期以降、石鎌は九州を中心と Lた後J¥il後半から晩期町遺跡ょっ出土する.そLて弥生制に
~ _u・

入ると爵製のものが畳場する.前者については、先にふれた文献で相介されている.従ってこ
凶

れまた、系統をたどることが出来よヲ.

6 踏り石と凹石の類

打製石器につ〈・地位を占める石器群である.八ヶ岳か均供枯された手頃な同様を周いている.

相応の形のものを選べI~ 、 成R の労を聾さな L、.石賀はふつう鮒石安山岩てーJti斜線石料方錬

石角間石安山岩も多い.'管制aにおいてわれわれは、旧来町賭世に1先制して、これを雑殺類

の加工すなわ色調製 製粉用問すり石と位置づけた. LかL、その爽曹を十分に理解するには

陪ど遣かった.そニで、もう一歩詳しくこの傾向石器町あり方に立ち入って、そ町性格を包術

的に把直する途を探ってみたい.

形態の額別

膳り石 田石績は総数178.oAが出土している.まず、そ同形態ないL様聾を以下町ょっに類

別してみよう.

1 石飴形あるいは亀の甲11形に磨られたもの これは 石うす向上石とLて紛を磁くのに

使ったことが疑いない睡り石である.使い込まれた結果、石うすの山田を反映して石曲ある

いは亀町甲S置のような耐となり やはゆ石うす町面と閉じ〈つるつる 若L(はてかてかLて

いるものが多い。中には、鹿り躍って明らかに身が薄くな勺たも町も散見される(底捜宮112

お3. 居平 3~ ど).全体の l 割にあたる 17 占を数える.

前回を廟勺たも町は 5岡(向原119 麿援宮10'80.223，居平9')、残り 12倒は専ら片面が

使われている(向i既9-85 随時 115，麿波宮112.134 . 333 . 3曲。居平 3-4-48).一

つに注意されるのは、磨η面倒には凹みがなかったり(向原88. 98麿波宮112-1担担3 担3

泌8)、躍り面倒的凹みの方が明らかに小さかったり(向原9 居平48)する傾向である.繕り

面を酷いて後から加えられたとみられる岡もある{向原85).つまり、片面z郭隼周町磨 lり}石町大

節分は2稼広鋼には凹穴がつけられているが 作業商にはそれが〈なkい、と曾つても大過ない.当初

{はaつけられていfた1.:.11カがe仁、次第に雌り岨つたた的に梢えてLまつたらLいLい、
二つにiは立、側面町棉揺が気にカかもかる.向原9抽8. 119，居平 3.4柑8. 9制4は、盟り商町織と本来

の周綾を明'り)取るカか盲円ように融打t検貧LLて、側面をつくり出Lている.明らかな宜形である.

さもな(Iι 派手な敵打を加えて凹みをつけたり Lて 本来的側織の形を慢なうたものが多い

{向飯田 115，唐波宮10. 134 . 368，居平41.三つには、火熱を畳けたも町が自につ(.向

原9.85'98，膚夜盲223がそれであり、煤を吸着Lて魚置したり 火熱のために制務または

ひび割れている.四つに 洗っても子高ちない付着物がみられる.麿渡富134にはロームも L( 
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{立自縄色町枯土らしいもの、居平4には縄色および庇白色をLた有償質状町も町がこびりつい

ている.

2 '"り菌を成すもの これは、前者ほどは勺きり Lてはいないが石うすに吋応Lた槍り

面を形成していると判断される仲間である.前者に司自ずる躍り石、峻能的には醐製周問題書り石

と考えられる. 1割半円29患を教える.

両聞が晦り商を成す町は 6問ほどで 大部分町も町は片面だけである.しかし凹穴に関Lて

は前者と呉なり、 届;J，Il)両に凹みがないとか凹みが小さいも円は 4刑にすぎない.側面的傑盟l久

前者ほど顕著ではないが‘本来町周織を融打横IIて蛮形したものがある(坂上101，向原81

回!麿桜富78，居平54).また 荒勺ぽい離打や凹みを加えたも町も見られる(板上85，麿積

富42'79.273 居平 1. 50)。そして前者同様、火を畳けて煤をとど的るも町が自につく(筏

上85.86 -101，向原54，唐桟富78.79，居平 1. 2).この点で居平の 1と2が炉内手前iニ董

べ置かれていたのは 示唆的である.何らかの付務物がみられる町は8倒である.¥反上回lこ1I

灰のような土と焼土 向原89と唐桟富田町田大には嫌い醐状町も町 麿捜宮78.79には訓偶色

町土町よヲなも町、128にはローム、156には帖土句 Lいもの、居平50には有機賀状あるいは灰状

のものがこびりついている.このヲち坂上85は係を吸洛Lている出陣だから、そ町ことと聞係

があろう.

3 11寄り面を成さないちの 定的出'1面を成しているとは判断し錐いものから形態的に鏡

っていないものまでを含む.磨ワ石たる前二者に対し、理黙とした勝。石 田石とでも寓ヲべ

きだろうか.あるいは 狭義司意味で凹石と紘する町が組合いそうだ.全体的4削を占める68

慢がこ町割いである.

これらをさらに分けるとすれば、三極に顕別されよう.(1l 形が魁って、庖η石と Lて使え

そうなもの.却岡弱あり 陰り面を成Lていると見倣すべきかどヲか遣うものもい〈つカ含ま

れる.(2) 形は劣るがまあまあのもの.20倒弱.(3) 石うすに対する上石と Lて使ヲには不通

当な形躍のもの.20例余.

欄両町状瞳に聞Lては、前二者向よヲな融打検しゃ乱打痕はみられない.麿波宮341だけが

間外である.ただ、凹穴や打痕をつけたも町は 7 聞はどみられる.そ町拍どカ~1l問題~ 1)石に噂

ずるものである.火熱を畳けた証拠と Lて燥が染み付いたのは i倒的み(居平103) ロームな

どがこびりついているも町も 4倒(唐様富272. 354，居平92.103)と少ない.

4 粗雑で不定形な地山礁に凹みをつけただけのもの 大抵が首再量百益註岩に由来する

単制鰍石料方縛石角間石安山岩町天然確であり、表面は賀土色~褐色を Lたり惜化鉄町議膜を

かぶったりしている. 1嗣相当の19.0:1".がこれである.

凹穴町樺聾もいろいろであるが、冊らかの生直的な道具とは到底必もわれない.地山から得

た礁に凹みを L るすこと自体に意味があったとしか考えられない.凹右という視~.からすれば
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瞬らかに一方向極に位置する特殊な存在である.

5 舷石およひ'地山曜のままのもの 明らかに河原町転石町ままであり、何ら手カ切日えられ

ていないものが7点ほどある.居り石と Lて使えないことはないが‘あまり形がよくない.曾

ってみれば、 3の摸鉄たる磨り石 田石町ヲち(2)に分けたものの予備g百みたいなものである.

池山嘆のままのも町は、石膏 樟躍とも前項4町田石に遣なる.唐波宮遺跡から7点ほど出土

Lている.

6 鰻頭形をしたもの 普通町揺り石 田石よりは二回りほど小さくて平べたい、恰も鰻頭

のような形状をLた仲間である.凹みもなく、手にして使うにはあまりに，).さい.表面が貧土

色~茶色をLたものヵfj.>Lある.ll.e:o 

7 団予形をしたもの 前者より一層小さくころころとして、まるで団子や麟王町ような形

tえをしている.前者向樺 実用的な週具とは到底おもわれない.やはり表面が貧土色~芽、褐色

をしたものがある.12占.

8 鏡餅形をしたもの 通常的車り石田石よりは 回りから倍大〈らい大き〈て平べたい

御供えのよヲな形状をした簡である.これまた、手にして冊らかの作業に使った道具とは考え

にくい.坂上34 麿波富161， 坂上7I.72. 129 . 146.肩平ではないが 壇上IIIと向原52も加

えておこヲ.合わせて 8l!.o

形腫の額韓

降り石 田石類として広〈蛇材しうる石器町実曹は、以上のような樋叛に分けることができ

る.このように期別してみて直ちに気付〈町は 各々がEいに額縁関係をもち、全体として連

kをする石器群を成Lていることであろう.Lかもそれらは、三つの蝿能と形態に大きくまとめ

られる.

第一は、石うすに対する磨り石である. 1町石曲形および亀の甲騒形眉布石は その極に位

置する.これと 2町躍り石とは棉曹の鰭特極まで観しい額縁関係を保勺ている.原則と Lて前

者は製粉周 f走者i玄関型用と見倣される.他方、 2円盤り石は 3的(1) さらに(2)へと速な勺て

いしそヲ移ってゆ〈に世い、庖η石と Lて向機能が瞬時となる.さらに(3)のごと〈磨り石と

Lて不適当な形想的も町に至ると 機能的には凹石と Lて向性格に自を向けるしかない.

そこで第二は、凹石という側面である 4同地山磯田石はその極端なものと曾える.地山理

に回大を印すこと自体に意味があったと Lか思えないのである.そ Lて、これら町一部と 3円

13の或るも町とは形聾的に近慨する.双方をひっくるめると、磨り石に非ずLてただ凹穴を有

すことに何らかの意味をもっ、坦形凹石町存在が明らかとなる.だが、その凹穴が特に尭遣し

ているわけではない.むLろ、躍り石やそれに単ずるものの方が凹穴も獲って発達した聞が多

い.信り石に似て、しかLそれには到底およ{まない岨形なもの、笑周できないものとは何であ

ろうか.
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織り石。
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組形問石

" 

。。附

車187図磨り石凹石再知輯組成 (?4'向原，l44' 145・129;坂上)

第三は、 6. 7 . 8に割引iした仲間である。大小町差はあれ、いずれも石銀頭とか石因子

あるいは石町鏡餅とでも呼ぶのがよく弧合う。何か実用的な機能をもっ道具とみる円は無理で

ある.石町鰻頭や団子だの鵠餅だ円とは、あまりに空型的な見方だと一笑に付されるかもしれ

ない。しかし、現実に躍り石を手にして粉を磁〈以上、そう Lた形のお焼をつくって食べてい

たであろうことは当時も変わりないはずだ.そこで思い起こされるのは、曽利遺跡出土のいわ
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ゆるパ〆状炭化物と、 f4品首遺跡から出土した同時な炭化食品町ことてFあるT紛れもなく 坂
上1四は11利町も町に、麿波宮161は伴野原町も肉に形状 寸法が酷岨するではないか.単なる

偶然と片付けることはてーさない.

磨り石田奈

さて、ここで再び躍り石町醐聾に目を向けてみよっ.合わせて崎市町峰り石のうち、 22例ま

でが倒縁を髄打横IIて蛮形させたり乱打を加えていた.また】2聞が火然を畳けた策跡をとど

め 10例に福々の付着物がみられた.ことに前二点は彪り石に特有な Lるしと曾之る.同欄な

根曹は、間的、と唐波百円前期的出り石にも緩めて顕著であった.向脈問 1"5'17'18，唐按

富の1がそれである.

'i利遺跡ではどつであったか。いま畑々の態。)石に当たって再任検する余柑はないが、報告

書に拠って、石歯形を主体とした明らかな磨り石を25占はど拾ヲことができる.今回 番目に

媛別Lた純鎖的峰。石である.そ向うち町14聞はどが側緑町敵打検Lや乱打を畳け、 8怖が火

熱に遭ったとみられる.そ町割合は前述のそれとよ<l以ている. lてみると、少な〈とも前期

中難から中期において、 l盛り石とはこうした樺腔を伴うものであることが、確と肥罰されよう.

これはどヲしたことだろうか.よ〈使い込まれてつるつるにな勺た雌り薗を断ち切って側縁

を骸打世形Lているとニろをみると、それが麿り石と Lて町役を来たし終えた時点でなされた

ことが鍛せ句れる.火中に投ぜられる町もi司樺であるヲ.火熱で表面がはじけ飛んだりひび劃

れては 使いものにならない.

これには、単なる道具を超えた、庖η石に対する深い思いが込められているよう吃.冊緑を

高波打すれば、そこからぼろぼろと石町粉が務ちる.そ町粉は、開り石が磁き出す穀物町骨に媛

せられていた町ではあるまいか.火中で焼くのは 膳り石自身が団子や餅と同視されたが放

ではないだろヲか.紛にまみれ、自身を層。]減らしながら紛を繊き出す磨り石町姿を思えば、

このことは納得しにくいことではない.曾い換えると 磨つ石に対するそうした観念が実際に

具現されることによって峰')石はその使命を金ヲする.すなわち 道具としての現実から送つ

出される といヲ二とだろヲ.時に躍り石や田石が炉の詰め右にされていることも、そヲ Lた

ことと無聞係ではなさそうだ.

ただL、日ijj則を敵打横IIてきちんとした側面を形づ〈っていることには別な所以がありそ

ヲ1!.そう Lて聖形Lた騰リ石は、居平49のようむ四面凹石円形に近似する.四面を有する直

方体状の凹石は訟の少ない形式であるが、それと町l湖に何か関係があるようにみえる.

そヲすると ロ ム町ょっなも町がこびりついている円も 買な粉をつけた団子や餅を也、い

浮かべることによって説明できないこともない.ー方 磨り石町植控をニのように理解するな

らば、別に石町因子や鰻覇や瞳餅が存在することも胸に落ちるといフも町である.そこでも、

貧土色や茶褐色のやわらかい磁映をもっ石団子がみられた。その表而肉色合にすら意味があっ
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